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				◉サザクライン視点

				「サザクライン様……異空間に閉じ込めておいた『奴』が結界の破れ目を見つけ出し、転生の輪廻に割り込み、地上界に現出しようとしております。いかがいたしましょうか……」

				　私の目の前に白亜の羽を持つ女性が頭(こうべ)を垂れていた。彼女は天なる国の住民で、戦いと狂気の神名を持つリリエルハイムという神だった。

				「そう……ありがとう。貴方とは別に転生の因果律も弄っていると、知恵と知識のバーリガルから報告を受けております。『奴』は自らの魂を分け与え、転生させた女性達の魂をある男に集まるように因果律操っているみたいね」

				　私はふぅと歎息する。今地上界に現出しようとしている男は私の父を殺し、天なる国の平穏を崩し、民を大勢地上界へ堕天させた憎むべき男であった。だが、同時に私の最愛の弟であり、最初で最後に愛した男でもあった。

				「サザクライン様……我らが地上界に干渉する能力はすでに失われました……此度、『奴』が復活すれば止める手立ては有りませんが……いかがいたしましょうか」

				　リリエルハイムは頭を上げず、平伏したまま対処法を求めてきた。天なる国はすでに地上界へ繋がる天界門(ヘブンズゲート)を神魔大戦の際に失っており、地上界へ追跡者である〝神子〟を送り込むことが不可能になっていた。　

				「一応、因果律を弄(いじく)り神子の血筋を復活させることができております。最悪の場合は彼女に奴の魂を狩ってもらうつもりです」

				「神子がまだ地上界に残っていたのですかっ!!　アレは百年程度で寿命を迎えるはずでは……それに生殖能力も無いはず……」

				　リリエルハイムが神子が地上に復活したと聞いて平伏していた顔を上げて驚いていた。神子というのは、我々天上人の姿形を模した複製品であり、戦闘能力を極大にまで引き上げた者達の総称だった。

				　それらは地上で権勢を築いた我が弟の作った眞魔王国との戦いに導入され、多くの魔族を屠ってきた殺戮兵器だった。製作者である我々は、それらの能力を恐れ、生殖能力を与えずにいたが、プロトタイプの一体が神魔大戦のどさくさに紛れて地上界に降りており、かの地で子を為していた事実を突き止めた時は驚愕した。

				　だが、現在地上界にいる神子は私の完成させた大規模特殊結界術である神の審判(ゴッド・オブ・ジャッジメント)の影響を受けて、神子としての能力を封印されていた。

				「今は神子の能力は封印されている。奴が復活しない限り封印は解かないつもりだわ。それに魔王オルフェーブルが生まれ変わりの器としようとしている男もバーリガルの追跡で特定できたの」

				「ならば、その器の男をどうにかせねばっ!!」

				　リリエルハイムも神魔大戦を生き抜いた天なる国の主柱神の一人であるためにオルフェーブルの強さを身に染みて覚えている者だった。なので、オルフェーブルの復活をかなり恐れている。

				　悦楽と肉欲の神名を持っていたオルフェーブルは、天なる国の最強の戦士であり、偉大な神術の遣い手であり、女性のあこがれの男だった。そんな男が一人の女に唆(そそのか)されて、父を殺し、大勢の住民を唆して地上へ堕天した事実はすでに知っている者も少なくなり、その存在を知る者も天なる国には少なくなっていた。

				「大丈夫。そちらも手を打ってあります」

				　私は手にしていた宝玉を覗き込む。そこには、小太りで眼鏡をかけたボサボサの髪をしている不細工な中年男が映し出されていた。彼の名は堀(ほり)川(かわ)健(けん)人(と)。異世界の住人だが、今回オルフェーブルが復活に使用しようとしている器にピッタリと収まる魂の持ち主だった。

				　彼をこのグリモワール世界に召喚して、オルフェーブルよリ早く、器に魂を埋め込んでしまえば、突発事態でも起きない限りは復活することは無いと思われた。

				「さすがは天なる国の主神であらせられる慈愛と博愛のサザクライン様ですね。奴が復活すれば地上界のみならず、この天なる国にも失われた送還門の術を使い攻め込んで来ることは必定。戦が絶えて久しいこの国の者達では奴を止めることなど無理ですからね」

				　リリエルハイムが言うように地上界への干渉能力を失った我が天なる国は争い事が無くなり、住民は温和で柔弱な者ばかりになっていた。不老長生を与えらえた我らは争う事をしなくなると、途端に進歩することが無くなり、緩慢に死を待つ日々を過ごしていると言っても過言ではなかった。

				　オルフェ……貴方は絶対にあの女になんか渡さないわ……大人しく私が作った揺り籠の中で眠っていなさい……。

				「あの子は異次元の片隅で眠っていればいいわ」　

				　リリエルハイムが私のつぶやきを別の意味に受け取る。

				「そうですね。あんな奴を外に出すわけにはいきませんから」

				　リリエルハイムと私の意図は多分違っているのだけれども、修正する気は更々考えていなかった。

				「私はこれより招魂の儀式に入ります。リリエルハイムは引き続き監視をお願いします」

				「ははっ！」

				　今一度私に頭(こうべ)を垂れるとリリエルハイムは神殿から足早に出ていった。

				「……オルフェ」

				　久しぶりに口にした弟の愛称を懐かしむが、すぐに気持ちを切り替えて、復活を阻止するべく神殿の奥にある儀式の間に足を向けて歩き出していった。

				

							プロローグ

				

				　俺は、堀(ほり)川(かわ)健(けん)人(と)。三五歳で独身の元会社員だ。

				　なぜ「元」かって言われれば、それは世間という荒波に呑まれ、会社という船が沈没してしまい「会社員」という身分を消失してしまったからだ。

				　だから今、絶賛暇を持て余し中である。

				　世間様は「ハタラケ！　シュウカツセヨ！」とプレッシャーを与えてくれるが、亡くなった両親の残してくれた家と、働いて貯めた貯金があったので、俺は大人の休日をとることに決めたのだ。

				　でもまぁ、日頃から人付き合いを最小限に抑えていたため、暇だからといって遊ぶ友達もなく、ましてや付き合ってくれるような異性もいない。

				　仕方ないので暇つぶしのため、久しぶりにネットゲームでもやろうと思い、サイトを閲覧している。

				　どうせボッチプレイしかしないから、枯れたネットゲームの方がいいよな。

				　ネットゲームは会社員時代もたまにやっていたが、基本は無課金ソロプレイであり、ある程度楽しめればいい、と割りきってプレイしていた。別にコミュ力が低くてボッチってわけじゃないと思うけど、いつもいつの間にかボッチプレイをしてた記憶しかない。

				　そんなことを考えながらサイト検索していたら、ひとつのサイトに辿り着いた。『ハンターライフ』というネットゲームのサイトだが、交流掲示板の書き込みは二年前で止まっており、開発頓挫したのか正式サービスまでなってもおらずオープンベータで更新が止まっているようだ。見事なまでに枯れている。

				　公式サイトによるとゲームの内容は携帯型ゲーム機で大ヒットした「某狩猟ゲーム」に魔術やスキルを加えた上に、ギャルゲーの「女性との疑似恋愛ができるゲーム」の要素を混ぜた感じのゲーム内容になっているようだ。驚いたことに、ネットゲームなのに18禁表示が……説明を読むと、なんとエッチもできる仕様とのこと。

				　まったく、オープンワールドでエッチってどんなゲームだよ。あっ、でも昔あったかもな……。

				　けっして、エッチができるのに惹かれたわけじゃないけど、俄然興味が出てゲームマニュアルを熟読せず、直ぐにゲームを開始した。

				　速攻でＰＣにインストールして、クライアントを起動させると、キャラ作成画面が表示される。表示されているキャラのＣＧの作り込みは半端じゃなく、低スペックの俺のＰＣでプレイできるか心配だったが、今のところはスムーズに動いてくれているようだ。

				　とりあえずゲームを進めるべくキャラ作成にとりかかった。最初は部族を選ぶようだ。上から順番に眞(しん)魔(ま)族・黒(こく)龍(りゅう)族・阿(あ)修(しゅ)羅(ら)族・迦(か)楼(る)羅(ら)族・羅(ら)刹(せつ)族・夢(む)魔(ま)族・妖(よう)魔(ま)族・魔(ま)人(じん)族と並んでいる。

				　ポップアップの説明文に部族の色々な特徴が書いてあるが、最初のテストプレイ用のキャラと割りきっているので、平均的な能力値である魔人族の男を選んだ。

				　次は容姿の設定だ。これはデフォルトで設定されていて選べなかった。表示されているキャラの顔が心なしか俺に似ているように思えたが、気にせずサクッと決定した。

				　次は名前を考える。これもテスト用キャラなので安易に自分の名前である健人をカタカナにして「ケント」にしてみた。

				　ちなみに、年齢は十五歳にしてみた。特に深い意味があるわけじゃないが、十五歳なら厨二発言してもいいよね？

				　そして、最後に初期スキルの選択がきた。ＰＣ画面上に現れたスロットが回り決定を押すとスキルが決定される仕様のようだ。回っているスロットを見るとスキルは色々あるみたいだ。ざっと見えてるだけでも、剣術やら銃術とかの戦闘系スキルやら、武器製造知識や売買交渉など製造系スキルもチラホラ見えた。

				　初期スキルは四つ選べるようなのだが、これも適当にクリックしていく。どうせテスト用のキャラだし、ある程度プレイして慣れたら本気キャラを作成するので、その時に凝ればいいわけだ。

				　マウスをクリックして適当に決定した四つのスキルを見て、俺は思わず吹き出しそうになった。選ばれたスキルは【イケメン】【保護欲】【女殺し】【性豪】の四つだ。

				【イケメン】はいい、【保護欲】もわかる。だが、後の二つ【女殺し】、【性豪】なんてのは、俺にハーレムプレイかヒモ男プレイを強要しているとしか思えない。何か作為を感じるスキル構成だったが、エロへの誘惑に負けた俺は決定ボタンを押した。

				

				ケント　魔人族　男性　15歳

				　　戦闘ジョブ	：なし

				　　一般ジョブ	：なし

				　　戦闘スキル	：なし

				　　補正スキル	：イケメン　保護欲　女殺し　性豪

				　　一般スキル	：なし

				　　装備	：なし

				　　使用言語	：西方語

				　　読解	：なし

				

				　自分で作っておいてなんだが、どう見てもネタキャラにしか思えない。戦闘スキルや生産スキルのないボッチプレイは、縛りプレイしてるかもしれないな。そんなことを思いつつキャラ設定を終わるため、【決定】ボタンを押すと画面上に警告の文字が現れる。

				

				【このキャラクターでゲームを始めますか？　ＹＥＳ／ＮＯ】

				

				　もちろんＹＥＳだ。縛りプレイ上等！　エロ万歳!!

				

				【本当に後悔しませんね？　ＹＥＳ／ＮＯ】

				

				　ＹＥＳ！　ＹＥＳ！　ＹＥＳ！　早くヤラせろっ！　おっと、イカンな焦りすぎた。

				

				【では、ケント貴方を異世界グリモワールへと召喚させていただきます。幸運を祈ります】

				

				　へ？　召喚だって？　ログインってことだよな……突如光り出したモニターを見ながら俺は意識を失っていった。

				

                			

	
			
						第１話	目覚め

				

				　目を覚ますと、家の中で自分の部屋にいたはずの俺は、鬱(うっ)蒼(そう)と木々が生い茂る森の中にいた。目覚めた場所の木々はかなり生い茂り、日の光がほとんど入ってこないほどの深い森だった。

				　なぜだ？　俺は家の中でネットゲームをしようとしていたはずだったのに。

				　あまりにもリアルな触りごこちや草の匂いに俺は混乱していた。ただゲームをしようとしていたはずなのに、気が付くと見知らぬ場所にいたことをまったく理解できていなかった。

				　三〇分ほど座ったまま、色々と考えていくうちに、ライトノベルなんかでよくある『異世界召喚』が俺の身に起こったのか……と真剣に考え始めていた。ふと、視界の端に半透明のウィンドウがあることに気がついた。俺の意識がそこに向くとウインドウが拡大されゲームのメニュー画面が呼び出され、目の前にウィンドウが展開される。

				　ふぅー、ビビったぜ。マジで異世界に来たかと思った。このゲーム、すげーヴァーチャルリアリティーのクオリティ高すぎるつーの。にしても、ダイブ系のＶＲＭＭＯＲＰＧなんかいつの間に開発されていたのか。技術の進歩は凄まじいぜ。

				　ゲーム内と確認できたことで俺は落ち着きを取り戻し、色々と確認するために改めてメニューを開いた。メニュー画面を見ていくと、自分のステータス・スキル・装備、それと仲間の情報などやマップ表示のＯＮ／ＯＦＦが選べるようになっている。

				　試しにマップ表示をＯＮにしてみた。半透明のウィンドウが新しく立ち上がり、真っ黒なウィンドウの中に一つ赤い輝点が光っていた。どうやら赤い基点は自分の場所のようだ。

				　検証するために周囲を少し歩いて見ると黒かった画面が塗り替わっていった。つまり黒い場所は未踏破というわけだ。

				　次に、自分のステータスを確認してみた。

				

				ケント　魔人族　15歳　男

				　　戦闘ジョブ	：なし

				　　一般ジョブ	：なし

				　　戦闘スキル	：なし　

				　　補正スキル	：イケメン　保護欲　女殺し　性豪

				　　一般スキル	：なし

				　　装備	：布の服

				　　使用言語	：西方語

				　　読解	：なし

				　　称号	：なし

				

				　キャラ作成した時のままだった。これだけだと強いのか弱いのかわからないな。このへんはＲＰＧっぽいっていうかなんというか。とりあえずＨＰとＭＰを視界の端にバー表示で表すように設定してみた。

				　あとメニューに残っているのは、「インベントリ」と「スキル」だけだった。インベントリは持ち物を入れられるらしいが、生憎、俺は今何も持っていないのでパスした。

				　スキルは戦闘・補正・一般に別れていて、さらに戦闘スキルは戦技・魔術に分かれていた。そこで、今俺が持っているスキルを確認してみた。

				　ポップアップ表示された説明文にはこう書かれている。

				

				【イケメン／美少女】……対異性に対して友好度が大幅に上昇しやすい。ユニークスキル

				【保護欲】…………………対異性からの保護欲を誘い資金提供や協力を得やすくなる。ユニークスキル

				【女殺し／悪女】…………対異性に対しての性行為で親愛度が大幅に上昇する。ユニークスキル

				【性豪】……………………対異性との性行為で体力を消耗しなくなる。ユニークスキル

				

				　すべてレアなユニークスキルなんだが、ザ・色事師としか言えないな。あなたに最適なお仕事はＡＶ男優・ホスト・結婚詐欺師ですって言い切られた感じだ。

				　しかしながら、俺が一番安心したのは四つスキルがすべて対異性にしか発動しないことが確認できたことだ。

				　だって俺はノーマルだからだっ!!　ぜってー掘られてたまるかっ!!

				　メニューの確認が終わったところで一つ気が付いたことがあった。それはゲームを終了させるログアウトの仕方が分からないことだ。メニュー内には、それらしき項目が見つけられなかった。

				　セーブポイントみたいなところでしか、ログアウトができない仕様なのかもしれないな。

				　何も無い鬱蒼とした森の中で考えていてもしょうがないので、俺は人家を探すべく、森の中をおもむろに歩き始めた。そしてしばらくすると、自分の考えの無さを悔やむことになった。理由は道に迷ったことである。

				　というか、マップ表示は出ているのだが、どこに向かえば街に行けるかナビゲーションが出るわけでもないので、適当に歩いていたら迷ったのである。しかも、喉も渇いて、腹も減ってきた。

				　空腹感や喉の渇きなどリアルに作りすぎと思ったが、これはゲームにのめり込んでしまわないようにゲーム会社がワザとそうゲーム設定しているのかもしれない。だが、今は空腹感を満たそうにもログアウトの仕方が分からず飯も食えない状況だった。

				　街への道もわからなければ、ログアウトの仕方もわからないときては、どうすればいいのか？　開発者を小一時間ぐらい説教してあげたい。

				　俺が開発者への不満を口にしていると、後ろの草むらがガサガサ揺れ始めた。音に反応して振り向くと、そこには銀色のカマキリがいた。ただし、見慣れた手のひらサイズでは無く、俺の背丈を越える特大サイズだ。

				　俺は急に背後から現れた巨大なカマキリに驚いて尻餅をついてしまった。

				　全高三メートル級のカマキリなんて反則だろ。

				　銀色の特大カマキリは、複眼の目に俺を捉えると、巨大な銀色の両鎌を振り上げて、せわしなく動かしていた口元がニヤリと笑ったように見えた。

				　どうやら奴は俺を捕食対象として認定したようだ。尻餅をついたままの格好から、立ち上がろうとしたが、恐怖のために足が言うことを聞かずもがくように手足をバタつかせているうちに、ヒュンと風切り音を立てて振り下ろされた巨大な銀色の鎌が俺の頬を掠める。その際に頬に走った痛みが死の危険を感じさせた。　

				「いっってええ！！！　……おいおいゲームだろこれ？」

				　あまりの痛さで思わず声が出てしまった。表示状態にしていたＨＰバーがすごい勢いで減っているのが見えた。

				　マジでありえない。ハードモードすぎる。

				　巨大銀色カマキリは、絶好の餌を見つけたかのように、俺へジリジリと寄ってくる。痛みと恐怖で逃げ出したかったが、背中を見せるとあの鎌の一刺しで捕食されてしまいそうでジリジリと後ずさることしかできない。

				　しかし、その膠着は一瞬で破られた。なんと、奴は俺に飛びかかって来たのだ。そして奴は、のしかかり他の足で俺の手足を拘束すると、鎌を振り下ろそうとしていた。

				　俺はとてもリアルに死の恐怖ってのを味わっていた。迫りくる死から逃れようと、手足をバタつかせたが、カマキリに拘束された手足は全く動かせない。

				　その瞬間、ゲームだからここで死ねばログアウトできるのかもとも思ったが、鎌が掠めた時の痛みを考えると怖すぎて嫌になる。

				　頬に痛みが走り逃避しそうになっていた思考が現実に引き戻された。鎌がまた頬を掠めたようだ。のしかかったカマキリは複眼の眼に勝者の雰囲気をチラつかせている。

				　また、鎌が頬を掠めた。恐怖で体が縮こまる。下半身に生暖かい感触が広がった。

				　一瞬、血かと思ったがどうやら恐怖の余り漏らしてしまったようだ。お漏らしをした俺にカマキリは飽きたのかトドメを差すべく鎌を振り上げた。

				　俺も観念して目を閉じると、願わくば余り痛くしないでほしいと思った。そして、死を間近に感じ硬直していた俺の顔に熱い液体が降り注いだ。思わず更に身を固くしてしまう。

				　今、かかったのは俺の血液だろうか？

				　だが、一向に痛みは来ない。恐る恐る目を開けると、そこには頭部と鎌が無くなったカマキリがいた。

                			

	
			
						第２話	美女との遭遇

				

				「坊や大丈夫？　ちゃんと生きてるの？」

				　とても澄んだ温かみのある声が頭上から聞こえてきた。

				　坊や？　あっ、俺のことか。

				　俺はカマキリの死体をどけようともがいていたが、どうにも動けなかった。

				「どなたか知りませんが助かりました。ついでと言ってなんですがコレどけていただけると助かるんですが……」

				　声の方へ手助けを求める。草むらから一人の露出度の高い鎧を纏った女性が出てきた。

				　俺は、まずその女性の容姿に驚いた。金髪碧眼なのは良しとしよう。顔のつくりも非常に美しい。胸もあの膨らみが本物であればＥカップぐらいは余裕だろう。

				　だが、しかし!!　背中から見える蝙蝠みたいな羽と頭にある山羊の角みたいな物はコスプレであろうか？

				　女性は俺の目の前にまで来ると立ち止まった。彼女が立ち止まった位置から見上げると二つの山とスカートの中身が目に入る。

				　俺は慌てて目を反らす行動をしたが、彼女は気づいたらしくニマニマした顔で話し掛けてきた。

				「まったく、坊やはエッチな子。まぁ若いからしょうがないわよね。フフッ」

				「いやっ、ちがっ……わざとじゃないです。たまたま視界に入っただけで……」

				　俺は思いつく限りの言い訳を考えていた。リアルでも彼女がいなかった俺はどう切り返せばいいかわからなかった。それに、ＰＣ（プレイヤーキャラクター）なのかＮＰＣ（ノンプレイヤーキャラクター）なのかも分からないので、さらに思考の深みに嵌りそうだった。

				　そうして、言い訳を考えている間に、彼女がカマキリの死体をどかしてくれた。

				「しかし、坊や。この銀色(シルバー)蟷螂(マンティス)に襲われてよく無事だったわね」

				「あ、ありがとうございますっ!!　ぐっ、いってぇええ!!」

				　俺は立ち上がろうとすると、頬に激痛が走った。痛みの元を指で探ると、傷自体は小さいが結構深く切り込まれていた。

				「怪我してるのね。待って、今、癒しの光(ヒール)かけてあげるから」

				　彼女は、倒れていた俺に手を差し伸べ、立ちあがらせてくれると、聞きなれない言葉を呟きながら頬の傷に手を近づけた。彼女の手が光りだして傷に当てられる。俺は、傷の痛みを予想し身を固くした。

				　しかし、傷に触れた彼女の手の感触は柔らかく、温かく、まったく痛みも無かった。彼女の手から光が消え、そっと手を離した後に、傷のあった部分を触ると綺麗につるんとした頬になっていた。

				「痛くなくなった！　今何したんですか！」

				「坊や、魔術もしらないの？」

				「今の魔術なんですか！　魔術ってすごいですね。傷がなくなっちゃった」

				「こっち(回復魔術)はオマケで覚えただけだから、大して回復してないわよ」

				　彼女は若干照れくさそうにしていたが、褒められて嬉しそうだった。

				「貴方が助けてくれなければ、今頃食べられていたでしょうね」

				「そうね。そういう意味じゃ、坊やは運がいいのかもしれないわね。そういえば、まだお互いに名乗りあってなかったわね」

				　そうだ、まだ恩人の名前も聞いてなかった。初対面の人だからこそ、大人のマナーとして、礼儀は大切にしておかないとな。

				　それに、ＰＣでもＮＰＣでもどちらでもいいけど、まず街まで連れて行ってもらわないといけないし。

				「ああっ、すみません。ケントって言います。もしかしてＰＣの方ですか？」

				「私は、ミリアリアって言うの。ピーシーって何？　何かの職業？」

				　ＰＣを知らないってことは、彼女はＮＰＣキャラなんだろうか。それと、もう一つ気になっていたことをミリアリアに聞いた。

				「ミリアリアさん、一つ質問させてもらっていいですか？　その角と羽って本物ですか？」

				　俺の質問に彼女は怪訝そうな表情をする。

				　しまった、触れてはマズイことだったのか？

				「ケント坊は変な事聞くのね？　自前に決まってるじゃないの。私は夢(む)魔(ま)族のサキュバス種だから。見たことない？」

				「不躾な質問ですみません、初めて拝見したので……」

				「まぁ、いいわよ。それより、次はケント坊の服をどうにかしないとね」

				　俺がミリアリアの視線の先を辿って行くと股間のあたりに向けられていた。助かったことで安堵していてすっかり忘れていたが、視線を向けると股間の辺りは例の液体で濡れていた。

				「あっ！　いやっ、ちがうぅって!!」

				　初対面の美人の前でお漏らしした服見られるってどんな羞恥プレイだよ。マジで恥ずかし過ぎて逃げ出したいわ。

				　俺は慌てて股間を隠した。ミリアリアは、そんな俺を見て笑うのを堪えていた。

				「この銀色(シルバー)蟷螂(マンティス)の解体はすぐに終わらせるから待っててね。近くの泉で水浴びでもしようね」

				「そ、そうですね。この服に付いた銀色(シルバー)蟷螂(マンティス)の体液も粘ついて気持ち悪いですし……」

				「フフッ、そういうことにしておいてあげるわ」

				　そう宣言するとミリアリアは、銀色(シルバー)蟷螂(マンティス)を手早く解体し始めた。やはり、銀色(シルバー)蟷螂(マンティス)から取れる素材を、売ったり、武器にしたりするのだろうか。彼女が解体するのを待ってる間に、俺は視界の隅で点滅しているメッセージログのウィンドウを拡大した。

				　

				　イケメンスキル発動【ミリアリア】友好度大幅上昇　

				　イケメンスキル発動【ミリアリア】友好度大幅上昇　

				　イケメンスキル発動【ミリアリア】友好度大幅上昇　

				　イケメンスキル発動【ミリアリア】友好度大幅上昇　

				　イケメンスキル発動【ミリアリア】友好度大幅上昇

				【ミリアリア】状態：【好意】に変化

				

				　ログを読んでみるとミリアリアの友好度が大幅に上昇されて、状態が【好意】に変化したようだ。

				　恐るべしユニークスキルの【イケメン】パワー。ただのお漏らし男をみて好意を持つって、ミリアリアさんアンタスゴイヨ。

				「さて、解体終わったから約束どおり泉に行って綺麗にしようかっ、ケント坊」

				　ミリアリアが銀色(シルバー)蟷螂(マンティス)の解体を終え近づいてきた。彼女の背中のバッグから銀色(シルバー)蟷螂(マンティス)の鎌やら脚が飛びだしている絵は、なかなかにシュール。

				　だが、俺は受けた恩は必ず返す男。そして、今俺にできることは彼女のバッグを持つことぐらいしかない。だから、俺は彼女に提案した。

				「ミリアリアさん、その重そうなバッグ俺が持っていきます」

				「えーっ！　重いよ、コレ」

				「助けてもらったのに、お礼が何もできないので荷物持ちぐらいさせてください」

				　俺の真剣な訴えにミリアリアも納得しバッグを渡してきた。

				　ズシッ、ミシッ、ミシッ。

				　やべぇ、マジで重い。しかも背骨が変な音立ててやがる。足もなんだかカクカクしてきた。

				「ケント坊、ホントに大丈夫？　無理しなくてもいいけど」

				「コレぐらいヨユウですよ。はっはは……」

				「ホントに無理だと思ったら、お姉さんにちゃんと言ってね」

				　そうやって、俺達は近くにあるという泉へ歩いて行くことにした。

                			

	
			
						第３話	美女と水浴び

				

				　銀色(シルバー)蟷螂(マンティス)に襲われた場所から、二〇分ぐらい歩いていくと、鬱(うっ)蒼(そう)としていた森がひらけ、目の前にきれいな水の湧く泉があった。

				「さぁ、着いたわ。ケント坊の服ヌギヌギしてあげようか？」

				　ミリアリアは手をワキワキさせながら、顔をニヤケさせて近づいてくる。なんだか、肉食の動物に狙われている感覚がした。

				「大丈夫！　それぐらいできますよっ！　じゃあ、ちょっと行ってきます」

				　俺が近づいてきたミリアリアの手を振り切るように走り出す。彼女は俺を脱がせずに少し残念そうな顔をして見送った。

				「そう？　じゃあ焚き火起こしておくわね」

				　彼女に脱がされる前に逃げ出し、近くにあった岩陰で服を脱いだ。カマキリの体液と例のアレ(お漏らし)でベトベトになっている服は、ひとまず置いておき、先に自分の体を綺麗にすることにした。

				「うぅ、さすがに冷たい。温泉だったらよかったのに……」

				　泉の冷たい水が身に染みたが、顔や頭に付いていた体液や下半身の汚れを綺麗に落としていた。

				　一通り綺麗になった俺は衣服を洗うべく振り返ると、そこには想定外の事態が鎮座しておられた。そこには、全裸になったミリアリアが大きな胸を隠そうともせずに泉に入ろうとしていたのだった。

				「ミリアリアさんっ！　ちょっ！　何やってるんですかっ！」

				「何って？　私も水浴びしようとしてるだけなんだけど？」

				　視界に彼女の二つの主砲(むね)が入る。

				

				　ロックオン……サーチ完了。

				

				『報告します！　前方の主砲はＥ級(Ｅカップ)と推定されておりましたが、訂正します！　あれはＧです！　グレート級(Ｇカップ)です！』

				

				　俺の思考の止まった脳内で、連絡員がさらに叫んでいる。

				

				『敵！　グレート級シルエットデータ来ました！　上からＴ：１６３Ｂ：９１Ｗ：５８Ｈ：８３の模様！　尚、敵主砲は上向きであります！』

                			

	








			
				『ジーザスっ！　Ｇ級(Ｇカップ)のくせに上向きだと……反則すぎる！　どうする？　どうすればいい！　敵は、あの細身のシルエットにどうやってＧ級(Ｇカップ)の主砲を積んでいるんだ』

				

				　尚も脳内連絡員は叫んだ。

				

				『敵、グレート級速力上げました！　速いっ！　速すぎるっ！　レーダーに感あり！　艦長っ！　ロックされましたっ！』

				『急速回頭だ！　急げ！　なんとしても逃げ切るんだっ！　あんなの(Ｇカップ)直撃したら、我が艦など一発で轟沈するぞっ！』

				

				　俺は思考力を取り戻すとミリアリアの肢体から目を反らした。

				「もしかして、照れてるの？　ケント坊は本当にカワイイね。どうせならお姉さんとイイコトしない？」

				　しかし、ミリアリアは爆弾発言と共に、その凶悪な裸体を隠すことなく近づいてきた。　

				

				『艦長っ！　ダメです振りきれませんっ！　三〇秒後には射界に入りますっ！』

				『クッ！　逃げ切れないかっ！　しょうがない砲戦準備っ！』

				『敵艦発砲!!　敵弾夾叉来ますっ！』

				『総員対ショック姿勢!!』

				

				　ミリアリアは俺を捕まえると、その大きな胸で頭を包み込んだ。胸の先の硬い突起が頬に触れる。

				

				『艦長っ！　敵弾命中っ!!　一番、二番砲塔大破(思考力麻痺)!!　三番、四番砲塔弾薬庫誘爆(理性崩壊)っ!!　機関損傷!!』

				『ダメコン班!!』

				『ダメです!!　注水限度突破!!　破孔確認!!　もうもちませんっ!!　沈没しますっ！』

				『総員退艦準備！　急げ！』

				『艦長も早く支度を救命艇が準備してありますから』

				『私は艦に残る。済まないが息子に「父はＧ級と戦い、勇ましく散った」と伝えてくれ』

				『分かりました。総員！　艦長に敬礼！』

				

				　脳内寸劇を終わらせ現実に戻ると目の前にはミリアリアの胸があった。しかも、結構な力で押さえられていたのでいささか息苦しいが、鼻孔にはミリアリアの甘い体臭がひろがる。

				「ぷはっ！　な、なにしてるんですか！　前隠してくださいよ！」

				「えーっ！　なんでー？　一緒に洗いっこしよ？」

				　ミリアリアが蠱(こ)惑(わく)的な笑顔で俺に悪魔のような提案を提示する。ミリアリアと裸同士で洗い合うのを想像しただけで顔が火照るのが感じられた。

				　そんなこと言ったら、俺はあんなことやそんなことしちゃいますぜ。

				　だが、俺はミリアリアの提案を断腸の思いで断ることにした。なぜなら、得体の知れないゲーム内でそのような行為に及べば何が起こるか予測がつかなかったからだ。

				「しませんっ！　僕はもうあがりますよ」

				「もう、あがっちゃうの？　でもコッチ(・・・)はなんだかスゴイことになってるけど？」

				　逃げ出そうとしたが、ミリアリアの手が俺の大事な息子に触れる。

				　ＮＯタッチ!!　お触り厳禁ですよ!!　ミリアリアさん！　こら！　ソコ！　ニギニギしないっ!!　ダメだって!!

				　背中に回り込んだミリアリアが、さらに耳元で囁いた。

				「ケント坊、まだ童貞でしょ……？　お姉さんがエッチの手ほどきしてあげようか？　フフフ……」

				　背中一面に柔らかな感触が広がる。だが、一部固く尖った感触も感じられた。

				「ななな、なに言ってるんですか！　ＤＴ(童貞)なワケっ！」

				「あら？　経験あったの？　でも、大人の女も試してみない？　ケント坊ならヤラしてあげてもいいわよ……」

				　ミリアリアは耳元で俺を誘惑する言葉を吐き続ける。

				　ミリアリアさん積極的すぎます。肉食っていうより猛獣です。このままだと喰われてしまいそうです。

				「好意は嬉しいですが、そういうことはもう少しお互いを知ってからにしませんか？」

				「真面目ねぇ～！　お姉さんは全然ＯＫなのにぃ～」

				「というわけで、服もまだ洗ってないんで先上がります。ミリアリアさんも風邪引く前に上がってくださいね」

				「ちぇ～残念だな」

				　俺はミリアリアの包囲を突破し、服を置いてあった岩場に戻った。岩場には、ミリアリアが脱いだ鎧や下着が散乱していたのでキチンと整理しておいた。

				　まぁ、下着はガン見してしまいましたがね。なにせヒモ状の黒パンティーでしたので、眼福。

				　服を洗っている間にミリアリアの方をチラ見してみたら、水面にドンブラコ、ドンブラコと桃が２つ流れてました。

				　桃を惜しみながらもミリアリアが燃やしてくれていた焚き火の方へ移動した。視界の隅でまたメッセージログが点滅しているので拡大してみる。

				

				　イケメンスキル発動【ミリアリア】友好度大幅上昇　

				　イケメンスキル発動【ミリアリア】友好度大幅上昇　

				　イケメンスキル発動【ミリアリア】友好度大幅上昇　

				　イケメンスキル発動【ミリアリア】友好度大幅上昇　

				　イケメンスキル発動【ミリアリア】友好度大幅上昇

				【ミリアリア】状態：【恋慕】に変化

				

				　マジでか？　恋慕ってことはなに？　俺に恋して慕ってるってこと？　いや、まさか今日、先程会ったばかりですぜミリアリアさんよ。

				　もしかしたら、彼女のあの行動は俺のスキルの影響ってことなんだろうか？　【イケメン】スキル恐ろしい子……。

				　しかし、このままだと貞操の危機を感じる。さっきは童貞を否定していたが、実は彼女いない歴三五年だった。俺は風俗へも行かず、純潔を守り続けているのだ。

				　世間では、三〇歳越えたＤＴ(童貞)は魔法使いと呼ばれるクラスにクラスチェンジするようだが、俺は断じて違う！

				　あえて言おうっ！　俺はまだ見ぬ我が魂の伴侶のために聖域を守る守護騎士(ガーディアン)なのだ。そして守護騎士(ガーディアン)は誓いに生きるのだ。

				　それに、彼女の種族名であるサキュバスも、俺の知識内にある、あのサキュバスと同一だとしたら非常にヤバイしな。精を吸うサキュバスだとすると、このままでは明日の朝にはミイラが一体転がっていることになってしまう。彼女には申し訳ないが、街までの道だけ聞いて別れた方が無難なのかもしれないな。

				　俺はパチパチと勢いよく爆(は)ぜる焚き火に当たりながら、これからのことを考えていた。

                			

	
			
						第４話	異世界or ゲームor 夢オチ

				

				　グキュ～。

				　腹の虫は鳴る。そう、お腹が減るのだ。

				　あのカマキリに襲われてバタバタしていて忘れていたが、ゲームを始めて結構な時間が過ぎたはずである。

				　焚き火で服を乾かす間に、再度メニュー画面を開いてログアウトの仕方が書いてないか、くまなく探したが無かった。

				　今さらながら、俺はゲームマニュアルを熟読してからログインするべきであったと後悔している。コレが、ダイブ系のＶＲＭＭＯＲＰＧだって知っていればプレイするのに慎重になったはず。だが、良く考えてみれば俺のＰＣにダイブ系の機器なんかつけてなかったはずだ……。

				　機器無しでダイブできるゲームなんてのは、聞いたことも見たこともないし。

				　ただ、一つ気になっていることがある。向こうで意識を失う前にＰＣ画面に書かれていた文字の内容で、決定ボタンを押す前に【では、グリモワールへと召喚させていただきます】と表示されたことについてだ。

				『召喚』この言葉を俺はログインと自動翻訳して理解したわけだが、言葉どおりの意味だとまた違った解釈ができてしまう。

				　そこで、現状を把握するべく空腹で働きの鈍った頭を動かしてみた。俺の頭で考えられる現状は、以下の三つの事態と思われる。

				

				１．【ハンターライフ】がダイブ系のＭＭＯＲＰＧで特定ポイントでしかログアウトできない仕様になっている。

				２．【ハンターライフ】というゲーム内ではなく、異世界の「グリモワール」という所に何者かによって召喚されてしまった。

				３．ゲーム内でなく、寝落ちした俺の夢の世界。

				

				　３であれば、タダの笑い話で済む。ただ目覚めた時に寝小便漏らして嫌だけどね。

				　次に、１であればどこかにそれらしき建物や物体が設置してあるはず。それに街に行けばＰＣ(プレイヤー・キャラクター)に聞くこともできるはずだし。

				　最後に認めたくないが、２であったとしたら、今ココにある世界が『現実(リアル)』になってしまったと認識せざるを得ない。

				　もし、ヴァーチャル空間だとしてみたらＣＧの作りこみが半端じゃなくリアルだし、草を毟って匂いを嗅ぐとちゃんと草の匂いまで再現しているとなると、かなり凄いゲームと言わざるを得ないが……。

				　ただ、異世界とも言い切れない現象がある。それは、視界内に広げられるメニュー画面やメッセージログだ。

				　ゲームで見慣れたステータス画面やインベントリ欄などが見えると、やはりここがゲーム内世界という思いが捨てきれなくなる。

				　ちなみに、このメニュー画面の操作は意識を向けると自動で展開される仕様になっている。だから、メッセージログが見たければソコに意識すればログウィンドウが開くのだ。展開されたウィンドウは、視界を妨げないように半透明で表示されている。

				　クギュ～。

				　残り少ない栄養で思考をしていたため、空腹度が限界にきてしまったようだ。堂々巡りになりそうな不毛な思考をやめ、空腹という現実にどう対処するかを考え始めた。

				　………………。

				　ああっ！　だめだ！　俺にはこの世界の何が食べられて、何が食べられないかの知識が全くない。もしかして、このまま餓死するのか……。

				　焦りと空腹が思考力をさらに低下させる。焦った俺は周りを見渡すと木の根近くにキノコが生えていた。　焼けば食べられるだろうか……。

				　俺は空腹に負けて、そのキノコを樹の枝に差し焼きはじめた。途端にキノコから香ばしい匂いが立ち昇る。

				　一瞬、醤油があったらよかったのにとも思ったのだが、空腹こそが最高の調味料と言われるように、空腹の俺には焼けたキノコは御馳走に思えた。

				　キノコを食べようと口に近づけると、黒い物体が俺の目の前を凄いスピードで通り抜け、近くの木に突き立った。良く見ると、黒い物体は短剣だった。

				「ふぅ！　間に合った」

				「へっ？」

				　短剣の飛んできた方を見ると、鎧を着たミリアリアがいた。どうやら、この短剣の持ち主はミリアリアのようだ。彼女は、俺からキノコを遠ざけたことに安堵している様子だった。

				「ケント坊っ！　そのキノコは一口でも十分致死量に達する猛毒キノコなんだからね。食べたらダメよ！」

				「えっ？　ウソ！　ホントに？」

				「このダーヴィスの森に自生する動植物は、体に毒素を貯めこんでいるのが多いのよ。ちなみに、ケントが食べようとしてたキノコはシドキノコって言う名前よ」

				　ミリアリアに言われて、食べようとしていたキノコの方をみる。地味な色で椎茸に似た形をしていた。

				　誰だよ！　毒性のあるキノコは色が鮮やかだって言った奴は！　危うく死にかけたじゃないかっ！

				　グキュ～。

				　腹が悲鳴をあげる。空腹によりフラフラになって倒れそうだった。

				「もう、限界です」

				「ケントったら。ちょっと待って、すぐに食事作るから。それまでこのトトナの実でも食べてなさい。トトナの実は食用だけど、絶対食べ過ぎちゃダメよ」

				　ミリアリアが食事の準備をする前に革袋を俺に向かって投げ渡した。そして、調理用の小さな焚き火の方へ向かって歩き出していった。

				　投げ渡された革袋の中にはクルミみたいな形の木の実が入っていた。ひとつ手にとって堅さを確認すると、素手でパカッと殻が割れた。割れた殻の中に茶色い実が入っており、その実を口に放り込む。コリコリとした食感と、ほのかな甘味と香ばしさが口内に広がる。

				　お、結構美味いかもしれない……。

				　空腹になりすぎていた俺は、トトナの実を二つ三つと口に放り込む。

				　イカン！　癖になりそうだな……。

				　コリコリ　コリコリ　コリコリ。

				　気づくと革袋に入っていたトトナの実を完食してしまっていた。辺りには殻だけが大量に散乱するといった様相を呈している。

				「あちゃ～、もしかしてトトナの実全部食べちゃった？」

				　調理用の焚き火にて食事ができたらしく、俺の方に戻って来たミリアリアが空の革袋を見てため息をつく。

				「も、もしかして高価な食べ物でしたかっ？　すすす、すみません」

				「あっ、いやそんな高価なものじゃないけどね……」

				　ミリアリアが語尾を濁す。心配そうに俺の顔を覗き込んできた。彼女の綺麗に澄んだ碧眼に覗き込まれるとドギマギしてしまう。

				「体はなんともない？　大丈夫？」

				　あまりに心配そうなミリアリアの顔に一瞬、心配になる。

				「えっ！　食用って言ってましたよね？　毒かなんかあるんですか？」

				　心配になった俺はミリアリアに毒性について質問していた。

				「いや、毒ではないんだけどね……まぁ、体に異常が無いならいいわ。ソレより食事にしましょう」

				　だが、ミリアリアは俺の質問を聞くと目を逸らして話題を変えてきた。ミリアリアの様子からなにやら怪しいと感じたが、毒性は無いと言っているのであえてそれ以上追求することは避けた。

				　そして、ミリアリアの提供してくれる食事へと俺の意識は向けられていた。

				「すみません。トトナの実を貰った上に食事まで頂いてしまって」

				「私がしたいからしてるだけよ。遠慮なんかしたらダメよ」

				　トトナの実に毒性は無いと分かると俺は安堵し、ミリアリアに促されて食事をすることにした。ミリアリアが作ってくれた食事は、パンと兎みたいな動物の丸焼きと焼き魚だった。

				　俺は、トトナの実だけでは余り膨らんで無かった腹の中にドンドン詰め込む。

				　うめぇ……。

				　ここ最近、リアルでもコンビニ弁当しか食ってなかった俺には、ミリアリアの手料理はうますぎた。

				「美味しいふぇふね！」

				「こら！　食べながら喋っちゃダメでしょ！　もう、こんなとこにパン屑つけて」

				　俺の口元に付いていたパン屑を摘むと、ヒョイと自分の口に放り込む。彼女の行動に再びドギマギしながらも食事を続けた。

				　食事が終わり人心地つくと、ミリアリアが話かけてきた。

				「ところで、ケントはなんでダーヴィスの森の奥にいたの？　魔人族の子供が一人で到達できると思えないんだけど……」

				「いや、その、気がついたらこの森の中でして……」

				「もしかして誰かに攫われたの？　どこの村の子？　両親はいるの？」

				「両親はもう他界していないんですが、リアルの住所はニホンです」

				　ミリアリアの質問にリアルの住所を答えた。だが、彼女の反応はあまり芳しくなかった。　

				「そう、両親は亡くなっているのね。それにしてもニホン村？　私も色々魔大陸を旅してるけど聞いたことない村ね」

				　俺の言葉に怪訝そうな反応をするミリアリアだった。やはり彼女はゲームのプレイヤーでは無いようだ。

				　そうなると、ココが異世界の可能性がグッと高くなるのだが、この世界でまだ彼女しか会っていないので判断しかねる。やはり、街で情報を収集しなければこれ以上の判断はできないだろう。

				　そう結論を出し、俺はおもむろにミリアリアに提案した。

				「できれば、近くの街に行きたいのですが……その……さっきみたいなことがあると」

				「そうね。わかったわ。ちょうど依頼も完了したから、お姉さんが近くで一番大きいアビスヴェーナの街まで護衛してあげるわ」

				「あ、ありがとうございます。ミリアリアさん」

				　近くの街はアビスヴェーナっていうのか、ここからどれ位かかるのだろうか……。

				　道だけ聞いて自分で行こうとも考えていたが、ダーヴィスの森が危険なことを聞かされたことでミリアリアに護衛してもらうことにした。

				　ただ、一つ懸念材料は俺の理性がどこまでミリアリアのセクハラ攻撃に耐えられるかだ。セクハラ攻撃に理性が負けて彼女とエッチした時に、俺が乾燥ミイラになったらシャレにもならない。

				　さっきの水浴び事件でも、ミリアリアがサキュバス種でなければ完全に押し倒してＤＴ卒業してたはず、コレは断言できる。

				　ミリアリアの容姿は金髪碧眼にほっそりした顎、キュッとしまった鼻孔とアヒル口、そして体は引き締まったモデルのような肢体にＧ級持ちという、俺の好みドストライクな女性だ。

				　背中の羽と頭の角がかろうじて、俺の理性にブレーキを掛けてくれている。だが、そのブレーキもいつまで効くか自信がないのが現状だ。　

				「あっ！　でもね一つ条件があるの！」

				　懸念材料のことを思案していると、ミリアリアが護衛を引き受けるための条件を出してきた。

				　やはり金銭だろうか？　それとも肉体奉仕を強要されるのだろうか？　

				　金銭は、この世界の通貨は今持っていないのでなんともできないが、肉体奉仕はエッチな方じゃなければどんなことでもしようと思う。

				「じょ、条件ですか……お礼は必ずします。お金はないですが」　

				　俺は固唾を呑んで条件が提示されるのを待った。

				「いやいや、お金はいいからっ！　私のことはミリィって呼ぶようにっ！　コレが条件よ」　

				　俺はミリアリアの提示した条件に拍子抜けした。

				「えっ！　それだけですか？　ミリアリアさん」

				「こら、ケント！　ミリィよ！　ミリィ姉さんでもいいわ！」

				　ミリアリアことミリィの顔がちょっと赤くなっていたのを、俺は見逃さなかった。

				　うん、照れた顔のミリアリア、いやミリィは凄い可愛いな……こんな娘が俺の彼女だったら幸せなんだろうけど。

				「じゃ、じゃあ、これからヨロシクお願いします。み、ミリィさん」

				　ミリィと呼んでみたが、なんだか恋人同士になったようで俺もかなり照れ臭い思いをしていた。

				「よろしい！　でも、夜動くのは危ないから、今日はココで野営にしましょう。ケントは野営したことあるの？」　

				　野営……キャンプぐらいはしたことあるがミリィが要求している野営のレベルがよくわからないので見栄を張らない方が無難だな。

				「ないです。手伝えることあったら言ってください」

				「じゃあ、寝床の準備するから焚き火が消えないように見張っててね」

				　ミリィはそう言い残すと、あの重たいバッグから簡易的なテントを取り出し組み立て始めた。焚き火の監視役を任された俺は手持無沙汰になり、毎度のごとく点滅してるメッセージログを展開した。

				

				　イケメンスキル発動【ミリアリア】好感度大幅上昇　

				　保護欲スキル発動【ミリアリア】トトナの実取得　

				　イケメンスキル発動【ミリアリア】好感度大幅上昇　

				　保護欲スキル発動【ミリアリア】護衛任務受諾

				　イケメンスキル発動【ミリアリア】好感度大幅上昇

				　イケメンスキル発動【ミリアリア】好感度大幅上昇

				【ミリアリア】状態：【恋愛】に変化

				

				　ログメッセージを読んでいくと、保護欲スキルが初めて発動したようだ。もしかしたら友好度がある程度無いと発動しないスキルなのかもしれない。しかも、友好度から好感度に変更されたみたいだ。これは状態：【恋慕】以上になると好感度に変わる仕様か。

				【イケメン】スキルのおかげで、一日でミリアリアの友好度が好意→恋慕→恋愛まで到達してしまった。ただ、通常の友好度がどの様に上がるのかがよく分からないので、コレが異常なのか正常なのかは判断に苦しむが……。

				　にしても、超肉食系のミリィさんの状態が『恋愛』とは……俺の貞操と生命は大丈夫なのだろうか……夜が怖いな。

                			

	
			
						第５話	理性の崩壊

				

				　クソっ！　体が燃えるように熱い！　体中の血液が沸騰しそうだ！

				　俺はミリィが作ってくれたテントの中で、不意に襲われた感覚に身悶えていた。特に下半身が凄いことになっている。体中の血液がソコへすべて集中したかのように、そそり立っていたのだ。

				　なんとか、落ち着こうといろんなことを考えたが、フラッシュバックのように繰り返される昼間見たミリィの裸体の数々。自分でもエロい自覚はあったが、それにしてもこの興奮状態は異常に感じられる。　

				　また、脳内に裸体のミリィが飛び跳ねている姿が再生される。モデルのようなミリィの顔や三次元機動する胸、掴むと弾かれそうなお尻などがズームアップされていくと、下半身が痛いくらいに存在を主張する。

				　ダメだ……スゲー痛くなってきた。

				　一瞬、焚き火の番をしているミリィに相談しようかと思ったが、女性であるミリィにこの息子を見せるのは恥ずかしすぎる。それに、コレを見つけたミリィが嬉々として襲ってくるかもしれない。

				　本当に困った。

				　何度か自分で処理したのだが、ソレは萎えるどころか火に油を注いだようにいきり立ってしまう。

				　さらに、時間が経ったが、事態は悪化の一途をたどる。痛みと脳への血液の不足で思考力はドンドン低下していく。もう、考えていることもわからなくなってきた。ただ、気持ち良くなりたい衝動だけがドンドン膨らむ。

				　脳内ではミリィは、俺に口も手も胸もそして大事な所もすべて陵辱されてしまって白い液体に全身を汚されているのだ。今の俺は、性欲にすべてを乗っ取られているのかもしれない。

				　ガサっ。

				　不意に物音がした方を見るとそこにミリィがいた。自慰を見られたことで恥ずかしさが全身を包んでいった。

				「ううぅああ……！　い、今来たらだめですよ、ミリィさん。見ないでくれ……」

				　俺は声を振り絞ってミリィが入ってこないように警告した。今、ミリィの匂いを嗅いでしまったら確実に彼女を襲ってしまう。そう、さっきから脳内で何度もミリィにしたことを再現してしまうはずだ。

				　そして、彼女が泣き叫んでも懇願しても俺は自分が気持良くなることを最優先にするはずだ。

				「ダメって言われても……ホントに大丈夫？」

				　ミリィの持ったランタンの光でテント内が照らされる。俺の視線がランタンを持つミリィに向かう。脳内の陵辱され尽くしたミリィの姿がオーバーラップする。

				「だ、ダメ、来たら……止められないから」

				「ケント、もしかして、トトナの実の効果が出てるの……？」

				　ミリィが俺の様子を見て、慌てて駆け込んで動けない俺を抱き上げた。ちょっと甘い匂いのするミリィの体臭が、俺の鼻孔を刺激する。

				　ドクン！

				　もう、ガマンできない。一刻も早くこの苦痛から抜け出したい。今、目の前にいる女にすべてをぶつければ、体を焼きつくすような苦痛から逃られる。俺はもう考えてることも億劫になってきた。

				「ミリィ……さん……」

				　絞り出すように声を出す。

				「ケント……ゴメンネ……ゴメンネ……こんなことになるなんて……」

				　ミリィはなぜか泣き顔だった。その顔はとても綺麗に感じた。それと同時に、そんな彼女を汚したいどす黒い衝動が膨れ上がる。

				「ミリィさん……ゴメン……もう、抑えられないや……最低の奴と軽蔑してくれてもいいよ……俺の中のケダモノが抑えられないや……ホントにゴメン」

				　理性という歯止めを失った俺は、ミリィを押し倒し服を剥ぎとった。ミリィの上向きの大きな胸が飛び出すが、彼女は隠そうともしない。

				　そして、俺の頭を抱き寄せて囁いた。

				「大丈夫だから。ケントの好きにしていいよ」

				　ミリィの言葉を聞いた瞬間、俺はケダモノになった。だが、頭の一部分はこの状況を冷静にみている。何故か自分が二人になったような感覚に襲われた。

				　ケダモノになった自分は、ミリィのすべてを蹂躙し、自分の快感だけをひたすらに求め、ミリィをただ悦楽を得るための道具のように扱う。それこそ、ミリィのすべてを自分の色で汚し、自分の物にしたことを勝ち誇るように。

				　一方、冷静に行為を見ている自分の方は、己の所業で酷い罪悪感にさいなまれながら、何もできないことで無力感を感じていた。

				　ケダモノは休むことなく、ミリィに自分の欲望を吐き出し続ける。彼女が懇願し泣き叫んでも、尚も自分の欲望に忠実であり続けた。ただ、快感を求めることだけを追求する。

				　本当に俺は最低な男だ……。

				　童貞を卒業した喜びは欠片も無く、あるのはミリィへの巨大な罪悪感だけだった。目覚めたら絶対にミリィに謝ろう。許してくれなくていいから絶対に謝るんだ。

				　そこで、俺の意識がプツリと途絶えた。


                			

	
			
						第６話	主従契約

				

				　目覚めはサイアクだった。ミリィが作ってくれたテントの中は、昨夜の惨劇の跡が生々しく残っている。

				　俺が無理矢理剥ぎ取ったミリィの服があちこちに散乱している。散乱した衣服によって、昨夜起こったことが俺の妄想でないことを告げていた。

				　罪悪感という苦い水が胃の底の方から上がってくる。

				　吐きそうだ……。

				　ミリィを思うままに蹂躙し、休息を懇願する彼女を組み伏せ、暴力的な快楽に泣き叫ぶ彼女に自らの欲望を吐き出す。自らの快感だけを追い求め、ミリィを欲望の捌け口としてだけ扱った。まさに『ケダモノ』としか言えない所業。

				　意識がある時に見た自分の中にある『獣性』に、俺は恐れおののいた。『理性』という枷が無くなれば、俺という人間はすぐに獣になってしまうのを、まざまざと見せつけられてた。

				　本当にサイアクな男だ……。

				　後悔と罪悪感で重くなった体を立ち上がらせ、ミリィのいないテントを出た。周りを見渡すが焚き火の跡があるだけで、ミリィのバッグも無くなっていた。

				　やっぱそうだよな……自分を陵辱しつくした男のために、護衛してくれるはずないよな。でも、彼女には謝らないと絶対にダメだ。

				　それが、男としてのちっぽけなプライドを守るための自己満足であっても、俺はミリィに謝らないとダメだ。しかし、辺りを探すがミリィの姿はみつからない。

				　遠くへ行ってしまったのだろうか……。

				　不安が広がる。一縷の望みをかけて昨日の泉の方へやってきた。するとそこに彼女はいた。

				　許しを乞う相手が見つかった安堵感と嬉しさで俺の視界が滲む。そして、俺は服が濡れるのも構わず、冷たく澄んだ泉の中にたたずむミリィに向かって駈け出した。

				「ミリィさん!!」　

				　彼女の肩がビクッと震える。俺は後ろからミリィに抱きついた。

				「お、俺。その……ご……ゴメン」

				　か細い声で、ありきたりな謝罪の言葉を口にする。本当はもっと謝りたい。色々な言葉が脳内に浮かぶが、どれも陳腐で俺の気持ちをうまく伝えられない。

				　本当に情けなくて駄目すぎて、自分がイヤになる。悔しさで目から流れた涙がミリィの背中を濡らす。彼女も泣いていた。俺達はしばらく二人で泣き続けた。

				　先に泣き止んだミリィが眩しい裸体を曝(さら)しながら、俺の方を向く。そして、母親のように俺を抱きしめてくれた。

				「昨夜のことはケントのせいじゃないから……私のせいだから」

				　ミリィが自分を責めるような言葉を吐く。

				「お、俺のせいだよっ!!」

				　思わず大きな声が出てしまった。あの状況を受け入れたのは俺自身だ。それを、ミリィのせいにすることなんてできない。

				「ミリィさんのこと、スゴイ傷つけた。一生かけてでも償うから。本当は償うなんてことできないかもしれないけど、ミリィさんのためならなんでもするから……俺にできることならなんでもするからっ！」

				　俺の言葉を聞いたミリィの目から涙の雫が溢れる。

				「ケント……ゴメンネ……私は……ズルい女」

				　そう言うと彼女は俺にテントで待っていてほしいと告げてきた。俺は彼女の言葉に頷き、泉を出てテントへと戻った。

				　しばらくして衣服を整えたミリィがテントに入ってきた。そして、俺の目の前に座る。ミリィの目と視線が合った。そして彼女が意を決したように喋りだした。

				「ケント様、夢(む)魔(ま)族の掟に従いミリアリア・ブラックダガーはケント様の物となりました。部族の掟は絶対ですので、何卒ご慈悲を賜りますよう伏して願いたて奉ります」

				　ミリィが俺に深々と頭を下げている。一瞬、意味が理解できなかった。

				　雰囲気も、昨日のようなほんわかお姉さんだったミリィではなく、戦士のようにキリッとしている。

				「ちょ、えっ？　掟？」

				　彼女の急な申し出に俺は戸惑ってしまった。

				「夢魔のサキュバス種は男性の精力を己が生命の糧とする【吸精】という忌むべき力があり、一晩褥(しとね)を共にしても死ななかった方に仕えなければならないという掟があるのです。ケント様は、昨夜私と褥を共にしても生きておられるため、掟に従い所有者(マスター)になっていただきたいのです。私の生(せい)殺(さつ)与(よ)奪(だつ)権限はケント様にあります。生活全般の面倒から夜のお相手まで何でもいたします。何卒、ケント様のご慈悲を……」

				　ミリィが床に頭を擦り付けるような勢いで頭を下げる。俺はミリィの頭をあげさせて話かける。

				「掟のことはあとでちゃんと聞くからっ!!　その前にまず、俺に昨日のことをちゃんと謝らせてください」

				「ケント……」

				「俺は自分の悦楽のために貴方の尊厳を踏みにじってしまった。本当に申し訳なかったです。こんなダメな男ですが許していただけるでしょうか？」

				　俺はミリィに土下座をして許しを乞うた。今の俺にできるのは、コレぐらいしかない。無かったことにしてくれなんてムシのいいことは言わない。ただ、許しの言葉が欲しかった。　

				　自己満足でしか無いことは理解している。俺の中の罪悪感という傷口からの後悔という出血を止める絆創膏が欲しかった。

				　ミリィは俺の顔をあげさせて、頬に手を添えて真っ直ぐにこちらを見る。そして、俺に慈愛に満ちた声をかけてくれた。

				「ミリアリア・ブラックダガーは、ケントのしたことをすべて許します」

				　ミリィの一言で、罪悪感という傷口からの後悔という出血が止まり、俺の心が救われた。

				「あ、ありがとう。ミリィさん……ホントにゴメン。さっき泉でも言ったけど、俺にできることなら何でもするからっ!!」

				　ミリィは、再度居住まいを正して俺に向き合う。

				「では、再度お願いします。私の所有者(マスター)になってくださいませんか？」

				「所有者(マスター)……つまり伴侶になれということですか？」

				　ミリィが顔を真っ赤にして、ブンブンと音が聞こえるぐらい、勢いよく首を横に振った。

				「ちちち、違います……伴侶なんておこがましい……奴隷でも……いや性奴隷でもいいのでお側に置いてくださいっ!!」

				　ちょっとまて、性奴隷でもってなに？　掟の所有者(マスター)ってエッチした責任とって結婚しろってことじゃないの？　文字どおり『所有』しろってこと？　物みたいに？

				　俺は学習をする男だ。もう、二度とミリィを物みたいには扱わない。ミリィを性奴隷みたいな、自分が悦楽を得るためだけの道具にするなんてもってのほかだ。

				「ミリィさん、俺は生命の恩人を性奴隷にできるほど厚顔じゃないよ」

				「そんなっ！　何でもします！　どんなことでもしますからっ！　お側に置いてください」

				　俺の言葉を聞いたミリィの顔が蒼白に染まっていく。俺に拒絶されたと思ったようだ。髪を振り乱して懇願する彼女の肩を抱きしめた。

				「ミリィの部族での立場もあるだろうから『所有者(マスター)』になるよ。けど誓いを立ててほしいんだ」

				「誓い……ですか」

				「そう、誓い。『魔人族のケントの時に友人として、また時に姉として、また時に愛しい人として共に生きると誓う』ってね」

				　俺の言葉を聞いたミリィが嗚咽を漏らす。そして、おもむろに黒い短剣を捧げ持つと俺の言った誓いの言葉を口にする。　

				「ミリアリア・ブラックダガーは終生魔人族のケントの友人として、また姉として、また愛しい人として共に生きることをこの短剣に誓います」

				　ミリィは捧げ持った短剣に口吻(キス)したあと、俺の唇に口吻(キス)した。口に触れた彼女の唇は恐ろしく柔らかかった。

				　長い長い誓いの口吻(キス)が終わりを告げた。

				　目の前でミリィがモジモジしている。どうやら照れくさかったらしい。ミリィがハッとした顔をして質問してきた。

				「その、ケント様……あの誓いってエッチするのはダメってこと？」

				　ミリィがエッチをしていいかと尋ねて来た。その顔は少女のようにあどけなく、とても可愛いと感じられた。

				「…………二人の合意の上でならいいでしょう。でも、セクハラ攻撃はダメですよ」

				「あぅ……ケント様の合意がもらえるように頑張って誘惑します」

				　なんかミリィが可愛い生物になってしまった。お姉さん風のミリィも素敵だけどしょんぼりミリィも可愛い。もう、俺はだいぶミリィにハマりつつあるな。

				　その後、所有者(マスター)の証と誓いの証である黒い短剣を譲られた。その黒い短剣が元で、後日騒動に巻き込まれてしまうことを俺はまだ知らない。


                			

	
			
						第７話	吸精鬼

				

				◉ミリアリア視点

				　テントの中から苦しげな声が聞こえる。声の主はケントだ。私は慌ててテントの中に飛び込む。私の嗅覚に飛び込んできたのは雄の匂いだ。ケントがテントの中で何をしていたのか想像してしまった。途端に私の下腹部がキュンと疼き始める。

				「い、今来たらだめですよ、ミリィさん。見ないでくれ……」

				　ケントが苦しげな声で私に警告する。テント内に充満するケントが吐き出した雄の匂いに頭がクラクラする。その匂いであの日以来、感じることが無くなっていた女としての本能が呼びおこされていく。

				　なんでこんな若い男の子に私は発情してしまっているのかしら……あの日以来、こんな気持ちに陥ることなんてなかったのに……ケントが私を変えてしまったかしら……。

				　ダーヴィスの森で出合った不思議な魅力を持つ魔人族の男の子によって、アビスヴェーナ最強の魔物狩りとして鉄の女と言われている私の心が蕩けてしまっていた。彼と出会ってまだ一日だが、私はすでに彼の虜になっており、彼のためなら何でもできると確信していた。

				　彼の側にいられるなら、今まで築き上げてきた地位も名誉もお金もすべてを捧げて惜しくないとまで思っている。

				　我ながら異常だと認識はあるが、彼に見つめられるとすべてを受け入れてしまう自分がいた。　

				「ダメって言われても……ホントに大丈夫？」

				　私には、ケントが苦しんでいる理由に心当たりがあった。夕食前にケントに渡した『トトナの実』の効果だ。トトナの実は食用の実だが精力剤の原料としても使われていて、多量に摂取すると精力剤と同じ効果を発揮するからだ。

				　私がトトナの実の持つ精力剤としての効能を知った上で、彼に抱かれたいという自身の本能に抗うことができず、自らの身体が持つ忌むべき力のことも忘れ、何も知らない彼へ禁断の実を手渡してしまったのだから……。

				「だ、ダメ、来たら……止められないから」

				　その顔を見るのがつらい。なぜなら、彼の苦しむ原因を作ったのは私の浅はかな判断にあったからだ。

				「ケント、もしかして、トトナの実の効果が出てるの……？」

				　夕食時にも効果の出てなかったトトナの実の効果が今頃効いてくるなんて……。

				　私はケントに駆け寄り抱き上げる。抱き上げたケントは、ぼうっとした顔で私の名を呼んだ。その顔を見ていたら目の前が滲んできてケントが見えにくくなった。私は泣いていたのだ。あの日以来、鉄の女となって泣くことを止めていた私の眼から大粒の滴が流れ落ちていた。

				　会って半日しかたっていない魔人族の少年に、私が涙を流しているなんて信じられない。私は彼に恋をしてしまったらしい。

				　あの時以来、恋や愛といった感情は切り捨てたはずなのに……。

				「ケント……ゴメンネ……ゴメンネ……こんなことになるなんて……」

				　私は謝罪の言葉を繰り返すしかなかった。そして、トトナの実を渡した自分を責めていた。

				「ミリィさん……ゴメン……もう、抑えられないや……最低の奴と軽蔑してくれてもいいよ……俺の中のケダモノが抑えられないや……ホントにゴメン」

				　ケントが息も絶え絶えに限界を伝えてくる。彼の端正な顔は苦痛に歪み、漆黒の黒い眼は血走って荒い息を繰り返していた。そして、抱き上げていた私をケントが押し倒し乱暴に服を剥ぎ取られてしまった。

				　精力剤であるトトナの実を食べて苦しんでいるケントを見るのが耐えられなくなっていた私は言ってはいけない言葉を口にしてしまった。

				「大丈夫だから。ケントの好きにしていいよ」

				　言ってしまった。けして言ってはいけない禁忌の言葉を自分の感情が抑えられず口にしてしまった。

				　私の言葉を聞いた瞬間、ケントは一匹の雄になって、私の肉体を貪り喰い始める。

				　私の体をまさぐり、快感を与え、自らの欲望を私の胸や口に吐き出してくる。そんな彼の与えてくる快感の波に呑まれ、私は自身のコントロールを失っていく。

				　そして、コントロールを失った私はついに越えてはいけない一線を超えてしまった。そう、私の中に彼を迎えいれてしまったのだ。

				「ケント！　それだけはダメ!!　ダメなの!!」

				　我に返った私はケントに懇願する。性欲の虜になったケントは私の言葉が耳に入らないようで執拗に中(膣内)を求めてきた。

                			

	








			
				　また、あの時(初体験の次の日)の二の舞いになってしまう。私の無知で大好きだった人を殺してしまった、あの時(初体験の次の日)を繰り返してしまう。

				　あの時(初体験の次の日)と同じように、呪われた体の私がケントを殺してしまう。

				　ケントを失う恐怖と、彼から与えられる快感がごっちゃに混ざり、私はパニックに陥った。少し力を入れれば、はねのけられるはずのケントにいいように中(膣内)を蹂躙されてしまっている。

				　もう、私には彼から与えられる快感に抗う術がない……どうか、明日の朝が永遠に来ませんように……。

				　そのことだけを考え私は快感の波に呑まれていった。

				　気が付いた時は朝になってしまっていた。永遠に来ないでほしいと思った朝が来てしまったのだ。

				　私の体中にケントの欲望がこびりついている。そのひとつひとつが、私がケントから搾り取った命の欠片のような気がする。

				　寒くも無いのにガタガタと体が震えてきた。周りを見渡すと少し離れた場所にケントが倒れ込んでいた。

				「ケント…………ゴメン…………ゴメン…………」

				　私はまた好きな人を殺してしまった。また、涙が出てきてしまった。

				　私が夢(む)魔(ま)族でなければ……ケントと同じ魔(ま)人(じん)族の女の子だったら良かったのに。そうすればこんな事態にはならなかったのに……。

				　呪われたこの体が厭わしい。もう、生きていたくない……好きな人と交われないこの呪われた体から解放されたい。

				　そう思うと私は泉の方へ歩き出していた。

				　虚脱感に苛まれながら泉の中程まできて、はたと思った。ケントの亡骸を埋葬することを忘れていたのだ。あのままでは大好きなケントの亡骸が魔物や野犬に食い散らかされてしまう。我ながら間が抜けていると思った。戻ろうと考えた瞬間、後ろから水音がして声をかけられた。

				「ミリィさん!!」

				　声の主はケントだった。

				　これは夢なんだろうか……私はもう死んでしまっているのだろうか？

				　体が震える。すると、後ろから温かい手で抱きしめられた。

				「お、俺。その……ご……ゴメン」　

				　ケントの声がすぐ後ろで聞こえる。抱きしめてくれている手は温かい。

				　彼は生きていた。生きていてくれたのだ。私の体の呪いをはねのけて生きていてくれるのだ。私は嬉しくてまた泣いてしまった。彼のせいで私は泣き虫になってしまったようだ。

				　抱き着いてきたケントは謝罪の言葉を口にしているが、謝らなければならないのは私の方だ。

				「昨夜のことはケントのせいじゃないから……私のせいだから」

				「お、俺のせいだよっ!!」

				　ケントは私がどんなに危険なことをしたのか理解していない。多分、昨日のことをちゃんと話したら、ケントは私を憎むことになるだろう。状況をみれば精力剤を与え、その精と命を吸い取ろうとした悪魔の女なのだから。

				　ケントに嫌われたくない……。

				　私の中に浅ましい打算が働く。世界中の人に汚い女だと蔑まれても私は彼の側を離れたくないと思ってしまった。

				「ミリィさんのこと、スゴイ傷つけた。一生かけてでも償うから。本当は償うなんてことできないかもしれないけど、ミリィさんのためならなんでもするから……俺にできることならなんでもするからっ！」

				　ケントが、私に抱いてしまった罪悪感を利用することにした。ケントから離れたくないとはいえ最悪な方法だ。

				「ケント……ゴメンネ……私は……ズルい女」

				　ケントへの謝罪の言葉も口にせず、その罪悪感を利用してケントの側にいようとする。私はズルい女(悪賢い)。

				　ケントが私の本性を知ったら捨てられてしまうのだろうか……でも、離れたくない。

				　私は、ケントにテントで待つように頼んだ。ケントは頷くとテントの方へ戻って行く。一人泉に残ると、私がケントの側にいられる、いや、いなくちゃならない理由を探し始めた。

				　けれど、好きだから側にいさせて下さいなんて口が裂けても言えない。なぜなら、私は彼を殺しかけたからだ。

				　他の理由を考えるしか無い。私の頭に一つの考えが浮かんでくる。夢(む)魔(ま)族の掟のことだ。ケントは私と一晩褥(しとね)を共にして死ななかった。となれば、彼は私の【吸精】に対抗できる【性豪】スキルを持っていることになる。

				　彼は私達夢(む)魔(ま)族サキュバス種の所有者(マスター)になれるのだ。彼の罪悪感につけこみ所有者(マスター)になってもらい、身の回りの世話をするためと称し近くにいることができると分かると目の前がパッと明るくなった。

				　私は、ケントの近くにいられるならどんなに汚い手でも使ってやる。

				　私は決意すると泉からあがり衣服を着始めた。

				　衣服を整えテントに戻ると、ケントが座っていた。ケントの前に座り、さっき考えた汚い手段の話を始める。

				「ケント様、夢(む)魔(ま)族の掟に従いミリアリア・ブラックダガーはケント様の物となりました。部族の掟は絶対ですので、何卒ご慈悲を賜りますよう伏して願いたて奉ります」

				　私は床に頭を擦り付けるように下げた。

				「ちょ、えっ？　掟？」

				　私の唐突な言葉にケントは動揺しているようだった。私は顔をあげ、ケントが冷静な判断力を取り戻す前に畳み掛けるように話しかける。

				「夢魔のサキュバス種は男性の精力を己が生命の糧とする【吸精】という忌むべき力があり、一晩褥(しとね)を共にしても死ななかった方に仕えなければならないという掟があるのです。ケント様は、昨夜私と褥を共にしても生きておられるため、掟に従い所有者(マスター)になっていただきたいのです。私の生(せい)殺(さつ)与(よ)奪(だつ)権限はケント様にあります。生活全般の面倒から夜のお相手まで何でもいたします。何卒、ケント様のご慈悲を……」

				　再度、私は床に頭を擦り付けるように下げた。直ぐにケントが頭をあげるように言った。ケントは私をしっかりと見据えて話しかけてきた。

				「掟のことはあとでちゃんと聞くからっ!!　その前にまず、俺に昨日のことをちゃんと謝らせてください」

				　ケントの言葉に胸を抉(えぐ)られる。彼の純真なまなざしと誠実な言葉が私の汚れた心を深く抉(えぐ)っていく。

				「ケント……」

				「俺は自分の悦楽のために貴方の尊厳を踏みにじってしまった。本当に申し訳なかったです。こんなダメな男ですが許していただけるでしょうか？」

				　ケントが真剣な表情で許しを乞うてくる。そして、頭を下げた。謝る理由の無い彼にそこまでさせてしまった自分がとても汚くて自分勝手な女に感じられる。

				　本当なら私が、ケントに許しを乞わなければいけないはずなのに……。

				　私は彼の頬に手をあて許しの言葉を言った。本来なら私が彼に言ってもらわなければならない言葉なのだが、彼の側にいるためには私が言うしかなかったと自分を騙す。

				「ミリアリア・ブラックダガーは、ケントのしたことをすべて許します」

				　ケントは私の許しの言葉を聞くとパッと明るい顔になって喜んだ。私の薄汚い打算に気付くこともなく喜んでいる。その顔にギュッと心が押しつぶされそうになる。

				「あ、ありがとう。ミリィさん……ホントにゴメン。さっき泉でも言ったけど、俺にできることなら何でもするからっ!!」

				　薄汚い私はケントの気持ちが変らないうちに、ダメ押しの言葉を口にする。

				「では、再度お願いします。私の所有者(マスター)になってくださいませんか？」

				　自分で口にした言葉ながら反吐が出そうだ。殺しかけた彼に本当のことを告げず、近づこうというのだから厚顔な女だと蔑まれても言い返せない。

				「所有者(マスター)……つまり伴侶になれということですか？」

				　私はケントが口にした言葉に驚愕した。こんな薄汚い私を妻にしてくれなんて言ってないし、望んでもいない……はず。けれど、ケントの伴侶になった自分をイメージしたら顔が火照ってしまった。

				「ちちち、違います……伴侶なんておこがましい……奴隷でも……いや性奴隷でもいいのでお側に置いてくださいっ!!」

				　だが、そんな夢みたいなことは叶うわけもなく、ケントの近くにいられるだけでよかったのだ。だから、欲望の捌け口でも小間使いでも何でもいいからケントの側にいたい。

				「ミリィさん、俺は生命の恩人を性奴隷にできるほど厚顔じゃないよ」

				　ケントの口にした言葉で私の目論見が脆くも崩れ去る。

				　やはり、ケントは私の打算を見破っていたのだろうか……。

				　このままでは、ケントの側にいられないと感じると目の前が真っ暗になり、パニックになってしまった。

				「そんなっ！　何でもします！　どんなことでもしますからっ！　お側に置いてください」

				　パニックになった私をケントが抱きしめてくれた。

				「ミリィの部族での立場もあるだろうから『所有者(マスター)』になるよ。けど誓いを立ててほしいんだ」

				　ケントが所有者(マスター)になってくれる。その言葉を聞いただけで舞い上がってしまう。ただひとつ誓いという言葉が気になった。所有者(マスター)になられてから『もう、俺に関わらないでくれ』なんて言われたらショックで心臓が止まってしまいそうだからだ。

				「誓い……ですか」

				　誓いという言葉に不安感が募る。

				　だけど何を誓うのだろうか……。

				「そう、誓い。『魔人族のケントの時に友人として、また時に姉として、また時に愛しい人として共に生きると誓う』ってね」

				　ケントが口にした内容を理解した瞬間、泣いてしまった。ケントは、この打算的で自分勝手な薄汚い私にケントの側にいて愛して良いといってくれたのだ。

				　私は喜びに打ち震えて、彼の言った神聖な誓いの言葉を命の次に大事な短剣を捧げ持ちながら紡ぐ。

				「ミリアリア・ブラックダガーは終生魔人族のケントの友人として、また姉として、また愛しい人として共に生きることをこの短剣に誓います」

				　そして短剣に口吻(キス)をすると、喜びの感情を抑えられずに、はしたなくケントの唇を奪った。　

				　ケントとの長い誓いの口吻(キス)を終えると体がカッと熱くなる気がした。彼に見つめられると途端に落ち着かなくなる。

				　夢の世界なんじゃないかと思ったけど、ケントの唇の感触は本物だった。私は、夢のような誓いの本心を確かめるためケントに質問した。

				「その、ケント様……あの誓いってエッチするのはダメってこと？」

				　ケントがはにかんだように答える。

				「…………二人の合意の上でならいいでしょう。でも、セクハラ攻撃はダメですよ」

				　私は本当にケントの側にいて、彼を愛することを許されたのだ。全身にケントの側に居場所を作れた喜びが駆け巡る。

				「あぅ……ケント様の合意がもらえるように頑張って誘惑します」

				　私のすべてを使ってケントに尽くそう。地位も名誉もお金も、そして私の体もすべてをケントのために使おう。そうでもしないと、私にはケントの側にいられる資格は無いのだから。


                			

	
			
						第８話	出発

				

				　ミリィがテントの後片付けをしている。手伝うことを申し出たがやんわりと断られた。しょうがないので、俺はログのチェックを始めた。

				

				　イケメンスキル発動【ミリアリア】好感度大幅上昇　

				　保護欲スキル発動【ミリアリア】川魚の塩焼き　長耳兎の丸焼き取得

				　イケメンスキル発動【ミリアリア】好感度最大

				　女殺しスキル発動【ミリアリア】親愛度大幅上昇

				　女殺しスキル発動【ミリアリア】親愛度大幅上昇

				　床技Ⅰスキルが解放されました

				　性豪スキル発動【ケント】吸精に抵抗した

				【夢(む)魔(ま)の黒(くろ)短(たん)剣(けん)】取得

				【ミリアリア】所有者：ケント

				【ミリアリア】状態：隷属（愛）に変化

				

				　おっと、なんかスキルが解放されているな。

				【床技Ⅰ】……相手をそれなりの技で楽しませることができるらしい。

				　なぜその方面のスキルばかり。ジョブに色事師ＬＶ１とか付いてたらヤダな。

				　スキルは習得できなかった。スキルポイント欄が０の表示になっているので取得ができないのだろう。

				　続けてログを読む。

				　吸精に抵抗した？　そうだ、ミリィはサキュバスだったな。【吸精】は種族スキルだろうか？

				　多分だが、俺が【性豪】スキル持ちじゃなければ、今頃は干からびた死体になっていたんだろう。

				【女殺し】スキルも初めて発動してるな。親愛度が上昇してるのか。好感度と何が違うのだろうか？　状態も好意→恋慕→恋愛→隷属（愛）に変化している。隷属状態も何通りかあるのだろうか？　（愛）は愛情ってことだよな。きっとそうだ！　それしか無い！　無いよね！　だといいな！

				　ログチェックしている俺の前で、ミリィがしゃがみこんでテントの後片付けをしている。しゃがみこんだ足元からチラッと下着が見えた。

				　黒だ。攻撃的な黒ですよ。健全な男子たる俺には刺激が強すぎる。強すぎるよ。ミリィ。

				　合意の上ならエッチすると宣言した手前、現実世界にいるアイドルやモデルよりも綺麗で可愛くてかっこいいミリィに迫られたら多分オールＯＫだろう。

				　懸念材料だったサキュバスの【吸精】が、俺には効かないことが判明した現在、据え膳を断る理由はない。だけど、俺からはミリィに求めない。俺が求めたら、ミリィは所有者(マスター)の命令として拒否できないからだ。

				　だから、ミリィが求めたら応じる、コレは俺の最低限のルールにしようと思う。

				　ミリィの黒のパンティーをチラ見しながら、ログを確認し終わると、メニュー欄にパーティーという項目が追加されていた。

				　新しく追加されたパーティー欄を展開してみる。パーティー欄にはミリィの名前があった。どうやら仲間のステータスを確認できるようだ。

				

				ミリアリア・ブラックダガー　夢魔族サキュバス種　25歳　ＨＲ２００　

				　　戦闘ジョブ	：戦士ＬＶ35　剣士ＬＶ54　斥候ＬＶ65　魔術士ＬＶ22　治療士ＬＶ10　暗殺者ＬＶ78

				　　一般ジョブ	：踊り子ＬＶ32　秘書ＬＶ１　貴族ＬＶ25

				　　補正スキル	：剣術Ⅰ　刀術Ⅱ　槍術Ⅰ　弓術Ⅱ　短剣術Ⅲ　無詠唱Ⅱ　回避上昇Ⅱ　素早さ増大Ⅰ

				　　戦闘スキル	：回復魔術Ⅰ　攻撃魔術Ⅰ　精神魔術Ⅲ　隠蔽魔術Ⅲ　暗殺　投擲　かばう　先制攻撃Ⅰ

				　　一般スキル	：毒作成Ⅲ　探索Ⅱ　索敵Ⅱ　舞踏Ⅲ　料理Ⅱ　野営術Ⅲ　礼儀作法Ⅱ　文書作成Ⅲ

				　　装備　右手	：毒蛇龍の短剣

				　　左手	：なし

				　　鎧	：白金狼の皮鎧

				　　アクセサリ	：異界の首飾り　異界の腕輪

				　　使用言語	：西方語　

				　　読解	：西方語　竜語

				　　称号	：ケントの所有物（１）　Ｓ級ハンター　夢魔の暗殺団員　正魔術士　王国兵団長　王国騎士爵

				

				　えーっと……もしかしてミリィってスゴイ人だったの？　いくつもジョブをもってるが、とくに暗殺者のレベル高けぇ!!　よく、昨日殺されなかったな……。

				　こんだけ、強ければいくらでも俺なんか振りほどけたはずだが……今度からは気をつけないと。称号も色々あるが、俺の所有物って称号なのか？

				　その他の、称号も爵位や暗殺団員、魔術士の資格や軍の階級らしきものもある。つまり、ミリィはこの世界で結構なＶＩＰってことだろうか？

				　一般ジョブに貴族ってあるが、能力的にいいトコのお嬢様ではなく、かなりの功績をあげた人物と考えるべきか。

				　このままだと、ダメンズ街道まっしぐらだな。金銭や食事や夜のお相手までミリィにすべて依存してしまっては、俺の男としてのプライドが立たん。

				　アビスヴェーナの街についたら、情報を集めながら仕事を探そう。自立した一人の男としてミリィとは付き合いたいし。

				　それに、もしココが異世界で元の世界に帰れないという可能性もあるから、職を得て定期的な収入を確保したい目論見もある。俺は、今後の方針を決めるとメニューを閉じた。ミリィの方も出発の準備ができたようだ。

				「ケント、お待たせっ！　準備できたよ」

				　露出度の高いミリィの皮鎧からはみ出しそうな胸に目線がいってしまう。昨夜はあの大きな胸を好きなように蹂躙していたかと思うと何だか夢のような一夜だった。　

				　ちなみに、ミリィにはケントって呼ぶようにお願いしてある。ケント様って呼ばれると自分が何だか偉そうな奴になったようでなんかイヤだったからだ。

				「バッグは俺が持つから」

				　あの、クソ重いバッグは持ちたくないが、いざ魔物に襲われたら対処できるのはミリィだけだ。だから、戦力にならない俺が荷物を持つのは当然のことだ。

				「あっ、でも重いよ？　大丈夫？」

				　ミリィが心配そうに顔を近づけてくる。彼女の甘い体臭を嗅ぐと昨日のことを思い出し顔が火照ってしまった。

				　もう完全にミリィに虜にされちゃったかな……。

				「大丈夫！　俺はヤレばデキる子！」

				「フフ、なんか言い方にイヤラシイ響きがあるんだけど、じゃあケントに任せるね。辛くなったら必ず言うこと、これだけは守ってね」

				「おう！　了解しましたミリィ隊長！」

				　俺はバッグを背負い、ミリィと一路アビスヴェーナへと向かい歩き出した。


                			

	
			
						第９話	城塞都市アビスヴェーナ

				

				　ミリィによると、ダーヴィスの森からアビスヴェーナまでの道程は俺の足に合わせて二日ほどかかるとのことだった。ミリィだけならば半日で踏破できるらしいのだが、生憎と俺の体力では彼女についていくのは至難の技だ。

				　旅程の途中で何体かの魔物に出会ったが、抜群の戦闘能力を持つミリィが難無く制圧し旅は順調に進んだ。

				　道すがら、俺はミリィからコノ世界の一般知識を引き出すことにしていた。ミリィから聞き出した情報に寄れば、今俺がいる世界はグリモワールと呼ばれている世界らしい。

				　そして、グリモワールには二つの大きな大陸があって、今俺がいるのは魔大陸と呼ばれる大陸らしい。その魔大陸を統治しているのが、魔王を頂点とする『眞(しん)魔(ま)王(おう)国(こく)』と呼ばれる国家だ。

				『眞(しん)魔(ま)王(おう)国(こく)』は八つの部族で構成されているらしく、ミリィに部族名を聞くと『眞(しん)魔(ま)族』、『黒(こく)龍(りゅう)族』、『迦(か)楼(る)羅(ら)族』、『夢(む)魔(ま)族』、『羅(ら)刹(せつ)族』、『阿(あ)修(しゅ)羅(ら)族』、『妖(よう)魔(ま)族』、『魔(ま)人(じん)族』だと教えてくれた。

				　キャラメイクにあった八種族が、そのまま部族になっているようだ。更に部族ごとに種族も分かれており、『眞(しん)魔(ま)族』はブラックカラー種とグレイカラー種の二種、『黒龍族』はドラゴニア種とドラゴニュート種の二種、『迦(か)楼(る)羅(ら)族』はウルフ種、キャット種、フォックス種、バード種、ミノタウロス種の五種、『夢(む)魔(ま)族』はインキュバス種とサキュバス種の二種、『羅(ら)刹(せつ)族』はスカラー種とエンジニア種の二種、『阿(あ)修(しゅ)羅(ら)族』はミトラ種とヴァルナ種の二種、『妖(よう)魔(ま)族』はゴブリン種とコボルト種とオーガ種の三種、そして『魔(ま)人(じん)族』はヒト種とラビット種の二種となっているらしい。　

				　ミリィに聞いたところ、獣人のような獣娘や成人しても背丈の小さい種族もいると聞かされてとても興味が湧いていた。　

				　ちなみに、人口比は王国全人口を１００にすると眞魔：１、黒龍：１、夢魔：３、阿修羅：５、羅刹：５、迦楼羅：１５、魔人：３０、妖魔：４０ぐらいになるそうだ。

				　次に、言語だが王国内で一般的に使用されている言語は西方語というらしい。俺は喋ることができるが、文字が読めないことが判明した。道中の道標に、書かれていたミミズの這ったような文字は読めなかったのだ。あと黒龍族が使う竜語や妖魔族が使う妖魔語、一部の迦楼羅族が使う獣語があるとミリィから聞いた。

				　しかし、西方語が喋れれば、どの地域でも意思疎通は可能なのだと聞かされた。語学に全く自信のない俺はその話を聞いて安堵した。

				　だが、西方文字だけは覚えないといけないと思ったので、落ち着いたらミリィに家庭教師してもらおう。どの世界でも、読み書きができない奴に碌な仕事は回って来ないからな。

				　あと、この世界にはミリィが見せてくれたような回復魔術以外にも、色々な魔術があるらしい。さすがファンタジー世界。致せり尽くせりな仕様になっております。

				　ミリィにお願いして初級の火属性攻撃魔術を見せてもらったが、指先に発生した火の矢が敵に向かって飛び出していった。一瞬、カッコいいと声を出しそうになったが、グッと堪えミリィに魔術の習得法を聞いてみた。

				　どうやら魔術は、『魔術士ギルド』で魔力認定試験を受けないと習得は難しいとのこと。稀に、認定試験を受けてない人でも魔術を発動させる人はいるが、魔術威力は低いらしい。

				　この世界がゲームでなく、俺が異世界に召喚されてしまったとして帰る方法がなかったら、魔術は生き抜くために必須のスキルになるだろう。俺にも魔術の素養があってほしいものだ。　

				　もっと、聞きたいこともあったが、余り聞き出すとミリィが訝しむかもしれないので止めておいた。

				　二日の旅程を終えて、無事目的地であるアビスヴェーナに着いた。

				　アビスヴェーナは眞魔王国南部地方で最大の都市だそうで、巨大な城壁に囲まれた城塞都市だった。街は東西南北に別れており、一辺が四キロメートル位の正方形になっていると教えられた。

				　北は領主である辺境伯の城館を含む貴族街、南は魔物ハンター達が生活する宿や酒場等が密集していてハンターギルドがあるハンター街、西は魔術士ギルドや治療院がある魔術街、東は鍛冶屋や商人達が住む商店街だそうだ。

				　近くには王国軍の駐屯地もあるらしい。

				　アビスヴェーナに到着した俺はミリィと共に南門の門番の所へ向かった。南門の周りには四～五人が街に入ろうと並んでいた。

				「止まれ。身分証またはギルドカードを提示せよ。あと入市税として銅貨三枚を出すように」

				　門番らしき男が街に入ろうとする商人に鷹揚に言い放つ。この世界の物価も分からない俺には高いのか安いのかよくわからない。それに金銭の持ち合わせも全く無い。

				「次！」

				　俺の番が回ってきた。目の前に黒い石柱が立っている。

				「身分証または、ギルドカードの提示せよっ！」

				「どちらも無いのですが……それに金銭の持ち合わせも」

				「なにっ!!　見たところ、成人している年齢だと思うが身分証を持っていない訳が無かろう」

				　台帳に記入していた男が訝しげな顔を向けてきた。すると兵の詰め所に先に寄っていたミリィが俺に近づいてきた。

				「その方は、私の所有者(マスター)たる魔人族のケント様だ」

				　ミリィを見た門番の顔が、蒼白を越え真っ白になる。

				「ぶ、ブラックダガー卿!!」

				　門番達がザワザワと騒ぎはじめる。その様子を見ていた街の人達までざわつき始めた。

				「ケント様の身元は私が保証するので通っていいな？」

				「は、はいどうぞ。お通りください」

				　俺は門番達に会釈して門を抜けた。

				　ＶＩＰ待遇すげえぇ。顔パスですよ。ミリィさんアンタ何者ですか。貴族ってことはステータスで分かってたけど……今更ながらＶＩＰ感半端ねっす。

				「ケントごめんね。入市税ぐらいは払ってもよかったんだけどね。手続きが面倒だからさ」

				「それにしても、ミリィすごいね。門番の人たちビックリしてたし」

				「ん？　まぁ、この街じゃちょっとした有名人だからね」

				　ミリィは、少しはにかみながら答える。門番達や街の人達の対応見てるとちょっとしたどころじゃ無くてスゲー有名な人なんじゃないかと思うが。

				「それより、これからどうする？　どこか行きたいところあるの？」

				「いや、特に無いんだけどね。ミリィの用事先に済ましてもいいよ」

				　情報収集するにしても右も左も分からない場所で一人でするより、土地勘のあるミリィを頼った方が捗るだろう。ミリィの用事を済ましたら、街の案内をしてもらおう。

				「そしたら、ハンターギルドで精算してから私の家に荷物を置いてきたいのだけど」

				「じゃあ、その後この街の案内してもらえるかい？」

				「わかったわ。お姉さんに任せて」

				　心なしかミリィの足取りが弾んでいるように見える。つまり、これは『デート』と解釈していいのか。

				『デート』。元の世界ではもっとも縁が無かった言葉だ。イチャイチャしてるカップルを見ては、「リア充爆発しろ」と念じていた俺にしてみたら降って湧いたような出来事だ。

				　そう思うと緊張してきた。

				　街中を見て、食事して、その後はやっぱそのアレだよね。手ぐらいは繋いでいいのか？　人前で手を繋ぐのはご法度とかないよね？　腕を組んだ方がいいのか？

				　様々な疑問が浮かんでくる。ハンターギルドへ向かう俺の頭は『デート』のことで一杯だった。

				　あれ？　ログアウトの仕方の情報収集だったよね？

                			

	
			
						第10話	ハンターギルド

				

				　ハンターギルドへ向かう道すがら、様々な宿屋兼酒場が軒を連ねていたが、まだ日が高く住人の数は閑散としていた。夜になると、またこの街の別の顔が見られるらしい。

				　そんなことを喋りながら歩いて行くと、見えてきた二階建ての木造の建物についてミリィが再び説明をしてくれた。

				「ここが、ハンターギルドで一階は魔物狩り達が食事や待ち合わせをする飲食スペースと色々な依頼を受けられたりお金の出し入れをできたりする受付窓口が併設されているわ。二階は個室や消耗品等を販売しているスペースになってるのよ」

				　俺はミリィの説明を聞きながら学校の体育館ほどの大きさがあり色々な人が出入りしているハンターギルドへと歩いていく。

				　俺はミリィの後をついて木の扉を開けて建物の中に入る。建物の中にはざっと見渡しただけでも四～五〇名の男女がおり、それぞれ何個かのグループで固まって談笑していた。建物の中にいたのはほとんどが俺と同じ魔人族だったが、中には迦(か)楼(る)羅(ら)と呼ばれる獣人や複数の手を持つ阿(あ)修(しゅ)羅(ら)族と思われる人も混じっていた。

				　おお、アレが獣人の迦楼羅族か……でも獣顔だから男の方なのか……残念。後は阿修羅族もいるな、あんなに手があって混んがらないのかな……ふ～む、さすがゲームの世界だぜ。　

				　俺が異種族の男達をガン見していると、ミリィが話しかけてくる。

				「じゃあ、ちょっとそこのテーブルで待っててね。すぐ終わらせてくるから」

				　ミリィが俺の背負っていたバッグを受け取り、銀行のカウンターのように仕切られた一角へ向かって行った。

				　あの銀色(シルバー)蟷螂(マンティス)の素材を売るのだろうか？　それとも討伐した証拠が確認されないと報奨が支払われないシステムなのだろうか？

				　思案していると不意に声をかけられた。

				「お客様ご注文はありますか？」

				　振り向くと、短めでタイトなスカートと大きな胸を強調したエプロンをつけた、赤茶色の髪の若い女性が、鳶(とび)色の瞳を俺に向け立っていた。

				「えっと……」

				　注文した方がいいのだろうか……しかし、持ち合わせがない。ミリィに少し借りておくべきだったか……。

				「すみません。持ち合わせが無くて……」

				　俺の言葉に彼女は勢い良く手を振る。強調された胸が揺れる。たゆんたゆんって擬音がつけれそうだ。

				　ガン見したい衝動に駆られるがココは鉄の自制心でガマンする。だが、彼女の揺れる胸が俺の視線を釘付けにしてきた。

				「ああっ、ゴメンナサイ！　お代はミリィさんからいただいているので大丈夫です！」

				　そう言って彼女が出したメニュー表らしきものを見るが字が読めない。読めないのがバレるのが恥ずかしいので切り札を切る。

				「そうでしたか。じゃあ、貴方のオススメの品教えてください」

				「そ、そうですか。じゃあ」

				　少し照れた顔をした彼女が、俺の横に回りこんで一緒にメニュー表を覗きこむため、顔を近づける。椅子に座っている俺に合わせるため、ちょっと前屈みになっている彼女の胸の谷間が視界に入ってしまった。

				

				『本艦左舷に敵艦出現!!』

				『例の我軍の戦艦を轟沈させたグレート級の奴かっ！』　

				『シルエット照合中……でました。Ｕｎｋｎｏｗｎ。データにありませんっ！　新型ですっ！』

				『あわてるな、精密照合しろっ』

				『現在精密照合中……データ来ます！　ああっ、まさかそんな……』

				『どうした！　ちゃんと報告しろ！』

				『ああっ！　はい報告します。敵は……敵は……Ｈ級(Ｈカップ)です。ヘル級です』

				『……なん……だと』

				『ヘル級ですコレが現実なんですっ!!』

				『あんなものが存在していいわけが……神は我らを見放したのか』

				『幸いまだ見つかっていないようです、全力で逃げれば振りきれそうです』

				『ココは何と言われようとも逃げの一手で行くぞ』

				『アイサー』

				

				　彼女に気づかれる前に、俺はそこから目線を外しメニューを見ることにした。

				「えっと、このフィン魚のソテーとか結構美味しいですよ。あと牛肉のトマト煮込みとかもガッツリいくならアリです」

				「う～ん、じゃあガッツリ系のオススメで選んでくれる？　えーっと……」

				　名前を言おうとして俺は彼女の名前を聞いていないことに気が付いた。　

				　しまった。名前聞いてなかったな……。

				「あっ！　アタシはフェリアっていいます。よろしくね、ケントさん」

				　フェリアと名乗った彼女は、なぜか俺の名前を知っていた。それになぜだか俺に好意を抱いているような様子が見られた。

				　ミリィにでも聞いたのだろうか？　それにしてもフェリアさんの立ち位置が近いと思うのは俺だけだろうか……。

				「じゃあ、フェリアさんのガッツリ系のオススメでお願いします」

				「だと、牛肉のトマト煮込みと野菜サラダあとパンとスープって感じですかね」

				「うん、それで頼みます」

				「じゃあ、お待ちください」

				　お任せで食事の注文を終えるとフェリアが厨房スペースの方へ歩いていった。その姿をしばらく見送っていたが彼女の胸は後ろ姿からでもはみ出す程の迫力をもった乳をしていた。

				　揺れてる……揺れてるよ。魔性の乳だよ。アレは魔乳だ。

				　釘づけになっていると、魔乳の方から俺の所に戻ってきた。お盆には陶器のグラスみたいな物をもっていた。フェリアは俺の耳に囁くように言った。

				「コレは私からのオゴリです。これからも贔屓にしてね」

				　そう言ってグラスを置いて戻っていった。グラスの中身は果汁を薄めた飲み物のようだった。もしかしてと思ってメッセージログを開いて見た。

				

				　イケメンスキル発動【フェリア】友好度大幅上昇　

				　イケメンスキル発動【フェリア】友好度大幅上昇　

				　イケメンスキル発動【フェリア】友好度大幅上昇

				【フェリア】状態：【好意】に変化

				　保護欲スキル発動　果汁水の取得

				

				　あがってるよ……予想どおり友好度あがってます。喋るだけで友好度がモリモリあがっていく。

				　常時発動してしまう【イケメン】はちょっと考えものだな。今のところ綺麗な女性だけだが、お年を召したご婦人にまで影響があるか実験せねば。

				　老齢の婦人や幼女でも状態が『好意』で止まってるんであれば全然いいんだが。さすがに、『恋慕』『恋愛』なんてなった日にはかなり困った事態になる。

				　最悪、実験結果によっては仮面とかで顔隠さないといけないかも……仮面はツノ付きの白仮面にしようか。

				　などと考えていると、フェリアが注文した食事を運んできた。

				「おまたせ、熱いので気をつけてくださいね。よろしかったら私がフーフーしましょうか……？」

				　なにそのサービス！　あとで、怖いお兄さん出てきて法外な料金ふっかけられるとかないよね。でも頼んだ方がいいよね。男ならココは突撃すべきだよね。赤茶髪の東欧風の美少女がフーフーしてくれるんだよっ！

				「ぜひ！　お頼み申しま……す？」

				　俺の言葉を聞いたフェリアの顔がみるみる蒼白に変わっていく。

				　あれ？　選択間違えたか？　ここはハニカミながら冗談きついねーだったかっ！

				「ヒィ……み、ミリィさん。そんな顔しないで……冗談ですって！」

				「へぇ……フェリアも偉くなったわね。アタシのケントに粉かけるなんて」

				　声の方を見ると精算を終えたミリィがこちらに向かっていた。何か背中から陽炎が立ち上っているようにも見えるが……。

				　おぅ、なんか少しだけ生命の危険を感じるのは気のせいだろうか？　背中がゾクゾクするぞ……。

				「ケント、変なことされなかった？　この牛乳(うしちち)エロ娘に」

				　俺の隣に帰ってきたミリィがフェリアの魔乳を指で差していた。

				「ミリィ、フェリアさんには食事を選んでもらっただけだよ」

				「そ、そうですよ。ミリィさんがケントさんにご飯出してって頼んだじゃないですかー。それを牛乳(うしちち)エロ娘なんてひどいですー！」

				　手に持ったお盆でミリィの指から胸をガードしたフェリアが反論する。そのお盆はフェリアのおっぱいの圧力を全力で受け止めていた。

				　ああっ、俺お盆になりたいっす。あのおっぱいに挟まれてみたい……。

				「私の所有者(マスター)に色仕掛けする奴には、牛乳(うしちち)エロ娘で十分よ！」

				　ミリィの発言で周りで談笑していた会話が止まりギルド内は静寂が支配する。

				「えっ！　えええぇーーーーーっ！」

				　フェリアが素っ頓狂な声をあげる。それが合図となりギルド内にザワザワとさざ波のように声が広がっていく。

				　そしてギルド内にいた誰もが、俺の方に視線を向ける。嫉妬や賞賛、それに哀れみをないまぜにした視線の束が俺に刺さる。

				　う～んなんだろうチリチリするな。

				　超有名人のミリィの所有者(マスター)になったと聞いたフェリアが恐る恐る聞いてくる。

				「ケ、ケントさんまだお若いですよね？　それに私と同じ魔人族ですよね？」

				「そ、そうですよ。十五歳になりました」

				　本当は三五歳なんだが、この体は十五歳程度だと思われる。なぜなら、身体が中学生の時の体型に戻っているからだ。泉で水浴びした際に自分の身体が三五歳の肥満体ではなく、小太り体型くらいにまでは戻っていたのだ。

				　俺の歳を知った者達によりどよめきが起こる。

				「じゅ、十五歳っ!!　まさか十五歳でアレ持ちですかっ！」

				　アレってどれ？　

				　周りからは『十五でアレ持ちかよ』、『一体何歳から』とか聞こえてくる。なんだろう意味は分からないがとても恥ずかしい気がするんだが。俺はポーカーフェイスを装い食事を始める。フェリアが芸能リポーターのように、スプーンを片手にミリィにインタビューをする。

				「ってことはもうヤラれてるんですよね！　夜はすごかったんですよね？　ケントさんはアレ持ちですもんねっ！」

				　ブホッ！　むせた。むせるさ。フェリアさん直球すぎ。

				「夜のケントはケダモノの様に私を……」

				　ミリィさん！　ちょっと困りますよ。公衆の面前でどんな羞(しゅう)恥(ち)プレイですか？

				　俺の耳に『あの顔でケダモノの様だって』、『ウッソー信じらんない』とか聞こえてくる。

				「シャラーップ!!　それ以上はノーコメントです!!」

				　恥ずかしさに耐えられなくなった俺が叫んだ。ざわめいていたギルド内に再度静寂が訪れる。

				「ミリィさん……俺、すげぇ恥ずかしいんですけど」

				「ああっ、ゴメンそんなつもりは無いの」

				　ミリィが俺が辱めを受けたと知ってワタワタする。ワタワタしながらもミリィが皆に向かって宣言する。

				「だから言っとくけど、私の所有者(マスター)たるケントを虐めたり、色目使ったりしたらぶっトバすからねっ！　特にそこの牛乳(うしちち)エロ女！　その魔乳でケントを誘惑しないようにっ!!」

				　ミリィの指先により魔乳指定されたフェリアさんの胸に視線がいく。

				　ああ、確かに魔乳です。すぐに誘惑されそうです。おっぱい触らせてくれるって聞いたら付いていってしまいます。

				　ミリィの指摘にフェリアは不満そうな顔している。

				「えー！　ズルいです！　ミリィさんだけ！　私も欲しいー」

				「ズルくない！　あげないっ！　じゃあ、みんな解散して」

				　いつの間にか人だかりになっていた人達が席に帰り始める。

				　その後、ミリィも同じ物を頼んで二人で食事をしたが、皆にチラ見されていて味がわからなかった。食事を終えると荷物を置くためミリィの家に向かうことになった。


                			

	
			
						第11話	いざブラックダガー家へ

				

				　味を思い出せない昼食を終え、足早にハンターギルドを出た俺達は北の『貴族街』にあるミリィの自宅へ向かって歩き出した。

				　北の『貴族街』は酒場と宿の多かった『ハンター街』とは趣(おもむき)を変え、一件当たりの敷地が広いまるでビバリーヒルズのセレブ達が住むような感じになっている。

				「ミリィって結構凄い所に住んでるんだね」

				　俺は『貴族街』に立ち並ぶ豪邸を見ながらミリィに話しかけた。

				「いや、私はハンターだから基本的に依頼中は野宿だし、街にいる時も『ハンター街』にいる時間が長いからね。ただ寝るだけの場所よ」　

				　ミリィは魔物狩りとして年中狩猟に出ているらしく、自宅にはあまり戻らないらしい。

				「じゃあ、住んでる人はご両親？」

				「あっはっはー。あー、お腹痛い！」

				　ミリィが声をあげて笑う。

				　なんか、おかしかった？　両親と住むことはおかしいのだろうか？

				「あっ、ゴメン。ケントは魔人族だったわね」

				「夢(む)魔(ま)族は両親と住むことはないの？」

				「あるけど、成人するまでね。インキュバス種は精通するまで、サキュバス種は初潮を迎えるまでね」

				　夢魔族は十二～三歳ぐらいで独立させるのか。

				「そうしないとね。親子で修羅場になるから、これは一族の呪いみたいなもの」

				　ミリィが寂しそうに語った。

				　よく考えてみればサキュバス種の呪いである【吸精】スキルに対抗できる【性豪】スキル持ちは、レアなスキルだったな。だから、【性豪】スキル持ちを見つけたら、絶対服従の『所有者(マスター)』になってもらうという部族の掟もできたのだろう。

				　サキュバス種にしてみれば子孫の繁栄は、同族同士ではできない上に、レアスキル持ちの所有者としかできないという狭き門になっている。

				「だから、私はスゴイ幸運の女よ。里にいないサキュバス種でこんなに若く『所有者(マスター)』持ちになれるなんて」

				　心なしかミリィの顔が赤く染まっているように見える。未だに俺自身が超が付くほどの美人で超が付くほどの有名人なミリィの所有者(マスター)になったという自覚がなかった。　

				「心もとない『所有者(マスター)』ですが、精一杯頑張ります。だけど、じゃあ家は誰も住んで無いの？」

				「住み込みのメイドさんが一人いるわよ」

				　メイド！　ミリィさん、メイドっていいますたか？　メイドって、アレですよ？　オムライスにケチャップで、はぁとマーク書いてくれる人ですよ！　いや、スカートからあり得ない凶器を次々出して敵をぶちのめすメイドのほうですか？　それとも、ご主人様のお情けをくださいって上目づかいでご奉仕してくれるメイドですか？

				「メイドさんですか？　どんな方です？」

				　俺は努めて冷静にミリィに聞いてみた。我ながらクールに聞けたと自画自賛してみた。

				「年は三五歳、女性で種族はケントと同じ魔人族の人よ。私の料理の師匠なの」

				　三五歳……そりゃ、メイドが若くないといけないなんて規則はないけどさぁ。ひどいよぉミリィ。

				　俺の中のメイドさんのイメージが、ガハハって豪快に笑う大阪のおばちゃんみたいな人に置き換わった。

				「彼女もケントを見たら気に入るはずよ」

				「はぁ、そうだといいです……」

				　テンションがダダ落ちの俺は気の抜けた返事をした。

				　やがて、ミリィの家らしきものが見えてきた。石造りの二階建てで、結構な大きさの家と庭、そしてプールがあった。

				　ミリィさん、セレブ感っぱねぇっすよ。小市民な俺はブルっちまうぜ。

				　建物の前に来ると、ミリィが豪華そうな扉を無造作に開けて入っていく。俺は周りをキョロキョロと見ながらミリィの後について歩く。

				「アナベラさ～ん。帰ったよ～」

				　玄関ホールはキチンと採光されているらしく明るかった。右手奥にあるドアからアナベラさんと思われる人が駆け寄ってきた。

				　ミリィさん！　話が違うよっ！　メイドさん、三五歳って言ったよね。

				　俺の中のイメージしていた、大阪のおばちゃんみたいなアナベラさんは音を立てて崩壊していた。

				　どうみても、ミリィと同じかちょっと上にしか見えないんですけど……茶色い結い上げられた髪と緑色の目と厚めの唇がバランス良く配置された美人……いや美熟女。

				　そして、彼女の右目の下の泣き黒子が、俺の心をくすぐるアクセントになっている。

				「ミリアリア様。お帰りなさいませ。お連れ様はお客様でしょうか？」

				　アナベラはミリィに深々と頭を下げる。ミリィが連れて来た俺を客だと思っている様子だった。

				「えっと、客人というか……アナベラさんこちらは私の『所有者(マスター)』になられたケント様です」

				　ミリィの言葉にハッとするアナベラ。

				「はっ、も、申し訳ございません!!　知らぬとはいえご無礼いたしました。私はミリアリア様のメイドとして働かせていただいているアナベラと申します」

				　すごく申し訳なさそうに恐縮するアナベラさん。

				「えっ？　いやそんな無礼だなんて、俺の方こそ突然に訪問してしまいご迷惑おかけします」

				「ミリアリア様の『所有者(マスター)』であれば、ココは自宅も同然です。迷惑なんてとんでもない。すぐにお飲み物を用意しますので、応接室にご案内させてもらいます」

				「そうね、街の案内はお茶してからにしよっか。ケントそれでいい？」

				「いいよ。せっかくだからそうしようか」

				　ミリィも狩猟から帰って一旦着替えもしたそうだったので、俺はアナベラさんの申し出を受けることにした。

				「アナベラさん、ケントを応接室に案内してあげて、私ちょっと荷物置いて着替えてくるから」

				　ミリィはそう言うと階段を登って奥に消えていった。

				「では、ケント様。ご案内させてもらいます」

				　俺は、アナベラさんの後ろについてブラックダガー家の応接室へ向かった。

				　玄関ホールの右手の廊下をしばらく進むと目的の応接室に着いた。アナベラさんに促されて高そうなソファーに腰をかける。

				「すぐにお茶をお持ちいたしますのでお待ちくださいませ」

				　アナベラさんが一礼をして出て行った。

				　しかし、どんだけセレブなんすか？　テレビでやってたヨーロッパの貴族の館みたいな家具や調度品がならんでいる。

				　動物の剥製やフルプレートの鎧なんかも飾ってあるが、夜中、明かりもなくこの場所にいろって言われたらご辞退願いたい。

				　そんなことを考えているとアナベラさんがお茶を持って戻ってきた。

				「お口に合うかわかりませんが、クリムゾンリーフティーと手作りではございますが、焼き菓子です」

				　そう言ってテーブルにカップとクッキーらしきお菓子を並べていく。注がれたお茶の色は緋色だった。

				　匂いを嗅いでみる。俺にお茶の良し悪しは分からないが、どうやら紅茶と同じようだ。飲んでみると、口の中がお茶の爽やかさでスッキリする。

				「う、うまい」　

				　そして、アナベラさんのお手製クッキーを口に含む。ほんのりとした甘さが口に広がる。再び、お茶を飲む。味が変わった。クッキーの甘みがお茶の爽やかさを引き立てている。

				「あ、アナベラさん……うまいっす。その……おかわりあります？」

				　あまりの旨さにお茶と焼き菓子のおかわりを要求してしまった。ミリィの所有者(マスター)とはいえ調子に乗りすぎだろうか。

				「まぁ、そんなに気に入っていただけましたか？　どうぞ、まだたくさんございますので」

				　アナベラさんはにこやかに応じてくれる。皿に追加の焼き菓子が置かれた。

				「ところで、ケント様に一つ確認しておきたいことがあるのですが。よろしいでしょうか？」

				　アナベラさんの顔が真剣な表情になる。

				　なんだろうか？　俺とミリィの関係がマズイのだろうか？

				「いいですけど？　なんでしょう？」

				「その、ミリアリア様の『所有者(マスター)』になられたということは、ケント様は【性豪】スキル持ちなんですよね？」

				「はぁ、一応そうです」

				　アナベラは意を決したように聞いてきた。心なしか彼女の顔が紅潮しているように見えた。

				「つまり、夜のお相手はミリアリア様だけですか？」　

				　ブッ！　ハンターギルドに続いてまた羞恥プレイですか？

				　アナベラの質問の食べていた焼き菓子を吹き出しそうになる。

				「あの、まぁ二人の合意であれば、いたし(・・・)ますが……」

				　アナベラはビックリしたような顔をする。そして、何かを心配するような顔つきに変化していった。

				「えっ？　【性豪】スキル持ちの方ですよね？　その……毎日しなくても体の方は……？」

				　えっ？　なに？　初耳なんですけど。【性豪】スキルってその毎日しないとヤバイの？

				「昔、知り合いがそう言っておられたので……」

				　確かにあの時は、ミリィにスゴイ酷いことしてしまったしな。あまり溜め込むと解放した時に暴発してしまうのだろうか？

				　考えこむ俺の顔を見てアナベラさんが聞いてくる。

				「その……ミリアリア様と初めてした時は……どうでした？」

				　心配そうな顔されて、俺もポロリと本心を出す。

				「その、ミリィに凄い酷いことをしてしまって……もしかしたら、またしてしまうかも」

				　ミリィとの初体験は俺の欲望を一方的にミリィに対して吐き出して、彼女にはすべてを受け止めてもらっていた。その激しい性交が毎日続くとなるとミリィが壊れてしまうかもしれないと思ったら、急に背中に寒気が走った。

				　俺のせいでミリィを失うかもと考えると気分が落ち込みそうになる。

				「ケント様……大丈夫です!!　私も及ばずながらお力添します。ミリアリア様だけだとサキュバス種の方とはいえ、お体が心配ですので、私も頑張らせてもらいます」

				　俯いた俺を見たアナベラさんは、何かを決意したように拳をグッと握りしめる。

				　お力添って……？　なに？　その……アレしてくれるの!?　えーっと……急展開すぎてついていけないのですが……。

				　その、つまり整理すると【性豪】スキルを毎日発動させないと人体に悪影響が出るかもしれないが、毎晩ミリィだけをかわいがっていると体が持たないから、アナベラさんもかわいがれと？

				「えっと、有難いんですが……そのミリィが何と言うか……」

				　アナベラさんの決意は非常に有り難かったが、ミリィが承知しなければしてもらう訳にはいかなかった。

				「大丈夫です！　ミリアリア様の『所有者(マスター)』たる、ケント様の健康を考えれば反対は無いはず！　それに私は元々はそういう仕事(娼婦)をいたしておりました。そして、『石女(うまずめ)』ですので子はできません」

				　アナベラさんの勢いに押される。俺の手を握ってズズズと顔を近づけてくる。ミリィとはまた違ったタイプの美人に迫られてドギマギしてしまう。

				「でも……そのね……」

				「私の様な貧相な体ではお相手は勤まりませんか……？」

				　アナベラさんは顔を赤く染め、俺の手を胸元に持ってくる。ミリィよりは小さいが柔らかな感触が俺の手に当たった。

				　いや、それはないですっ！　是非にでも、いたしたい！　だけど、いいのかホントに……？

				　その時、応接間の扉が開いてミリィがあらわれる。ミリィは鎧姿からショートパンツとビスチェに着替えていた。

				「ミリアリア様！　どうして早く言ってくださらなかったのですか？」

				　アナベラの剣幕にビックリするミリィ。ミリィがアナベラの声に驚いているのは、普段はこういった声を荒げることは無いのだろうと思った。

				「えっ？　なに？」

				　アナベラがミリィの耳元で何か囁いている。ミリィの顔がギョっとなる。

				「ウソ、そんなこと知らなかった。でも、お父さんもお母さんだけじゃなかったし……里の所有者(マスター)達も複数所有してたけど……そんな理由があったのなんて暗殺団じゃ教えてもらえなかったわ」

				「手遅れになってからじゃ遅いから、アナベラさん私からも頼むわ」

				　ミリィはアナベラの手を取って頼んだ。ミリィには申し訳ないがアナベラさんの魅力に抗しがたい自分がいるのを自覚していた。

				「ケント様のお命のため、ミリアリア様も共にご奉仕しましょうね」

				　なんだろう？　この置いてけぼり感は……魅力的な二人が奉仕してくれるのは有難いが、これでいいのだろうか？

				　世間から見ると、女主人をコマした上にメイドにまで手を付ける最悪なヒモ男に見えるのだが……。

				「ケント、そういうことだからっ！　夜のお勤め(性豪スキル発動)は日課だからね」

				「えっと、それは……俺に拒否権は……」

				「「ありません」」

				　いいかけたところで二人に勢い良く言いかえされた。最低限のルールであるミリィからのアプローチであるため、夜のお勤め(性豪スキル発動)を受け入れることにした。

				　美女二人にそこまで言われてはしょうがないよね。俺だって死にたくないしね。

				　自分に言い訳してるとは思ったが、アナベラの魅力に抗えなかった。俺は少しぬるくなったお茶を啜っていた。


                			

	
			
						第12話	異世界宣告

				

				　ブラックダガー邸で熟女メイドさんを【性豪】スキルの副作用を解放するためのハーレム要員に加えるイベントが終了した後、俺はこれまでのことを考えていた。

				　なんだろうこのリア充臭……これがあの三五年間、彼女がいなかった堀川健人なのだろうか？　異世界かゲームか夢か分からないが、とてもリア充臭がする……。

				　俺はアナベラさんのお茶とお菓子を堪能した後、色々な情報収集するべく、ミリィの友達がいる魔術士ギルドがある『魔術街』へと来ていた。

				　ミリィいわく、魔術街は病気や怪我した時に行く、『治(ち)療(りょう)院(いん)』や魔術士ギルドの運営する魔術士教育機関の『魔術士スクール』があるらしい。実際歩いていると、ローブを着た人の比率が格段に多い。

				　その中でも、額に小さなツノを持つ羅(ら)刹(せつ)族の姿をチラホラと見かける。

				　魔術街をしばらく歩くと、目的地の魔術士ギルドの建物らしき物が見えてきた。その建物は神殿風の石造りの建物だった。

				「あれが、魔術士ギルド？」

				「そうよ。魔術を作った始祖であり、眞魔王国初代魔王であるオルフェーブル様を祀る神殿でもあるの。今から会う子は、そのことにも詳しいから興味があったら聞いてみたら」

				「へぇ……」

				　神殿風の建物である魔術士ギルドの中に入っていくと、中庭に銅像が立っていた。この銅像の人物が堕(だ)神(しん)オルフェーブルで魔術を作ったとされる人物。そして、『眞魔王国初代魔王』だった男だと思われた。

				　彼の血を受け継ぐ者達は『眞(しん)魔(ま)』と呼ばれ、純血種は黒髪、黒目、浅黒い肌の『ブラックカラー種』と呼ばれているとミリィが言っていた。

				　魔王様ねぇ……。

				　銅像の人物はただの人にしか見えなかった。ミリィ達みたいに身体的特徴(山羊の角や蝙蝠の羽)が有るわけでもなかった。それが、魔王様と言われると何だか拍子抜けした感じに思われる。　

				　魔王様のことを考えこんでいると置いていかれそうなので思考を打ち切った。

				　ミリィに着いていくと、大学の講堂みたいな場所に到着した。どうやら授業みたいなことが行われる場所であったようで、今は授業後らしく中には四～五人の魔術士っぽい人達がいた。今は休憩時間なのだろうか？

				「お～い。リナー」　

				　ミリィが、その中の一人を手招きする。魔術士の輪にいた中の一人が、トトトっと駆け寄ってくる。少女は蒼色の眼と銀色の髪をツインテールに垂らしていた。ローブの丈が合わないのか、地べたについてしまっている。

				「ミ、ミリィお姉さまぁ!!」

				　リナと呼ばれた小柄な銀髪少女はミリィの胸に飛び込む。一瞬、甘えてるのかと思ったが違う。

				　あの手の動き、揉みしだき方。小娘めっ！　堪能してやがるな。

				「お姉さま！　お姉さま！　お姉さまぁあああ!!　ムッハー！」

				　さすがにやり過ぎたと感じたミリィは、リナをつまみ上げる。

				　いいぞっ！　ミリィ！　そのおっぱいは俺の物だからあんまり触らせちゃダメだっ！

				「リナ……大事な話があるの……」

				「何ですか？　ついに私に告白してくれるのですかっ！」

				　リナがキラキラとしか言い表せない目でミリィを見ている。

				　ああっ、なんだろうとても不安感が広がる。これからなんか俺に悪いことが起こりそうで背筋がゾクゾクするぞ。

				「その……ね。私、こちらのケント様の『所有物』になったの……リナにも伝えておこうと思って」

				　ミリィの言葉にリナの動きが止まる。そして、ギギギと油の切れた自動人形みたいに俺の方へ向く。野生の凶悪生物に睨まれたように俺は動けなくなっていた。

				「はじめま……」

				　ジュ！

				　耳のそばを火球が通り抜ける。髪の焦げた匂いがした。それに火球の勢いと熱さに少しチビッたかもしれない。

				「お前がっ！　お前ごときが！　お姉さまの所有者(マスター)だって！」

				「リ、リナっ！　やめなさい！」　

				　なおも、俺に向かって魔術を飛ばそうとするリナを、ミリィが羽交い締めにする。

				「……ろす。殺す。殺すぅうう!!　消し炭にしてやるぅ!!」

				　リナはジタバタと暴れているが、筋力の差でミリィにがっちり押さえられている。余りに凶悪なリナの振る舞いに俺は苦手意識を刷り込まれていた。

				「リナなら分かってくれると思ったのに……もう私達ダメね……」　

				　羽交い絞めにしていたミリィが悲しそうな声をあげる。その声に暴れていたリナがビクっと体を震わせる。

				「そ、そんなぁ！　お姉さま……でもアイツがお姉さまの『所有者(マスター)』なんて！」

				　リナがキッと目を見開き、コッチを睨む。

				　こわっ！　怖すぎる！

				「アンタっ！　私のお姉さまになんてことしてくれたのっ！　この胸に育て上げるまで私がどんだけ愛情を注いだことかっ！」

				「す、すいませんリナさん。ミリィ、俺なら大丈夫だからさ」

				　リナの剣幕に押され思わず謝罪する。リナは身長が小さいのでミリィの胸が、ちょうど頭の上ぐらいにあった。一瞬、うらやましいと思ったが声に出すとリナの火球が再び飛んできそうだった。

				「『神の手(ゴッドハンド)』と呼ばれる私が、丹精込めて作ったお姉さまの胸をアンタ如きが触っていいわけがっ！」

				　リナがミリィの胸を持ち上げるように掲(かか)げる。むにょんという擬音が当てはまるような動きでミリィの胸が持ち上がる。

				　スパン！

				　ミリィの手刀がリナの頭頂部に打ち据えられる。

				「リナ！　調子に乗りすぎっ！　私の胸で遊ばないっ！」

				「あうぅぅ！　痛いですお姉さま！　私の愛をなぜ受け入れてくれないのですかっ!!　胸を揉むのは愛情の証なのにぃ～」

				　リナさんよ……それは愛情ではなくミリィに欲情しているのではないのかね。

				　どうもリナには百合っ気があるようで、更に男が嫌いな様子が見られた。

				「まったくもうっ！　ちょっと変わってるけど、これでも魔術士ギルドの研究者なの」

				　えっ、リナは魔術士の学生じゃなくてギルド職員だったの？　この、神の手(ゴッドハンド)を称するちんちくりん娘はいったい何歳なんだ？

				「チッ、仕方ない。名乗ってやるわよ！　名前はリナ・ドーマン、年齢は十六歳の羅(ら)刹(せつ)族スカラー種よ」

				　リナは不(ふ)貞(て)腐(くさ)れたように自己紹介する。羅刹族の特徴である角は、額の生え際に小さく存在していた。

				　俺が自己紹介しようと話かけようとすると、リナの目の色が澄んだ蒼色から赤く変わっていた。俺をじっくりと観察するように見据えていた。

				「もしかして、アンタ『迷(まよ)い人(びと)』なの？」

				「迷い人？　何ですかそれ？」

				　リナは俺の言葉に考え込むように腕を組む。

				「私はジョブとスキルについて研究しているのよ。今、【人物鑑定】スキルで鑑定してみたけど、アンタ『ユニークスキル』四つも持ってるじゃない。その歳で、ジョブも無しにユニーク四つ持ってる人なんて、『迷(まよ)い人(びと)』くらいしか考えられないわよ」

				　リナの言葉にミリィの顔色が変わる。迷い人というのは何か特殊な人物なのだろうか？

				　えっ？　『ユニークスキル』ってそんなにレアスキル？　ちょっとまて、その前に【人物鑑定】なんてスキルあるのか？　他の人物のステータスが確認できるスキルだろうか？

				「ケント、『ユニークスキル』四つ持ちって本当なの？」

				「お姉さま。コイツ【イケメン】、【保護欲】、【女殺し】、そして【性豪】よ。四つともレアな『ユニークスキル』。ジョブを極めた人ですら、稀にしか取得できない、そして『ギフト』の人ですら一つがやっとなはずなのに、四つよ、四つ!!」

				　マシンガンのように喋りまくるリナに圧倒されてしまう。俺だって、好きでこの四つのスキルにしたわけじゃないんだが……。

				　リナの話が脱線しそうだったので迷い人について聞いてみる。

				「リナさん、その『迷(まよ)い人(びと)』について詳しく聞きたいのですが」

				　クワッと目を剥くリナ。なんだろう野生の動物と相対してるみたいだ。目を反らしたら喰われてしまう気がする。

				「リナ、私からもお願いするわ」

				「チッ、しょうがない。お姉さまのお願いなら……ここで話すのは躊躇われるから研究室で話すわ……ついて来て」

				「ありがとうございます」

				　俺達はリナの後ろについて研究室に向かった。程なくして、研究室に着くとリナは椅子に座った。俺達も促されてソファーに座る。

				「えっと『迷(まよ)い人(びと)』についてだったわよね。アンタ、ぶっちゃけコノ世界(グリモワール)の人じゃないでしょ？」

				　リナの言葉に俺はギョッとする。俺がＰＣ(プレイヤーキャラクター)だと知っているのかと思った。

				「リ、リナ一体どういうことなの？」

				　ミリィも俺がこの世界住人じゃないと知ってショックを受けているようだ。

				「私の研究によると、コノ世界(グリモワール)でのユニークスキル取得解放はジョブＬＶに依存してるのよ。例外は生まれた時に稀に取得する『ギフト』くらいなのよ。それに、まずジョブが無いのがおかしいのよ。コノ世界(グリモワール)の住人なら生まれた時に必ず一つジョブがつくはずなの」

				　ミリィが俺の方を向き聞いてくる。

				「ケント、ホントにジョブ持ってないの？　村人かと思ってたんだけど……確か身分証もなかったわね」

				　ミリィが俺の肩を揺すって焦ったように聞いてくる。

				　ああっ、なんだろうこの敗北感は……異世界に飛ばされてなお、無職とは……。

				「えっと、ホントにジョブ無しはいないんですか？」

				　恐る恐るリナに聞いてみる。

				「有り得ないわ」

				　断言された。その瞬間に俺の脳裏に一番有り得ないと思っていた異世界召喚という想定が浮かんできていた。

				「ちなみに、ここは『ハンターライフ』のゲーム内世界ではないんですよね？」

				　最終確認のためにリナに『ハンターライフ』というゲーム内ではないのかと確認した。　

				「『ハンターライフ』……そう言えば、何百年前に発見された『迷(まよ)い人(びと)』の日記の中にそんな記述があったような」

				　リナの放った言葉は俺以外にもゲームだと思って、この地に来た人物がいたという事実があることだった。

				「あったんですかっ！　どんな内容です！」

				　思わず、リナの肩を強く掴んでしまった。

				「痛ったいわね。たしか……『ここへ来てから何年たっただろう。いまだにログアウトの仕方が分からない、ここはハンターライフの世界なのだろうか』ってね」

				　今の俺と同じだ……やはり、俺と同じくあのゲームから飛ばされた人が存在していたんだ。

				「その、日記の持ち主はその後どうなったんですか？」

				　戻れる方法があるのか気になるところなので、リナを激しく揺さぶり答えを求めた。

				「コッチの世界で家族を作って寿命を全うしたわ」

				　つまり、帰る手段は存在してないわけか。予想はしていたけれども、いざ宣告されるとショックだな……。

				「ケント……大丈夫？　顔色が悪いけど」

				　ミリィが心配そうに聞いてくる。ゲームか夢かと思っていた世界がすでに俺の現実世界となってしまっていた事実を知り、腹の底が鈍く痛むのを感じていた。

				「ああ、ちょっとショックなだけだよ」

				　俺は精一杯の虚勢を張ってミリィに答えた。やはり、俺は異世界に召喚されたらしい。すでに俺が元いた世界へ帰る手段は無いとリナによって宣告されてしまったのだ。

				　ただ、召喚されたにしては体が向こうにいた時よりも縮んでいるのが気になるが……。

				　ショックを受けて茫然としている俺をミリィが後ろから優しく抱きしめてくれる。

				「ケント、私がいるから大丈夫よ。絶対に守ってあげるから」

				「ありがとう……」

				　ミリィが与えてくれる体温だけが俺の存在を意識させてくれていた。彼女がいなければ、俺はショックで気絶していただろう。

				　けど、そうなるとアッチの世界での俺はどうなっているんだろうか……死んでるのかな。体ごとコッチに召喚されたのだろうか……。

				　リナによって異世界に召喚されたことを宣告されたが、よく考えてみれば、あっちの世界では両親ともに他界し、親しい人もいなかったのだ。だが、こっちの世界には俺を支えてくれるミリィがいると思えばショックは直ぐに和らいでいた。

				　今日から俺の『現実(リアル)』は、ミリィと共に生活するこのグリモワールの世界だ。

				　ここで生きていくとなったら、真剣に仕事を探さないと、それに文字の読み書きも覚えないとな。

				　新たな決意に目醒めた俺を、リナがジト目で見てくる。

				「やっぱ、アンタ消し炭にしようかしら……」

				「ミリィ、リナさんも忙しそうだからおいとましようか」

				　リナが殺意の波動に目覚める前に逃げたほうが良さそうだな。ミリィの手を取って研究室を後にしようと扉に手を掛ける。

				「そうね、夕暮れも近いし帰ろうか。リナ、今日は助かったわ。今度家に遊びに来てね」

				「お姉さまぁ！　いつか必ずその悪魔から救って差し上げますからっ！　それまでは早まらないで！」

				　いや、リナよ。ミリィはもうすでに……。

				　ジュ！

				　近距離を通り過ぎた火球によって、先ほどとは反対側の髪が焦げる。

				「アンタ今、なんかエロいこと考えたでしょ」

				　油断大敵。リナの野生の勘は恐ろしいな。早々に退散するのが吉とみた。

				　俺達はリナへのお礼もソコソコに研究室を退散した。


                			

	
			
						第13話	お家探訪

				

				　リナによってこの異世界から元の世界に帰る方法が無いと宣告された俺は、もっとショックを受けるかと思っていたが案外大丈夫だ。ショックが薄い原因は、やはりこちらでミリィとアナベラというモデル級の美人に囲まれての生活を送れるからだろう。

				　こっちには恋人のミリィがいてくれるし、綺麗なメイドのアナベラさんもいる。どっちがいい？　と聞かれたらグリモワールって即答できる自信がある。

				　魔術士ギルドを出て、ミリィの屋敷に帰ってくると、もう日が落ちていた。ミリィの家の中は魔術道具の『灯火(トーチ)』によって照明を点けたように明るかった。

				　夕食まですることもなく時間が多少あったので、ミリィに館内の案内をしてもらうことにした。　

				　ミリィは喜んで案内役を買って出てくれて、最初に俺の部屋を案内してくれるそうだ。

				「ここが、ケントの部屋ね」

				　ミリィが案内してくれた部屋は、二階の中央にある部屋だった。

				　部屋の広さは三〇畳ぐらいあるだろうか。その部屋の中に、天蓋付きのキングサイズのベットとサイドテーブル。あとは、ソファーとテーブルのセットが置いてあった。無論、部屋の中は多数の『灯火(トーチ)』で明るくなっている。

				「へええぇ……これが俺の部屋？」

				「ごめんね、こんな部屋で……気に入らなかったら他の部屋もあるけど……使う人がいなかったから、調度品は揃えてなかったの」

				　えーっと……ミリィにアッチの世界の俺の家を見せてやりたい。個人の寝室が三〇畳ぐらいの広さってどういうことさ。

				　逆にこれだけ広いと夜を一人で寝るのは寂しすぎると思ってしまう。

				「いや、あまりにも立派な部屋過ぎて気後れしてただけ。この部屋、気に入ったよ」

				「この屋敷の物は自由にしていいからね。他に欲しい物があったら、私かアナベラさんに言ってくれれば揃えるわ」

				　ミリィがかなりのお金持ちだということは、この邸宅を見てすぐに分かるが彼女の所有者(マスター)とはいえ、色々と物をたかるのは気が引けた。

				　自分で稼ぐようになってから調度品は整えていこうかな……ミリィに金の無心をするのも非常に心苦しいし……。

				　俺は早く働き口を見つけることを胸に刻み、自分の部屋の確認を終えると、再び屋敷の探検にもどる。ミリィよると、二階は主に寝室や客室だそうだ。寝室は俺のとミリィの二部屋で、客室が六部屋あって、内一つをアナベラさんが使っているとのことだ。

				　次に、一階の方へ下りて探検を続ける。昼間、通された応接室や隣接して作られた居間と、食事をするための晩餐室もあった。

				　特に晩餐室は十人以上が、一度に座れる大テーブルが置かれていた。

				　厨房はアナベラさんの聖域だから見せてもらえなかったが場所だけは分かった。ふと疑問に思ってミリィに聞いてみる。

				「そう言えば、トイレは？」

				「トイレって？」

				　ミリィが首を傾げる。トイレじゃ通じないのか？

				「えっと、お手洗いっていうのかな」

				「ああ、手洗いね。まだ案内してなかったね」

				　ミリィが思い出したように案内を始める。

				　おおっ、洋式の水洗式のトイレ……和式の汲み取りじゃなくてよかった。俺あれ苦手なんだよね。こちらの世界でも下水道の整備はされているらしいな。

				「じゃあ、あとは……浴場かしら」

				　浴場……浴場っていいますた？　浴場・浴場・欲情!!　おっと興奮の余り誤字ったな。この世界に風呂があるだと……まて、早まるな俺……蒸し風呂の方かもしれないぞ。

				　ミリィの言葉に俺は急にソワソワとし始めて、ミリィの後を小走りについていく。

				「浴場はコッチだから」

				　ミリィが手招きする。扉を開くとその先には、獅子の口から渾々と湧き出るお湯と湯気、そして十人以上入れそうな大きな浴槽。まさに大浴場といっていいかもしれない。

				「お湯は水道の水を魔術道具の『温熱(ヒートポンプ)』で温めているの。だから、お掃除してる時以外はいつでも入っていいからね」

				　ミリィの言葉に俺は感激する。風呂に常時入れる。

				　ビバ！　異世界！　なんかもう旅館やホテル暮らししてるみたいだ。世界に冠たる風呂好きの日本人にとって、この風呂は楽園みたいなものだ。

				「ミリィ、すごいよ！　このお風呂！　俺この世界に来てよかった」

				「ケント……よかった元気出たね。じゃあ、夕食後一緒にお風呂入ろうっ」

				　えっ？　一緒に？　誰が？　………………俺がっ!!

				「えっ？　あっ、はい」

				　ミリィの不意打ちにおもわず返事をしてしまった。

				　一緒に入るというのは、その、あの、全裸でということですよね？

				「ケント様、ミリアリア様、夕食の準備ができました」　

				　呆けている俺にアナベラさんが、食事の準備ができたのを呼びに来た。

				「ケント様、夕食後のお風呂は私がお体を洗わせていただきますので」　

				　アナベラさんもキッチリとさっきの発言を聞いていたらしく、当然のように言い放つ。

				「え～っ！　私もケント洗いたいよ」

				「では、二人で一緒にケント様にご奉仕いたしましょうか」

				　美人達の爆弾発言が続いて、俺の脳みそは焼き切れそうだ。

				　超絶綺麗な二人が全裸で俺の入浴をサポートしてくれるだけでなく、ご奉仕までしてくれるだと……やはり、これは夢であろうか……。　

				「先に夕食にしませんか……ね」

				　俺は、その言葉を口にするのがやっとだった。そして、逃げ出すように晩餐室へと向かった。

				　晩餐室に行くと、そこには色々な食事がならんでいた。どれも、アナベラさんの手料理だ。

				　豆と兎肉を煮込んだスープとパンとチーズ、野菜のサラダ、そして時告鳥(ニワトリ)の丸焼きが並んでいた。デザートにはブドウらしき果物も置いてある。中世ヨーロッパの様な食事だ。

				　だが、違和感がある……そう、俺の目の前に箸が置いてあるのだ。

				　普通、ナイフとフォークだろ？　箸ってどういうこと？

				「あ、あの。この箸って」

				「えっ？　ケント使えなかった？　ナイフとフォークがいい？」

				　ミリィがお箸を取り替えようとする。

				「い、いや使えるけど……なんでお箸？」

				「なんでって言われても……昔からお箸で食べてたし」

				　眞(しん)魔(ま)王(おう)国(こく)は、お箸文化の国なのか。それとも、昔の『迷(まよ)い人(びと)』が広めたのだろうか？　いやまて、スープはお箸か？　お箸で飲むのか？

				　迷う……スプーンで掬(すく)うべきか、器を持ってお箸で啜るべきか……。

				　俺がどうでもいいことで悩んでいると、アナベラさんが心配そうに声をかけてきた。

				「その、お口に合いませんでしょうか？　合わないなら作り直しますが」

				「ああっ！　違います。このスープはお箸かスプーンかで、ちょっと迷っただけです」　

				　ズズッ。

				　俺は器を持ってスープを啜った。うまい……肉の旨味がスープに溶け出してる。アナベラさんアンタすごいよ。

				「う、うま。美味しいです」

				「恐縮です。そちらの時告鳥(ニワトリ)の丸焼きも取り分け致しましょう」

				　アナベラさんが鳥を取り分けてくれる。鳥の皮はパリっと焼かれており、中に細かく刻んだ玉葱やジャガイモが入っていた。鳥の肉汁と香辛料で味付けされたジャガイモや玉葱の味は絶品だった。

				「うん、さすが私のお師匠。いつもながら美味いわ」

				「ホントに美味いですね」

				　俺はガツガツと貪るようにアナベラさんの作った食事を食べた。食事中、アナベラさんが給仕しかしていないので、一緒に食べることを提案してみた。しかし、アナベラさんは食事に同席するのは、メイドとしてルール違反と頑なに拒んだが、俺とミリィの『命令』で一緒に食べることにした。

				　食事は、みんなで食べると楽しいからね。にしても、両親が亡くなって以来、誰かと一緒に食事するのも久しぶりだな……。

				　人付き合いを最小限にしてきた俺は、誰かと飯を食うことが楽しいことだと忘れていた。ふいに、目の前が滲む。

				「ちょ、ケント。どうしたの？　何か苦手な物あった？」

				「ケント様……」

				　泣くつもりは無かった。でも、嬉しくて楽しくて泣けた。俺は前の世界で無かった団欒が異世界で久しぶりに感じられて、人との触れ合いの温かさに泣いた。この触れ合いさえあれば、俺はこの世界で生きていける。

				「いや、アナベラさんの料理が旨すぎて泣ける」

				「ケントはおおげさね」

				「褒めていただきありがとうございます」

				　最後にデザートの果物を食べて食事が終わった。アナベラさんの手料理をたらふく食った。はち切れるかもしれない。

				　俺は少し出っ張ったお腹を抱えた。この後は風呂に入る予定だっけか……。

				　などと考えていたら、満腹になったことによる睡魔に襲われてしまった。


                			

	
			
						第14話	天国風呂

				

				　ピチャン！

				　額に水滴がかかる。冷たさを感じた俺は目を開けてみた。先程まで夕食後のまったりタイムを満喫していたと思ったが、いつの間にか風呂に浸かっていた。そして、俺の目の前には裸の女性がいた。女性の容姿は茶色い髪で緑の瞳、右目の下の泣き黒子。

				　最近、どっかで見たな………………アナベラさん!!

				　確認のためもう一度目を開く。そこにいたのは、一糸纏(まと)わぬ姿のアナベラさんがいた。

				

				『観測手、何やってんの!!』

				『すみません、今サーチします！』

				『ここまで接近されるまで気づかないとは！　厳罰物だぞ！』

				『シルエットデータ来ます。ほっ、敵艦はＤ級(Ｄカップ)の模様』

				『デス級(Ｄカップ)だと？　……まて、あれは長砲身化(アンダー７０)されてるぞ、実質の火力はＥ級(Ｅカップ)だ』

				『そんな、データでは……敵艦高速で近づきます』

				『なっ、速い!!　敵艦は歴戦の戦艦のようだ』

				『敵艦、尚も増速!!　このままだとぶつかります！』

				『ゼロ距離で撃たれたら、いくらなんでも我が艦の装甲でも持たんぞ!!』

				

				　俺が、目を覚ましたのに気づいたアナベラが隣に来て胸を押し付けながら耳元で囁いた。

				「お目覚めですか、ケント様、お体を流しましょうか？　それともお慰めした方がいいのかしら？」

				　

				『艦長!!　触雷(睦言)です!!　機関損傷!!　浸水増大です』

				『ばかなっ！　触雷(睦言)だと！　敵はこちらの逃げる先を予測していたのかっ！』

				『敵艦発砲!!　ゼロ距離です!!　着弾来ます!!』

				『まさかこんなことが……もうどうしようもない』

				

				　アナベラの囁きに俺は動揺する。

				「ア、アナベラさん何言って……」

				　俺はギクシャクとアナベラさんと反対側に顔を向ける。そこにはミリィがいた。

				

				『みんな、無事か！　状況報告！』

				『報告します！　Ｇですグレート級(Ｇカップ)がいます!!』

				『バカな！　いつの間に！　それより被害報告は！』

				『被害報告来ます！　機関停止(思考停止)！　全主砲大破(理性崩壊)！　中枢区画(性欲)に浸水！　ただいま漂流中です。もうダメだ、挟まれた……』

				『我艦に最早戦闘力はない……敵艦に降伏を打電しろ』

				

				　ミリィも俺の隣にくる。

				「ケントったら、約束しといて寝ちゃうんだもん。ひどくない？」

				　ミリィの胸の感触が腕に伝わる。あの日以来の感触だが柔らかくて癖になりそうな肌だった。

				「すみません、睡魔に勝てなかったです……」

				　アナベラさんの美味しい食事をたらふく食べたことと、日中色々とあったことで疲れが一気に出てしまったようだ。

				「まぁ、ケント様をお風呂まで運ぶのは楽でしたけどね……フフフ」

				「そのかわりにケントを隅々までみれたけどね……フフフ」

				　寝ている俺を裸にひん剥くなんて！　ひん剥いてる最中に何かされたのだろうか？　含み笑いをする二人が怖すぎて聞けない。

				「さぁ、ケント様。綺麗に体を洗わせてもらいますのでこちらへどうぞ」

				　俺は市場へ連れて行かれる牛のように二人に促されて洗い場に向かって歩き出す。

				　俺の目の前には、アナベラさんが何も隠していない姿でひざまづいている。彼女は俺に胸も大事な所も余さず曝(さら)していた。

				　その体は細身だが、女性として必要な所にはとても肉感があり、抱くと柔らかそうだった。

				「粗末な体で申し訳ありません……ケント様のお目汚ししてなければいいのですが……」

				　ばかなっ！　アナベラさんそんなこと言ったら、世の中の女性のほとんどが立場が無くなりますがな。

				　アナベラさんは恥ずかしそうに体をもじもじさせていたが、ミリィのメリハリボディとはまた違った趣のある女性らしい身体に息子が反応してしまう。

				「そそ、そんなことないですよ。素敵です」　

				　慌てる俺に後ろからミリィが抱きついてくる。背中に柔らかな感触と少し固い感触が伝わる。

				「ミリィさん……その当たってるんですが」

				「ん？　だって今から体洗うんだから当たるのは当たり前でしょ？」

				　はっ？　なんといいますた？　体洗うってどこで！

				　目の前のアナベラさんも体に石鹸をつけて泡立て始めた。

				「ケント様、失礼いたします」　

				　アナベラさんが、胸の谷間で俺の腕を挟んで洗い始める。すべすべした肌の感触が腕に広がり背筋が痺れるような感覚に陥った。

                                			

	








			
				「ちょっ！　まっ……」

				　ああぅ……何この感触！　ヤバイ！　ヤバイヨ！　ヤバイよ！

				「あぅん」

				　アナベラさんが悩ましい声を漏らす。彼女も感じているようで胸の先が少しずつ固くなり始めている。

				「アナベラさん、抜け駆けはズルいわよ」

				　ミリィも負けじと大きな胸で俺の背中を上下する。二人の身体的奉仕に俄然、息子が元気になる。

				「二人とも体洗うのはそれぐらいにして……」

				「では、コチラの方を綺麗にした方がよろしいので？」

				　アナベラさんの手が大事な所(分身)を握る。不意に触れられたことで息子がビクンと大きく脈動してダイレクトに脳へ快感を送ってきた。

				　お客様ＮＯタッチ！　お触り禁止です！

				「そっちは自分でやりますからっ！」

				　恥ずかしい。急に触るのは反則だよ。

				　俺も一方的に蹂躙されるわけにはいかなかったので反撃に出ることにした。

				「今度は僕が洗いますよ」

				　まずは目の前のアナベラの胸を揉みしだく。丹念に泡を塗りたくり揉み続けると先っぽが更に硬くなった。

				「ケント様、はぅ……」

				　アナベラが甘い吐息を漏らし始める。それから順番に腰やお尻も揉んでみた。そして、禁断の場所に指を忍び込ませる。

				「アナベラさんのココも綺麗にしてあげるね」

				「ああっ、ケント様。そこは……はぅん。指で擦ってはダメです……ダメェ」

				　今日、初めて会った未亡人の美人メイドをお勤め(性豪スキルの発動)とはいえ、好きに弄べる事態に俺は興奮していた。

				　アナベラさんを全身泡まみれにした後、ミリィの方に向いて同じように胸から揉みしだく。手の中に収まりきらない大きさの胸に俺の指が食い込んで行く。

				「ひゃ……強くしないで」

				　ミリィが弱々しく抵抗する。そのかわいい仕草に思わずドキンと心臓が高鳴る。

				「ダメ……っていうか無理かも」

				「はぅうん……ケントの好きにしていいよ……」

				　石鹸の泡とミリィの胸の柔らかさで飽きずに揉んでしまう。

				　ダメだ止められないかも……。

				　しばらくして自制心を取り戻した俺は、ミリィを泡まみれにして完了させた。その後三人仲良く泡まみれの体をお湯で綺麗に流し、交代で髪の毛を洗いっこした。そして、最後に浴槽に浸かる。

				　ふぅーこれだよ。日本人なら風呂やろがー！

				　長湯の習慣の無い女性陣を先に上がらせて、俺は一人でしばらく風呂を堪能した。

				　風呂から出ると、素肌が透けてみえるぐらいの生地でできたネグリジェを着た二人にガウンを着せてもらった。その後、ミリィがモジモジしながら聞いてきた。

				「この後はその……お勤めでいいよね？」

				　えーっと、これはアレ(性豪スキル発動)のお誘いですか……ミリィからのお誘いだよね。

				「ケント様のお情けを頂戴いたします。私も精一杯ご奉仕いたしますね」

				　アナベラも慇(いん)懃(ぎん)とした言葉で挨拶をしているが、その顔が嬉しそうに輝いている。俺も死にたくは無いし、美女二人に恥をかかせるわけにもいかないので無論受けて立つさ。

				　俺は二人と共に寝室に向かい歩き出した。

                			

	
			
						第15話	所有者と所有物

				

				◉ミリアリア視点

				　どうしよう……緊張する……。

				　ケントの部屋のベットに腰掛けた私達に、ケントの視線が向けられる。その視線にさらされると、薄く肌が透けて見える、このネグリジェだけじゃ落ち着かない気持ちになる。

				　ケントに、はしたない女とか思われてないかな……。

				　選んだ本人のアナベラは平然としてケントの世話をしている。昔は【娼婦】や【踊り子】もしていたと聞いていたが男性とのこういったことも手馴れている様子が見て取れる。

				　なんだか、ズルい。　

				「ミリィ、俺のためにそんな格好までしてくれるなんて……その、うれしいよ」

				　ケントの言葉に体中がカアッと熱くなる。ケントが喜んでくれていると思うとうれしくて泣きそうになった。

				　ケントのためならどんな恥ずかしいことでも嫌なことでも苦しいことでもするし、できるって断言できるわ。だって、私の大事な大事な『所有者(マスター)』なんだもの。だから、アナベラのお勤めへの参加も認めたの。ホントは私だけ……って独り占めしたい気持ちがあったけどアナベラから聞いた情報に恐怖したわ。

				　毎日、性欲を解放してあげないとケントが死んじゃうなんて……私自身、夢(む)魔(ま)族だからお勤めの相手はできるのだけど……。

				　ケントとの最初の夜のことを思うと、私一人では不安が残った。もし、私が十分にお勤めを果たすことができずにケントが死んでしまったらって考えたら体が引き千切れるくらい怖かった。

				　ケントのいなくなった世界なんて、私にとって無価値だった。ケントにいなくなられるくらいなら、アナベラがお勤めへ参加するぐらいなんでもない。それで、ケントが守れるならいいの。でも心配なこともある。

				　ケントは超が付くくらいお人好しなところだ。昨日リナがケントに火球を飛ばした時、私はケントが死んでしまうのではとパニックになりかけて、妹のように可愛がっているリナに対して怒りを覚えていた。けれど、彼女はケントが欲しがっている情報を持っていることもあり、怒りを表面に出すことを何とかこらえることができた。しかし、もう一度同じようなことがあれば自制できるか自信が全くなかった。

				「ミリィ、もしかして緊張してる？　顔がこわばってるよ」

				　ケントの言葉で我に返る。そうだ今はケントへのお勤めに集中しないと。

				「ん？　ケントにどんな奉仕しようかなっと考えてたから」

				　今は考えるべきは、ケントに気持良くなってもらうことだけを考えていればいい。

				「え？　お手柔らかにお願いします」

				　照れた顔のケントも素敵。最初に迎え入れた時のケダモノのようなケントも好き。ケントが触れてくれるだけで幸せ。だから、ケントは我慢なんかせず私を貪って。だって、貴方はそうしないと生きていけない体なんだから。私は、ケントの生きていく糧になれるならどんなことでも大丈夫なんだから。

				◉ケント視点

				　ミリィとアナベラが薄いスケスケのネグリジェでベッドの上にたたずんでいる。二人とも俺が元いた世界では超がつく美人に分類される女性達だった。そんな美人二人が俺に性奉仕を行ってくれるという状況に緊張を感じていた。

				「私から行くよ」

				「わかった」

				　緊張で声が若干裏返りって返事をすると俺はベッドに横たわる。すでに二人を見て興奮状態の息子はそそり立っており、ミリィが息子をやさしく扱いてくれていた。

				「ミリアリア様、殿方はこういった所を舐めてあげると喜ばれます」

				　ミリィの隣で見守っていたアナベラが俺の乳首を舌先でチロチロと舐めてくる。

				「おぉ、おぅ……アナベラさん……」

				　アナベラの舌から受けた刺激により息子がビクン、ビクンと大きく脈動してしまう。

				「へぇ、ケントって乳首も感じるんだね。私も舐めてあげる」

				　ノォオオオ！　違うのぅ！　感じちゃってなんかいないんだからねっ！

				　俺は両乳首を美人二人に舐められて興奮度が一気に上昇する。ミリィは舐めながら息子を扱くスピードを徐々に速めていった。

				「はぁ、はぁ、やばいよ。すげぇ、気持ちいい。ミリィの手だけで果てちゃうかも」

				「それはもったいないですね。ミリアリア様は迎え入れる準備ができておられるご様子です。ミリアリア様、ケント様に挿入のおねだりをしていただけますか？」

				　アナベラは男女の営みに詳しく、又的確に指示をしてくれていた。童貞を卒業したばかりの俺にとってはアナベラの指示は非常に有り難かった。

				　アナベラの指示でミリィが手コキと乳首を舐めるのを止めて、俺に跨るとおねだりをしてきた。彼女も男性との性行為はほとんど経験が無いと言っていたのでアナベラの存在は心強いのだろうと思った。

				「ケント……ケントの入れていい？」

				　普段は超ＶＩＰでイケイケお姉さん風のミリィだが、今この瞬間は俺に甘える可愛い女性でしかなかった。

				　ミリィって絶対いい女だよな……

				「いいよ。ミリィの好きにしてくれて」

				　俺の返事を聞くとミリィがそそり立った息子を手で自らの秘所へ導き入れていく。初めての時とは違い騎乗位で跨ったミリィを見上げながらの性行為であるため、より一層エロさが増していた。　

				　ミリィの中に侵入を果たした息子が膣肉によりキツク締め上げられる。その感触に腰が蕩けそうになり、快感が脳を支配していく。

				　やっべぇ……ミリィの膣内(なか)気持ち良すぎるぜ……我慢できねぇ……。

				「ミリィ、ごめん」

				　俺は跨ったミリィの腰を両手で抱えると自分から腰を突き上げて、ミリィの膣肉が与えてくる快楽を貪り始めた。

				「ひゃっ!!　あぅんっ！　ケントっ!!　急に激しいからぁ!!」

				　急に俺から突き上げられたことでミリィの身体が小さく震えていた。そんなミリィにアナベラが何かを囁いていた。

				「ケント、私の膣内(なか)はケント専用だから好きにしていいのっぉ!!　もっと突いていいからぁあ！！！」

				　パンパンと下から突き上げる度にミリィの大きな胸が弾み、ネグリジェからこぼれ落ちて俺を誘惑してくる。耐えられず、ミリィを抱き寄せおっぱいを口に含んだ。

				「おっぱいもケント専用なのっ!!　あ、いいっ!!　ダメェ!!　じゃなくていいっ!!」

				　ミリィもおっぱいとピストンによって送り込まれる快感に次第に呂律が回らなくなってきていた。

				「ミリィの身体がエロ過ぎて、俺もう我慢できないっ!!　中出ししてもいいよね？」

				　パンパンと腰を打ち付けながら、ミリィの大きな胸を舐めていると射精感が一気に高まってきた。そのため、ミリィに中出しの許可を求める。

				「いいれすぅ！　ケントのセーエキくらはいっ！　いっぱいくらはいぃいい!!」

				　超絶美女の中出し懇願に俺の射精感が頂点を迎える。

				「出すよっ！」

				「はいぃいっ!!　ケントの頂戴ぃいいいっ！」

				　俺はミリィの腰を深く抱え込むと最奥で精液を解き放った。

				「んふぅうううっ!!　お腹焼けちゃうぅううう!!　来てるぅううう!!」

				　ミリィが射精を受け止めるとビクビクと体を振るえさせていた。そして、カクリと俺に持たれてきた。

				「はぁ、はぁ、ミリィ……すげえ気持ち良かったよ。いっぱい出ちゃった」

				「…………ケントのがいっぱいでてるりゅの……」

				　思いっきり中出しを極められたミリィが息も絶え絶えで答える。その様子を見ていたアナベラがミリィを助け起こし横に寝かせてくれた。ミリィの秘所からは俺が放った白いドロリとした粘液がタラリとベッドのシーツを汚している。

				　……またミリィに濃い精液出しちゃったな……でも、すげえ気持ち良かった……。

				「ケント様……ミリアリア様は一旦休憩されませんと体がもちません……代わりに私がお相手を努めます」

				　となりで俺たちの性行為を監督していたアナベラがおずおずと隣にくる。そして、おもむろに息子を口にほおばり始めた。

				「んっんっんっ、ずずっ、んっんっ」

				　ミリィの愛液と俺の精液の混合液が付いた息子をアナベラが口で綺麗にしてくれていた。アナベラは俺の足の間に入り、俺から見える恰好でお掃除フェ◯をしてくれていた。

				　アナベラさん……エロすぎ……そんな上目遣いで俺を見たら、萌えてしまうやろっ！

				　アナベラのお掃除フェ◯を受けて再び息子が勢いを取り戻していく。

				「んっ、ずずっ、んふぅ」

				　美人女主人に中出しを極めて、美熟女メイドに口淫奉仕をさせている事実が俺を更なる興奮状態へと変化させていた。

				「アナベラさん……ごめん、気持ちいいから我慢しきれないや……」

				　俺はアナベラの頭を掴むとグッと奥まで押し込み、彼女の喉の奥まで蹂躙する。

				「んふぅううっ!!」

				　急に奥まで突き込まれたアナベラさんはそれでも咽(むせ)ること無く息子を奥まで咥え込んで、更にはピストン運動を速めてくれていた。

				「ああっ。やべえぇ……アナベラさん……すげえ気持ちいいい。癖になりそうだ」

				　懸命に俺の息子を咥え込んで刺激を送ってくれるアナベラの顔を見ていたら更に欲情してしまう。

				「アナベラさぁああんっ!!　かわいいよっ!!」

				　俺はアナベラの頭を自分勝手に動かし快楽を求めていく。アナベラは、ただ俺の性欲処理のためだけに口と喉を動かし俺にされるがままになっていた。

				「んっ、んぶっ、んっ、んぅ」

				　そのアナベラの献身的な姿に先ほど出したばかりだというのに再び射精感が昇りつめていた。

				「アナベラさん、口に出すよ」

				　俺の言葉にアナベラは軽くうなずいた。そして、喉の奥まで突き入れるとそこで勢い良く精液を解き放った。

				「おぉおお、喉が締まるぅうう。アナベラさん、いいよ。すげぇいいよっ！」

				　最後の一滴までアナベラの口内に解き放つと息子を引き抜く。アナベラは俺の精液を美味そうに飲み下していた。

				「ふぅ……ケント様の精液は濃い上に量が多いですね……私も多くの殿方をお相手してまいりましたが、一番濃厚で多かったです……」

				　アナベラが口の端に付いていた精液を舐めとっている姿を見ると、また欲情してきてしまった。

				「アナベラさん……そのもっとできるよね？」

				　アナベラも俺の息子が再び戦闘態勢に入ったことを見て驚いていた。

				「【性豪】持ちの方とはいえ、その回復力、恐れ入ります……殿方は射精をすると性欲が落ち着かれる方がほとんどでしたのに……」

				　俺の息子がはしたなくもアナベラのエロスに反応してしまったとは言えず、俺は苦笑いをするしかなかった。

				「ごめん……催してしまいました……」

				「ご心配は無用です。私はミリアリア様の代わりにケント様の性欲を発散させるお手伝いをさせてもらっているのですから……」

				　そう言うとアナベラはネグリジェを脱ぎベッドに横たわり秘所を自ら押し広げて俺の息子を誘惑する。すでにアナベラの秘所は濡れてテラテラと光っていた。

				　俺は我慢できず勃起した息子をアナベラの秘所に侵入させる。

				「ふぁあああああんっ!!　久しぶりだから、こんなに固くて太いのぉおお!!」

				　アナベラの中はミリィよりもキツク狭い膣内だった。

				「アナベラさんの膣内(なか)キツイね。奥に当たっちゃうよ」

				　俺の息子が七割程度入ったところで奥に突き当たっていた。

				「はぁ、はぁ、久しぶりに殿方をお迎えするので、いささか狭くなっているかもしれません……でも、何度もすればケント様のサイズに合った物になります。女性器というのはそういった物ですから……私の秘所をケント様の専用に作り変えてくださいませ」

				　アナベラの専用発言に俺は萌えてしまった。

				「分かった。今日だけでアナベラのココが俺の形を覚える位の回数しちゃうけどいいかい？」

				「ケント様の形をおぼえられるように頑張ります。では、ピストン運動で私の膣内(なか)を押し広げていって下さいませ」

				「承知した」

				　俺はアナベラの言うとおりにピストン運動を始める。始めはゆっくりと動かしてアナベラの膣肉をほぐしていった。

				「はぁ、はぁ、はぅうん。ケント様そうです。ゆっくりと押し広げてください」

				　コンコンと奥をつつく度にアナベラが小さく震えていた。やがて、七割しか入らなかったのが九割以上入るようになる。

				「おお、拡がった。もう少しで全部入りそうだ」

				「ふぁ……ケント様のことが好きすぎてオマ○コが勝手に形を覚えていってしまいますぅうう」

				「激しくしていい？」

				　アナベラの耳元で囁く。アナベラは若干照れた顔で小さくうなづいていた。

				「じゃあ、激しくするよ」

				　俺は小刻みに打ち付けていた腰を大きくスライドさせてピストン運動を激しくしていった。パンパンと肉のぶつかり合う音が卑猥な音を奏で始めていた。

				「ケント様ぁぁあ!!　激しいですっ!!　あっ、あっ、あっ、こんな若い子にいいようにされてしまうなんてぇええ!!」

				　俺の下で美熟女メイドが髪を振り乱して快楽に溺れている姿により一層の性欲が滾(たぎ)ってしまう。

				　アナベラさんっ！　アンタエロすぎや！　エロ過ぎてもっとしたくなってしまうやろがっ！

				「もっと激しくいくよ」

				　更にピストンを速めていくとアナベラは大きく背を仰け反らせて快楽から逃げ出そうとしたが、俺が逃がさずに腰をガッチリと押さえつけた。

				「ケントさまっ！　ダメェ！　イってしまいますからぁああ!!　お願い!!　はげしいですぅ!!　緩めてくださいいぃいい！！！」

				「ごめん無理っ!!　アナベラさんが綺麗すぎて我慢できない!!」

				　アナベラの懇請をすげなく却下すると俺は昇りつめつつある射精感を解放するための行為に没頭していった。

				「ケントさまぁあっ!!　イグゥうううのおお」

				　アナベラの膣内が急速に収縮し俺の息子を搾り上げる。その瞬間に射精感が頂点を極めた。

				「出すよっ!!」

				「今は無理ですっ!!　ああっ!!　ビクビクしてるぅ！！！　ケント様今出されたらぁああああんっ!!」

				　ビュ、ビュ、ビュ。

				　アナベラの膣内(なか)で息子が大きく跳ねたかたと思うと精液を一斉に吐き出していた。

				「んふぅうううううううっ!!　ダメェエエええ!!　こんなの初めてですうぅううう!!」

				　射精を受け止めているアナベラが今までよりも大きく身体を震わせて仰け反らせていた。俺はアナベラを逃さず最後の一滴まで膣内(なか)に放出した。

				「はぁ、はぁ……アナベラさん……気持ち良かった……？」

				　ベッドの上でグッタリと横たわるアナベラに問いかける。

				「はぁ、はぁ、はぁ、ケント様……そんなことは聞いてはいけません……」

				　照れたように両手で顔を覆ったアナベラの姿に再び息子が反応を始めた。

				「嘘……もう回復されたのですか……また大きくなってます……」

				「アナベラさんが可愛くて我慢できねぇっす」

				「もう……いい歳をしたおばさんにお世辞は無用ですから……ミリアリア様ももうじき回復されるでしょうから……私なんかとは……」

				　どうもアナベラさんは自分の歳にコンプレックスを持っている様子がチラホラと見受けられた。しかし、俺から言わせてもらえば歳なんてモノは関係無いと思った。

				　アナベラはどう見てもミリィのお姉さん位の歳にしか見えないし年齢以上の美しさを誇っていると思うからだ。

				「ごめんだけど、アナベラさんで勃起しちゃったからちゃんと責任とって処理してくれるよね？」

				「……はい！……承知致しました」

				　アナベラは嬉しそうにニッコリと笑って頷いていた。

				　こうして、夜遅くまでミリィとアナベラによる肉体奉仕は続いていった。　

				　深夜になり二人がベットで寝息を立てている。彼女たちの体には、あちらこちらに俺との行為の跡がこびりついていた。

				　二人は【性豪】スキルが俺の体を蝕むのを防ぐため、身をもって解毒してくれた。感謝なんて陳腐な言葉だけじゃ表せない。

				　俺の中の『ケダモノ』の供物になった二人へのせめてもの償いに、その汚れた体を水で絞ったタオルで綺麗に拭いた。そして、頬に口吻(キス)をして眠りにつくことにした。


                			

	
			
						第16話	脱・無職への道

				

				　ベッドで目覚めると隣にアナベラやミリィはいなかった。一瞬、愛想を尽かされたのかと不安になる。昨日の夜の俺の激しい性行為に嫌気が差して逃げ出してしまったとも考えられた。それほどまでに自分でも激しい行為を二人に強要していた自覚もあったからだ。

				　コンコン！　

				　扉を開いてあらわれたのはアナベラだった。アナベラの顔を見てホッと安堵の息を漏らす。どうやら、俺の心配は杞憂のようだった。

				「ケント様、お召し物をお持ちいたしました」

				　メイド服を着たアナベラがうやうやしく俺に服を差し出す。昨日のアナベラとの行為を思い出すと顔が火照ってしまう。元【娼婦】だったアナベラの奉仕は凄すぎた。おかげでケダモノが暴れ回る結果となり、白い液体を大量に吐き出すことになった。

				「お召し替えのお手伝いは必要でしょうか？」

				　アナベラは平静を装っているようだが、顔が少し赤いようだ。俺も彼女の顔を直視するとなんだか気恥ずかしい。

				「だ、だいじょうぶ。自分で着ますから」

				「では、お召し替えが終わりましたら、朝食の準備ができておりますのでお待ちしております」

				　アナベラが深々と一礼して扉から出て行く。服を着て、昨日フェリアに会って以降、ログチェックしていなかったので朝食の前にしてみた。

				　アナベラとのログを見て行くことにした。

				

				　イケメンスキル発動【アナベラ】友好度大幅上昇　

				　イケメンスキル発動【アナベラ】友好度大幅上昇　

				　イケメンスキル発動【アナベラ】友好度大幅上昇

				【アナベラ】状態：【好意】に変化

				　

				　イケメンスキル発動【アナベラ】友好度大幅上昇　

				　イケメンスキル発動【アナベラ】友好度大幅上昇　

				　イケメンスキル発動【アナベラ】友好度大幅上昇　

				【アナベラ】状態：【恋慕】に変化

				　

				　イケメンスキル発動【アナベラ】好感度大幅上昇　

				　イケメンスキル発動【アナベラ】好感度大幅上昇　

				　イケメンスキル発動【アナベラ】好感度大幅上昇　

				【アナベラ】状態：【恋愛】に変化

				

				　保護欲スキル発動　夜のご奉仕を受諾

				　保護欲スキル発動　性奴隷を受諾

				　

				　イケメンスキル発動【アナベラ】好感度大幅上昇　

				　イケメンスキル発動【アナベラ】好感度大幅上昇　

				　イケメンスキル発動【アナベラ】好感度最大

				　女殺しスキル発動【アナベラ】親愛度大幅上昇　

				【アナベラ】状態：性奴隷【嬉】に変化

				

				　なんか、すんません。未亡人のアナベラさんを、籠絡して性奴隷にしたみたいな感じですんません。

				　でも、彼女もミリィと同じぐらい大切な人になる。昨日会ったばかりだけどそう感じた。

				　俺って浮気症なのか……それとも、彼女いない歴三五年だった俺に、モテ期がきて舞い上がっているだけなのか……。

				　よく見ると、アナベラもパーティー内に登録されていてステータスが見えるようになっていた。

				

				アナベラ　魔人族　35歳　　

				　　戦闘ジョブ	：なし

				　　一般ジョブ	：踊り子ＬＶ23　娼婦ＬＶ35　メイドＬＶ50　料理人ＬＶ38　市民ＬＶ35

				　　補正スキル	：なし　

				　　戦闘スキル	：なし　

				　　一般スキル	：料理Ⅱ　舞踏Ⅰ　床技Ⅱ　礼儀作法Ⅲ　家事Ⅱ　文書作成Ⅱ　家計管理Ⅱ 奉仕Ⅱ

				　　装備　右手	：なし

				　　左手	：なし

				　　鎧	：清楚なメイド服

				　　アクセサリ	：カチューシャ

				　　使用言語	：西方語　

				　　読解	：西方語

				　　称号	：ケントの性奴隷　熟練のメイド　

				

				　もともと娼婦だったとは聞いていたが、踊り子や料理人のジョブも持っていたようだ。

				　スキル構成は家事一切をつつがなく取り仕切って、主人の夜の性活まで面倒見てくれる最強メイドさん。実際、こんな大きな屋敷を彼女が一人で取り仕切れるのが能力の証明だろう。

				　続いて、ミリィの方も見てみた。コッチは余り変化はなさそうだ。

				

				　保護欲スキル発動　アナベラとのご奉仕受諾

				　女殺しスキル発動【ミリアリア】親愛度大幅上昇　

				　性豪スキル発動　吸精に抵抗した。

				　

				　続いて、昨日会ったリナのログもあったので見てみる。

				

				　友好度低下

				【リナ】状態：険悪に変化

				

				　ってあれ？　【イケメン】スキルが発動していない……どうしてだろうか？　もしかしてリナって男だったとか？　だとしたら『神の手(ゴッドハンド)』は犯罪だろ？　【イケメン】スキルも発動条件があるのだろうか？

				　う～ん、今度リナに聞いてみようか……でも嫌われているみたいだが。

				　グぅ～。

				　腹が鳴った。その音で朝食ができているのを思い出し、ログを閉じて食堂になっている晩餐室へ向かった。　

				　朝食を終えると、ミリィが今日の予定を聞いてきた。ミリィによると、俺の身分証を作らないと、面倒なことになる可能性があるので、俺と一緒に辺境伯の城館へ行きたいと申し出てきた。

				　身分証については、ミリィ自身が身元引受け人として登録するので、簡単に受理されるはずらしい。後は、俺の身の回りの品を買い揃えるため、西の区画の『商店街』に買い出しを打診された。俺は二つ返事で申し出を了承した。そして、俺からもミリィに要望を出した。

				　その要望は、俺に文字を教育してほしいと願い出た。どの世界でも読み書き計算は最低限必要だと思うのだ。計算はできる、言葉も喋れる、後は文字を読んだり書いたりできれば大概の仕事はできるはずだ。

				　無論、ミリィは働かなくても大丈夫と言うだろうが、やっぱり仕事をしないわけにはいかない。そこは、俺のちっぽけなプライドとして、衣食住から下の世話まですべて面倒見てもらうわけにはいかない。　

				　俺はもうこの世界を『現実(リアル)』としているからこそ、仕事を得るために努力するんだ。文字を習うのはその第一歩だ。

				　ミリィは俺の要望を聞き入れてくれた。今日の午後からバッチリと教えてくれるらしい。脱・無職目指して頑張るぜ。


                			

	
			
						第17話	ヘイドウ辺境伯と身分証

				

				　朝食後しばらくして、身分証を発行してもらうために『貴族街』の中でも、少し小高くなった丘の上にある辺境伯の城館へ向かってミリィと共に歩いていた。

				　前を歩くミリィは騎士服と呼ばれる正装をビシッと着込んでいる。騎士服といっても、装飾の付いたジャケットとスカートなので、学校のブレザーの制服みたいに見える。ちなみに、色は白のジャケットに紺のスカートだ。

				　ミリィさんちょっとスカート短いんじゃないですか。さっきからヒラヒラして、気になってしょうがないんですが……。

				　前方を歩くミリィのスカートの丈が短く、風が吹くと下に履いている黒い下着がチラチラと見えていた。辺りに人がいないので俺だけが堪能している。

				「あそこの、でっかい建物が辺境伯の城館よ」

				　ミリィが指差す方を見ると、まだ距離があるにもかかわらずブラックダガー家を数倍大きくした建物に見える。そして、城館を囲うように外堀から水を引っ張った水(すい)濠(ごう)が掘られていた。まさに、城の中の城っといった風景だ。

				　水濠にかかる吊り橋のところまでくると守衛の男に止められた。

				「ブラックダガー卿、登城されるとは珍しい。本日の御用は？」

				　男は堂々とした態度で聞いてくる。外門でミリィにオタオタしていた門番とはえらい違いだった。

				「本日は、この者に身分証を発行していただきたく登城致した次第です」

				　ミリィも淀みなく答える。ビシッと騎士服を着こなして凛々しい立ち振る舞いをするミリィに俺は改めて感心してしまう。

				　カッコいいな。惚れてまうやろ～。

				　守衛の男は、俺を鋭い視線で値踏みする。

				「ほぅ、この方が噂の……」

				　えっ、噂ってなに？　まさか、昨日のハンターギルドの件がもう広がってるの？　恐るべし口コミの力。

				　俺は、守衛の男に軽く会釈する。

				「今、ヘイドウ辺境伯に取次ぎしますので、ここでお待ちください」

				　守衛の男の言葉にミリィがギョッとする。ヘイドウ辺境伯というとこの城の一番エライ人だったはずだ。

				「えっ？　ヘイドウ辺境伯へ目通りじゃなくて身分証を発行していただくだけでいいのですが？」

				　ミリィの言葉に守衛の男が困ったような顔をする。

				「主は『夢(む)魔(ま)の黒(くろ)短(たん)剣(けん)』の所有者に、興味があるようなので……」

				「ご辞退はできませんよね」

				　ミリィが、若干うんざりしたような顔をするのが見えた。

				「多分、その場合は身分証の発行は無理でしょうね」

				「仕方ありません。取次ぎをお願いします」

				　守衛の男は部下らしい男に指示を出した。部下らしい男が駆け足で橋を渡って建物の中に消えていく。橋の隣に作られている待合室に入った俺は、ミリィの顔が曇っているのが気になった。

				「ミリィ、そのヘイドウ辺境伯ってどんな人？」

				「んっ？　一応、私の上司にあたるわね。名誉とはいえ騎士爵の叙任を受けてるからね」

				　二人の関係は上司と部下。

				「でも、なんか会いたくなさそうな顔だね」

				　嫌っているのかどうかは、わからないが余り会いたくない人物なんだろう。

				「その……ね。色々とあってね」

				　セクハラ被害でも受けたのだろうか？　

				「まぁ、今回はケントに興味があるみたいだから会うけど」

				　上司の権限をもってミリィに迫っているなら、俺がミリィの所有者(マスター)になったことが気に入らないのだろう。俺を呼びつけて別れさせようと画策しているに違いない。

				　そう思うと緊張の度が増していく。

				　なんだろう……また不安感が広がる。コレは多分まずい方の不安感だな。無事に帰れるのだろうか？

				　しばらく待合室で待たされたが目通りの許可が出たので、先程の守衛の男の先導で対岸の屋敷へと入っていく。そして玄関ホールを抜け、やたらと長い廊下を渡り、城館の奥にある辺境伯の執務室へと到着する。

				　扉を開くとその先には阿修羅族の壮年男性がいた。年齢は四〇～五〇代ぐらいだろうか？　精悍な顔をした、いかにも武人といった佇まいをみせる男だった。

				　彼は決済の書類と格闘中だった。阿(あ)修(しゅ)羅(ら)族の種族特徴である複数本の腕をすべて使って決済印を押している。その数なんと六本だ。

				　ちゃんと内容を確認しているのだろうか？

				　その光景にあっけに取られていると、ヘイドウ辺境伯と思われる人物が俺に話かけてきた。

				「貴様が『夢(む)魔(ま)の黒(くろ)短(たん)剣(けん)』の所有者か。ワシはこの地を治めるアーバレスト・ヘイドウだ」

				　ヘイドウ辺境伯の厳しい視線が、俺を値踏みしていく。空気が重く感じる。殺気と言うやつだろうか。

				「お、お初にお目にかかります。魔人族のケントと申します」

				　ヘイドウ辺境伯は、俺の挨拶を一瞥もせずミリィに問いかける。

				「ミリアリア、本当にこんな奴に『夢(む)魔(ま)の黒(くろ)短(たん)剣(けん)』を託すのか？」

				「お言葉ですが、ケント様以外に託せる方はいないと思っております」

				　ミリィの言葉尻が強くなる。

				『夢(む)魔(ま)の黒(くろ)短(たん)剣(けん)』ってそんなに高価なものだったのか。

				　返した方がいいのか……だけど、コレは俺とミリィとの誓いの品だから返せないし。

				　俺が腰に差している黒短剣を弄っていると、ヘイドウ辺境伯は大きく咳払いをしてきた。

				「この、ひ弱な男が魔王の伴侶の証たる『夢(む)魔(ま)の黒(くろ)短(たん)剣(けん)』の所有者など、認められるわけがなかろうがっ！」

				　壁が震える程の大声が執務室に響いた。その声量に圧倒されて手にしていた黒短剣を取り落としそうになる。

				　えっ？　意味が理解できない？　この短剣が魔王の伴侶の証？　まて、ということはミリィは魔王の花嫁候補ってこと？

				「ヘイドウ辺境伯、私はすでに『魔王の花嫁』を辞退しているのです。それは現魔王のシファ様にも了解は取り付けております」

				「だが、しかし……」

				　魔王の花嫁という単語を口にしたミリィの剣幕に武人然としたヘイドウ辺境伯がたじろいでいた。

				「この話はここまでにしていただきたいのですがっ」

				　ミリィが、苦り切った顔で話の打ち切りを宣言する。

				「ケントと申したな……今ならすべてを不問にいたす。ミリアリアの所有者(マスター)を辞退せよ」

				　ヘイドウ辺境伯はミリィではラチが明かないと思ったのか、俺にミリィとの誓いを破棄するようにせまってきたので、考えるまでもなく返答した。

				「お断りいたします。非才非力の身の上ですが、男子たるもの約束を違えることはできません！」

				　ヘイドウ辺境伯の顔に怒気が広がる。手に持っていた決済印が砕け散って室内に飛び散った。

				「ケント！　あぶない！」

				　ヘイドウ辺境伯から殺気を感じた瞬間、ミリィが止めに入るが間に合わない。

				「貴様、私を舐めるなよ！」

				　ヒュッ！

				　突如現れた剣が首筋に突きつけられた。剣の冷たさで首筋がヒンヤリする。剣先は全く見えなかった。

				　もしかしたら、もう首を斬られてしまったのかもしれない。俺が死んだらミリィが悲しむだろう……。

				　そう思うと体が硬直する。静寂がしばらく流れる。

				「ヘイドウ様、お戯れはその程度にしていただけませんと……」

				　俺達を案内してきた守衛の男が声をかける。

				「チッ、形が弱々しいのに、案外肝が太いじゃねえか……この南部辺境伯アーバレスト・ヘイドウの剣風を受けて身じろぎもしないとはな……さすがはミリアリアの眼にかなった男か」

				「もうアーバレスト叔父さん酷い!!　許さないから！」

				　ミリィが、アーバレストへ向けて胸元から暗器を取り出し飛ばす。アーバレストが当たる直前で暗器を弾き飛ばした。

				「ミリィ！　おまっ……叔父を殺すつもりかっ！」

				「くっ！　だから来たくなかったのよ！」

				　えっ？　なに？　叔父さん？　ミリィの親戚？

				　突然の状況に俺の頭が混乱する。　

				「つまりは、カワイイ姪っ子を誑(たぶら)かした男に、お灸を据えてやろうと思ったわけだが、逆に姪っ子に殺されかけたわ。しかし意外と、ケントは骨太な男だったな。ウチの兄貴を筆頭に【性豪】持ちは、大概サキュバス種に言い寄られて人間的に冷酷な奴が多いがお前は毛色が変わっているな」

				　ヘイドウ辺境伯が俺に握手を求めてくる。先程まで纏っていた気配とは違い、今のヘイドウ辺境伯は気のいいおっさんだった。

				「いや、そんなことないです。ただ、ビビって動けなかっただけです。ミリィ、大丈夫だから」

				　俺は握手に答えながらも足がガクガクしていた。ヘイドウ辺境伯の手元が狂っていたら俺の頭と胴体は切り離されてしまっていたと思うとあの時にみたいに漏らしていないか非常に気になった。

				　下は……漏れてないな……よし。

				「ところで、ミリィが『魔王の花嫁』って話は冗談ですよね？」

				　俺は疑問に思ったことをヘイドウ辺境伯に聞いてみた。

				「いや、ありゃホントの話だ。現魔王のシファ様はミリィに振られたわけだ」

				「叔父さん!!　ケントに変なこといわないでっ！　私の所有者(マスター)なのよ!!」

				　ミリィが叔父であるヘイドウ辺境伯の口を塞ごうとワタワタしているのを見ると親子のように思えて微笑ましかった。

				「つまり、『夢(む)魔(ま)の黒(くろ)短(たん)剣(けん)』の所有者＝魔王が正常ってことですか？」

				『夢(む)魔(ま)の黒(くろ)短(たん)剣(けん)』を持つ者を伴侶とした者が眞魔王国を治める魔王であることが正常な状態であるらしいが、その『魔王の花嫁』であることをミリィが蹴ったとヘイドウ辺境伯は言っていた。

				「なかなか理解が速いな。まぁ、そんなに気にすることも無い。魔王様も嫁を迎えたからな」

				「元『魔王の花嫁』の候補だったってだけよ。だから、魔王とは何でもないからっ！　信じてね！　ほんとよ！　ケント！」

				　ＶＩＰだと思っていたけど違った。超ＶＩＰじゃないっすか！　魔王の嫁って王族候補ってことでしょ？　そんな人が俺でいいの？

				　さらりとすごいことを言うミリィにあっけに取られてしまう。だが、ミリィはすでに俺の全てであり、彼女を取り上げられるなら魔王にだって喧嘩を売るつもりだった。

				「ケント……さっきの言葉嬉しかったから……」

				　照れくさそうにはにかむミリィ。

				「ああ、俺の気持ちをそのまま言っただけだから」

				　どうやら彼女は俺でいいみたいだ。

				　もっと、努力しよう。せめて彼女の横に立てるぐらいに……

				「オホン！　で、今日の登城目的はケントの身分証の発行だったな。よかろう、ワシ直々に身元引受人として身分証を発行してやるぞ」

				　えっ？　ミリィでいいんですが……ご辞退はできないんですよね。

				　ちらりと、ミリィの方に顔を向けるが首を振っていた。ヘイドウ辺境伯は仕事に区切りをつけようと机の上を整理し始めた。

				　ヘイドウ辺境伯につれられて城館の中の一室に来ていた。その部屋は、窓も無く外光をすべてシャットアウトされており薄暗かった。

				　しかし床に書かれた文様から放たれる淡い光によって、顔の判別ぐらいはできた。

				「これより、登録の儀式を行う」

				　ヘイドウ辺境伯が、部屋の中央にある黒い石柱に手を当て宣言する。黒い石柱が緑色に光りだし、メニュー画面に似た画面が室内に投射された。

				「ケント、この認証石(ジョブチェック)に手を触れろ」

				　石柱に手を触れると画面に俺の姿が取り込まれて表示される。ステータスチェックした時と同じような表示がされる。

				

				ケント　魔人族　15歳　

				　　戦闘ジョブ	：なし

				　　一般ジョブ	：なし

				

				　簡易表示でジョブしか出ないようだ。

				「お、おい。壊れたのか『無職(ジョブ無し)』なわけが」

				「アーバレスト叔父さん、ケントは『迷(まよ)い人(びと)』らしいの」　

				　ミリィの言葉を聞いてヘイドウが驚きの声をあげる。そして、俺に視線を向けてきた。

				「なにっ！　それで無職(ジョブ無し)か、この世界の理(ことわり)から外れている者……外来者またの名を『迷(まよ)い人(びと)』と言ったな」

				「ヘイドウ辺境伯。俺はこの地で生きることを決めました。だからこの世界こそが『現実(リアル)』なんです」

				　俺はこの世界の住人になる。今回の身分証の取得はそのための儀式だと思っている。

				「異邦人でありながら、この地で生きるとは……その心意気やよし！　この者、アーバレスト・ヘイドウが権限をもってこの地の住人と認める！」

				　認証石(ジョブチェック)と呼ばれた石が強い光を放つ。部屋の中が光で塗りつぶされた。やがて、光が収まると石の上に名刺状のカードが置かれていた。

				　カードを見て、ミリィが驚きの顔をする。

				「あ、赤色のカード……」

				　なんだろう？　手続きに不備でもあったのか。『無職(ジョブ無し)』は異世界でも門前払いなのだろうか……そもそも、職に就くために公的身分が欲しいのだが。

				「あ、赤か……ワシは初めて見たぞ……」

				「大丈夫、叔父さん。私もだから……」

				　二人とも顔を寄せあってあっけにとられた顔をしている。石の上に置かれている赤色のカードがそれほどまでに困る品物であるとは思えなかった。

				「あの……赤色って何かマズイですかね？」

				　俺の問いかけに、ヘイドウ辺境伯ことアーバレストが肩をつかむ

				「お、お前な……赤だぞ、赤っ！　ジョブ取得数無制限だぞ」

				　その後、二人に詳しく説明してもらうと内容は以下のようなことだった。身分証のカードは【黒】【緑】【青】【紫】【赤】の五色に分かれているらしい。

				　そして、カードの色によってジョブ数の制限が有るらしいのだ。【黒】３【緑】６【青】１２【紫】24【赤】∞。

				【赤】は所持者が極端に少ない上に、上限数を確認しようといくつもジョブを取得したが、取得不可にならなかったので無限と判断されたらしい。

				　このグリモワールにおけるジョブ補正はステータスの底上げをしているため、多数職につける人物＝基本能力が高いとなるみたいだ。

				　なんだ、このチート感。

				　けれど、ジョブを取得できなければカードが【赤】であろうが、ジョブを取得している【黒】に負けることもあり得るらしい。

				　だから、努力は必要だな。

				　魔大陸に住む成人で七割の人が【黒】で二割以上が【緑】か【青】で【紫】が一割に満たないぐらい、そして【赤】は極少数。

				　現在王国内で【赤】持ちは眞魔族のクレイドと、黒龍王ファブラノヴァの二人らしい。つまり、激レアなわけだ。

				「私の見立てに狂いは無かったわね。私の所有者(マスター)として」

				「俺には、そんな実感ないけど」

				　だってまだ『無職(ジョブ無し)』だし。

				　石の上にあったカードを取ろうと手を出すと、カードは手の中に吸い込まれた。

				「おおぅ！　カードがっ！」　

				　狼狽(うろた)える俺。

				「大丈夫、意識すれば……ほら出たでしょ」

				　ミリィの手の甲の上にカードが浮かんでいる。色は【紫】だ。

				　ミリィ、アンタも大概チート気味ですが……。

				　俺もカード出ろと意識してみる。出たっ！　さっき見た赤色のカードが手の甲の上に浮かんでいる。さすがはファンタジー世界。

				「これにて登録の儀式は終了する」

				　アーバレストが厳しく宣言する。すると、ログウィンドウが勝手に拡大された。急に拡大されて焦ったが、ログをチェックする。

				

				【眞魔王国】に住人登録されました。

				　ジョブ取得【市民】を取得した。

				　スキルポイント１ポイント取得

				　ジョブ補正　体力少量アップ

				

				　むむっ！

				　ジョブ取得だと。スキルポイントも初めて取得できたな、１ポイントだが。俺は急いでステータス画面を開く。ステータス画面のウィンドウ色が赤色に変更されている。どうやらカードと連動しているみたいだな。

				

				ケント　魔人族　15歳　

				　　戦闘ジョブ	：なし

				　　一般ジョブ	：市民ＬＶ１

				　　補正スキル	：イケメン　保護欲　女殺し　性豪

				　　戦闘スキル	：なし

				　　装備	：なし

				　　使用言語	：西方語

				　　読解	：なし

				

				　脱・無職!!　って市民って職業なのか！　でもいい『無職(ジョブ無し)』より断然いいぜ。ミリィ、俺『市民』になったよ。

				　カードの交付を受けた俺達は、アーバレストに暇乞いの挨拶をして城館を出た。

				

				◉アーバレスト視点

				「……あの不細工で小太りな小僧が【赤】持ちだったとはな……だがミリィの奴は、あやつにゾッコンであったな……そう思わんかフリスト？」

				　ケントに身分証を発行して立ち去った後、執務室に戻ったワシは腹心の部下というべきフリストに問いかけていた。

				「ミリアリア様の趣味はよく分かりかねますが……ケント殿はサキュバス種の主たる【性豪】持ちだそうじゃありませんか。ミリアリア様も若くして主(マスター)殿を得られてアーバレスト様も安心されましたでしょう？」

				　フリストは亡き妻の遠縁に当たる男で、かつてこのアビスヴェーナの先代辺境伯に仕えていたゴダール族の母を持つ男だった。ワシが南部の地で妻と結婚してしばらくしたら王都より妻の伝手(つて)を使って我がヘイドウ家の私臣として仕えていたが、ワシが辺境伯になると同時に腹心として衛兵隊長の重職に据えた男であった。

				　冷静沈着な男で危機を嗅ぎ取る嗅覚に優れており、彼のおかげでこの十年間の間にトラブルらしいトラブルを発生させずに済んでいた。

				「だが……あいてはあの容姿だぞ……幾ら【赤】持ちで【性豪】持ちとはいえ……幾ら何でも……」

				　ワシはケントのことは気に入っていたが、彼の容姿だけはどうしても気に入ることができなかった。姪であるミリィはアビスヴェーナでも一、二を争う美女であり、Ｓ級のソロハンターでありながら現魔王シファから魔王の花嫁就任を蹴った猛女であるのだ。そのミリィが十五歳の小僧っ子にメロメロになるとは信じられなかった。

				「【性豪】持ちの方は夜が凄いのですよね？　アーバレスト様もアクレイア様に……むぐぅ」

				「お、おまっ!!　ワシの話はしなくともいいのだっ！」

				　ワシは死別したアクレイアの名を出したフリストの口を塞いだ。アクレイアもまた【性豪】持ちの女性であり、ワシが毎夜励んでいたことをフリストは知っていた。

				「ブハっ！　鼻は塞がないでください。殺す気ですか。でもまあ、これでミリアリア様もあの事件のトラウマから解放されたということですね。私も久しぶりに見たミリアリア様の笑顔に魅了されそうでしたよ。これが、あのアビスヴェーナの男達に恐れられていた『鉄の女ミリアリア』なのかとね」

				　フリストの言うとおり、ミリアリアはある事件後、異性に近づくことはせず魔物狩りも単独にて行っており、常に女性としか喋らなかったことから、周りからは男を拒絶していると思われていた。

				「フリストの言うとおりか……これでミリィも普通の女になれるというものかの……」

				　ミリィは兄グエインの長女であったが、若くして有能さを見出され修行のために魔物が蔓延る南部の地にいたワシの家に居候していた。妻アクレイアも娘のように可愛がっており、ワシとしても子が無かったために娘同然であった。

				「アーバレスト様の心配もわかりますが……ミリアリア様がご自身で選ばれた方ですから諦めることですね。なにせ魔王からの求婚も蹴ったほどの御方ですから」

				　フリストは肩を竦めてニヤケ顔をしていた。

				「ミリィが言い出したら魔大陸の誰も止められないのは知っておる……ワシであってもな」

				「ですが……王国にはどう報告いたしますか？　ケント殿を【赤】持ちと報告を上げればグエイン様が潰しに来ますよ」

				　フリストがニヤケていた顔を引き締めてケントのことをどうするか問い質(ただ)してきた。

				「……【赤】と報告を上げる訳にはいかんだろうな……兄上は【赤】持ちに対して極度に怯えておる。黒龍王ファブラノヴァや眞魔のクレイド位の実力者なら自力で何とかできるが、今のケントでは報告を上げた次の日には死体で転がっておるであろうな……」

				　兄であるグエインは現魔王を擁立し軍系貴族の元締めとして軍部優先、とりわけ軍関係者の多い阿修羅族を優遇する政策を推進して大きな権勢を得ていた。その権勢を脅かすものはすべて敵であり、どんな小さな芽でも摘み取るのに余念が無かった。

				「であれば、誤魔化して申請しておきますか？　領主権限で幾らでも書き換えられますしね」

				「そうだな。南部に【赤】持ちがいるだなんて知られたら、兄上がどんないちゃもんをつけてくるか分からんからな。【青】に書き換えて申請しておこう」

				　フリストの助言に従い、執務室に置かれている認証石(ジョブチェック)に触れるとケントの情報を引き出しカード色を【青】に変更する。これは領主にのみに接触(アクセス)が許される権限で本来は重罪を犯した者に【犯罪者】、【賞金首】、【盗賊】のジョブを与える権限であるが、近頃では困窮した領主が金持ちの子息令嬢のカード色を良い色に改変する犯罪に使われていた。

				　今回もワシの行ったケントのカード色の不正申請も王国法に照らせば犯罪になるのだが、現政権では兄上がこのカード偽造を主導して大規模な偽造組織があるために取り締まりは緩くなっていた。

				「ケント殿が南部の火種にならぬことを祈ります。それでなくても魔物が活発期に入り各地で被害が頻発しているのですからな」

				　フリストが言うとおり南部各地から魔物の襲撃被害報告書が山のように送られて来ていて、ワシの決済処理が追い付いていなかった。

				「それについては巡検隊や魔物狩りへの依頼を増やして対応しておろう……間に合っておらぬがな……」

				「確かにアーバレスト様は迅速に対応されております。ただ、今までよりも頻度が桁違いになっているだけで」

				　南部は今年に入り魔物発生事件数が激増し、比較的安全な狩場であった場所でもＣ級の主モンスターの目撃例が寄せられており、死者や怪我人が多数出ていた。魔物研究者の間では数百年に一度ある大襲来の予兆だとの研究結果も報告されており、南部は不穏な気配に包まれつつあった。

				「ケントのことだけにかまけている訳にはいかぬか……」

				「ケント殿はミリアリア様がしっかりと面倒をみるようですからな。アーバレスト様より資産を持つブラックダガー家ならば安楽に暮らせるはずです」

				　フリストがチクリと小声で囁く。彼が言ったとおりに姪であるミリィは魔物狩りとして築き上げた莫大な資産があり、南部屈指の資産家であるのだ。

				「ケントは安楽な暮らしをしてくれると有難い……ミリィも家庭を持って落ち着いてくれるとワシも助かるぞ」

				　ワシは少しだけ歎息すると執務机の積まれた書類との格闘を再開した。


                			

	
			
						第18話	買い物をしよう！

				

				　城館を出た後、俺達は買い物をするため、西にある『商店街』へ来ていた。

				『商店街』には食材や雑貨、武器防具を売る店、そして鍛冶屋が多く立ち並んでいる。とりあえず、ミリィが俺の服を買いたいと言ったので服屋に立ち寄ることにした。ミリィが行きつけの服屋らしく老齢の店主が挨拶に出てきた。

				「これはミリアリア様。今日はどのような御用で？」

				「この方の服を選びにね」

				　ミリィは俺を店主に紹介した。俺が店主と挨拶をしている間にミリィが物色を始める。

				「これなんか、ケントに似合うと思うけど」

				　ミリィが俺に勧めてきたのは、どう見ても白い詰め襟の学ランにしか見えない服だ。ただし、化繊のものでなく絹みたいな光沢のある糸で織られている。

				　高級そうだ。絶対に普段着にしていけないものだろうと悟る。

				「い、いや。それはちょっとね」

				「えー、じゃあコッチにする？」

				　次に提示された服は、燕尾服だった。これも普段着にはできないです、ハイ。

				「これがいいかな、普段着で着るものだし、それにあまり高いものは」

				　俺が手にとったのは、麻製の青い色のベルト付きのチュニックだ。これなら着替えもしやすくて動きやすいし、汚れても大丈夫だし、何より安そうなので、二着買うことにした。洗い替えようだ。

				「えー、そんな安物でいいの？　お金ならいくらでもあるし、麻製の着心地の悪い服なんかじゃなくてもさ～」

				　ミリィは不満そうだが、俺の選んだ物を店主に渡す。だが、俺は見逃さなかった。ミリィが最初に選んだ、白い学ランも一緒に会計していたことを。

				「お会計は大銀貨一枚と銅貨四枚になります」

				　お金の価値は未だに分からないが、大銀貨一枚の方が絶対にあの白い学ランの値段だと理解できた。

				「今日は手持ち置いてきてるから、ブラックダガー家にツケといて」

				「はい、そういたします。ミリアリア様の愛顧感謝しております。商品は送り届けましょうか？」

				「そうね、荷物は持ち歩きたくないし頼むわ」

				　店主は深々と一礼すると、服を手に奥に消えた。

				　配達人を頼みにいったのだろうか？

				　ミリィのセレブっぷりを感じさせる買い物だ。コチラの通貨単位や貨幣価値が分からないので安い高いの判断がしにくい。でも、ミリィと同じ金銭感覚になるのはヤバイだろう。俺は小市民で行こう。

				「ミリィ、次は雑貨でも見るかい？」

				「そうね、文字の練習用の石板と白墨(チョーク)もいるし教科書もいるわね」

				　俺達は雑貨店にむかった。雑貨店には、いろいろな物が雑然と置かれていた。鍋釜やスコップ。それに、食器など実にバラエティーに富む品揃えだった。

				　その中からミリィが書き取り用の石板を持ってくる。学生時代に睨めっこしていた黒板を冊子サイズにした大きさだった。白墨と言っていたものはチョークだった。

				　ミリィによると紙は普及しているものの、高価であるため書籍や公文書に使われているそうだ。なので、文字の練習には繰り返しかける黒板と白墨(チョーク)が使われるのが一般的だそうだ。

				　後は、文字の書き取り練習の教科書にする書物だが、それはミリィが見繕ってくれた。

				「後は大体揃ってるかな……」

				「俺も今すぐに欲しい物も無いからな」

				　とりあえず住む場所も食事もミリィのお世話になれるので、あと必要と思われる物は思い浮かばなかった。

				「ケント用の武器や防具も、今のところはいらないしね～。あっ！　そうだ！　大事な物忘れてた。ケントちょっと付き合って」

				　ミリィが思い出したように、俺の腕を引っ張って雑貨屋を出た。連れて来られた先は何と女性用下着店だ。色とりどりの女性用下着が並んでいる。　

				　男子的にはかなりいづらい空間なのだが……。

				「これなんかどう？」

				　ミリィさん、お手持ちのセクシーランジェリーはなんすか？　布面積が少ない上に、大事なところ隠れてないしっ！　つか、隠す場所間違えてませんか？

				「えーっと……ノーコメントでお願いします」

				　ミリィがじーっと俺の顔を見る。ミリィにそれを着られたら、俺の『ケダモノ』を抑える自信が全くなくなります。


                			

	








			
				「えへへ、これにしよっと。サイズあるかな？」

				　ミリィが店員にサイズの確認に行く。

				　だめぇええ!!　マジで無理!!　そんな凶悪な戦闘服はラメェエエっ!!

				「ケント、サイズあったみたい」

				　ミリィが爽やかな顔で報告してくる。その爽やかな笑顔に抵抗する気力はなかった。

				「あ、はい……よかったね」

				　ってダメだろ俺!!　流されたら負けだぞ!!

				「次は、アナベラさんだね。どれがいいかな……このトップレスブラとかいいんじゃないかな、あとこのＧストリング(紐パン)とか」

				　イカンです!!　アンタどんだけ戦闘力上げる気ですかっ!!　その装備では、明らかにオーバーキルされてしまいますがな。

				「ミリィ、それは派手じゃないかな。うん、そう思うぞ」

				　ミリィが再度俺の顔をじぃ～っと見る。今の俺の顔はきっとキリッと引き締まり厳めしい顔つきをしているはずだ。

				「すみませ～ん、これもくださーい。サイズは～」

				　ＮＯ!!　エロ下着!!　アカンですっ!!

				　女性店員からの視線が痛い。別に俺が強要している訳じゃないと思うのですが……。

				　俺は断った。断ったよね？

				　精算を終えて店を出ると戦利品を手に入れたミリィが嬉しそうに前を歩いていた。その後ろをグッタリと疲れて重い足取りで俺がついて歩いていた。その後、昼時に近づいていたので、買い物を切り上げ家に帰宅することにした。


                			

	
			
						第19話	女教師ミリアリア

				

				『商店街』での買い物を終え帰宅し、昼食を三人で食事を済ますと、俺はミリィに頼んでいた文字の教育を始めてもらうことにした。

				　ミリィは俺に黒板と白墨(チョーク)を持って書斎で待つようにと言って出て行った。道具を持って書斎に移動して、テーブルの上に書籍と黒板と白墨(チョーク)を置いてミリィの到着を待っている間に少し時間があったので、教科書代わりの書籍をパラパラとめくるが、やはりミミズがのたくった文字の解読はできなかった。

				　コンコン！

				　書斎の扉がノックされた。おっとミリィが来たのかな。

				「どうぞ、開いてるよ」

				　扉を開けて入ってきたのは、金髪を後ろで纏め上げ黒い縁の眼鏡、胸の形の良く分かる白い薄手のブラウスと臀部のラインがわかるタイトスカートを着たミリィだった。

				　しかし、頭に山羊の角はあるものの、見慣れた蝙蝠の翼がなかった。一瞬、人違いかと思ったがミリィだ。

				「えっと……ミリィだよね。背中の翼はどうしたの？」

				「コホン！　ケント君。ミリィじゃなくてミリアリア先生でしょ！」

				　どうやら、ミリィは教師の役を熱演しているようだ。金髪であのボディ……英語教師で決定だな。

				　というか、コッチの世界でも教師ってあんな感じの服なのか？　いやいや、それよりも学校ってあるのだろうか？　しかし、家庭教師ぐらいはいそうだな。

				　俺は、ミリィの熱演に水を差すような野暮なことはしない、ここは生徒役を演じきってやる。

				「じゃあ、ミリアリア先生に質問です。どうして背中の翼がないんですか？」

				「ん？　魔術でしまったから、この服着るのに邪魔だったからね」

				「えっ？　翼ってしまえるものだったの」

				「夢(む)魔(ま)族の翼は、阿(あ)修(しゅ)羅(ら)族の腕と同じで、魔術で出し入れできるのよ。ケント君、勉強になったでしょ」

				　へ～そうだったのか。ミリィの叔父さんである、アーバレストは阿(あ)修(しゅ)羅(ら)族だったから手が六本あったな。あの手もしまえるようになっているのか。

				「ミリアリア先生のお陰で一つ賢くなりました。ところで文字の授業の方はやっていただけますか？」

				「ケント君。真面目なのね。先生嬉しいわ」

				　そして、女教師ミリアリア先生による文字の授業が始まった。ミリィによると現時点で喋ることができているので、『あ』『い』『う』など言葉に対応する文字の形を覚えるのが、第一段階とのことだ。

				「じゃあ、これが『あ』に対応する西方文字の形よ」

				　ミニ黒板に『あ』を意味する文字が書き込まれる。俺は、その書かれた文字を見て既視感を覚えた。

				　よく見ると、かなり崩してあるがアルファベットの『ａ』に見えるような気がした。ミリィの書いた字を真似するように書き写す。

				「ケント君、そこの線は長くしちゃダメよ」

				　書き写した字に添削が入れられる。添削された字を布で消して、再度真似て書き写す。

				「こんな感じですか？　ミリアリア先生」

				「むむ、ケント君はなかなか優秀ね。先生、ご褒美考えないといけないかしら？」

				　なぬ！　ご褒美！　女教師からのご褒美相場は、保健体育の特別授業って決まっているんですよ！　生徒の若さの発露を体で受け止めなきゃダメなんですよ！

				　俺は目の前で添削しているミリィの姿を見て、ゴクリと生唾を飲み込んだ。頭のなかにＡＶのタイトルが浮かぶ『女教師ミリィ夜の特別授業』だ。

				　イカン、今は書き取りに集中だ!!

				「ふふ。ケント君、ご褒美って聞いてヤル気が出たでしょう？」

				「ミリアリア先生！　気が散るのでセクハラ発言禁止でお願いします」

				　俺は努めて冷静にミリィを窘(たしな)めることにした。今は勉強に集中するのが先決であるからだ。

				「ちぇ、つまんないなー」

				　ミリィの言ったヤル気が違う意味に聞こえるのは俺だけなんだろうか。

				　気を取り直して、『い』の文字を書いてもらう。やはり、これもアルファベットの『ｉ』をかなり崩しているが似ていた。

				　続いて『う』は『ｕ』で『え』は『ｅ』で『お』は『ｏ』だった。ミリィは何度か添削したが、二、三度書き取ると俺が書けるようになるので驚いている。

				　ベースとなっている文字を知っているため、崩し方を真似るだけなので『あ行』は結構簡単に終了した。

				「もう、あ行書けるのね。でも次からは難しいわよ」

				　か行の書き取りが始まった。『か』は『ｋａ』の崩し文字だった。これで確信した。西方文字はローマ字をかなり崩して書いている文字だと。

				　となると、読むのはかなり楽になる。

				「……と……て……も……じ、『じ』ゃないな『じょ』か。う……ず……に……これは「とてもじょうずにかけます」と書いてあるのかっ！」

				「えっ？　読めるの？　どうして？」

				　ミリィが急に文字を読めるようになった、俺に驚く。

				「なになに、しかり……ちがうな『ｋｋａ』だから『っか』しっかりか」

				「ケント凄くない？　まだ始めて直ぐなのに……やはりすごい天才なのかしら」　

				　何気にミリィの恋人バカな発言を聞きながらも、ローマ字崩れで書かれた文章を読み解いていく。

				「『かきとりを……させ……もじの……かたち……をおぼえさせま……しゅう』……違う『しょう』だな」

				　それにしても読みにくい、ローマ字で表記された文章は読めるとはいえ労力を使う。

				　さらに脳内で、日本語に変換してしまうため「さとうとしお」と書かれると「砂糖と塩」なのか、人名の「佐藤としお」の判別がつけにくいことがわかった。

				　かなや漢字を使った日本語が懐かしい。判断に迷うものは前後の文章で判断するしか無いと思った。

				　読み取りの方は、かなりの部分でできるようになったので、書き取りの方を重点的にこなして行く。

				　そして、日が暮れる頃に難しい文章は無理だが、日常必要な文章と名前ぐらいは書けるようになった。

				「簡単な文章とはいえ一日でいや実質半日か、文章を組み立てるまでできるなんて……計画が」

				「いや、実は見たことがある文字に似てるのを発見して、そのまま読んだり書いたりしただけだよ」

				　俺は、ミリィが少しがっかりしていたので慰めるように言った。きっと、何日もあのコスプレでセクハラ授業ができると踏んでいたのだろう。

				　俺も少し惜しい気がしたが読み書きができてしまったのでしょうがない。あと文章の方で不安なのは、言い回し表現とグリモワールにしか無い品の名詞ぐらいだ。

				「ミリアリア先生、今日は本当にありがとうございました」

				　俺はミリィに礼を述べてその日の授業を終えた。授業を終え満足しているとログウィンドウが自動的に開かれる。

				

				　読解：西方語取得しました。

				　文書作成Ⅰスキルが解放されました。

				　ジョブレベルアップ：市民ＬＶ１→ＬＶ５

				　スキルポイント４ポイント取得

				

				　おおっ、レベルアップした。勉強による経験値取得があったのだろうか？　スキルポイントは、１レベルアップに付き１ポイント付与されるらしい。

				　スキル欄を見てみると、今までポイントが無くて黒かったスキルがポイントを得たことにより、白く浮かび上がっていた。スキルの説明文を読む

				

				【文書作成Ⅰ】……日常で必要な文章を作成できる。有効化すると一部の言語の置き換えが発生します。取得時スキルポイント５消費

				【床技Ⅰ】…………それなりの技で相手を楽しませる。有効化すると親愛度上昇率10％アップ。取得時スキルポイント５消費

				

				　うむ、付与された残りポイントはジョブ取得時の１ポイントと合わせても５ポイントしかない。

				　ここは【文書作成Ⅰ】で決まりだろう。それしか無い。【床技Ⅰ】は罠スキルだな。ポイントに余裕が出たら取得するぐらいでいいだろう。

				　しかし、俺は自分の意思とは逆の【床技Ⅰ】スキルを有効化していた。

				　なぜだ！　なぜ【床技Ⅰ】を有効化しているんだ俺！　馬鹿だろ！

				

				【床技Ⅰ】スキル取得

				　ジョブ取得【男娼】

				　スキルポイント１ポイント取得

				　ジョブ補正　スタミナアップ

				

				　なっ！　男娼！　しかもスタミナアップしたし！　もっと励めってこと？　何やってんの俺！　罠スキルを取得したうえに、いかがわしいジョブを取得するってどういうこと？

				　エロ欲求に耐えられなかった自分が恥ずかしい。コッチに来てから理性が緩みがちな気がする。

                			

	
			
						第20話	年上メイドの憂鬱

				

				◉アナベラ視点

				「アナベラさん、これケントからのリクエストね」

				　浴室からあがると、ミリアリア様が下着を渡してきた。昨日、私が勧めた透けるネグリジェよりも大胆な下着だ。

				　私は、ミリアリア様の身体へ下着を付ける。その下着は、普段なら布で隠されているはずの部分が丸見えになっている下着でした。

				　女の私からでも羨ましくなるプロポーションを持つミリアリア様が、この下着をつけると、ケント様は昨日より一段とお励みになるでしょう。

				　私も一二歳から娼館に勤めて、主人と結婚する二〇歳までの間、色々経験してきましたが、このような下着を付けるのは初めてです。やはり、歳若いケント様の感性は違うのでしょうか？

				　初めてお会いした時から、少し変わった方だなとの印象がありましたが、やはり歳の差なのでしょうか。

				　私も頂いた下着を付けてみましたが、胸が大きくなったように感じますが、やはり大事な部分が隠れてないとちょっと恥ずかしいですね。

				　ですが、これも主人に死なれ借金で生活が回らなくなった私を雇ってくださった、ミリアリア様の恩に報いるためですし、何より愛しいケント様のご要望なので頑張りましょう。

				「ミリアリア様、ケント様は長湯されると思われますので先に寝室でお待ちしておりましょう」

				　そう言って、下着の上にガウンを着せる。

				「そうね、そうしよっか。ケント～、先に寝室で待ってるね早くきてよ」

				「ほ～い、もう少ししたら行くから」

				　ミリアリア様が、こんなに嬉しい顔をされるのは久しぶりのような気がします。もう、身も心もケント様に染められているのでしょう、私も主人と世帯を持った時は嬉しくていつもニコニコしてましたからね。

				　ミリアリア様のその笑顔を守るために、そして【性豪】スキルの毒でケント様が体を害されてしまわないように、私もお勤め(性豪スキルの発動)のお相手を務めさせてもらいます。

				　しかし、昨日のお勤め(性豪スキルの発動)で初めて肌を重ねてみましたが、その、何というか一抹の不安を感じます。

				　私も娼婦の仕事で色々な殿方のお相手をしてきたので、そちらの方面の経験は豊富なつもりでしたが、ケント様にかかるとまるで小娘のように蹂躙されてしまいました。

				　言い訳させてもらうなら、主人が亡くなって以来五年ぶりに殿方迎え入れて体がビックリしたのと、息子程の年齢の離れたケント様に求められる姿で、いもしない息子に抱かれるという妄想が膨れ上がってしまったからです。

				『石女(うまずめ)』のはしたない妄想です。だから、ケント様と肌を重ねた時の記憶が途中から残ってないのです。

				　奉仕すべき私が先に気を失うとは……おかげで、今日の朝にお会いした時は、恥ずかしくて顔を直視できませんでした。

				　私が気を失った後、ミリアリア様もご寵愛をお受けしたらしいのですが、ミリアリア様も途中で気を失われてしまったそうで……。

				　ケント様の性欲をちゃんと解消できたか不安が残ります。

				　もっと、お勤め(性豪スキルの発動)の要員を増やさなくては、お若いケント様の有り余る性欲は解消できないのでしょうね。

				　ミリアリア様に言ってお勤め(性豪スキルの発動)兼メイドを雇っていただこうかしら……。

				　ケント様の性欲は私の知っている殿方よりもかなり強いようで、それに加えて【性豪】という性行為にて体力の消耗が無いレアスキル持ちという御方なので、私とミリアリア様では陣容に不安を感じております。　

				　この南部の地は男達が魔物と戦うことに命を懸けておる方も多く、男女比が１：５ぐらいになっており独身女性や未亡人が多く住んでいるので、募集を掛ければ多く集められると思いました。

				　ミリアリア様は元々あまりお金に執着されない方ですが、ケント様のこととなればどのような出費でも認めてくれると思われるので、【娼婦】として働いていた組織のネットワークを生かしてアビスヴェーナの綺麗どころをリサーチしつつ、ピックアップをしておくことを心に留めておきました。

				　寝室に行くとミリアリア様が昼間使われた黒縁の眼鏡をかけていた。　

				「アナベラさん、今日は私『教師』で責めてみようと思うの。昼間にケントがかなり反応して(・・・・)たから」　

				　私はミリアリア様の設定(役作り)に乗ることにした。

				「でしたら私はケント様の『母親』の役でいいでしょうか？」

				「『母親』？　ああっ、『教師』に呼び出された『母親』の設定(役作り)ね。いいわ、そうしましょう」

				　ミリアリア様すみません……神聖なお勤め(性豪スキルの発動)の儀式に自分の妄想を取り入れる、ダメなメイドを許してください。

				　心でミリアリア様に謝りながらも、私はケント様の『母親』になれることに、体の奥が痺れる感覚がした。

				　私はケント様を迎え入れる期待と、これから先のことの不安が、ないまぜになった気持ちで彼が来るのを待っていた。

				　本当に私はダメなメイドだ。

				　こんな年増で貧相な体の私が、いつまでケント様のお勤め(性豪スキルの発動)をさせていただけるのか……もし、ケント様からお勤め(性豪スキルの発動)のお役御免のお話が来たらこの家から去ろう。

				　ミリアリア様への恩返しができなくなるけど、ケント様に必要とされないのはもっと耐えられない気がする。

				　そうならないように一層努力しないと、今度ミリアリア様に頂いた給金で肌が綺麗になる化粧品を買いに行こう。

				　胸も垂れないように掃除の時に筋トレも取り入れないと……努力しないと……このミリアリア様とケント様と一分でも一秒でも長く一緒にいられる時間を長くするように。

				◉ケント視点

				　夜のお勤めは例の戦闘服(エロ下着)で戦闘力を上げた二人に、俺はまた大暴走してしまった。ちなみにミリィは『教師』でアナベラは『母親』の設定(役作り)でご奉仕してくれていた。

				　ハッスルしすぎて男娼ＬＶ１→ＬＶ３にあがったことは伏せておきたい事実だ。

				　お勤めで力尽きて寝てしまった彼女達の後始末をしてから、口吻(キス)をして眠るのが日課になりそうだ。


                			

	
			
						第21話	スパルタ家庭教師襲来!!

				

				　なぜだ！　どうしてこうなった？

				「アンタ、これは『認証石(ジョブチェック)』って教えたでしょ!!　んなことも理解できないのっ!!」

				　小柄な少女が、小箱ぐらいの黒い石を持ちながら銀髪のツインテールを振り回す。そう、小柄な少女はリナなのだ。

				「どっちも、黒い石にしか見えな……」

				「口答えすんなっ!!　私が『認証石(ジョブチェック)』だって言ってんだろうがっ!!」

				「は、はい。すいません」

				　どうも、初対面の時のイメージが残り、俺はリナに苦手意識が強くあるようだ。

				「リナ……そのもう少し言葉を慎んでくれない？　私の所有者(マスター)なんだからね」

				　ミリィが苦いものを飲んだような顔をする。

				「お姉さま！　だってアイツがっ!!」

				　朝、ミリィにスキルやジョブのことを教えてほしいと頼んでみたら、現在の惨状が起きている。ミリィは専門家のリナを俺の教師として呼び出した。

				　リナ自身は、ミリィからの呼び出しに喜び勇んでブラックダガー家にきたのだが、呼び出された理由が俺の家庭教師と知るやいなや、大荒れだった。ミリィが懇願して何とか引き受けてもらったのだが……俺としてはミリィに教えてもらえればそれでよかったんだけれども……。

				　ミリィ曰く、『ケントは天才だからキチンとした教師をつけないといけない』と、どこぞの教育ママぶりを発揮したことによる惨事だ。

				　リナは『ミリィへの神の手(ゴッドハンド)マッサージ三回分』を対価として求め、ミリィが了承したため渋々ながら、俺の家庭教師をすることになった。

				　クソッ！　リナの奴うまくやりやがって。

				　チラッとリナの方を見る。

				「アンタ！　もう一回聞くわよ。これはどっち？」

				　リナが持っている黒い石からはよく見ると、赤色に仄かに発光していた。

				　ゴクリ！

				　緊張のあまりツバを飲み込む音が大きくなった。ミリィが散々言い聞かして例のアレ(火球)を出さないようにする約束をしたのだが、守ってくれるかはリナ次第だ。リナも当てる気は無いだろうが、高熱の火の玉が近くを通るのは心臓に悪いのでできればご遠慮したい。

				　……たしか赤色の発光色の石は『能力把握石(スキルチェック)』だったはず。

				「それは……『能力把握石(スキルチェック)』でした……よね？」

				　リナがギロリと俺を見据える。一瞬、間違えたかと思った。

				「チィ、当てやがった。じゃあコレは？」

				　今度の石は緑色の発光色だ。

				　ふっ、楽勝だ！

				「認証石(ジョブチェック)です」

				　リナが不機嫌そうな顔をする。

				　えっ！　ウソ!?　間違えた！！？

				「連続で当てたからっていい気になるなっ！　コレぐらいは五歳の幼児でも知ってるわよ」

				　当たってるのか……脅かすなよ。

				「じゃあ、それぞれの違いを説明するわよ。一回しか言わないからねっ！」

				　リナがそれぞれの石について説明を始める。

				「コッチの認証石(ジョブチェック)は、自身の年齢・性別・種族・ジョブ(職業)の種類とＬＶ、そしてジョブ取得可能数が色分けされて表示されるの。身分証も兼ねるから絶対に『盗賊』『犯罪者』『賞金首』の三種のジョブ(職業)は、取得しないこと」

				「えーと……なんで？」

				　リナが威嚇するような目で見る。

				「アンタはバカかっ！　どこの世界に泥棒や犯罪者を街中に入れる奴がいるの？　っていうか、まずチェックの時点で門番に捕縛されるわよ！」

				　ああ、確かにそうだ。犯罪者や泥棒を入れるわけないな。

				　だが、もし取得してしまったらどうすれば……一生、街に入れないのか？

				「もし、何らかの理由で取得してしまった場合はどうなるんです？」

				「軽微な犯罪の場合は、贖(あがな)い金(きん)や奴隷落ちで済ませれば消してもらえるけど、重大な犯罪はおそらく処刑されるわよ。だから、もし取得してしまったら、すぐにでも領主の館に出頭することをオススメするわ」

				『盗賊』『犯罪者』『賞金首』のジョブは万が一取得したらすぐに出頭しよう。殺されてはかなわないからな。

				　リナが次の石の説明を始める。

				「次は、能力把握石(スキルチェック)の方ね。こっちは戦闘スキルと補正スキルと一般スキルが表示されるの。これは、就職する時や身辺調査の時にチェックされることが多いわね。就業に必要なスキルを満たしているかの確認ね。ジョブやスキルについては、後で別途説明するので割愛するわ」

				　能力把握石(スキルチェック)は能力の詐称を防ぐためにあるのか。なかなかに、コチラの世界も就職は厳しそうだな。

				　俺も食い扶持を稼がないといけないから、スキルはなるべく取っていかないとな。

				「とりあえず、認証石(ジョブチェック)と能力把握石(スキルチェック)は理解できたわね！　次いくわよ」　

				　リナは俺の返事を待たず次の説明に入っていく。

				「次はジョブ(職業)についてね。前も言ったけどこの世界(グリモワール)の住人は、生まれた瞬間に必ず一つジョブ(職業)が付くの、それが基本職(生まれ)と呼ばれて【村人】【市民】【貴族】【王族】の四職で、コレは一年に１レベル上がるから、年齢と同じＬＶになっているはずよ」

				　えっと、俺は基本職(生まれ)の市民ＬＶ５だぞ。てっことは五歳児レベルってことなのか。

				「もし、途中で身分が変わった場合も、基本職(生まれ)の変更はできないわ。それに基本職(生まれ)は転職(ジョブ変更)や削除ができないようになってる仕様よ」

				「では、黒カードで取得可能数【３】の人は、実質二職しか選べないってことですか」

				「ふ～ん、ちっとは理解したじゃない。だから、アンタの『赤色』なんて『黒色』から見たら『このチート野郎がっ!!』って思われるから覚悟はしておかないとね。実際、アンタの身分証の色聞いて、私もミリィお姉さまの気が狂ったのかと思ったわ」

				　俺も好き好んで『赤色』にしたわけじゃ……。

				「ああっ、話が脱線したわね。基本職(生まれ)は、そういうことでいいわね。次は種族特有職(種族職)ね。コレは魔人と妖魔以外の各種族に伝わるジョブ(職業)ね。順番に行くと、眞魔族『元素使い(エレメンタラー)』、黒龍族『竜闘士(ドラゴンウォーリア)』、阿修羅族『剣匠(ソードマスター)』、迦楼羅族『獣戦士(ビーストファイター)』、夢魔族『暗殺者(アサシン)』、羅刹族『結界士(ウォーロック)』になっているわ。これらの職は、種族の者しか取得できないから、魔人族のアンタには取得できないわね。上位職だからジョブ補正が高いんだけど、残念だったわね」

				　むむ、差別反対!!　魔人族は種族特有職(種族職)は無いのか……。

				「がっかりすんなっ！　そんなアンタに朗報だ！　ココが重要！　通常職(ふつうの職業)が大事になってくる。『通常職』は、一般職と戦闘職に分かれており、一般職は『一般ジョブ』のカテゴリがあり、戦闘職は『戦闘ジョブ』にカテゴライズされるの。まず、一般職ね。コレは直接戦闘に従事しない職業の総称ね。主なものだと『メイド』、『石工』、『農夫』、『鍛冶屋』、『女給』、『秘書』、『建築家』とか色々あるわ。能力補正は微妙だけど、中には役に立つスキルを取得できる職もあるわ。次に戦闘職！　戦闘に従事する方の職業ね。コレが、ほとんどの能力を決めるわ。『戦士』、『剣士』、『斥候』、『狩人』、『拳銃士』、『魔術士』、『治療士』の七職が下位戦闘職の基本になってるわね。無論、これより上の職業もあるけど時間の都合上割愛ね。戦闘職を持たずに魔物と戦うのは自殺行為だからオススメはしないけど、自殺したかったらやってみるといいわね。ミリィお姉さまのためにも」

				　リナよ。さらりと毒を吐くな。

				　リナの毒解説によると、戦闘職はジョブ補正が大きいらしく、この世界で生きていくなら戦闘職も視野に入れておかないとな。マジで、もうあの銀色(シルバー)蟷螂(マンティス)と戦うのはゴメンこうむりたいが、何が起きるか分からない。この世界(グリモワール)だからこそ戦闘職は必須になる。

				「次はジョブＬＶね。コレはジョブを取得して、それに対応する作業や行為・戦闘行動・魔術行使等によって、経験値が一定量貯まるとＬＶアップして、スキルポイントが１ポイント付与されるわ。そして、ある一定のジョブＬＶでスキル解放されることもある。ココで、アンタの『赤色』が俄然役立つの！　ジョブの上限は基本職(生まれ)以外はＬＶ１００なので、アンタが努力を続ければこの世界でトップスリーに割り込めるわけよ。まあ魔人族の寿命の短さがネックだけどね」

				「でも、可能性があるだけでしょ？」

				「まあね、『赤色』でも努力しなきゃ『黒色』以下だからね」

				　まぁ、頑張るさ。トップスリーは無理でもミリィの横に立てるぐらいの強さは欲しいからね。

				「最後はスキルね。これも能力を底上げする『補正スキル』と戦技・魔術などの『戦闘スキル』。そして、それら以外の『一般スキル』の三つに大別されるの。どのスキルも解放条件があり、解放されても有効化しなければスキルは発動しないからね」

				「昨日試しました」

				　リナが【人物鑑定】スキルを発動させて俺を見ている。

				「ブッ！　バカ、なんで【床技Ⅰ】なんて取ってるのよ。アンタ、スキル取得は遊びじゃないのよ！【床技Ⅰ】なんて、アンタのスキル構成ならいらないでしょ？　あんまり何でもかんでも取得すると、いくらスキルポイントあっても足らなくなるからね。上位スキルになればなるほど、スキルポイントの消費は多くなるんだから」

				　すみません、なんかすみません。【床技Ⅰ】とってすみません。

				「まぁ、ざっとこんなところかしら。アンタじゃなきゃ、ジョブやスキルを語れと言われれば何日でもやるけどね」

				　酷い、かなり嫌われている。

				　この突発性火球症候群のちんちくりん娘には、どうやら【イケメン】スキルは通じないようだ。

				　ちなみに突発性火球症候群とは、感情の起伏が激しい高位魔術士によく見られる病気で、感情が高ぶると無意識に火球を発動してしまう病気だとミリィが言っていた。

				「最後に、必ず取得した方がいいジョブやスキルはありますか？」

				　リナが眉間に皺(しわ)を寄せて考えこむ。

				「アンタ、難しい質問するわね。まぁ、鉄板ジョブは『戦士』、『魔術士』のどっちかね。スキルは補正系スキルを優先の方がいいかもしれないわ」

				　リナが案外真面目に答えてくれたのにビックリした。根は良さそうな子なんだがな。

				「よし、コレでミリィお姉さまとくんずほぐれず……ムッハー」

				　リナよ。欲望が駄々漏れだ。

				　リナの講習が終わるとログが自動で展開された。

				

				　ジョブレベルアップ：市民ＬＶ５→ＬＶ10

				　スキルポイント５ポイント取得

				　

				　リナの授業でジョブレベルが上がったな。俺は迷ったが、スキルポイントを前日取得できなかった【文書作成Ⅰ】スキルにポイントを振って有効化した。

				　すると、『言語の置き換えを始めます』とメッセージが表示され、テーブルの本の文字の一部がひらがな表示に変換された。一部ローマ字のままの文字があるが、文章が格段に読みやすくなった。

				　そして、驚いたことに文章を書く方もひらがなで書けば、自動的に西方文字に変換されることも発見した。役に立つな【文章作成】スキル……上位スキルが解放されたら真っ先に有効化しないといけないな。

				　コンコン！

				　終わるのを見計らったからのようにアナベラが夕食の準備ができたと伝えてきた。

				　おっと、もう夕食時か。昼過ぎから始めたが、早かったな。今日はリナも共に食事するようだ。

				「リナさん、今日はありがと。助かったよ」

				「お姉さまにアレ(神の手マッサージ)ができるから、我慢してやったわ。感謝しなさい。さぁ、お姉さまいきましょう！」

				　リナは俺を無視してミリィを引っ張って出て行く。夕食後のミリィとのスキンシップをとても楽しみにしているようだが。しかし、コレがさらなる惨劇への布石だった。


                			

	
			
						第22話	惨劇の夜

				

				　その日の夕食はいつもの三人に加え、俺の天敵こと突発性火球症候群に侵されているリナも一緒に食事していた。

				　今日はリナの好物だという腸詰め肉(ソーセージ)やジャガイモを薄くスライスして揚げたチップスなども出ていた。更に今日は酒精(アルコール)まで出された。元の世界でいうところの果実酒だそうだ。

				　ハイスキーの実という果実を発酵させてできるお酒は、甘く口当たりがいいので女性に人気の酒精(アルコール)なのだそうだ。先ほどから、リナがカパカパと酒盃を開けている。

				「まったく、アンタがなんでミリィお姉さまの『所有者(マスター)』なの！」

				　酒が回っているのか言動が怪しい。

				「わらしわね、アンタなんらより、ずっと、ずーっとお姉さまのことがすきらのよっ!!」

				「リナさん？　ちょっとお酒を過ごしすぎではありませんか？」

				　アナベラが心配して声をかける。だが、アナベラの忠告を無視してリナがミリィの背後に周り胸をまさぐる。

				「おねえしゃまの胸は、わらしがおおきくしたの！　それをアンタが横からきてかっさらわれた、わらしの気持ちがわかるっ！」

				　完全に酔っ払いモードに入っている。酔っ払って発作(火球)が起きたら大惨事だ。確実に俺が炎上することになる。

				「おい、きいてるのか!!」

				　いつの間にか近づいてきたリナが俺の襟首を掴む。顔が近づく。リナの潤んだ蒼い眼に俺が映り込む。ピンク色に染まった頬。よく見るとリナも相当に美人な顔の作りだな。

				　胸も背丈も無いけどミリィやアナベラとは、また違ったタイプの美少女だな……あの発作(火球)さえ無ければな。

				「んっ……なにこれ？　どうして……」

				　俺の顔を見たリナの様子がおかしい。飲み過ぎたのか？

				「リナさん大丈夫？　飲み過ぎじゃないですか？」

				「…………う、うっさいわね。コレぐらい平気よっ！」

				　リナが俺の手をはねのけてミリィの方に向かう。なんだか、リナの顔が赤いホントに大丈夫だろうか？

				「お姉さまっ！　お姉さまぁ!!　お姉さまぁああ!!」

				　リナが何かを振り切るように、ミリィの胸に顔を埋める。

				「リナ…………」

				「ちがうのっ！　ちがうんだから！　絶対有り得ないんだからぁ！」

				　リナの様子が明らかにおかしい。

				「アナベラさん、リナさんの様子がおかしいから薬師(ドクター)呼んで」

				「アンタ！　なんでも無いって言ってるでしょうがっ!!」　

				　リナが俺の方を向きフラフラしながら発作(火球)を起こした。

				　ジュ！

				　肉の焼ける匂いがした。見ると右肩の一部が焦げてケロイド状になっている。

				　マジで！　今回は焦げったってホント！

				　火傷を負った場所にジクジクとした痛みが広がる。ＨＰのバーが半分ぐらいまで減っている。

				「「「あっ」」」

				　俺以外の女性陣が息を飲む。発作を起こした当人のリナがガタガタと体を震わせている。

				「違うのっ！　当てる気なんてなかったの！　ホントにホントよ！」

				　リナが半狂乱になって叫ぶ。ミリィがリナを突き飛ばして近寄り、慌てて俺の傷に癒しの光(ヒール)をかける。

				「ケント！　すぐに痛みをとるからっ!!　しっかりしてぇええ！！！」

				　ミリィが何かを恐れるように叫ぶ。痛みがすぐに和らいでいき、ケロイド状だった皮膚は綺麗なピンク色の皮膚に変わった。アナベラが替えの服を着させてくれる。

				「ゴメンナサイ……ゴメンナサイ……ゴメンナサイ……」　

				　リナが部屋の隅で体を抱きかかえて震えながら、謝罪の言葉を壊れたテープレコーダーのように続ける。その眼に力はなく虚ろだった。

				「リナ……今まではケントが許してたからガマンしてたけど。今日、貴方がしたことを私は許すことができない、一歩間違えばケントの生命が危なかったのだから」

				　ミリィがリナに投げかけた言葉は、今まで聞いたことがないほど感情の無い冷たく平板な声だった。リナの体がビクッっと震える。

				「お姉さま……違うの、ホントに当てる気なんかっ……ヒィ」

				　ミリィの顔を見たリナが怯えた表情を見せた。

				「まぁ、ミリィいいじゃないか、ちゃんと癒しの光(ヒール)で治ったんだからさ」

				「ケントっ！　何言ってるのっ！　殺されかけたのよっ！」

				　ミリィは、俺の言葉を「信じられない」といった顔で見つめてくる。

				「ダメです！　ケント様！　ちゃんとケジメをつけるべきです！」　

				　大きな声を出したのはアナベラだった。彼女もまた怒っているらしかった。アナベラはミリィに何事か耳打ちしていた。ミリィがうなずく。

				「リナ……私がもしケントに殺されたら貴方はどうする？」

				「そんなの！　コイツを殺すわ！　それこそ跡形もなくなるぐらいにっ！」

				「今回のことはそれと同じよっ！」

				　ミリィの言葉に崩れ落ちるリナ。ミリィにとって俺はそこまでの男であると言い切られて何だかこそばゆい気持ちになったが、ミリィのキツイ口調に責められているリナを見ると可哀そうに感じられてしまう。

				「慰謝料ならだすからっ、いくらでも出すから許してほしい！　本当に怪我をさせるつもりなんてなかったの！　許してお姉さま」

				　床に頭を擦り付けるように謝罪するリナ。

				「金銭の謝罪はいりません。リナ・ドーマン。貴方をブラックダガー家主人の暗殺未遂犯として処刑させてもらいます」

				　ミリィから出された条件にリナが愕然とする。

				「そんなっ！　わざとじゃないのに……！　どうしてそこまで酷いこと言うの！」

				「ミリィ！　そんなことをしないでくれ！」

				　たかが火球の一発や二発ぐらいで、命のやりとりの話にするなんてどうしたんだろうミリィは。

				「ケント……お人好しなだけじゃあ生きていけないわっ！」

				　ミリィは俺の判断をお人好しといっていた。リナに殺されかけたのは事実だが、ワザと殺そうとした訳じゃないし、今は魔術で回復して痛みも無いのだ。だから、殺すなんて言うのはかなりオーバーなことだと思っていた。

				　頼むミリィ。俺はそんなことするミリィを見たくない。

				「クッ……リナ……、ケントの度量に感謝しなさい、選択させてあげる。今回の事件の落とし前としてケントの性奴隷として肉体を提供するか、暗殺未遂犯として私に首を飛ばされるか」

				　ミリィが押し殺した声で話す。

				「どっちがいいの？」

				　ミリィが常時忍び込ませている短剣が手に持たれていた。

				「ミリィ、ホントに大丈夫だって。リナさんもわざとじゃなかっただろうし」

				　リナが蒼白で生気ない顔を俺の方へ向ける。リナも俺に助けを求めているようだ。

				　さすがにアレぐらいで、性奴隷か死かはかわいそうだろう。　

				「ケントは黙って……」

				　ミリィが再度押し殺した声で宣告する

				「リナ……性奴隷か死どっちがいいの？　貴方自身で選びなさいっ！」

				　ミリィがリナの首筋に短剣を突きつける。

				「おねえざま……ゆるして……ホントにわざとじゃ……」

				　リナは泣き出しながら答える。

				「どっち？」

				　ミリィが無慈悲に言い放つ。

				「えぐっ……えぐぅ……ええぇっんせ……性……奴隷です。ケントの性奴隷でいいです。体を提供ずるがらころざないでぐだざい」

				　そんなリナに追い打ちをかけるようにミリィが言い放つ。

				「今夜のお勤め(性豪スキル発動)がまだだからリナも参加するようにっ！　ケントを満足させなさい。できなければ殺します」

				　ミリィの宣告にリナは泣き崩れた。

				

				　どうしてこうなった？

				　浴場の洗い場で女性三人が一糸纏わぬ姿で俺の体を洗っている。三人の女性はアナベラとミリィとそして、リナだ。

				　リナは小柄な体で俺の膝の上に跨がり、自分が傷つけた俺の右肩に舌を這わせている。

				　傷に一生懸命に舌を這わせている姿を見せられるとたまらなかった。俺は、リナの体を抱き寄せる。

				「ちょ、ちょっとアンタ！　急に発情して抱きつくな！」

				「リナが可愛すぎて抱きつきたくなった」

				　シュ！

				　リナが発作(突発性火球症候群)を起こすが火球はすぐに掻き消えた。リナの首には銀色のメダルらしき物が付いたペンダントが付いていた。

				　このペンダントは『吸魔のペンダント』と呼ばれる魔術道具だ。魔術士の魔術を封じるために作られた道具らしい。

				　中級攻撃魔術までを吸収し、一定量貯まると『魔石』と呼ばれるものを生成するらしいが、相当に希少な魔術道具だと聞かされていた。

				　ミリィ自身の持ち物だったが、再発防止と俺の安全確保のため、リナに装着してくれたものだ。しかもリナ本人は外せない仕様になっている。だから、発作(突発性火球症候群)はもう怖くない。

				　魔術の使えないリナはただの小柄で非力な女の子だ。思うままに蹂躙することができてしまう。

				「リナ！　ちゃんとご奉仕しなさい」

				　ミリィから叱声が飛ぶ。

				「ヒィ……ミリィお姉さま……わかっています」

				　リナが俺に体を密着させ、泡で体を洗ってくれる。

				　正直、ミリィやアナベラと比べるとボリュームが無いが、リナが一生懸命に洗ってくれている姿を見ると『ケダモノ』が唸り声をあげる。

				「リナ、本当に嫌だったらやらなくてもいいんだよ……」

				「アンタ！　私にここまで恥ずかしいことさせといて何言い出すの！　やらないとお姉さまに殺されるし……」

				　リナが俺の言葉に焦り奉仕を再開する。ミリィに脅されて渋々奉仕されているかと思ったが当人は意外にもやる気があるらしい。

				「ミリィもここまでしたからいいでしょ、許してあげて。さすがに嫌いな俺の相手をさせるのはどうかと……」

				「ケント優しすぎるわ。殺されかけたのよ？　だからケントにはリナを自由にする権利があるの。もちろん殺す権利もね」

				「お……お姉さま……」

				　ミリィはリナのことを許していなかった。さすがに、あの事件はミリィも腹に据えかねたのだろう。

				「まず、風邪を引かないよう湯船に浸かりましょう。それから考えましょうか」

				　アナベラの勧めにしたがって、俺達は体を洗い流し浴槽に浸かる。

				「うへぇ～気持ちいいな〜。やっぱ風呂は良い」

				　俺はピリピリした緊張感が漂う場を和ませようとしたが反応が無かった。

				　右側にミリィ左側にアナベラそして、俺の伸ばした足の上に座るようにリナがちょこんと乗っている。

				「で、アンタ！　私を性奴隷にするのがそんなにイヤなの!?」　

				　俺が乗り気でないのが、気が気でないのかリナが焦ったように聞いてくる。

				「いや、イヤとかじゃなくて。リナさんが嫌がってるからそこまでしなくてもと思ってね」

				　シュ！

				　火球が吸収される。リナの顔は真っ赤だ。

				「バカ！　アンタがお勤め(性豪スキル発動)させてくれないと、私がミリィお姉さまに殺されるじゃないの！　それに私は、べ、別にアンタのこと嫌いじゃないわよ。ただお勤め(性豪スキル発動)は初めてだからやさしく……！」

				　そうなの？　すごく嫌われてるのかと思ってた。

				「決まりのようですね。正直ケント様の夜のお相手はミリアリア様と私だけでは大変ですので」　

				　アナベラがしてやったりといった顔をする。まぁ、頑張りすぎてしまう自覚はあるんですが一部の責任はミリィやアナベラにもあるんです。

				「じゃあ、リナさん本当にいいんだね！」

				「いいわ！　リナ・ドーマンは魔人族ケントに性奴隷として奉仕するわ。というかさせなさい！」

				　リナの言葉を聞いた俺は彼女を抱くことに決めた。そうでもしてあげないとミリィが殺しかねない。

				　元をたどれば俺がミリィに家庭教師を頼んだことから発している事態だ。巻き込んでしまったリナには本当に申し訳ないことをしたと思う。

				「ミリアリア様もよろしいですね？　ケント様のご命令ですので」

				「リナ、次は無いわよ……」　

				　ミリィもリナが本気で俺の性奴隷として仕えると宣言したことで彼女を許すつもりになったようだ。元は仲良く姉妹のような関係だったそうなので関係が修復されるのは喜ばしかった。

				「はぃ……もう二度といたしません。だから、許してお姉さま！」

				「ミリアリア・ブラックダガーは、リナ・ドーマンがケントに誠心誠意仕えつづける限り許しを与えます」

				「お姉さま！」　

				　俺達は風呂をあがると寝室に向かった。


                			

	
			
						第23話	贖罪少女

				

				◉リナ視点

				　最初は痛かった。本当に痛かったんだから……。

				　ケントが「やさしくするからって」言ったのを信じた私が馬鹿だった。でもケントが受けた痛みはもっと痛かったと思う。あの時の私はどうかしていた。

				　お酒に酔っていたのもあるけど、それだけじゃなかったの。ケントの顔を見るだけで体が熱くなって火照っていって訳が分からなかった。

				　初めて会った時も、授業してる時も、私のお姉さまを奪った憎い男でしか無かったのに……今、ケントを私の中に迎え入れている。

				「リナ、痛くないかい？」　

				　その聞き方はズルいと思う……。私に痛いという権利はないのだから……そう、これはケントへの贖罪なの。お姉さまとも決めた約束だから。

				「ケントの好きにしていいんだから……」

				「わかった。ミリィ、アナベラ、リナが痛くなくなるように愛撫してやってくれ」

				　ケントはさらに刺激を強めてきた。実はもうそんなに痛くない……というか気持よくなってきていた。ケントの言葉にお姉さまとアナベラさんが私の胸を舐め始める。

				　二人に比べたらなんて貧相な胸だろう。種族的に華奢な体格なのは分かるのだが、アタシの種族でも胸のデカい娘はいくらでもいた。そんなことを考えていると最初は、くすぐったいと思ったがお姉さまとアナベラさんによってだんだんと胸の先が固くなってきた。

				「はぅ……ん」

				「リナ硬くなってきたわね。興奮してるの？」

				　途端に顔が赤くなる。

				　お姉さまやアナベラさんに胸を弄ばれ、ケントには体を蹂躙されている今の私の顔は泣いているのだろうか、それとも淫靡に蕩けた顔をしているのだろうか……そう思うと、体の奥がジュンと湿り気を帯びる。

				「リナ、カワイイ……俺、我慢できないよ」

				　ケントの言葉が脳を溶かす。

				　だめだ！　これは贖罪なの！　罰なの！　気持ち良くなんてなっちゃだめなのに……。

				「ばか……そんなこと言わないでよ……」

				　私はいつからコイツがこんなに好きになったのだろう……今は、お姉さまよりも好きかもしれない。

				　胸を吸っているお姉さまと目があった。お姉さまは、おもむろに聞いてきた。

				「リナ、貴方もケントのこと好きになったんでしょ？」

				「ちが……違うの、お姉さま。今だけ、今だけだから！　私は、お姉さまだけだから！」

				　でもケントと体を重ねてる時だけは、ケントを好きになっていいかもと思う自分がいる。

				　でもダメだ！　好きになったら贖罪にはならないのだから。私はケントのことなんか嫌いなんだから。そうに决まっている。

				　ケントの与えてくる刺激に、意識が持っていかれそうになる。

				「リナ好きだ……」

				　ズルい！　ズルいよ！　ケントそんなこと言われたら嫌いになれないじゃないの！

				　ケントのくれる快感に頭の中が痺れて、私の意識は遠のいていった。

				

				　目を覚ますと、お姉さまがケントの相手をしていた。

				　そこに、いつも凛々しかったお姉さまの顔は無く、ケダモノに貪られて悦ぶ雌の顔だった。今まで一度も見せたことがないお姉さまの顔を見て、私は興奮していた。

				　お姉さまもケントと体を重ねると私と同じように嬉しくて蕩けた顔をするのかと思った。お姉さまの体が小刻みに震える。ケントが自らの欲望をお姉さまの中に放っているのだろう。

				　その姿を見ていたら私の中に放たれたケントの欲望が再び熱を持った気がした。お姉さまが気を失って倒れこむとケントがコチラを向いた。

				「リナ、ミリィとしてたとこ、覗いてたでしょ？」

				　ケントに気づかれていたことが恥ずかしくて顔を背ける。

				「み、見てないわよ。お姉さまとしてたとこなんて」

				　ケントが再び私の中に侵入してきた。

				「ウソはいけないな。ウソを付くなら罰を与えないとな」

				「ち、ちがう。ウソなんかついて……ないんだからっ……」

				　私の中をケダモノが暴れまわる。最初の時よりも激しい快感が体を昇り詰める。私もお姉さまと同じ蕩けた雌の顔をしているに違いない。

				　そんなことを思いながら激しい快感に私は身を委ねた……。

				◉ケント視点

				　ふぅ……おわった。お勤めの後始末を終える。目の前の三人は川の字になって静かに寝息をたてている。

				『ケダモノ』はリナにも容赦なく襲いかかっていた。リナの初めてを容赦なく奪い貪る『ケダモノ』。

				　リナだけで喰い足りなかった『ケダモノ』は、再度ミリィやアナベラも貪りはじめる。特に、小柄で初めてだったリナの負担はかなりのモノだったと思うが、献身的に応じてくれた。

				　ミリィもリナと一緒になって『ケダモノ』を慰めてくれた。この暴れまわる『ケダモノ』を屈服させるのが目下の俺の目標だ。それまで苦労をかける三人に感謝の気持ちを込めて口吻(キス)をしていく。　

				　真ん中に挟まれたリナの手が、ミリィとアナベラの胸に置かれているのは見なかったことにしよう。

				　俺は彼女たちに布団をかけベットの端に座る。


                			

	
			
						第24話	スキルコンボ

				

				　ベットの端に座っていた俺はログのチェックを始める。

				

				　ジョブレベルアップ：男娼ＬＶ３→ＬＶ４

				　スキルポイント１ポイント取得

				

				　男娼がＬＶ４になった。

				　取得して二日でＬＶ４か、一般の人と比べたら、相当早く上がってるんだろうな。それもこれも、彼女達が魅力的すぎて、お勤め(性豪スキル発動)に励んでしまうのが原因なんだが。

				　今のままでは認証石(ジョブチェック)に触った時気まずい。早く男娼以外のジョブを取得しよう。

				　あと気になっていたリナのログを呼び出す。

				

				　友好度低下

				　友好度低下

				

				　やはり【イケメン】は発動して……、

				

				　イケメンスキル発動【リナ】友好度大幅上昇　

				【リナ】状態：【普通】に変化

				　イケメンスキル発動【リナ】友好度大幅上昇　

				　イケメンスキル発動【リナ】友好度大幅上昇　

				　イケメンスキル発動【リナ】友好度大幅上昇

				【リナ】状態：【好意】に変化

				

				　してるし。一体どういう発動条件だろうか？

				　続けてログに目を通す。

				

				【リナ】攻撃：火球によりダメージ

				　イケメンスキル発動【リナ】友好度大幅上昇　

				　イケメンスキル発動【リナ】友好度大幅上昇　

				　イケメンスキル発動【リナ】友好度大幅上昇

				【リナ】状態：【恋慕】に変化

				　

				　あの発作(火球)よりも前に発動か……、

				

				　イケメンスキル発動【リナ】好感度大幅上昇　

				　イケメンスキル発動【リナ】好感度大幅上昇　

				　イケメンスキル発動【リナ】好感度大幅上昇

				【リナ】状態：【恋愛】に変化

				　保護欲スキル発動　性奴隷受諾

				　女殺しスキル発動【リナ】親愛度大幅上昇

				【リナ】状態：性奴隷（奉仕）に変化

				　

				　で、今にいたるか……。

				【イケメン】の発動条件の推測をしてみよう。今日家に来て俺に授業している間は友好度が低下している。では、どこで発動条件が整ったのか？

				　ログから見ると……火球事件よりも前段階だ。火球事件よりも前に何があった……思い出してみる。夕食中だ、リナが酔っ払って俺に絡んできた。

				　襟首を掴まれてから、リナの様子がおかしくなったような気がする。あの時、俺はちんちくりん娘からリナのことを美人だなっと初めて思った。

				　もしかしたら、【イケメン】スキルの発動条件は俺が対象に好意を持つか、持たないかなのか？　だとすると、俺が好意を向けた女性がたどる末路は……。

				

				１．俺がいいなと好意を向けると、【イケメン】スキルで友好度や好感度がすぐ上がる。　

				２．上がった好感度により、【保護欲】スキルで資金や物品を提供し最終的に自らの体まで提供する。

				３．肉体を提供する性行為で、【女殺し】スキルが発動し親愛度が高まり、ますます献身して従属化する。　

				４．【性豪】スキルにより、俺の体力は減らないので何度でもできる。

				

				　アカン！　アカンて！　３と４なんて無限ループじゃないっすか！

				　この推測が正しかったら、それこそ俺は『女性の敵』だ。ミリィやアナベラも、この連鎖に巻き込まれて今の状態になったのだろうか？

				　途端に不安が胸に広がる、彼女達を無理やりモノにしたみたいな気持ちだ。そんなことは無いと思いたいが、俺の推測した【イケメン】スキルの発動条件は二人ともに出会った時に整っていたのが気になる。

				　だけど、俺は彼女達を好きになってしまっている。本当のことを話したら嫌われてしまうかもしれない。罵詈雑言を浴びせられる可能性もある。

				　それを思うと、彼女達に話すのは躊躇われる……。

				　男としては好意を向けた相手が必ず自分のことを好きになってくれるなんて、夢のようなことだ。けれど、この事実を伝えたうえで俺は彼女達と愛し合いたい。

				　それにしても、俺のスキル構成は女性にとっては脱出不能の蟻地獄みたいなスキルコンボだ。

				　俺が悟りを開いて鉄の自制心を取得するか、同性愛に目覚めない限り、このまま現状を放置するとこの部屋いっぱいに被害者が転がってしまう。

				　俺も、男なのでハーレムを望んでないわけじゃないけど、かといって手当たり次第に手を付ける気もサラサラ無い。

				　明日、正直にリナにスキル封じの方法が無いか相談してみよう。魔術道具とかでありそうな気もするしな。ともかくこれ以上被害者を増やすわけにもいかないし。

				　俺はそう決めて布団に潜りこんだ。


                			

	
			
						第25話	スキル封じ

				

				　フニフニ……。

				　んっ？

				「……ん…………」

				　近くで息を呑む声がする。

				　フニフニ。

				　柔らかな感触をもう一度確かめる。手のひらに吸い付いてくるような感触だ。

				　目をゆっくり開いていくと、顔を真っ赤にしたまま硬直しているリナがいた。

				

				『艦長！　敵艦です！』

				『むぅ、いつの間に艦別照合急げ！』

				『データ照合！　データ来ます！　敵艦Ａ級(ちっぱい)です』

				『Ａ級(ちっぱい)か、Ｇ・Ｈ・Ｄを相手にしてきた我らにとっては豆鉄砲だな、よし砲戦準……』

				『敵艦より高速な物体が射出された模様！　これは……魚雷！　雷撃(ツンデレ)です!!』

				『雷撃(ツンデレ)だと！　ばかなっ！　機関全速！　雷撃(ツンデレ)を回避だ！』

				

				　リナが真っ赤になった顔で俺に話かける。

				「アンタにしか触らせてないんだから……ね。だから……もうちょっとやさしくしてよ……」

				

				『雷撃(ツンデレ)回避できません！　追跡(ホーミング)してきます！』

				『機銃でも、なんでもいいから魚雷を潰せ！』

				『ダメです！　雷撃(ツンデレ)来ます！』

				

				　リナが小声で囁く。

				「ケントだけ、特別なんだからね」

				　やべえ、なんか萌える。

				

				『雷撃(ツンデレ)命中！　中央区画(リナに対するイメージ)に破孔！　浸水増大！』　

				『まだだ！　まだ沈まんよ！』

				『ダメです！　注水限界！　機関停止！　浸水止まりません！』

				『不覚Ａ級(ちっぱい)と侮って雷撃(ツンデレ)を食らうとは』

				『総員退艦せよ！　雪辱を期すぞ』

				

				　俺はリナを抱きしめた。リナはあうあう言いながらもがいていたが、なんだか可愛い生物に見える。ふと、昨日のことを思い出しリナに聞いてみることにした。

				「ところで、リナ一つ聞きたいんだが、スキルって封じることはできるのかい？」

				「……突然なに？　スキルを封じることができるかって？　スキルにもよるけど可能よ」

				　封じられない物もあるのか。

				「【イケメン】ってスキルを封じることってできる？」

				「【イケメン】かぁ……ちょっとまってね。補正スキル系だったわよね。だとすると魔術道具でしか封じることができないわ」

				　リナが怪訝そうな顔で答えてくる。　

				「でも、なんで封じるの？　折角のユニークスキルなのに」

				　そこで俺は昨日考えた推測をリナに語った。俺の推測を聞いたリナは、心当たりがあるのか頷いている。

				「だから、【イケメン】だけでも封じておかないと次々と被害者が発生してしまうんだ」

				「私もスキルの研究してるけど……アンタの、その推測はほぼ正解だとおもうわ。【イケメン】自体ユニークスキルで所持者が少なくて、発動条件は未だ解明されてないから絶対とは言えないけど、私も急にアンタのことが気になり始めて……その……ね。す、す、好きになってたわ」

				　リナがゆでダコのような顔をして告白をする。

				「俺も最初は苦手だったけど、途中で可愛いなって思ったぐらいからリナがおかしくなったから」

				「というと、アンタが好意を向けた女性は私みたいになると…………アンタ、本当に『女性の敵』ね」

				　リナが呆れたように呟く。

				　全くもって『女性の敵』でしかないが、好意を向けられた当事者の女性が全く抗えないという恐怖のスキルコンボ。

				「わかったわ、【イケメン】のスキルを封じる魔術道具を探せばいいのね」

				「ああ、心当たりある？」

				「魔術街の魔術道具屋で探してみるわ。見つかったら連絡するから」

				　俺はリナの頬に口吻(キス)をした。

				「ありがとう。俺も一緒に行くから、朝食後二人で探そうか」

				「そ、そうね。いいわよ」

				　リナがベッドから抜け出し身支度を始めた。俺も身支度を整え朝食を摂りに一階にむかった。

				　朝食の席でミリィやアナベラにも【イケメン】スキルと俺のスキルコンボの恐ろしさを伝えた。

				【イケメン】→【保護欲】→【女殺し】→【性豪】で無限ループ。

				　対象の女性は抵抗不可の確実に俺の物になってしまう現実をみんなに伝えた。しかも、その対象女性は俺次第ということも一緒に伝えた。

				「でも、私はケントのこと好きよ。スキルでどうこうなったわけじゃないから！」

				　ミリィは真剣な顔で力説した。

				「私はミリアリア様の所有者(マスター)である、ケント様にお仕えするのが生きがいですので！」

				　アナベラも当然みたいな顔で返答する。挙句の果てにはリナまでも。

				「きっかけは、スキルだけど今は……お姉さまと同じぐらい大事な人だわ」

				　と言いはじめる。

				　俺はスキルのおかげかもしれないが、この三人と愛し合うことができてよかったと思う。

				「みんな、ゴメンな…………でも俺もみんなが好きだ！」

				　わがままかも知れないが、スキルで手に入れた関係かも知れないが、俺が彼女たちを愛したいのは事実だ。

				　でも、これ以上被害者を増やさない気持ちは一致したので、リナと二人で行く予定だったが、ミリィとアナベラも一緒にスキルを封じる魔術道具を探しに行くことにした。


                			

	
			
						第26話	ヴィットリア商会

				

				『魔術道具の品揃え世界一 ヴィットリア商会』

				　建物の軒先に吊るしてある看板の文字を読み上げる。リナが勧めてくれた魔術道具店だ。広い二階建ての建物の中に入ると店主らしい壮年の人が話し掛けてきた。

				「いらっしゃいませ！　魔術道具の品揃え世界一ヴィットリア商会へようこそ！　ワタクシ店主のヘクターと申します」

				　みょうに甲高い声とテンションで挨拶をしてくる店主。

				「ブラックダガー様とドーマン様に来店していただき、恐悦至極でございます！　ハイ！」

				　ヘクターは擦り切れるかと思うぐらい揉み手をしている。何だか元いた世界でもどこかで見たことがあるような気配がする男だった。

				「ドーマン様、先日の豊胸機器(バストアップ)の具合はどうでしたか？」

				　リナの顔がボッと赤くなっている。

				「ばっ、ばかっ！　何言ってるの！　そんなの知らないからっ！」

				　リナ……お前のそのＡ級(ちっぱい)も意外と好きだぜ。

				　シュ！

				　リナが発作(火球)をおこす。

				「アンタ、なにニヤニヤしてんの！」

				　俺は分かっているといった風に頷きを返すだけにした。

				「おや？　勘違いでしたか……失礼いたしました。ブラックダガー様は入用な物がおありですか？」

				「んーっと、誘惑系の魔術道具ある？　その……ね。男の人を」

				　ブッ！

				　ミリィ、アンタ何探しに来てるのか覚えてますか？　ユウワクしてナニするつもりですか？

				「ミリアリア様、それはダメです。どうせなら暗示系の魔術道具を探した方が……ケント様がミリアリア様にメロメロになるような道具は……」

				　アナベラが怖い発言をする。

				　ダメです！　暗示ダメ・ゼッタイ！

				「暗示系の道具ですか……なかなかないのですが……実は最近やっと手に入れまして……」

				「ヘクターさん違います。暗示の道具いらないからっ！」

				　まったく油断も隙もないな。みんな完全に目的を忘れている。俺は目的の物を探してもらうべくヘクターに話しかける。

				「ヘクターさん、探している魔術道具があるんだけど……」

				「ハイ！　当店は世界一の品揃えの店ですのでご要望にはお応えできると自負しておりますっ！」

				　ヘクターは自身満々に答えてきた。

				「【イケメン】スキルを封じてくれる魔術道具ってある？」

				　俺の要求にヘクターの顔が強張り、目線が泳ぎはじめる。

				「い、【イケメン】ですか……スキル封じの魔術道具もまたレア存在なのですが……さらにユニークスキルを封じるとなると……」

				　ヘクターが言葉を濁す。

				　やはり無いのだろうか？　そうなると、俺が鉄の自制心を獲得するしかないのか？

				「やっぱ、無いですよね……すみません、他を探します」

				　ヘクターが俺の手を掴む。

				「お待ちください！　我がヴィットリア商会の看板にウソ偽りはございません！」

				　ヘクターが店の奥に戻り、ゴソゴソと探しているようだ。リナたちは目的(スキル封じ)を忘れて店内にある魔術道具を物色している。

				「お姉さま、これなんかベッドにつけたらどうです？　キラキラして綺麗なんじゃない？」

				　リナが手に持っているのは、どう見てもミラーボールにしか見えない。しかも、ご丁寧にピンク色の『灯火(トーチ)』までついている。

				　リナよ……どこぞのラブホテルだ。一応、俺のベッドだぞ。

				「それよりもこっち回転ベッドの方がよくない？」

				　ミリィ……回転ベッドって……だから、どこのラブホテルだっての……。

				「ミリアリア様、これなんか浴場に設置するのがよろしいかと！」

				　アナベラ……マジックミラーなんて何に使うの……。

				「えー、直接見ればいいじゃん」

				「ミリアリア様、殿方はあえて覗き見ることで、興奮される方もいらっしゃいます。ケント様もそちらの方がお喜びになられるかと」

				　…………否定はしません。俺の性癖を見破るとは、アナベラ恐ろしい子。

				　そんなことを考えていたらヘクターがそれらしきものを抱えて戻ってきた。

				「ケント様！　コチラがお探しの【イケメン】スキルを封じることができると思われる、『美(び)醜(しゅう)の仮(か)面(めん)』でございます」

				　マジであるの。期待してなかったが本当にあるとは……。

				　ヘクターはバイザー式の仮面を手に持っている。

				「この『美(び)醜(しゅう)の仮(か)面(めん)』は、【イケメン】スキルを封じるというよりも、相殺するといった感じでしょうか……いかがでしょう、ご試着されますか？」

				「ぜひ、試したいです」

				　俺はヘクターから『美(び)醜(しゅう)の仮(か)面(めん)』をもらい、装着してみる。ボタンを押すと黒いバイザーが降りてきた。

				　ジジジ……バリッ！　ボン！

				　装着したバイザーから煙が上がり爆発する。

				「おわっ！　爆発したぞ！」

				「ああっ！『美(び)醜(しゅう)の仮(か)面(めん)』がぁ！　これ一品物なんですよ！　壊れるなんて！」

				　ヘクターが泣き顔になっている。だが、俺も壊したくて壊したわけじゃないんです。

				「やっぱ無理なのか……」

				「ケント様！　品揃え世界一！　ヴィットリア商会をなめてもらって困ります！」

				　ヘクターは半ばヤケ気味に答え、店の奥へと再度向かった。次にヘクターが持ってきたのは指輪と眼鏡だった。

				「まず、この指輪ですが『性転換の指輪』でして、これを装備されて、ケント様が女性になれば【イケメン】は無効化されるのでは？」

				「おおっ、なるほど……では早速つけて」

				『性転換の指輪』をつけ、発動(コマンド)言語(ワード)を唱える。指輪から発せられた光に包まれていく。光が収まると、下半身に付いていた物が無くなり、上半身について無かった物が付いた。

				　意外と巨乳だな……。

				　俺は自分の胸を揉みしだく。変な気分になりそうだ。確認のためスキル欄を見ると【イケメン】から【美少女】に変更されていた。但し、スキル内容は同じだが任意ではなさそうだ。だって、目の前のヘクターが飢えた野獣の目で俺を見ている。

				「け……ケント様……いかがです……？　よろしければ別室で商談を……」

				　ヘクターが獣のような目で俺を見て別室に連れ込もうとする。俺は慌てて解除の発動(コマンド)言語(ワード)を唱えた。

				「はっ！　私は一体ナニを！」

				「『性転換の指輪』はなしだ！　男に襲われるのは勘弁してほしい！」

				　俺は、ヘクターに指輪を突き返す。

				「ケント様……大変ご無礼をいたしました。次はコチラの『幻覚の眼鏡』です」

				「『幻覚の眼鏡』？　どういったもの？」

				「ハイ！　もともと極度の女性恐怖症の方のために作られた眼鏡らしく、使用者が指定した人物以外、すべて男性に見えるようになるらしいです」

				　俺は、恐る恐る眼鏡をつけて発動(コマンド)言語(ワード)を唱える。当たりを見回すとリナは小さい男の子にミリィは青年にアナベラはひげ付きの青年に見える。

				　確かにこれなら俺が好意を向けることは無いが……

				「ケント様いかがでしょうか？」

				「これ以外にはなさそう？」

				「そうですね……今のところは世界一の当店でも……在庫ではコレぐらいでしか……」

				　一応の応急処理手段として確保しておくか……。

				　俺は、ミリィ達を呼んだ。

				「とりあえず『幻覚の眼鏡』で誤魔化してみようと思う」

				「へぇ～、女性が男性に見えるようにね。さすがのケントも男性には……ね」

				「そもそも、アンタの女好きが治まればいいだけなんだけどね」

				「リナさん、ケント様にそのようなことができるとでも？」

				　なんか酷い言われようだ……。俺はこれでも繊細な心(グラスハート)の持ち主なのだよ……。

				　俺は皆の言葉に傷つきながらもヘクターに購入の交渉をすることにした。

				「『幻覚の眼鏡』はいくらで売ってくれる？」

				　ヘクターはにこやかな顔でソロバンらしき物を取り出し計算を始めた。

				「そうですね、ブラックダガー様とドーマン様のご紹介ですので、本来なら金貨五枚のところ、金貨三枚と大銀貨五枚までサービスさせていただきます」

				「あら、ヘクターさん？　意外とぼったくるわね。どう見繕っても、金貨二枚と大銀貨五枚がいいところでしょう？」

				　リナがヘクターに対し値切る。俺はこの世界の貨幣価値がわからないので、高いのか安いのかよくわからない。

				「ドーマン様！　それはご無体でございます……。先ほどお試しの『美(び)醜(しゅう)の仮(か)面(めん)』も壊れております……。修理費込で金貨三枚と大銀貨三枚でお願いします！」

				「まぁ、それならいいじゃない？　アナベラ大丈夫よね？」

				　ミリィが決済の承諾を促した。俺としてはお金が無いのでミリィに借りるしかない。ミリィがオッケーと言えば何もできることは無かった。

				「はい、問題無いと思います。しばらくすれば、前回の報酬も入ると思われますので」

				「買うわ」

				　ミリィがヘクターに購入することを告げた。心なしか顔がほころんでいた。実際、販売価格よりも若干上乗せで売れたのだと推察される。

				「では、決済は月末でよろしいでしょうか？」

				「そうね。コレ、このままもらっていくけどいいわね」

				「ハイ！　どうぞお持ちくださいませ」

				　俺は『幻覚の眼鏡』を受け取り、ミリィ、アナベラ、リナを任意対象者にしてから【イケメン】が不発になるか実証実験を含め、皆で昼食をとろうとハンターギルドのフェリアを尋ねることにした。


                			

	
			
						第27話	イケメンキャリア

				

				　魔術道具を買った俺達は、昼食を食べるためにハンターギルドへと来ていた。ハンターギルドに来た理由は、食事の他にここのウエイトレスであるフェリアに会って試したいこともあったからだ。

				　ミリィは、ギルドに着くとすぐに、簡単で稼げる依頼(クエスト)がないか探してくると言い残し、カウンターの方に消えていった。

				　一方俺はリナに頼んで、実験準備の時間を稼ぐため、リナをフェリアの胸に埋もれさせて『神の手(ゴッドハンド)マッサージ』をさせていた。

				「フェリアぁ！　アンタの胸を揉ませなさい！　今月の成長記録を付けさせてもらうんだからねっ!!」

				「ひぃ～ん。リナさ～ん。公衆の面前で『おっぱい揉ませろ』なんて言わないでください～」

				　リナがフェリアと戯れている間に俺はアナベラと共に準備を進めていた。だが、虚しい。なぜなら、俺は先程手に入れた『幻覚の眼鏡』を掛けているからだ。任意指定した三人以外、ハンターギルド内にはすべて男しかいない……。

				　だから、前来た時よりも段違いに野郎成分が上昇しているのだ。だが、ここへはキャリア(スキル発動済み)した娘に対して【イケメン】スキルが封じれるのか実証実験するため来たのでガマンする。

				　なので、今回の実験対象はフェリアだ。彼女はすでに一度【イケメン】スキルの洗礼を受けていて、すでにキャリア(スキル発動済み)であるからだ。

				　フェリアに『幻覚の眼鏡』で視覚をごまかした俺が好意を向けなくても(・・・・・・・・・)、【イケメン】スキルが発動するなら、一度でも発動させた対象は、俺のスキルコンボの餌食になってしまうことが証明される。

				　ミリィはこの実験に不満そうだったが、現在イケメンキャリア(スキル発動済み)で最終段階まできてないのはフェリアだけなので納得してもらった。俺はログを展開させ準備を終えると、実験を開始することにした。

				「フェリアさん。メニュー頼みたいんですけど」

				　俺の呼びかけにフェリアと思われる青年が近づいてきた。胸があると思われる場所に、リナがぶら下がっている。

				「あー、ケントさん！　いらしてたんですか？　アナベラさんも珍しいですね」

				「ご無沙汰しております。本日はケント様がみんなで外で食べようとおっしゃるので」

				　今のところはログに変化は無いな。

				「もしかして、私が目当てですかー？　ケントさん」

				「あ、いやそうわけじゃないけど……ココの食事も美味しかったからさ」

				　フェリアが俺の近くに寄ってきた。男の恰好なので以前のようにドギマギとしないで済んでいた。

				「じゃあ、私が選びましょうか？」

				「そ、そう？　じゃあ、お任せしようかな……アナベラさんもいい？」

				　アナベラは頷き返す。その時ログが点灯した。

				

				　イケメンスキル発動【フェリア】友好度大幅上昇

				

				　だぁ〜！　発動してるし！　実験は大失敗だ……。

				　キャリア(スキル発動済み)に対しては、視覚をごまかしてもダメか……だが、『幻覚の眼鏡』はキャリア(スキル発動済み)以外は役には立つはずだ。

				　だとすると、キャリア(スキル発動済み)になってしまったフェリアは……もう手遅れか……。

				　俺の頭に嫌な光景がよぎる。それは、フェリアが俺に貢ぐためにいかがわしい仕事でお金を稼いでいる光景だ。多分、このまま放置すれば、その光景は近い将来現実になるだろう。

				　ならばこの手で引導わたしてやるべきか……。

				　俺はフェリアに対して役に立たなかった『幻覚の眼鏡』を弄ってフェリアを任意対象者にする。

				「ケントさん？」

				　元の姿に戻ったフェリアが、訝しげに聞いてくる。

				「あ、ああ。　ゴメンなに？」

				「注文は以上でいいですよね？」

				「ああ、頼むよ」　

				　フェリアが注文を厨房に届けに行く。リナがまだ彼女の胸に埋もれたままなのが気になったが、戻っていく後姿は身長こそミリィより低い身体のラインは負けず劣らずのメリハリボディをしていた。

				

				　イケメンスキル発動【フェリア】友好度大幅上昇

				

				　引き続きログが表示される。まるで最終段階へのカウントダウンのようだ。

				「ケント様、どうでしたか？」

				　アナベラが結果を聞いてくる。リナもいつの間にかフェリアの胸から脱出して隣に座っていた。

				「まさか、フェリアまでも……」

				　リナがショックを隠せないでいるようだ。リナにしてみれば、ミリイとフェリアの胸は自分の手で作り上げた「神乳」であり、それを俺が独占することにショックを受けているものと推察された。

				「ああ、キャリア(スキル発動済み)になっているフェリアには効かなかった……」

				　俺が最終宣告をする。アナベラの顔が少しだけ笑顔になった。

				「では、フェリアさんもお勤め要員として家に雇いましょう。ちょうどメイドも欲しかったところなのです。ココよりは、お給金を払える筈ですので」

				　アナベラがフェリアをメイド(性奴隷)にしろと言ってくる。

				「アンタはどうなの？　フェリアをこのままで放置？」

				　リナが聞いてくる。確かに、このまま放置してもココで会う度に友好度が上がってしまえば、次の【保護欲】スキルの餌食になるのは目に見えている。

				　引き受けてやるのが筋か……。

				　俺が悩んでいるとミリィが帰ってきた。

				「どうだった？　あの牛乳(うしちち)エロ娘は」

				　俺が首を振る。ミリィは深くため息をつくと肩を竦ませる仕草をした。

				「そっか……じゃあしょうがないね。牛乳(うしちち)エロ娘もケントのお勤め要員にするしかないね」

				　ミリィの言葉で俺の腹が决まった。フェリアも俺の女にする。多分、俺は死んだら地獄に落ちるだろうが、フェリアを愛してやりたい。

				　俺は注文の品を持ってきたフェリアに話しかける。

				「フェリア、君に言わなくちゃいけないことがあるんだ」

				　フェリアはあっけにとられていたが、その鳶(とび)色の目を俺の方に向ける。

				「俺はフェリアを好きになったようだ！」

				　俺の言葉でログが勢いよく流れる。

				　

				　イケメンスキル発動【フェリア】友好度大幅上昇

				　イケメンスキル発動【フェリア】友好度大幅上昇

				【フェリア】状態：【恋慕】に変化

				　イケメンスキル発動【フェリア】好感度大幅上昇　

				　イケメンスキル発動【フェリア】好感度大幅上昇　

				　イケメンスキル発動【フェリア】好感度大幅上昇　

				　イケメンスキル発動【フェリア】好感度大幅上昇　

				　イケメンスキル発動【フェリア】好感度最大

				【フェリア】状態：【恋愛】に変化

				

				「なっ、なんですかいきなり。その、告白するなんて」

				　フェリアがしどろもどろに答える。彼女の顔は真っ赤に染まってお盆で胸を隠していた。

				「俺さ、フェリアが欲しい」

				「なに言ってるんですかっ。ケントさんには、ミリアリアさんがいるじゃないですかー。恋人の前で他の女の子に告白するなんていけませんよー」

				「私は、所有者(マスター)の所有物だから別にいいわよ。私はサキュバス種だから、別にケントがハーレムを持つことに異論はないの」

				　ミリィが当然と言った顔で答える。サキュバス種は所有者(マスター)を頂点にした一夫多妻の家族制度を持っているとアナベラさんから聞かされていた。

				　アナベラが畳み掛けるように、ブラックダガー家への就職をチラつかせる。

				「ちょうど、ケント様の身の回りの世話をするメイドを探していましてね。もし来ていただけるなら、給金は倍額お支払いしますが」

				　リナも続けて追い打ちをかける。

				「フェリア、アンタもケントが好きなのは、もうバレバレなんだからね」

				「なななっ、そんなことっ！」

				　真っ赤になって、フェリアが首を横に振る。ブンブンとお盆を振っているが、大きな胸も一緒に揺れて俺の視線をくぎ付けにしてくる。

				「その、牛乳(うしちち)が夜のお勤めに役に立つってことよ」

				　ミリィが揺れるフェリアのおっぱいを鷲掴みにして追い打ちをかける。フェリアはなおも逡巡している様子だった。

				「フェリア。俺のメイド(性奴隷)になってくれ！」

				　俺は切り札を切った。彼女を俺の物にする最後の切り札を切り、フェリアを俺の女とする。

				「…………ケントさんがそう言うなら…………メイド(性奴隷)として雇ってください！」

				

				　保護欲スキル発動　性奴隷受諾

				【フェリア】状態：性奴隷（愛）に変化

				

				　落ちた……というより落としたんだ。ゴメンな、フェリアのことも絶対大事にするから……。

				「フェリアさん。色々あると思うけど、今日の夜からお勤めをしていただきますからね」

				　アナベラさんがフェリアにそっと耳打ちをしているのが聞こえてきた。彼女も顔を赤らめながらもコクンと頷いていた。

				「……はい、わかりました。夕方お伺いします」

				「ということは、今日の夜はムッハー夢の共演がぁ！」

				　リナが何かを妄想して興奮している。リナも泊まっていくのだろうか？　気になったので聞いてみた。

				「リナ、今日も泊まっていくのか？」

				「アンタ、私の初めて(・・・)奪っておいて……性奴隷にしたうえに追い出す気なの！　ちゃんとご奉仕するから部屋用意しなさいよね！　それにアンタの所にいればお姉さまとフェリアのおっぱいが楽しめるじゃないのっ！　察しなさいよっ！」

				　俺は、リナの剣幕におされて、アナベラに確認する。

				「アナベラ、部屋って空いてる？」

				「はい、客室が何部屋か空いておりますので大丈夫かと」

				　すでにリナと話し合いは済んでいるようでアナベラは問題無いと答えてくれた。

				「そのうち、館の中が女の子で溢れるかもね」

				　ミリィが楽しそうに言ってきた。

				　いや、もうこれ以上は被害者は出さない……出さないったら出さないんだ！

				　そう思うと、俺は少しズレた『幻覚の眼鏡』を掛け直した。ただ、この野郎だらけ仕様だけはなんとかならないだろうかと思う……。


                			

	
			
						第28話	ハンター訓練校

				

				　その後、ギルドでフェリアも交えて、これからのことを話し合いながらの昼食会をしていたら、壁に掛かっている黒板に書かれた文字に興味を引かれた。　

				「ハンター訓練校生徒募集中……詳細は窓口カウンターでか……」

				「んっ、どうしたの？　ケント」

				　ミリィが俺のつぶやきに反応する。

				「黒板にハンター訓練校って書いてあるのが見えてね。どんなところかなって思ってさ」

				「あっーあれね。ハンター訓練校はね、戦闘下位基本職の基礎を教えてくれる学校よ」

				「戦闘下位基本職？」

				　俺が疑問の声をあげると、リナが噛み付いてきた。

				「アンタ、私の授業聞いてなかったの！　『戦士』『剣士』『斥候』『狩人』『拳銃士』『魔術士』『治療士』の七職だって教えたわよ！　ハンター訓練校は、そのうち『戦士』『剣士』『斥候』『狩人』『拳銃士』のジョブを取得させてくれる場所よ」

				　へぇー、職業訓練校みたいな所か……戦闘職のジョブも取得したいと思ってたところだし、入学してみようかな。

				「ケントさん、ハンター訓練校に入られるのですかー。どのジョブ狙いとかあります？」

				　フェリアが興味津々に聞いてくる。相変わらずおっぱいの圧力は凄まじく、近づくと腕に胸が当たっていた。

				「ちなみに、ケントさん身分証の色は何色なんです？」

				　俺が身分証を甲の上に浮かび上がらせる。

				「なっ！　あ、あかーーーー。んふぅううう」

				　素っ頓狂な声を上げたフェリアの口を素早くアナベラが塞ぐ。ハンターギルドにいた人達が一瞬こちらを向くがミリィの形相を見てすぐに視線を外した。

				「フェリアさん。このことはご内密に。ケント様のカードの色はいずれ正式に発表があると思いますが、今は他言無用です。もし漏洩したらヘイドウ辺境伯に処刑されます……よろしいですか」

				　フェリアが青ざめた顔でコクコクと頷いている。

				「ぷはっ、ケントさんカード閉まって！　お願いしますー」

				　フェリアが、ワタワタしながら懇願するのでしまうことにした。

				「ケントさんは、スキル取得で悩むことはないのですね……私は【緑】なんで結構悩みますー。明日から、ミリアリアさんのところでご厄介になるので、【女給】消して【メイド】を取得しようか迷いますねー」

				　メニューのパーティー欄からフェリアのカードを呼び出す。

				

				フェリア　魔人族　18歳　

				　　戦闘ジョブ	：なし

				　　一般ジョブ	：女給ＬＶ12　市民ＬＶ18

				　　補正スキル	：なし

				　　戦闘スキル	：なし

				　　一般スキル	：礼儀作法Ⅰ　

				　　装備　右手	：なし

				　　左手	：なし

				　　鎧	：タイトな女給服

				　　アクセサリ	：カチューシャ

				　　使用言語	：西方語　

				　　読解	：西方語

				　　称号	：ケントの性奴隷

				

				　ザ・一般人で安心だ。　

				「フェリア【緑】でも大丈夫だって！　フェリアにはその乳(ちち)があるじゃない」

				　そう力説するＡ級(ちっぱい)のリナのカードも呼び出してみた。

				

				リナ・ドーマン　羅刹族スカラー種　16歳　ＨＲ15　

				　　戦闘ジョブ	：魔術士ＬＶ20　

				　　一般ジョブ	：研究者ＬＶ45　市民ＬＶ16

				　　補正スキル	：高速詠唱Ⅰ　無詠唱Ⅰ

				　　戦闘スキル	：攻撃魔術Ⅱ　回復魔術Ⅰ　補助魔術Ⅰ

				　　一般スキル	：人物鑑定　古文書解読Ⅱ　文書作成Ⅲ　魔術知識Ⅰ　魔術道具知識Ⅱ

				　　装備　右手	：叡智の指輪

				　　左手	：なし

				　　鎧	：魔術士のローブ

				　　アクセサリ	：吸魔のペンダント

				　　使用言語	：西方語　竜語　獣語

				　　読解	：妖魔語　西方語　竜語　獣語

				　　称号	：ケントの性奴隷　正魔術師　スキル研究者　ジョブ研究者

				

				　おお、魔術士＆研究者か、結構いいスキル取ってるな。学者系な感じだな。カード色は【青】だ。

				「それで、ケント様はハンター訓練校に入られるのですか？　そうなりますと、ご用意するものが色々ありますので」

				　アナベラがおずおずと質問してくる。

				「戦闘職って就職口はある？」

				「戦闘職持ちの就職口だと『魔物ハンター』『王国軍兵士』『衛士』ぐらいね。でも、私はこの三職への就職を認めないわ！」

				　ミリィが珍しく言葉を荒げていた。

				「なんで？」

				「ケント！　この三職は生命のやりとりするのよ！　そんなとこにケントを働かせるわけにはいかないわっ！」

				　ミリィが、どこぞの過保護なお母さんみたいな発言をしたのだが、アナベラも同意のようだ。

				「じゃあアンタ、魔術ギルドで『ギルド員』や『研究者』になる？　魔力認定試験受けて合格すれば、魔術士か治療士になれるし」

				「あーでも、ケントさんに魔力があるかはわからないですー」

				　フェリアが痛いところをついてくる。

				「その可能性は考慮してなかったわ……ケントは『迷(まよ)い人(びと)』だしね。魔力が全くない可能性もあるわね」

				　話がまとまらなくなりそうなので、俺は決断した。

				「とりあえず、ジョブ(資格)とりのためだけでもいいから、ハンター訓練校に入ることにするよ」

				「ハンター訓練校だけだからね！　護身用にジョブとるだけだからね！」

				　ミリィが念を押してきた。その姿に小さいときに亡くなった母親の面影がタブって見えた。

				　お袋も結構過保護だったよな……。

				「お姉さま……過保護すぎです」

				「リナっ！　油断と慢心が最悪の結果を招くのよっ！」

				　ミリィのボルテージが上がりすぎて、ハンター訓練校にすら入れてもらえなくなる前に、フェリアを連れて窓口カウンターへ移動した。

				　カウンター業務をしていたのは、いかつい顔した青年だった。

				「いらっしゃいませ。何か御用でしょうか」

				　おっと、カワイイ声じゃないか……ビジュアルと声のギャップに戸惑う。『幻覚の眼鏡』の効果を発揮させていたのを忘れていた。

				　解除して顔を確認したい衝動が膨れ上がるが、自制心を総動員してハンター訓練校の詳細を聞くことにした。

				「ハンター訓練校に入りたいのですが、手続きをお願いしたいです」

				　男が手早く入校書類を机に出してくる。

				「はい、ではコースの選択はどうします？　『戦士』『剣士』『斥候』『狩人』『拳銃士』の五コースがありますが」

				「全部一度にはムリですよね……」

				　男の顔が疑問系になった。

				「は、はぁ。一応規則として、お一人様一コースとなっております。ジョブ取得後に再度別コースを選択することは可能です。この場合は有料になりますが」

				「じゃあ、ジョブ取得までの期間はどれぐらいですか？」

				「最短は一日で取得された方もいらっしゃいますが、平均三日ぐらいでしょうか」

				　三日か……俺の場合、基礎が全く無いから、もう少しかかるかな。

				「三日で戦闘職とれるんですかー」　

				　フェリアの発言を聞いた窓口の男の額に蒼い筋が伸びる。

				「フェリア！　貴方も窓口業務の教育したでしょ！」

				「えーでも結構、昔ですし最近はホール係が長かったから忘れましたー」

				　男が頭を抱えている。なんだか不穏な気配を感じるのは俺だけだろうか？

				「私も戦闘職を取ろうかなー。ケントさんは戦えるメイドの方が好みですか？」

				　フェリアが戦闘職か……揺れそうだな。戦士でビキニアーマーなんて着られた日にはもう……後ろから襲ってしまいそうだ。

				「あ、ああ。万が一のため、フェリアもひとつ取ったらどうよ」

				「じゃあ、取ろっかな。ケントさんと同じコースにしますねー」

				　決断が早いのか、あんまり考えてないのか、フェリアの即答に俺は慌てる。

				「俺と一緒でいいの？　色々あるんだし」

				　フェリアは俺の横で腕を絡ませて胸を押し当ててきた。胸の感触を確かめると顔がニヤケてしまう。

				「ケントさんと一緒でいいですー、ひゃん」

				　急にフェリアが声をあげる。後ろからリナに胸を揉まれているようだ。

				「そこ、勝手にイチャつかない！」

				　見るとミリィ達が後ろに立っていた。俺はニヤケていた顔を引き締めて真面目な顔を装った。

				「それでケントはどのコースに行くの？」　

				　ミリィがどのコースを選択するのか聞いてきたが、実の所、迷っていた。

				「一番体力の補正が上がるのは、やっぱ戦士？」

				「下位職ではそうね。重装備もできるし、一番硬くなれるからメインは戦士にしとく？」

				　戦士で体力補正を上げておけば、いざ、何かが起こった時に対処ぐらいはできるかなと思った。

				「では、戦士コースで入学します。フェリアも一緒でいいですか」

				　俺は窓口の男に入学の意思を伝えた。

				「私もケント様と同じ戦士コースへ入学いたします」

				　それまで黙って成り行きを見守っていたアナベラが唐突に宣言する。

				「えっ、アナベラも？　戦士に？」

				「はい、訓練中の身の回りの世話もありますし、万が一の時には、身を挺してケント様を守るために、私も戦闘職を取ろうかと思いまして」　

				　アナベラ……そこまで俺のことを考えてくれるのか……アナベラなら、俺がピンチになった時『こんなこともあろうかと』って、あり得ない武器で敵をなぎ倒してくれそうな気もする。　

				「では、ケント様、アナベラ様。そしてフェリアの三名で『戦士』コースへ入学ですね。皆様、戦闘職が初めてですので入学金は無料ですね」

				　男が確認をしてくる。

				　おおっ無料。いい響きだ。

				「はい、それでお願いします」

				「じゃあ、手続きいたしますので、この書類に名前と年齢と種族を記入してください」　

				　男が一枚の紙を出してきた入学希望に記入していく。

				「訓練校を卒業すると、自動的にハンター登録されます。そして、身分証に『ＨＲ(ハンターランク)』が追記されますのでご了承ください」

				　ＨＲ(ハンターランク)か、ミリィは２００だったよな。

				「はい、分かりました」

				「書類の方もオッケーです。では、明日の朝から入学できますのでココへお越しくださいね。フェリアは明日から休み入れるのね？」

				　男がフェリアに休暇申請するのかと訪ねてきた。

				「いいえ、違いますよー。私、明日からブラックダガー家でメイドをすることになったので退職しますねー」

				　おおいっ！　軽い！　軽いぞ！　非常に軽く発言する内容じゃないぞソレ！　社会人経験者としてその対応はイカンぞ。

				　ちゃんと事前に退職の意思を伝えてだな……後釜の教育をして退職するのが筋ってものなのだよ。バイトじゃないんだから……ってバイトみたいなものなのか？

				　男の顔がどす黒く変貌する。絶対にこれヤバい奴だ……。

				「いったいどういうことでしょうか？　ミリアリア様」

				　男がミリィを見る。荒くれ者が集うハンターギルドの窓口を請け負う人物に見据えられる背筋がゾクゾクと震えてしまう。

				「えっ、えーっとね……その」

				　ミリィが珍しく返答に困っていると、アナベラが答えた。

				「私がフェリアさんを我が家のメイドに欲しいと思い、ヘッドハントさせていただきました。もし、何でしたら移籍金のお支払いも致しますが……」

				　アナベラさんが受付の男の視線をもろともせずに明朗な返答をした。

				「困りますよ、急にそのようなことをされますと……ブラックダガー家ですから断りはしませんが、後釜の人選もしないと……それと移籍金ですか……」

				　男が困り果てた顔をする。男がパッと閃いたような顔をした。

				「では、移籍金代わりにミリアリア様が一つ依頼(クエスト)をこなしていただけないでしょうか？　ちょうど面倒くさい依頼(クエスト)がありましてね」

				「えー、面倒くさいの？　あんまり拘束されるのはダメよ。ケントの面倒を見ないといけないし……」

				　男の提案にミリィが嫌そうな顔をする。

				「そんなに、拘束期間はありません。Ｓ級であるミリアリア様に頼むランクではないのですが、割の合わない依頼なので不良案件化していたのです」

				「どんな内容？」

				「はい、フェルアド砦の近隣の妖魔族ゴブリン種の村が、村ごと魔物化して巣になってしまったので、殲滅を依頼されております。概算ですが五百体近くいると思われます。報酬は金貨一枚です」

				「確かに面倒で割に合わないわね。まったく、妖魔の連中もはた迷惑な……」

				　仕事の話をするミリィを、俺達は黙って見守っている。

				「受けていただけますか？」

				「本当は受けたくないけど……受けないとどうなる？」

				「フェリアの退職を認めません。訓練校の入学も拒否させてもらいますがよろしいので？」

				「ミリィが嫌だったら諦めるからいいよ」

				　ミリィが俺の方を見て考えている。やがて、ミリィが肩を落としてため息をつくと男に手を差し出した。

				「しょうがない……受けるわ。場所を標した地図をすぐ用意して。三日で終わらせるわ。それとリナも手伝いなさい」

				「えっ、私も？　お姉さま、私はケントのお勤め(性豪スキルの発動)があるし……」

				　ミリィは、リナをひょいと抱え上げると小脇に挟みこむ。

				「ケント……三日で帰ってくるから、ちゃんとお勤め(性豪スキルの発動)はするのよ！　アナベラさん。それに、フェリア！　ケントを頼むわよ！」

				「お姉さま！　私も残って、アイツのお勤め(性豪スキルの発動)をしないとー」

				「じゃあ、いってくるから！」

				　窓口の男から地図を受け取る。

				「お姉さま離して！　お姉さまー！　ケントー助けてーー！　いやああっーー！」　

				　ミリィがリナを小脇に抱えギルドを出ていった。

				　ゴメンよ。ミリィ苦労をかけて……帰ってきたら二人共かわいがってあげよう。

				「いやー、誰も受けてくれなかった不良案件が消化できてよかったわ」

				　窓口の男がにこやかに話す。超ＶＩＰのミリィを相手に一歩も引かないとは中々に肝の据わった人物とみた。

				「ふー、一時はどうなることかと思いましたねー。いやー、一件落着ですねー」

				　フェリアよ。君のトンデモ発言のせいなのだが……。

				　俺はどっと疲れた体で家に帰った。帰る途中、ミリィが乗る馬車に轢かれそうになったのは黙っておこう。


                			

	
			
						第29話	メイド修行

				

				◉フェリア視点

				　ミリアリアさんの家って凄いなー。

				　豪華な晩餐室での食事を終え、夜のお勤め(性豪スキルの発動)の準備をしながら考えていた。

				　メイドなのに、一緒の食卓で同じメニューの食事が出て、一緒に食事させてもらえるなんて、なんて幸せなんだろう。

				　私がイメージしてたメイドとは、なんだか違うような気がする。イメージの中のメイドは、炊事・洗濯・掃除と扱(こ)き使われて粗末な食事を調理場で頂いた後、夜には旦那様に呼ばれて御仕置きされる生活なのかなーって思ってた。

				　もっと驚いたのは個室を頂いたこと。ギルドの宿舎から身の回りの品をバッグに詰めて、ブラックダガー家を訪ねてきたら、アナベラさんから個室を自由に使っていいと言われた。

				　普通、メイドに個室を与えるなんて考えられないでしょ。

				　ハンターギルドの女給(ウェイトレス)の時でも、ギルドの宿舎で四人部屋だったのに、いきなりこんなに広い個室に一人なんて……。

				　この待遇は、ケントさんのお勤め(性豪スキルの発動)のお手当も含まれているのかなー。

				　それにしても、破格の待遇だと思う。ハッ！　もしかして、私って側室候補なのかも……。

				　まだブラックダガーの姓を名乗ってないケントさんだけど、ミリアリアさんの所有者(マスター)なのだから、実質、貴族様なんだよね。

				　初めて喋った時から凄く気になった人だったけど、君が欲しいって面と向かって告白されるとは思ってなかった。だから、頭が真っ白になっちゃってお勤め(性豪スキルの発動)のことや仕事のことも全部オッケーしちゃったの。

				　もう、ケントさんのせいなんだからね……。責任はとってもらわないといけないなー。

				　そんなことを考えていたら扉がノックされ開かれた。

				「フェリア、準備はできましたか？」

				「はい」

				「では浴場にまいりましょう」

				　私は、アナベラさんの後について浴場に向かいました。

				　浴室に行くと、ケントさんが先に浴槽に浸かっていました。

				　好きな人に裸を見られるのってかなり恥ずかしい……私の躰、変じゃないかな……？

				　よく、ミリアリアさんに牛乳(うしちち)って言われるけど、自分でも結構気にしてるんですよ。

				　肩は凝るし、男の人からはイヤラシイ視線を向けられるし、歩いていると足元が見えないので、何度躓いたことか。

				　それにしても、自宅にこんなに広い浴場があるなんて、さすがは貴族のお家です。

				　アナベラさんと掛け湯をしてから、浴槽に入りケントさんの隣へ座ったけど、ケントさんの視線が私の胸に固定されている。

				「………………オッパイって浮くんだね」

				「ケントさんの馬鹿……そんなこと言わないでくださいー」

				　ケントさんが、お湯に浮いた私の胸を弄っている。ケントさんにおっぱいを弄られるとなんともいえない快感が体中に広がっていく。

				「私のものでは、ここまで見事に浮きませんね」

				　アナベラさんも一緒に胸を弄ってくる。二人に胸を弄られて、更に頭がぼーっとしてくる。

				「フェリアのオッパイは飽きないな」

				　ケントさんが胸の先端を指でこすりあげる。

				「ケント様、私の胸ではご不満でしょうか……。お勤め(性豪スキルの発動)はさせていただけないのでしょうか？」

				　アナベラさんが悲しそうな顔をしている。ケントさんは、開いている手でアナベラさんの胸も弄りはじめた。

				「そんなわけないじゃないか！　アナベラの胸も素敵だよ」

				　そんな言葉を気取らず言えちゃうケントさんは、やっぱり女好き決定ですね。

				「ケント様……ありがとうございます。ご奉仕させていただきたいので、洗い場にまいりましょうか。フェリアもいらっしゃい」

				　私はケントさん達と洗い場に移動した。

				　洗い場に行きアナベラさんから石鹸を渡された。

				　ケントさんの体を洗えばいいのだろうか……それにしても洗う布が無いんだけど。

				「フェリア、ケント様を洗うときは自分の体を使って洗うのですよ」

				　アナベラさんは石鹸を泡立たせて体に塗りたくる。そして、体全体を使ってケントさんを洗っていく。

				「ああ、ヤバイ気持ちいいよ。アナベラ」

				　ケントさんが恍惚の表情をする。私も石鹸を泡立て体に塗りつける。

				「フェリア、貴方はその胸でケント様にご奉仕しなさい。その方が喜ばれますよ」　

				　胸でと言われてもどうやって？

				　私がまごついていると、アナベラさんが教えてくれた

				「ケント様の前にひざまづいて、胸を寄せて突き出しなさい」

				　アナベラさんに言われたように、胸を寄せケントさんの前に突き出した。

				「ケント様。フェリアの胸を堪能されてみてください。きっと凄く気持ちいいでしょうから」

				　ケントさんの視線が泡まみれになった私の胸に刺さる。見られてるだけなのに、胸の先がジンジンしてくる。ケントさんが寄せた胸に何かを侵入させた。侵入者をみると、そのケントさんの分身だった。

				「フェリアの胸、泡でヌルヌルして温かくて凄くいい……」

				　アナベラさんに体を洗ってもらった時と同じような、恍惚の表情を浮かべるケントさん。

				　そんなに気持ちいいのかな？　私の胸って。　

				「フェリア、ケント様の分身を胸で扱(しご)いてあげなさい。先に自分が気持ちよくなってはいけませんよ」

				　アナベラさんの指示どおり、ケントさんの分身を胸で扱(しご)いていく。石鹸の泡で滑りやすくなっていてスムーズに擦れる。胸の中のケントさんの分身が熱を持ちドンドン膨らんでいく。

				　胸の先が固く尖って痛痒い、それに今まで嗅いだことのない匂いが私の頭をぼんやりさせる。

				「ううぅ、いいよ。フェリア最高だ」

				　ケントさんが耐えてる顔を見てると苛めたくなってきた。私はスピートをあげる。ケントさんが何かに耐えるように歯を食いしばって我慢している。

				「フェリア無理！　出る！」

				　え？　出るってなに？

				　私が考える暇もなく、ケントさんの分身から、火傷しそうなほど熱い粘ついた液体が胸の中に放たれた。放たれた液体に触れた肌から熱さが伝わる。

				　胸の中でビクビク震えたケントさんの分身は、役目を終えたのか萎んでいった。私は放たれた液体と石鹸の泡が混じった胸を呆然と見ていた。

				「ケント様相当出しましたね。そんなにフェリアの胸は良かったですか？」

				「あ、ああ。気持ち良すぎた……。我ながら恥ずかしいぐらい出たね。ミリィには内緒にしておいてね」

				　ケントさんが何か満足した顔で私を見ていた。

				「では、口止め料の代わりにお情けを多めにいただければ内緒にいたします」

				「わかった、いいよ」

				　アナベラさんとケントさんは、呆然としている私を無視して会話している。

				　ちょっと、ムッとする。

				「ケントさんひどいですー」

				「あ、ゴメン。フェリアのがすごく気持よくてさ」

				　ケントさんは放たれた液体を石鹸の泡と一緒に胸へ刷り込むように、私の胸を揉みしだいてきた。お陰で胸からはケントさんの匂いがする。もう、この胸は私のじゃなくて、ケントさんの物にされてしまったと感じがする。

				「では、体を綺麗にしましたら、寝室へ向かいましょうか」

				「ああ、そうだね。そうしようか」

				「はい」

				　私達は体を再度洗い流し、浴槽で体を温めてから寝室に向かった。　

				　寝室へ来ると、アナベラさんがすでにケントさんのお勤め(性豪スキルの発動)の相手をしている。私自身男の人とそういった関係になったことがなかった。だから、その光景は刺激的だった。

				　寝そべったケントさんにアナベラさんが跨って、分身を中に迎え入れて乱れている。　

				「ケント様、もっと振ってもよろしいでしょうか……」

				　跨っているアナベラさんがケントさんに質問している。

				「アナベラの好きに動いていいよ。エッチなアナベラ見せて」

				「ケント様ぁ……」

				　ケントさんの許可を得たアナベラさんが、ベッドが軋むぐらい腰を擦り付け始めた。アナベラさんの顔が愉悦の表情に変わっていく。

				「ケント様、ケント様、ケントさまああ！」

				　アナベラさんの腰の動きが早くなるにつれ声が高くなる。ケントさんも歯を食いしばっている。もうすぐ、私の胸に出した物がアナベラさんの中に放たれるのだろうか。

				「アナベラ、もう出る……限界……」

				「はぃ、好きに出してくださって結構ですからっ……はぅっ!!」

				　アナベラさんの体が震え上がった。きっと、あの熱くて粘ついた液体を中に放たれているんだ。

				　震えが止まるとアナベラさんは力尽きたようにケントさんに倒れ掛かった。

				「フェ……フェリア。これがお勤め(性豪スキルの発動)です。つ、次は貴方の番だから」

				　ケントさんの胸の上に体を横たえたアナベラさんの顔は蕩けきっていた。アナベラさんが体の上から退くと、ケントさんが私に手招きしてきた。

				　どうしよう、初めてだからアナベラさんみたいにうまくできるかな。　

				　ケントさんに近づく。緊張で体が硬直する。

				「フェリア、大丈夫。俺に任せて」　

				　私はケントさんの言葉にコクンと頷く。ケントさんはいきなり胸を吸ってきた。アナベラさんも一緒に反対側の胸を吸っている。

				　胸を吸われ、先端が固く尖ってくると、今度は舌でその突起を転がされる。私は、胸を突き出すような格好で座らされていて逃げられない。

				「ひゃうん、くすぐったいです二人とも」

				　二人は、私の言葉を無視して行為をつづける。私は胸を責められてるはずなのに、下半身が熱く潤ってきていた。

				　それを察知したのか、アナベラさんが私の足を広げ、股間に指を這わせてくる。

				　ケントさんも一緒に指を這わせてきた。敏感な所に指が触れるたび、ビクンビクンと体が反応してしまう。

				　ケントさんとアナベラさんの舌と指から与えられる刺激で頭がぼんやりしてきた。

				「ダメです……刺激がつよ……」

				　口に端から涎(よだれ)が糸を引いてながれる。

				「フェリア、気持ちいいんだよね？」

				　ケントさんが意地悪な質問してくる。舌と指から与えられる刺激がもっと強くなる。頭の中が霞がかったようになった。

				　もう、気持ちいい感覚しかわかんないよ。

				　私は快感から逃げるように体を大きく震わした。

				「ケント様、今のうちにフェリアの初物を奪ってあげてください。フェリアもその方が楽でしょうから」

				「う、うんわかった。フェリア……俺が初めての男になるからね……」

				　私にケントさんが囁く。快感の波の中で漂う私の下半身に突如痛みが走る。快感と痛みが混ざり合って思考が混乱した。

				「いた……いけど……なにこの感覚……」

				　ケントさんの分身が、私の中の未踏地を突き進む。

				「フェリアの中きついな……あともうちょっとだから我慢な」

				　快感と痛みをまき散らしながら突き進むケントさんの分身が私の最奥に到達した。

				　私はケントさんにすべてを征服されてしまった。そして、これから火傷しそうなほど熱い粘ついた液体を私の中にぶちまけて、匂いをつけてマーキングみたいに彼が私の所有権を主張するんだ……そう思うと体の奥が火照って、湿り気が湧き出る。

				「フェリア興奮してきたね……。ちょっと動くよ」

				　私は恥ずかしくて頷くのが精一杯だった。ケントさんの分身が私の中を動き始める。湿り気のお陰で、痛みはもうほとんど感じない。

				　むしろ、ケントさんの分身が与えてくる刺激の気持ちよさで声が出そうになる。

				「ひぅん……ケントさんのばかー」

				　私の言葉に反応したのか、ケントさんが腰の動きを早めてくる。ケントさんから逃げれない私は、この刺激に耐えるしかない。ケントさんの顔が最後の瞬間を告げてくる。

				「フェリアを俺の物にしちゃうから……さ。受け止めて……」　

				　その言葉で刺激に耐えていた自我が吹き飛ぶ。

				「フェリアをケントさんの物にしてくださいっ！」

				　私の中に熱い粘ついた液体が勢いよく放たれた。熱さで私の中が火傷しそうだ。そして、私の中にケントさんの刻印が打ち込まれた。彼の物になるその嬉しさと、一気に押し寄せた快感で意識が遠のいた。

				◉ケント視点

				「ふう……今日もありがと」

				　俺の日課となったお勤めの後始末を終える。アナベラもフェリアも、とっても頑張ってくれた。二人とも明日からの訓練に支障はないかが心配だ。

				　もし、支障が出るようならお勤め(性豪スキル発動)もほどほどにしとかないとな。

				　それに、ミリィとリナには悪いことしたな。帰ってきたら労(ねぎら)いも込めてサービスしないといけないと思う。

				　そんなこと思っていたらログが展開した。

				

				　ジョブレベルアップ：男娼ＬＶ４→ＬＶ５

				　スキルポイント１ポイント取得

				　男娼ＬＶ５により【奉仕Ⅰ】スキルが解放されました。

				

				　む、新スキルか……。

				　説明文を読んでみる。

				　

				【奉仕Ⅰ】……性欲をコントロールし対象を快感に導く。有効化すると自身の性欲値の上昇を抑えられる。消費スキルポイント５　一般スキル

				

				　なぬ、性欲値……初耳の数値だな……。

				　説明文だと、性欲をコントロール出きるようになると書いてある。

				　俺の『ケダモノ』をこのスキルは抑えてくれるというのだろうか？　このスキル取って、少しでも皆の負担を和らげるべきだよな。毎回、気を失うまで責めるのも、なんだかかわいそうだし。

				　俺は【奉仕Ⅰ】に残っているポイントをすべて振って有効化した。

				

				【奉仕Ⅰ】を取得しました。

				　

				　これで明日からのお勤め(性豪スキルの発動)は暴走しなくなるはず。

				　頼むぞ【奉仕Ⅰ】スキル。君だけが頼りだ。

                			

	
			
						第30話	戦士への道

				

				「はぁ、はぁ、マジで重いってこれぇー」

				　俺は、板金鎧(プレートアーマー)を着て、ハンターギルドの裏手に併設された訓練場の中を走っていた。

				　何をしているかと尋ねられたら、学校のグランドみたいな場所をひたすら走っているとしか答えられない。

				　グラウンドには、俺の他にアナベラとフェリア、それに加えて四人の魔人族の男性訓練生が走っていた。

				「ケント様、大丈夫ですか？　お休みになられますか？」

				　アナベラが問いかけてくる。俺は立ち止まってアナベラを見る。いつものメイド服でなく皮鎧姿(レザーアーマー)だった。

				「アナベラは疲れないの？」

				「はい、これぐらいでしたら炊事や家事の方が全然大変です」

				　さすがはメイドＬＶ50の人の発言だ。一方、もう一人のメイド見習いはというと……。

				「うぇぇーケントさーん、待ってくださいよー」

				　胸当てから零れ落ちそうな胸を揺らしながら近づいてくる。他の訓練生からの視線を独占している。

				「ふぇー、胸が痛いですー」

				　フェリアの胸に合うサイズの胸当てがなかったので、小さいのを無理に着ていて、胸が締め付けられているようだ。走っているうちにポロリがないか心配だ。

				「こらっ！　そこの三人！　誰が休んでいいと言った！　走れ！　血反吐が出るまで走れ！」

				　教官である魔人族の髭のおっさんが、俺達に雷を落とす。

				「へ～い、すみませ～ん」

                			

	








			
				　俺達は走るのを再開した。走るのを再開した俺は鎧の重さに辟易としていた。

				　今着ているこの板金鎧(プレートアーマー)は鉄で作られていて、鎧の継ぎ目や急所を守るため鎖帷子を着込んでいるため、重量が三〇キロ近くになっていると思われ、これに今着けていない兜まで着けたら、立っていられるか怪しいものだ。　

				　しかも、この板金鎧(プレートアーマー)は熱が篭もりやすく蒸れるのだ。

				　お陰で、鎧下として着ている布の服が、汗でビショビショになってしまって気持ち悪いことこの上ない。

				「ケント訓練生！　遅れてるぞ！　スピード上げろっ！」

				　教官が激を飛ばしてくる。俺も頑張ってはいるが、なにせこの板金鎧(プレートアーマー)を着込んでいるのが、訓練生中、俺だけというのが納得いかない。

				　これはイジメなのだろうか……いや、かわいがり(・・・・・)なんだろうか。

				　アナベラやフェリアを含めた他の訓練生達は、皮鎧姿(レザーアーマー)や軽装鎧(ブリガンダイン)で比較的軽装な鎧なのだ。

				　重装備をさせられて走っている俺はフェリアにも抜かれ最後尾になった。そんな俺に教官からの罵声が飛ぶ。

				「こぉらぁ！　ケント訓練生！　カワイイお嬢ちゃんにすら置いて行かれたぞっ！　それでも男かっ！　お前付いてんのかっ！」

				「うーっす、頑張りまっす！」

				　一歩ごとに体に板金鎧(プレートアーマー)の重さが食い込む。すでに何か所か鎧の継ぎ目が擦れて皮がめくれ始めていた。

				「はぁはぁ……マジで戦士って大変……」

				　それからしばらくして、教官がランニングの終了を言い渡した。

				「グハァー、ちょーマジで勘弁してくれ……」　

				　俺は結局、一番最後尾でのゴールだった。板金鎧(プレートアーマー)を着込んだまま地面に倒れ込む。もう立ち上がる体力も残っていない。

				「ケント様。お水です、お飲みください」

				　トップでゴールしていたアナベラから皮の水袋を渡される。ぬるい水だったが、今の俺には命を救う大事な水分だ。

				「ふひゅー、ケントさんお疲れ様です。タオルどうぞ」

				　俺の前にゴールしたフェリアがタオルを渡してくれる。汗を拭きたいのは山々だが、板金鎧(プレートアーマー)は着脱がとても面倒くさい、折角の休憩をそれだけに使うのはもったいないと思い顔だけ拭く。

				「ケント訓練生っ！」

				　教官が俺を呼ぶ。髭のおっさんは俺が女にちやほやされるのが気に入らないのだろうか……。

				「は、はい」

				「貴様、自分がビリだったのを忘れたんじゃないだろうなっ！　ええっ！」

				「い、いえ忘れてません！」

				　教官の顔がニヤリとする。

				「では、罰として俺がいいと言うまでスクワットしろっ！　よし始めっ！」

				　マジかっ！　板金鎧(プレートアーマー)着てスクワットって意味が分からん。そもそも板金鎧(プレートアーマー)だから、関節の可動域なんてそんなにとってないだろ？

				「どうしたっ！　やらんのかっ！　お前は言われたこともできないクズかっ！」

				　アナベラとフェリアが俺の横に来る。

				「教官！　それは理不尽ですケント様は板金鎧(プレートアーマー)を着込んでいらっしゃいます。ですから私が代わりに罰をお受けします」　

				　アナベラがスクワットを始める。

				「教官！　私もケントさんの代わりにやりますー」

				　フェリアも同じように始める。

				「ケント訓練生っ！　お前は女にやってもらわないと何もできないクズ男かっ！　クズならクズらしくお家に帰ってオッパイしゃぶってろっ！」

				　俺は教官の言葉に腹を立てた。俺は確かにクズみたいな男だがアナベラ達に罰則を押し付けてのうのうと過ごすような男ではない。

				「やってやりますよっ！　やりゃいいんだろうがっ！　アナベラ、フェリア、俺がやる。見とけ」

				　俺は、二人にスクワットをやめさせ見学するように命令する。屈むのは楽だが立ち上がるときの荷重が半端なく重い。

				　ビキビキ。

				　何度かスクワットしていくうちに足の筋肉が痙攣し始める。

				「んぎぃい！」

				「おいっ！　止まっていいなんて言ってないぞっ！　それ次っ！」

				　教官は次のスクワットを要求してくる。足がはちきれそうだ。アナベラとフェリアが心配そうに見ている。他の訓令生達も休憩しながら、こちらへ視線を向けている。俺は気力だけで体を持ち上げる。

				　体中から汗が吹き出して、さっきの補充分以上の水分が流れだしていく。

				　あと何回すれば終わるのだろうか……。

				　意識が朦朧としはじめたところで教官から声がかかる。

				「ケント訓練生っ！　休憩してよし！」

				　教官の許可が出た。その瞬間に固唾を呑んで見守っていたアナベラとフェリアから安堵の息が漏れた。

				「やってやった……ぜ」

				　俺はそのまま倒れ込んだ。

				「よし、今から昼休憩だ。各自昼食後、再度集まるように、午後からは戦闘訓練だ」

				　教官の声が遠くなるのと同時に俺は意識を失っていった。

				

				　目を開けたら、訓練場の片隅にある長椅子の上に寝ていた。すでにあのクソ重い板金鎧(プレートアーマー)は脱がされている。

				「あ、お目覚めですかケント様、板金鎧(プレートアーマー)は脱がさせてもらいました」

				　あれから、どれぐらい経ったのだろうか。

				「どれぐらい経った？」　

				　俺はアナベラに尋ねた。

				「そんなに経っていませんよ。昼食を取る時間ぐらいは十分にありますので」

				　フェリアが訓練場の入口の方から戻ってくる。

				「あ、ケントさん目覚められましたね。ちょうど良かった。ギルドの食堂で果実水もらってきたんです。飲んでくださいね」

				　陶器の容器に入った飲み物を受け取って飲む。酸味と甘味が俺の体に染み渡る。あの地獄のスクワットで体中の水分を絞り出していた。

				「ぷはっー、うめっ」

				　マジで生き返る。

				　グキュ～。

				　水分を補給したら次は栄養補給を訴えてきた。

				「では、お昼にしましょうか。今日はサンドイッチとデザートに果物とゴーフルを持ってまいりました」

				　アナベラがバスケットから昼食を取り出しテーブルに広げ始める。濡らした手拭きを差し出されたので手を綺麗に拭いた。他の訓練生達はギルドの食堂の方へ食べに行っているようだ。

				「ケントさん、あーんしてください」

				　フェリアがサンドイッチを口元に持ってくる。

				　モグモグ。

				　アナベラのお手製サンドイッチでチーズとハムが挟んである。

				「屋外なので、大した料理をお持ちできず申し訳ありません。傷んでしまう可能性があるので、サンドイッチにいたしました」

				　俺は給仕ばかりするアナベラの口元にサンドイッチを持っていく。

				「はい、アナベラもあーんして」

				　アナベラは恥ずかしそうにしながらもサンドイッチを食べていく。

				「ケントさんズルい、私も欲しいですー。ほらあーん」

				　フェリアも口を開いて待っていたので、サンドイッチを食べさせてあげた。

				「おいしいです。幸せだわー」

				　フェリアは幸せそうな顔している。

				　その後、サンドイッチを食べた後、アナベラが切り分けた林檎とゴーフルを食べて昼食を終わった。俺は元気を取り戻し、午後の戦闘訓練へ入っていった。

				　午後になって、訓練生達が訓練場にゾロゾロと集まってきた。鎧を付け直した俺達も、その集団に加わる。しばらくして訓練場の入り口から教官が荷物を持って歩いてきた。

				「じゃあ、午後の戦闘訓練始めるぞ。各二名でペアを作れ、女性は女性同士でな、それとケント訓練生は俺とペアだ」

				　うへぇ、またこの髭のおっさんにしごかれるのかよ……。

				「えー、ケントさんとペアがよかったのにぃ」

				　フェリアが教官に文句を言う。髭のおっさんはガハハと豪快に笑っていた。

				「文句言うな。フェリア訓練生。よし、ペアはできたな、今日はまず基本の一つ、盾による防御からだ。各ペア木刀と盾を取りに来い」　

				　訓練生達がそれぞれに木刀と盾を取りに来る。ペアに木刀一本と盾一つを支給した。

				「では、ペアで攻守に分かれて打ち合え。鎧を着てるとはいえ木刀で殴られたら痛いぞ。盾持ちの方は相手をよく見て盾で攻撃を反らせ。見本は今から見せてやる。ケント訓練生前へっ！」

				　俺は教官に呼ばれ前に出る。そして木刀を渡された。

				「ケント訓練生、その木刀で俺に打ち込んでこいっ！　遠慮はいらんからな！　両手でしっかり持てよ」

				　フフフ……教官さっきのかわいがりのお返しさせてもらうぜ。

				　俺は午前のランニングとスクワットの恨みを晴らすことにした。

				「教官、怪我しても知りませんよ」

				「いいから、こい！」　

				　俺は木刀を両手で握り、教官の肩口を目標に力いっぱい振り下ろす。すると、目標にしていた場所に盾が現れる。

				　木刀が盾に当たると思った瞬間、微妙に角度をズラされ木刀は盾の表面を滑っていく。

				「そんな見え見えな攻撃じゃ当たらんぞっ！」

				「く、くそっ」

				　俺は再度構え直し、今度は胴を狙って横薙ぎの攻撃をした。しかし、教官は俺との距離を詰め、横薙ぎの威力が乗る前に盾で木刀を弾き飛ばした。

				　木刀を飛ばされ無防備になった俺の脇腹に教官が盾をかざしての体当たり(シールドバッシュ)がヒットした。

				「ごふぅ！　マジか……」

				　教官の盾をかざしての体当たり(シールドバッシュ)は、板金鎧(プレートアーマー)越しでも体に衝撃が伝わるもので、俺は尻もちをついた。

				「というふうにやればいい。まぁ、これができるのはかなりレベルが上がってからだがな。要は、相手の攻撃がどこに向かうか見極めて盾を持っていくだけの簡単な作業だ。では皆開始しろ。怪我したら報告するように、治療院から治療士は呼んであるからな」

				　教官が指示すると、ペアになった訓練生達が打ち合いを始める。

				　アナベラとフェリアも始めたようだ。アナベラが盾持ちでフェリアが攻撃のようだ。

				「ケント訓練生、今度は盾持ちだぞ」

				　教官は俺に盾を渡すと、飛ばされた木刀を拾いに行く。

				　俺は渡された盾の持ち手を確かめる。盾自体は木製だが一部鉄で補強されている。盾自体の大きさは六〇センチぐらいの丸い形をしている、いわゆるラウンドシールドと呼ばれるものだ。

				「ケント訓練生、準備はできているかっ！　グズグズするなっ！」

				「は、はいできてます！」

				　俺は盾の持ち手を握りしめる。

				「いくぞっ！　歯食いしばっておけよ！　顔だけは勘弁しといてやるからなっ！」

				　教官が不穏な発言をしてくる。そして、木刀の軌道を見極めようと凝視していると不意に衝撃に襲われる。教官の前蹴りが胸にヒットした衝撃だった。

				　俺は倒された体を起き上がらせながら言った。

				「げはっ！　前蹴りってどういうことすかっ！」

				　教官は当然といった顔で言い放つ。

				「俺は木刀だけが得物だなんて一言も言ってないぞっ！　体術も立派な攻撃手段だ！　俺は攻撃を見極めろと指示したはずだが、違ったか!?」

				　クッ、クソ言い返せねぇ。この髭オヤジ好き勝手してくれる。

				「違いません！　俺の勘違いです！」

				　俺は盾を構え直した。教官も木刀を構える。

				　教官が近づいて木刀を上段から振り下ろす、頭上から木刀が凄い勢いで近づいていた。

				　上かっ！

				　俺は盾を頭上にかざす。しかし、木刀の攻撃による衝撃はなかった。なぜなら、教官のタックルによって両足を刈られて倒されてマウントポジションを取られていたからだ。

				「貴様はあほかっ！　体術も攻撃手段って教えてやっただろうがっ！　貴様の頭は飾りかっ！　クズは何してもクズだなっ！」

				　その後も教官のフェイントや体術、挙句には砂を使った目潰しまでされ、俺は散々に打ち据えられた。

				「よし、攻守交代するぞ。怪我しているものはいないなっ！　それでは始め！」

				　攻守が交代し今度は攻撃側になる。木刀を握りしめ教官と対峙する。普通に攻撃したのでは教官に弾かれるか反らされるかしてしまう。俺は教官へ一矢報いる案を考え出した。

				「いきます！」　

				　俺は教官に向かって走りながら、持っていた木刀を顔面に向かって投げつける。虚を突かれた教官は顔面に盾を持ってきて防いだ。

				　しめたっ！　釣れた！

				　俺は急いで、板金鎧(プレートアーマー)手甲を外して投げつけた。手甲は、攻撃を防いだと思い盾を下ろした教官の顔面にヒットする直前で防がれた。何と教官は反対側の手で手甲をキャッチしたのだ。

				「ばかなっ！　アンタ化け物か！」

				「発想は良かったが、相手が俺だったのが残念だな、ケント訓練生」

				　俺は手甲と木刀を回収した。ヤツ(教官)は化け物並みの反射神経を持っている。そんな奴に一撃加えることなんてできるのだろうか。

				　開始位置に戻るまでに、次なる手を考えたが妙案が浮かばない。

				　教官と再度対峙する。どこを攻めれば当てられる。教官は俺を舐めているのか、盾を構えようともしない。俺は、その姿を見て、攻撃すべき場所を見出した。盾で防げない場所を攻撃すればいいのだ。

				　そのことに気が付いた俺は、教官の脛に向かって片手で横薙ぎの攻撃をする。俺の攻撃を見切った教官は飛び上がって木刀を避けようとした。

				　今度こそ！　当てる！

				　木刀を握っている逆の手で木刀の柄を下に押し込んだ。押し込まれた力で手首が返り木刀の軌道が変わる。

				　ゴッ。

				　木刀が教官の脛(すね)に当たった。

				「いてぇ！　なんつう邪道な剣の使い方しやがる！　そんな攻撃じゃ威力は出んわ！　ケント訓練生！　罰として上段振り下ろし二〇〇回だっ！」

				　教官はそう言いながらも、脛をさすりながら指示を出してきた。

				「すみません、当てようと考えた結果、ああなりました！　罰は謹んでお受けします」

				　ざまあみろ！

				　俺は復讐できたことに満足していた。しかし、俺は教官を甘く見ていたようだ。

				　罰として使う得物を、長さが一六〇センチ以上ある鉄の両手剣を差し出してきたのだ。

				「ケント訓練生っ！　罰則はこの得物を使うようにっ！　できるよな！　男に二言は無いよな！」

				　にこやかに鉄の両手剣を差し出す教官。俺は差し出された鉄の両手剣を持つ。

				　アンタ鬼や、おにちくと書いて鬼畜と呼んでやるっ！　ヤベエ、こんなの二〇〇回も振り下ろしたら腕がもげる。

				　鉄の両手剣を振り上げる。剣の重量が腕に伝わる。ラノベやゲームなら、コレを木の棒みたいに振り回せるんだろうが、あいにくとグリモワールは俺にやさしくないらしい。

				「イチ、ニ、サン……」

				「ケント訓練生！　最後はちゃんと地面に付く前に止めるようにしろっ！」

				「うぐぅ！　はいっ！　わかりましたよ」

				　振り下ろした両手剣が地面に付く前に止めるのは、腕にさらなる荷重がかかる。五〇回を越えてきたぐらいで肩や肘が痺れ始める。

				「他の訓練生は今日は終わりにしよう。道具を片付けておくように。帰る前にギルドで認証石(ジョブチェック)でジョブを取得しているか、確認してから帰るようにな」

				　教官の言葉で他の訓練生達が、それぞれ帰り支度を始める。アナベラとフェリアが俺の近くに来た。

				「ケント様……大丈夫ですか」

				　アナベラがおずおずと聞いてくる。フェリアも言葉こそ掛けてこないが心配しているようだ。

				「二人ともちょっと待っててくれ。すぐに終わらせるからさ」

				「おいっ！　喋ってる暇があったら早く振れっ！　俺も帰れないだろうがっ！　グズ野郎に付き合わされる俺の身にもなれ！」

				　クソ、言いたい放題言いやがって。いつかあの髭毟ってやる。

				　俺は素振りを再開した。重い鉄の両手剣を一心不乱に素振りする。しばらくの間訓練場には、俺の剣を振る音しかしなかった。

				「一九九…………はぁはぁ二〇〇!!　終わったぜ！」

				　もう、腕がパンパンで上げれないがな。

				「ケント訓練生、今日の訓練は終了だ。帰ってよし！　認証石(ジョブチェック)だけは確認していけ」

				　教官はそれだけ言うと、いそいそと道具を片付けて、ギルドの方へ向かった。俺は訓練場に倒れこんでいた。今日は、この地面と友達になれたような気がするぞ。

				「ケント様、よくぞやり切りましたね。どうぞ冷たく濡れたタオルです」

				「ケントさんカッコ良かったですー。惚れ直しちゃいます」

				　二人とも俺が頑張ったことを褒めてくれる。俺も褒められて悪い気はしなかった。昔から褒められると伸びる子なのだ。

				　少し休憩してからハンターギルドの認証石(ジョブチェック)で、ジョブをチェックしたが戦士のジョブはみんな取得していなかった。

				　俺は疲れた足取りで家路についた。唯一アナベラだけが元気そうだった。

				　さすが、メイドＬＶ50の人だ……。

				　夕食後、風呂に入り、夜のお勤め(性豪スキルの発動)するため寝室に行くと、元気そうに見えたアナベラもフェリアも寝てしまっていたので、俺も寝てしまった。

                			

	
			
						第31話	面倒な依頼

				

				◉ミリアリア

				　ザシュ！

				　横から飛び出してきたゴブリンのクビを飛ばす。切り口から吹き上がる汚れた血がかからないよう蹴り飛ばし着地する。

				　後ろからは二〇～三〇体の妖魔のアホ共(ゴブリン)が敵意を剥き出しにして追いかけてきている。

				　まったく、単純な奴らだわ。

				　私は、そのゴブリン集団を村の広場らしきところまで走って誘導してきた。

				「リナ、次の連れてきたわ！」

				　集団が広場に入った瞬間、広場の中央の大木から火球(ファイヤーボール)が集団に向けて着弾する。

				　リナの放った火球(ファイヤーボール)でゴブリン達が吹き飛ぶ。そして、私が生き残りを処分する。

				　広場には元がゴブリンと思われる炭化した物体と首のない死体が散乱している。

				「お姉さま、半分くらいは殺りましたか？」

				　大木の上に陣取っているリナが話しかけてきた。

				「そうね……それぐらいは狩ったと思うけど……ほんとに面倒ね。リナまだ魔力は大丈夫？」

				　ゴブリンの血で汚れた短剣を血振りする。

				「はい、吸魔のペンダントが生成した魔石もあるので大丈夫です！」

				　今回の依頼(クエスト)にリナを連れてきたのは正解だったわ。

				　ケントのために魔術を封じている吸魔のペンダントを外して、私が引っ張ってきた集団のゴブリンを火球(ファイヤーボール)で吹き飛ばさせる。おかげで効率の良い狩りができている。

				　だけど、まだ半分だ……すでにココに来るまでに一日費やしているから今日中には殲滅しないと……。

				　アナベラさんと牛乳エロ娘(フェリア)がついているが、二人だけでケントのお勤め(性豪スキル発動)をこなせているか心配だ。

				「リナ！　次の集団連れてくるからね。今までより少し多めに連れて来るから」

				「はい、お姉さま。お待ちしてますわ！」

				　私は、いま来た道を戻り始めた。

				　村の奥にあるゴブリン溜まりの方へ向かっていく。

				　前方にゴブリン溜まりを見つけた……どうやら飢餓状態なのか共食いをしているようだ。この溜りには百体近く集まっているようだ。

				　本当に妖魔のアホ共(ゴブリン)は始末に負えない……これでも王国八部族の一つというのだから一緒にされたくないわね。

				　先頭で仲間の足を喰っていたゴブリンに暗器を投げる。暗器を顔面に受けたゴブリンが倒れこんだ。周りにいたゴブリン達の敵意の視線が私に集中する。

				　私は舌なめずりをした。私は妖魔のアホ共(ゴブリン)を地獄にと送り込む死神だ。

				　ゴブリン達は歯を剥き出しにして襲いかかってきた。そして、私はコイツラ(ゴブリン)を地獄の入り口へと導くため、さっきの広場へと走りだす。

				　ゴブリン共が、途中で敵意を失って離脱しないように何度か暗器を放って何体か屠る。そして、妖魔のアホ共(ゴブリン)を地獄の入り口へと案内した。

				　だがその時、一体のゴブリンが手にしていた短剣が私の腕を掠めた。幸い鎧の部分で弾かれたが、たかがゴブリンと油断をしていたのかもしれない。

				　その瞬間、目の前にいくつもの火球(ファイヤーボール)が着弾する。火球(ファイヤーボール)の巻き上げる土砂と推定ゴブリンだった物が私の目の前に降り注ぐ、見上げるとリナが激高していた。

				「ゴブリン如きがっ！　お姉さまを傷つけるなんてっ！　死ねぇ！　死ねぇええ死んで償ええぇ！」

				　目の前には肉片と炭化した物体が散乱し、立っているものはいなかった。

				「はぁはぁ……お姉さま大丈夫でしたか？」

				「リナ。魔力は節約して使いなさい。ここは敵地なのよ」

				「ご、ごめんなさい。でもお姉さまが……」

				　リナは魔術の腕は素晴らしいが魔物狩りとしては素人に近く、敵地であるこの地で魔力を無駄遣いするという醜態をさらしていた。

				　私がリナを木の上の安全地帯に陣取らせているのは、そういった経験不足によりリナを死なせないための措置でもあった。

				　ケントが気に入っている娘を死なせてしまったら、私が嫌われてしまうかもしれないという打算の産物である。

				「私のことより自分の心配しなさい。リナは、そのまま周囲を警戒して待機してて。私は残敵の掃討してくるから」

				「はい……分かりました」

				　私は、リナを残し、ゴブリンの残党を掃討をすることにした。

				　ザシュ。

				　粗末な家屋の中にいたゴブリンの首を跳ねる。

				　魔物化していようが所詮はゴブリン種だ。私の脅威になるほどの敵じゃない。

				　ガサッ。

				　背後から四～五体のゴブリンが家を囲む。私は中央のゴブリンに向かい走り出し、その顔面に蹴りを入れ、反動を利用して飛び上がる。そして左右にいたゴブリンに小刀(投げナイフ)を放つ。

				　すべての小刀(投げナイフ)がゴブリンの眉間に突き刺さりドサリと倒れた。着地した私は蹴りを食らわせたゴブリンの首を踏み折る。

				　実に面倒くさい作業だわ。

				　ガサッ。

				　新たなゴブリンが三体寄ってきた。短剣を逆手に持ち替えると、一番近くにいたゴブリンに近づく。ゴブリンは虚を突かれたような顔した。

				　ザシュ。

				　逆手に持った短剣がゴブリンの首を切り飛ばす。顔を失ったゴブリンが崩れ落ちる。次のゴブリンへ距離を詰めた。ゴブリンが手にした錆びたナイフを躱す、ガラ空きの首へ短剣を振りぬく。

				　ザシュ。

				　最後の一匹は距離があったので魔術を使う。意識を集中し火の矢をイメージする。

				「集めし魔素(マナ)よ！　炎に成りて敵を貫け『火の矢(ファイヤーアロー)』！」

				　魔術によって生成された火の矢が、ゴブリンの胸を貫き燃え上がった。貫かれたゴブリンは燃え上がりながら痙攣し息絶えた。

				「ふぅ……疲れたわ……」

				　私が残敵掃討を終えたのは日暮れが近くなっていた。　

				

				　ゴブリンの掃討を終え、帰りの馬車に乗っているとリナが話かけてきた。

				「あ、あのお姉さま……」

				　リナがモジモジしている。帰りの準備をしていると御者席の隣に座りたいと申し出て私の隣に乗り込んできていた。

				「なに、どうしたの？　リナ」

				「今回、私も結構活躍したと思うんです……」

				　リナが更にモジモジとした仕草をしていた。何か私に言いたそうなのは分かるのだが、聞いてはいけない話のように感じられた。

				「そうね、かなり助かったわ。効率よく狩れたからね」

				　リナの活躍のおかげで対集団の攻撃手段を持っていなかった私が手早くゴブリンを狩れたことを思い出した。

				　あ、そうか。報酬を分けないといけないわね。

				「報酬は、折半でいい？」

				　私の言葉にリナが思いっきり首を横に振る。彼女は焦っている様子だった。

				「違う！　違います！　お姉さま、お金はいらないのです」

				　リナはお金では無い物を強請(ゆす)ろうとしていた。彼女が興味を持っているものといえば、「レアな魔術道具」か、「大きな胸」のどちらかだ……。私は恐る恐るリナに聞いてみることにした。

				「じゃあ、なにが欲しいの……？」

				「その……ケントのお勤め(性豪スキル発動)の時、吸わせていただいていいですか!?」

				　……吸う、吸っちゃうの……？　吸うっていったらこっちしかないわよね……。

				　私は咄嗟に自分の胸に視線を落とした。一応、確認のためにもう一度リナに問いかけ直す。

				「ナ、何を吸うの？」

				「…………胸」

				　御者席に静寂が訪れる。リナは顔を真っ赤にして、恥ずかしがりながらモジモジしていた。

				「リ、リナ……私のはダメよ……。ケントの専用だからね……うん、ダメだから」

				　私は咄嗟にリナの視線から胸を遮った。

				「そんなぁ！　こんなに頑張ったのにっ！　この依頼(クエスト)もお姉さまが無理やり連れてきたし」　

				　リナが薄っすら目に涙を浮かべながら不満そうにブー垂れていた。リナの魔術士としての腕と、ジョブスキルの研究者としての知識を失う訳にはいかないが、かといって私の胸を吸わせるのはケントに対して失礼な気がしていた。　

				　困った……こんな事態になるなんて誤算だわ。…………ハッ！　そうだ！

				「フェリアの胸なら許す！　ケントのお勤め(性豪スキル発動)に支障をきたさない程度なら許可します」

				　私は解決策を見出しこの場にいないフェリアをリナの人身御供として提供することで彼女の機嫌を取り戻すことに成功していた。

				「ほ、ほんとに!?　いいのですか!?　お姉さまありがとう!!　ムッハー、フェリアの胸ぇえ！」

				　リナがフェリアの胸を吸う権利を与えられたことでにゅふふと含み笑いをしていた。

				「……いいわよ。今回は頑張ったからね……」

				　ごめんねフェリア……。私の胸はケントためにあるの…………そもそも、この依頼(クエスト)の原因はフェリアなんだから諦めてね……。

				　私は揺れる御者席で喜んでいるリナを横目にため息をついた。リナがそんな趣味だったとは……懐いているだけかと思ってたんだけど……。

				「早く、ケントに会いたいわ……」

				　馬車はケントの待つアビスヴェーナに向かっている。


                			

	
			
						第32話	朝のお勤め

				

				　チチチ……コケコッコー

				　鳥の鳴く声がする。時告鳥(ニワトリ)も鳴いているようだ……もう、朝か……。

				　俺は半分ねぼけた頭を覚醒させる。だが、目はまだ開けない。まだ、目覚めたくないからだ。

				　昨日の教官のかわいがりのせいで、体中がギシギシ悲鳴を上げている。

				　アッチの世界の俺だったら、痛みでのたうち回っていただろうが、コッチの世界(グリモワール)の体は若いので、痛いのは痛いのだが耐えられない痛みではない。

				　そう、コッチの世界(グリモワール)の体は若いのだ。だから、生理現象も恥ずかしいくらい元気に起きるのだ。俺の息子は朝から直立不動で敬礼をしてきている。

				　しかし、なぜだろう息子の部分だけがぬるま湯に浸かっているような温かさに包まれている。しかも、そこ以外の下半身がスースーするのはなぜだ。

				　ちゃんと、寝間着に着替えて寝たはずなのに。

				　俺は気になったので目を開けることにした。目に飛び込んできたのは、布団の端から左右に二つのお尻が飛び出している光景だった。むっちりとした二つの白桃がフリフリと動き俺を誘惑していた。誘惑に負けた俺は布団を剥ぎとってみた。

				「きゃ、ケントさんっ！」

				　そこにいたのは、フェリアとアナベラだった。しかも、アナベラは俺の息子さんをお口に含んでいらっしゃった。

				　アナベラと目が合う。アナベラはすまなそうな顔をして、口による奉仕を一層励む。

				「ちょっ、アナベラどうしたんだ。いきなり……ああっ！」

				　俺はアナベラの行動に戸惑っていた。アナベラは俺の息子を口に頬張り、端から涎を垂らしている。その姿と、口からもたらされる刺激で俺の衝動が急上昇する。

				「アナベラ、我慢できないから…………後は手でいいから……」

				　アナベラは俺の言葉が聞こえなかったのか、聞かなかったのか分からないが、さらに奥深くに咥えさらなる刺激を送ってくる。

				　ヤベエ、出ちゃう。こんな、口撃耐えられないっす。

				「むっ、無理ぃ〜口の中出ちゃうから……」

				　アナベラがコクリと頷く。

				　そのまま出せってこと？

				　考えている内に衝動が抑えられなくなる。

				　ゴメン、アナベラ。

				　俺は最後を迎えるべく、アナベラの後頭部を腕で抱えこんだ。そして、快感が頂点に登り詰めた俺はアナベラの口内に欲望の塊を放った。

				「うそ、ケントさんのアレをお口で……」

				　フェリアは目の前で行なわれた行為に顔を赤くしている。見られた俺も非常に恥ずかしい。

				　アナベラは口内に放たれた俺の欲望を苦しそうな顔で嚥(えん)下(か)している。口の端からは収まりきらなかった残(ざん)滓(し)が垂れさがっている。

				「飲まなくていいからっ！」

				　だが、アナベラは最後まですべてを吸い出してくれた。

				「……んんっ……ケント様、昨夜は誠に申し訳ありません。お勤め(性豪スキル発動)をせず、先に寝てしまうなんて大失態を犯してしまいました」

				　アナベラが土下座をして謝罪してくる。その姿は小さく震え何かに怯えている様子が見て取れた。

				「その、起こしていただければいくらでもお勤め(性豪スキル発動)をいたしましたのに」

				　少し恨めしげな声だった。

				「ゴメン、二人とも気持ちよさそうに寝てたからさ、起こすのが悪くて。ほら、昨日みんな疲れてたし」

				「それはそれ！　これはこれです。ケント様のお命に関わるお勤め(性豪スキル発動)はミリアリア様から厳命されておりますので、今回のような事態はあってはならないことなんです！」

				　ああっ、だから朝から口で奉仕してくれたのか。まぁ、一日ぐらいなら大丈夫だと思う。

				　このアビスヴェーナ来るまでの二日間はエッチ無しでも我慢できたのだから。まぁ、大丈夫だと思われる。アナベラの心配も有難いことだ。おかげで朝からスッキリ起きれたし。

				　と俺が考えているとアナベラがさらに驚く発言をする。

				「フェリア、貴方も口でケント様をお慰めをいたしなさいっ！　ケント様が一回で満足できるとは思いません。訓練開始まで時間も無いので早くしなさい」

				　いきなり指名されたフェリアがビックリした顔をする。

				「えっ、あ、その」

				「貴方は、ケント様のメイド(性奴隷)でしょ！」

				　フェリアはアナベラに促され俺の息子を頬張る。

				「口に含んだら窄めるように前後させるのです。歯は決して当てないように舌を絡めなさい」

				　アナベラから口による奉仕の仕方が指導される。フェリアは顔を赤らめながらも一生懸命に頬張っていた。

				「んふぅ」

				　フェリアの口内に収まった俺の息子が元気を取り戻す。大きくなった息子にフェリアがビックリして口を離す。

				「んふぅ……ケントさんのおっきいですぅ」

				　口から涎が垂れて俺の息子にかかる。再度口に含み直し前後に顔を動かし始める。フェリアの口からこぼれた涎がシーツに染みをつくる。

				　俺はフェリアの淫靡な光景に興奮してしまう。

				「フェリア、エッチな顔してるね。俺、たまんないよ」

				　俺の言葉にフェリアが顔を赤くする。照れ隠しなのかフェリアは奉仕のスピードを上げてきた。

				　アナベラに比べれば拙いが十分に気持ちいい刺激を送ってきてくれる。背筋に衝動が昇ってくる。

				「フェリア、もう出るから……手でしてくれ」

				　俺は手で処理してくれるように頼んだのだが、フェリアが小さく首をふる。

				「ケント様、フェリアの口にお放ち下さい。これはお勤め(性豪スキル発動)を怠った罰なのですから」

				　アナベラからも口内にと指示される。

				「じゃ、じゃあいくよ。フェリア無理しないでいいからね」

				　俺は欲望の解放への刺激を求め、フェリアの口内を進ませる。

				「んっー」　

				　フェリアが苦しそうに顔を歪ませる。

				「ゴメン、出るっ！」

				　俺は体を震わせるとフェリアの口内に大量の欲望を放った。

				「んふぅー！　ケホッ」

				　フェリアの口から息子を引き抜く。口内の奥に放たれた欲望をフェリアが飲み込めずにいる。

				「ケントしゃん……すごく苦くて飲めないですよぉ」

				　涙目で訴えてくるフェリアの口内には、唾液と俺の放った液体の混合物が溜まっている。

				「飲まなくていいよっ、ほらタオルに出して」

				　俺は、アナベラから受け取ったタオルをフェリアに渡す。

				「フェリア、アナベラもありがとう。朝からスッキリしたよ。何だか体が軽い」

				　俺は二人に感謝の言葉をかける。

				「いえ、元をたどればお勤め(性豪スキル発動)を果たせなかった私達のせいですので、叱責されることはあっても感謝していただくわけには」

				　アナベラは慇懃(いんぎん)に答えた。フェリアも申し訳無さそうな顔をしている。

				　その後、俺は朝風呂に入り、三人で朝食をとった後、訓練場へと向かった。


                			

	
			
						第33話	戦士への道 ～激闘編～

				

				　朝からスッキリとした俺は二人を連れて訓練場へ行き、教官が来るのを待っていた。辺りを見渡してみたが訓練場に来ている顔ぶれも昨日と変わりなかった。しょうがないのでしばらく待っていたら、教官が道具を持ってギルドの入り口から現れた。

				「揃っているな、今日は体術の訓練だ。実戦では得物を無くしたり使えなくなったりすることもある。そんな時に役に立つのが体術だ。手足が無くならない限り何時でもどこでも使える得物だからな」

				　教官は爽やかな顔で溌溂(はつらつ)と話していた。教官の言うとおり、戦闘で得物が折れたり、無くなったりする事態は考えられる。でも、俺は殴ったり蹴ったりしたことが一回も無いんだよな。

				　俺が考えこんでいると、教官が皆に装備を渡し始めた。

				　今日も、あの板金鎧(プレートアーマー)かと思ったのだが、支給されたのは皮の鎧(レザーアーマー)と皮の兜(レザーヘルム)だった。教官が渡してくれてた皮製防具はプーンと汗の匂いがキツク漂っていた。

				　うぇっ、剣道の防具のような匂いがしやがるぜ……。

				「では、最初に打撃技の練習に入るが、まずお手本を見せてやろう、ケント訓練生！　前へ」

				　皮製防具の匂いに戸惑っていると、教官は俺を指名してきた。奴は今日も俺をかわいがりするつもりなのだろう。

				「はいっ!!」

				　気合を込めて返事をすると、皮製防具をしっかりと装備して髭のおっさんに対峙する。

				「よし、俺と同じように構えろ。両手を胸の前に持ってきて脇を閉めろ。拳は顎ぐらいの高さで維持だからな」

				　俺は教官に言われたとおりに構えをとる。

				「まぁ、いいだろう。では、まず基本の拳を使った打撃だ。いくぞっ」

				　教官がスッと俺との間合いを詰める。余りの素早さに教官の身体がブレて残像が残った。　

				　はえぇ。

				　避けようと反応する前に教官の拳が腰の回転力と腕の螺旋回転力をプラスした状態で、俺の腹にヒットし衝撃が解放される。

				　ボスンッ。

				「ぐぅ……」

				　腹を殴られ一瞬息が止まる。皮鎧姿(レザーアーマー)越しにでも十分に威力を感じさせる打撃だったので、痛みで俺は膝を地面についていた。　

				「と、まぁこんなもんだ。ケント訓練生、顔はやめておいてやったぞ。要は腰のひねりと腕のひねりを拳の先に乗せればいいだけだ。わかったか？　じゃあ、実際に皆でやるぞ」

				　教官の説明に他の訓練生は、半分ぐらいしか理解できていないような顔をしていたが、ペアに分かれて打撃練習の準備を始めた。

				「ああ、忘れていたが、革製のミトンを手に付けるように、素人は拳を痛めやすいからな。それにミトンを付けとけば、殴られてもほぼ痛みは感じないはずだ」

				　教官は重要なことをさらりと声にする。　

				　なっ、なんだってー！　バカヤロー俺を殴る前にちゃんと付けとけって！　これはもう、かわいがりの範囲を逸脱してるよね……。

				　俺は、痛む腹をさすりながら立ち上がる。

				「よし、ペアは昨日と同じでいいな？　ケント訓練生には、俺が直々にミトン無しで指導してやるぞ」

				　教官は髭を揺らしながら俺を対戦相手に指名してきた。

				「は、はい。ありがとうございます。お手柔らかにお願いします」

				　今日こそは、この髭教官に一矢いや一毛を毟ってやる。たとえこの身がズタボロにされようが、教官の髭一本毟れれば本望だ。やってやる！　やってやるぞ！

				　俺は昨日から続く教官のかわいがりに対抗心を燃え上がらせていた。

				「じゃあ、ケント訓練生は実戦派のようだから組手にするぞ。どこからでもいいから打ち込んでこい。ただし俺はカウンターを狙うからな。気を付けてやれ」

				　教官はそう言うと拳を構えた。俺も拳を構え教官との間合いを測る。

				　教官との距離は二メートルほど離れていて、今のオレの位置からでは拳は届かない。拳を届かせるには後一、二歩ぐらい間合いを詰めないと届かせられない場所だ。

				　教官はカウンター宣言しているが、油断して不用意に間合いに入ると、カウンターと称し攻撃してくるのは、昨日からの行動で明白だろう。

				　だから、間合いに入るタイミングが重要な気がする。

				　ジリジリ。　

				　俺は亀の歩みと同じくらいのスピードで、危険範囲と思われる教官の間合いに近づく。

				「ケント訓練生、どうした？　たかが、打撃を放つだけだろうがっ！　早く来い！」

				　教官が俺を急かしてくるが、その手には乗らない。誘いに乗って、慌てて攻撃すれば、カウンターを食らって地面と友達になるのは俺に决まっているからだ。

				　ジリジリ。

				　危険範囲ギリギリまで近寄る。わずかに範囲を踏んだ瞬間、教官が素早く間合いを詰める。

				　なっ、もう詰められた！

				　すると左側から俺のこめかみをとらえようと、教官の拳が繰り出されていた。

				　チィ、マジで狙ってきてるじゃねーか！

				　俺は体を前に屈ませ教官の拳をかわすことに成功した。目の前には無防備になった教官の腹部があった。

				　よし、いけるはず！

				　俺が攻撃しようと拳を打ち出すと、ひらりと体をかわし間合いを詰め密着された。首を抱え込まれ身動きを取れなくなった俺に教官の膝頭が腹に突き刺さった。

				　ゴスッ。

				「ゲフゥ、膝蹴りって……ゲホ」

				　鋭利な凶器となった膝が皮鎧姿(レザーアーマー)越しにでも、拳よりも強烈な衝撃を加えてきて、俺はまた地面と友達になった。

				　くっそ、膝が飛んで来るとは……教官の奴マジで殺る気満々じゃねえか。やっぱカウンター狙いってのは、間合いに入った瞬間からって意味だったな。

				「おいおい、ケント訓練生。もっと楽しませてくれよ。それともクズ男は地面とお友達になったのかっ！　それともメイドと夜の寝技でお疲れかっ！」

				　俺は教官の言葉にさらに対抗心が燃え上がる。俺だって、髭のむさいおっさんと打撃練習するより、綺麗なメイドと夜の寝技の練習をした方が全然楽しいに决まってる。

				　だが、今の俺はアンタ(教官)から、どうやって髭を毟るのを考えるのが楽しくなってきてる。

				「もう一本お願いします」

				　俺は、そう言って体を起き上がらせ再度構える。

				「カウンター狙いだと、ケント訓練生が踏み込んで来ないから、次は俺が攻めるぞ。急所への攻撃をちゃんと防げよ」

				　教官が身構えるとすぐ間合いに入り込んできた。教官の左フックが俺の顎を狙って打ち出される。右手を上げ教官の拳が顎に当たるのを防ぐ。

				　ってぇ～、ガードしてもこの衝撃かよっ！　ガードした腕が痺れる威力ってどんだけマジだよ！

				　俺は心の中で悪態をつく、教官の一撃はそれぐらい重かった。なおも教官の攻撃が続く、今度は右の拳がこめかみを狙って繰り出されたので、俺は左手でこめかみをガードする。

				　しまった！　腹がガラ空きにぃ！

				　俺は頭をガードしたことで、腹部がガラ空きになったことを悟る。教官が、一瞬ニヤリと笑ったような気がする。

				　教官の手が首を掴み、前屈みにされ動きを拘束された。膝が来た。腹部に向けて教官の膝が来る。

				　ゴッ。

				　骨と骨がぶつかる音が響き渡る。俺は、足を突き出し膝で教官の膝蹴りを受けていた。　

				　た、助かった。でも、いってぇ。一発一発が無駄に威力が高いっての。

				「ほぅ、防ぎやがったか、意外としぶといなケント訓練生。だが、次は無いぞ」

				　そう言うと、教官は首を離してバックステップで距離を取る。俺は、攻撃可能な範囲を出た教官に近づくため前に出た。

				　ヒュッ。

				　風切り音が聞こえる。すると、視界の端に教官の足が急に現れた。俺の顎先を狙ってきている、とっさに腕を上げ顎を守る。　

				　ドスッ。

				　しかし、俺の予想した場所に衝撃は来なかった。なぜなら、教官の蹴りの軌道は途中で変えられ、俺のガラ空きの脇腹に見事にヒットしていた。

				「ぐぅう……ゲホッゲホッ……」

				　痛みと呼吸ができない苦しさで膝が落ち、手を地面に付く。蹴りの軌道を途中で変えるって、マジでヤツ(教官)は化け物か。

				　クッソ、なんとか一矢だけでも報いたい。一発だけでいいから殴ってやりたい。どうすればいい……。

				　俺の目に、地面の砂が映る。目潰し……昨日の訓練で教官が使ってきたな。どんな手段を使ってでも、一発決めてやる。

				　俺は砂を握りしめた。

				「どうした？　ケント訓練生、まだまだいけるだろ？　立て」

				　教官が左右に体を揺らしながら、片手でクイクイと俺を挑発する仕草をする。俺は砂を握りしめた手を構えた。

				「いけます」

				　俺が構えると、間髪いれずに教官が近寄ってくる。そして、攻撃範囲に来ると、俺は先制の右拳を教官の顔に向け叩き込もうとする。

				　俺は、教官のガードが上がりきる前に手を広げ内部にあった砂を放出する。

				　砂は教官の顔にヒットした。しかし、教官はまったく怯む様子を見せないでいた。なぜなら、目を閉じていたからだ。

				　なっ！　バレてたのか。

				　でも、目を閉じてるなら目潰し効果は同じだ、再度攻撃すれば当たる。だが、教官は砂を放った右拳を掴まえると、物凄い勢いで体を寄せ自分の左肘を俺の脇腹に突き刺した。

				　ゴスッ。

				「ケント訓練生！　教官に向かって砂を投げつけるとはどういうつもりだっ！　昨日といい、今日といいなっとらんな。午後からの関節技はお前とやると危なそうだからペアを考えないとイカンな」

				「ゲハッ……マジで化け物」

				　俺はドサリと地面に倒れた。

				　ごめんよ君(地面)とはいい友達でいたいんだ。俺には恋人もかわいいメイドもいるから付き合うのは無理なんだよ……。

				　などと、よくわからない弁明を俺は地面に向けて心の中で語りかけていた。


                			

	
			
						第34話	戦士への道　～苦闘編～

				

				　俺が地面と語らっていると教官が昼休憩に入ることを伝えてきた。教官の言葉を聞いた他の訓練生達はそれぞれに休憩に入る。近くで心配そうに見ていたアナベラとフェリアが近寄ってきた。

				「ケント様、だ、大丈夫ですか？　お怪我はありませんか？」

				　アナベラやフェリアは皮鎧姿(レザーアーマー)を脱いで、鎧下として着ていたチュニックと厚手のタイツという軽装になっていた。アナベラの助言により活動しやすいようにと着てきたものである。

				「ケントさん。午後からの訓練は私達と一緒にやるようにって教官が言ってましたよー」

				　チィ、あの髭ヤロー……関節技で俺に不覚を取るのを恐れて逃げやがったか。

				「そうか、じゃあ一緒にやろうか。その前に腹ごしらえしないとな。飯を食わないと午後が保(も)たないから昼食にしようか」

				「はい、ケント様。今ご用意いたしますのでお待ちください」

				　アナベラが昨日と同じベンチに昼食を広げていく。そして三人で昼食をとった。

				

				　昼休憩が終わり俺も腹ごしらえが済んだ頃に訓練生が集まってくる。しばらく待っていると教官も現れた。

				「よし、午後からは関節技の訓練だ。ただし、魔物相手には効かないことが多いので余り役立つことは無いが、遊び気分でやると怪我するからなっ！　じゃあ、まず手本だ。ケント…………じゃないそこのお前ちょっとこい」

				　教官は俺を指名せず近くにいた別の訓練生を呼ぶ。呼ばれた訓練生の顔が引き攣って見えるのは、俺だけじゃないだろう。

				「じゃあ、一番簡単な寝技の関節技である腕十字固めからな、極まったら必ずタップしろよ。簡単に靭帯切れるからな。言っておくが治療士に直してもらえるまで激痛と戦うのはお前達だからな」

				　恐ろしいことをサラリと発言する教官に指名されなかったことを幸運に思い、俺は関節技の指導を見る。グランドでは教官が相手を寝転がせて片腕を掴んでいた。

				「まず腕を取ってたら、相手に尻を密着させろ。で、次は足を相手の頭を跨がせて膝を締める。そして相手の親指が上に向くようにして自分の方へ引き体を倒すと極まる」

				　技を極められた訓練生が顔をしかめて教官の足をタップしている。非常に痛そうだ。

				「じゃあ、ペアで別れてやってみろ、技を掛ける者は相手がタップしたらすぐに解くように。掛けられる方も痛みを感じたらすぐタップしろ。いいなっ」

				「ケント訓練生は、そこの二人の技を受ける役をやれ。これは教官命令だからなっ！」

				　教官は、早速俺に二人の技の実験台になるよう指示してきた。

				　まぁ、俺が掛けるわけにもいかなし、二人が俺に掛けることもできなかったと思うし、ここは教官命令ということで二人を押し切るか。

				「だ、そうなので。フェリア、アナベラよろしく頼むね」

				「そ、そんなケント様に関節技なんて……」

				「そ、そうですよー痛そうですよ」

				　二人は予想どおり俺に技を掛けることに難色を示してきたので、俺も切り札を切る。

				「教官命令なので、命令無視で俺がまた罰則を受けてもいいというのかい？」

				　二人は困った顔をする。しばらく、考えていたようだが決断したらしく、俺の方を向いてアナベラが宣言した。

				「ケント様に罰則を受けさせるわけには参りませぬ。一応、技を掛けさせてもらいますが、ちゃんとタップしてくださいね。お願いですよ」

				「ああっ、分かってる俺だって痛いのは勘弁してほしいからな。極まったらすぐタップする」

				　フェリアも同意させ、俺達は関節技の練習に入った。

				　

				　関節技の実技が始まり、各ペアに分かれてあちこちでペア同士の技の応酬が始まっている。そして今アナベラが俺に腕十字固めを掛けている。しかし、俺は痛みを感じていない。多分極まって無いからだと思われる。

				　アナベラは、一生懸命に技を掛けようとしているが、それにしても今の俺の状態は結構刺激的である。なにせ、肘の辺りにアナベラの股間の感触が伝わり、そして手は胸の柔らかな感触に触れている。

				「はぅん」　

				　アナベラから悩ましげな声が聴こえる。その声に、俺の息子が反応しそうになる。

				「ケ、ケントさん、今はダメですよー。ガマンしてください」

				　フェリアが顔を赤くしながら、俺の息子さんの方を見て話しかけてくる。

				「いや、そのアナベラがさ、色っぽすぎてさ……」

				　技が決まらないので、いったん解いてアナベラが再度技を掛けるがやはり極まらない。だが、俺は極まらない理由を知っている。指の向く方向が教官が示していた向きと違うのだ。

				　しかし、俺はそのことをアナベラに教えるつもりは無い。だって極まると痛いからだ。それに、今受けてる感触も捨てがたい。チュニックが捲れタイツが剥き出しになっているアナベラの股間を俺の肘が何度か行き来する。すると次第にアナベラの股間が熱を持ち始めた。

				「アナベラ？　もしかして感じてる？」

				　俺が問いかけると、アナベラの体が一気に熱くなった。

				「そ……そんなことないです。これは訓練ですから……」

				　恥ずかしさを隠したような声で喋るアナベラに、俺は悪戯心を覚えた。極まっていない手で胸を揉んであげてみた。

				「はぁん……ケント様、訓練中ですよ。屋敷に帰りましたらいくらでもご奉仕いたしますから。今は我慢してください」

				「いやあ、アナベラが感じてると思って……日頃の感謝の気持ちを込めて揉んでみたんだけど」

				　俺はその間も胸を揉むのを止めない。そんなふうに、イチャついていた俺に悪魔の教官の指導が入る。

				「そこに、行儀の悪い手があるな、アナベラ訓練生！　ケント訓練生の指の向きを逆にしろっ！」

				「は、はい」

				　アナベラが教官に指示された通り親指を上に向けると、俺の肘にとんでもない激痛が走る。

				「イデデデぇええええ」　

				　俺はアナベラの足を急いでタップした。

				「ああっ！　ケント様大丈夫ですか？」

				　アナベラは慌てて技を解いた。

				　ふぅ、危なく腕がイッてしまうとこだった。あの、髭ヤロー、俺の楽園(パラダイス)を破壊しやがって。

				「ああ、大丈夫、大丈夫。あんまりアナベラが色っぽいからさ、つい悪戯したくなって……」

				「その、ケント様。朝のご奉仕では足りませんでしたか。その十分に解放できてなかったのであれば一大事ですので」

				　アナベラが真剣な顔で聞いてきた。隣にいたフェリアも心配そうな顔をしている。

				　すみません、ほんの出来心なんです。朝の奉仕はそりゃサイコーでしたとも。

				「いや、大丈夫だって」

				　心配するアナベラを宥めていると教官が次の技の説明を始めだした。

				「よーし、次は関節というより絞め技だな、首の血流を止め意識を無くさせる技だ。裸絞めだ。極まれば落ちるからタップわすれんなー」

				　教官は訓練生(イケニエ)を呼び、自分の前に立たせる。

				「じゃあ、お手本行くぞ。まず自分の腕を輪っかを掛けるみたいに相手の顎の下に入れろ、肘が顎の下にくるぐらいでな。それから輪っかにした手を力こぶにそえて、もう一方の手を頭にそえて、腕のＶを絞めながら頭を手で押し、体を丸めると絞まるからな」

				　技を極められた訓練生がタップする。訓練生は顔を真っ赤にさせていた。

				　ご愁傷様です。

				　俺は訓練生(イケニエ)になった彼へ黙祷捧げた。

				「このように、やればいいだけだ。さぁ始め」

				　教官の説明が終わり練習に入る。今回、技を掛けるのはフェリアだ。

				「じゃ、じゃあ。ケントさんいきますね」

				　ふにょん。

				　俺の背中に程よく柔らかな感触が拡がる。うん、これは間違いなく肉塊に違いない。

				　ふにょん、ふにょん。

				　フェリアが俺に技を掛けようとしているが、生憎と腕が顎の上を締めているので極まっていない。

				「えいっ、あれ？　こうなって……」

				　フェリアが一生懸命技を掛けようと試行錯誤しているが、その度に俺の背中に柔らかな感触が拡がる。

				　あーいいな、癒やされるわー。フェリアの胸を堪能できるな。おっぱいのマッサージは気持ちええのう。

				「きゃふぅ、あれれ？」　

				　フェリアの吐息が耳に掛かる。

				　ダメです！　ソコ敏感なんでっ！　あっあああー！

				　俺は耳に吹きかけられたフェリアの吐息に、おもわず反応してしまう。

				「あー、フェリア君。耳に吐息を掛けないでくれたまえ」

				「あっ、はい。こうですか？　フゥー」

				　再度、放たれたフェリアの吐息が俺の耳を掠める。快感とこそばゆさが混じった衝動が駆け抜ける。

				「おおぅ！　や、やめたまえフェリア君！」

				「えへへ。ケントさんの弱点見つけちゃった」

				　むぅ、マズイ、マズイぞ。お勤め(性豪スキルの発動)の時弱点(耳)を責められるのは非常にマズイ。

				「ケント様は、耳がよろしいようで……フフフ」

				　きゃーー！　アナベラにまでバレてしまった。もう、お婿に行けないかもしれない。ミリィやリナにまで知られてしまったら、お勤め(性豪スキルの発動)時に、大事な耳がみんなに陵辱されてしまう。

				　などと思っていると、例の如く髭の悪魔(教官)がフェリアを指導する。

				「フェリア訓練生、腕がケント訓練生の顎の下に入ってないぞ。それじゃあ極まらないから直せ」

				「えーっと、こうするんですか？」

				　一度緩んだフェリアの腕が俺の顎の下に入る。

				　ヤベエ、極まる。

				「そうだ、後は反対の手を前に押せ」

				「えいっ！」

				　ギュッ。

				　フェリアの腕の圧迫で頸動脈の血流が止まり、脳への酸素の供給が止まる。

				　グエッ、や、やべえ、タップしなきゃ。

				　俺は、そう思ったが脳の酸素が切れるのが早く意識が遠のいていった。

				「ああっ！　ケントさん！　ケントさーん、大丈夫ですかっ！　アナベラさんどうしましょう！　ケントさんがっ！」

				　遠くの方でフェリアの声が聞こえる。髭の悪魔(教官)のせいで本当に楽園(パラダイス)へ行きそうだ。全く、余計なことをしてくれるな。

				　そんなことを思いながら気を失った。

				

				　気が付くと最近友達になった長椅子に寝かされていた。眼を開けると夕空が眼に飛び込んできた。すでに日が傾き始めている時間だった。

				「ケントさん、ごめんなさいっ！　ごめんなさいっー！」

				　フェリアが額を地面に擦りつけて謝っている。

				「あ、いや大丈夫だって、タップ忘れた俺が悪いんだし。だから顔あげてよ」

				　俺はフェリアに顔を上げさせた。フェリアは地面に顔を擦り付けて土下座していたらしく顔を砂まみれにしていた。

				「フェリア……俺は大丈夫だから顔を綺麗に拭きな」

				「ケントさん……」

				　俺は自分の頭に添えられていた布をフェリアに手渡す。フェリアは受け取った布で顔の汚れを落とし始めた。　

				「ケント様、本当に大丈夫ですか。痛いとか調子がおかしいとかありませんね？」

				　アナベラが心配そうに聞いてくるが、気絶しただけで特に後はダメージを負っていない。まぁ、逝ってしまう寸前だったのは事実だがそれは話さないほうがいいだろう。

				「ところで、今日は訓練終わり？」

				「はい、先程終了しました。帰りに認証石(ジョブチェック)だけは忘れずに確認するようにと教官から言付されております。もう帰られますか？」

				　アナベラが俺に意見を求めてくる。

				「終わってるんなら帰ろうか。フェリアも帰る準備するよっ！」

				「は～い」

				　訓練が終わっているなら、ここに残る必要も無いと思ったので帰る準備をすることにした。帰りに認証石(ジョブチェック)でジョブを取得していないか確認したが、まだ誰も取得できていなかった。

				　戦士への道は遠いな。やはり、グリモワールは俺にやさしい仕様にはなっていないらしい。


                			

	
			
						第35話	心配症なメイド

				

				◉アナベラ視点

				　ケント様は、本当に性欲を解消できていらっしゃるのだろうか……不安になる。

				　訓練の時も私の胸を揉まれていたのは、性欲が解放できてなくて欲求不満だったのではないだろうか……？

				　ケント様は歳若いため、朝の二回の奉仕では全然足らなかったのを、お優しいから我慢していたのでは……だとすれば、これは危険な兆候です。

				　我慢して、少しずつ少しずつ、ケント様の体に【性豪】スキルの毒が溜まってしまっているとすれば一大事です。

				　今夜は念入りにお勤め(性豪スキルの発動)を果たさないとダメですね。フェリアにも頑張ってもらわないといけないわ。

				　私は隣でメイド服を脱いでいた、フェリアに声を掛けた。

				「フェリア、昨日ケント様にお勤め(性豪スキルの発動)ができなかった分は、今日頑張りましょうね」

				「は、はい。ケントさんに気持ち良くなってもらいますっ！」

				　フェリアは大きな胸を揺らしながら答える。それにしても、フェリアの体は殿方が好まれる身体つきですね。大きな胸とくびれた腰、そして弾けるようなお尻、もし私が殿方であれば、しゃぶりつきたくなるような体です。

				　私のような年増で貧相な体つきから比べたら、ケント様の興奮も違うのでしょう。私は、自分の体を見てため息を付く。

				　あと五年早くケント様に会っていれば、曲がり角を超えた肌や垂み始めたお尻とかを見られずにすんだのに……。

				　少し暗い気分になった私は、フェリアを連れてケント様の待つ浴場へ入っていきました。

				

				　浴室に入り、今日のお勤め(性豪スキルの発動)を始めようとした時、ケント様が唐突に話をされはじめました。

				「実は【奉仕Ⅰ】スキル取ってたのを言い忘れててさー。今日は二人に奉仕しようかと……」

				「なっ！　なんですってー！【奉仕Ⅰ】スキルは性欲をコントロールするスキルですよっ！　性欲を発散しなくてはいけないケント様が、コントロールしてどうされるんですかっ！」

				　ケント様の話に動転した私は声を荒らげてしまいました。すると、ケント様は私の口へ口吻(キス)をされて参りました。

				「あむぅ」

				　突然のことで戸惑っている内に、ケント様の舌が私の口内に侵入し唾液の交換をし始めました。口内で絡み合わされた舌と交じり合った唾液とが私の思考力を奪っていく。そして、溜まった唾液を飲まされた私の体は媚薬を与えられたように一瞬で熱くなった。ケント様が口吻(キス)を終え口内から出る。

				「んっ……ケント様。なぜ、このような……」

				「んっ？　アナベラ見てたらしたくなっちゃった。ダメ？　できればもう一回したいんだけど。フェリアに見せつけちゃおうか」

				　ケント様の言葉に私の体が一段と熱くなる。ケント様にこのような甘い言葉を掛けられてしまうと自分がすごく幸せな女だと思えてしまう。実際、私は彼に求められることで生活の張りを取り戻し始めていた。

				　もっとこの方のお役に立ちたい……私ができることなら何でもするべきだわ……。

				「ケントさん。アナベラさんばっかりズルいですー。後でフェリアもしてくださいねー」

				「ケント様……んんっ」

				　再度、ケント様の舌が私の口内に侵入し傍若無人に暴れまわる。さらに、ケント様は私を抱き寄せて下腹部の茂みに指を這わせて、敏感な部分に刺激を与えてくる。

				「らめぇですから」

				　ケント様による、口吻(キス)と愛撫で私は興奮してしまい、本来お勤め(性豪スキルの発動)を果たすべき自分が先に気持ち良くなってしまうことへの罪悪感が高まる。

				　私はケント様を気持ち良くさせなければならないのに、自分が気持ち良くなるのを止められない。

				　私も【奉仕Ⅱ】スキルがあるのですが、ケント様に対しては全く役立たないようで、口吻(キス)と愛撫で性欲がコントロール不能になりました。

				「ぷはっ、ケ、ケント様そのようなことされては……ああっ」

				　二度目の口吻(キス)を終えたケント様が私を見つめて話しかけてくる。

				「ダメ、今日はアナベラがイクとこ見たい。ていうかイカセたいっ！」

				　そう力強く宣言され、今度は胸の先を舌と歯で転がされて、下腹部の茂みに這わされていた指が私の中に侵入しチュプチュプとはしたない音を立て、新たな刺激を送り出してくる。

				　私は、その快感を堪えるのがやっとの状態でした。

				「はっくぅ……ケ、ケント様。私をイカセるよりご自分の体を大事にしてくださいませ……」

				「アナベラが俺の手でイクとこ見れたら、それだけで三回は抜ける」

				　私の中に侵入したケント様の指が気持ちいい部分にたどり着いてしまう。

				「んっん、そこダメええぇ」

				「ココがいいの？　アナベラ」

				　ケント様が刺激を与えるスピードをあげてくるのと同時に胸の先を激しく吸い上げる。二箇所からの刺激に限界へのカウントダウンが始まってしまう。

				「ケントさまっ、ダメ！　激しくされてはダメですぅ！」

				　もう、ダメ我慢できない！　くるっ！

				「いくぅうーー」　

				　頭が真っ白になって何も考えられなくなり、快感によって体が反り返る。下腹部の茂みから、大量の飛沫が飛び出しケント様の指や浴場のタイルを濡らしていく。

				「んあぁつ、ダメ！　見ないでください！　見るのはだめですぅ！」

				「あ、アナベラさんがお漏らししてますぅ！」

				　フェリアが驚いた顔で今の状況を見ている。彼女に私のこんな姿を見られては、ブラックダガー家のメイド長としての威厳が保てない。もう、逃げ出したいくらい恥ずかしい……。

				「フェリア、アナベラは気持ち良くてああなってるんだ」

				「気持ち良く、ですか？」

				「そう、女性がすごく気持ちよくなると、おしっこみたいなものが出るんだ」

				「へぇ～。アナベラさんの顔が惚けてますもんね。そうとう気持ち良かったのかな？」

				　ケント様がフェリアにフォローを入れてくれたお陰で、なんとかメイド長の威厳は保てそうです。

				「ケント様。はしたないメイドを許してください。なんでもいたしますから……」

				　私は恥ずかしくて、浴場に体を丸め顔を両手で覆い隠した。

				　それにしても、気持ちよすぎで大変です。腰に力が入らなくて立つこともままならないので。浴場に横たわっている私に、ケント様がささやかれてきた。

				「アナベラのイクとこ、凄く可愛かったよ」

				　ケント様の言葉に身体の芯がカッと熱くなる。好きな人に可愛いと言ってもらえて私の女の部分が反応していた。

				「ケント様、アレは記憶から消してください、お願いですからっ」

				「だーめ。俺の記憶に完璧インプットされました」

				　ケント様は、私のはしたない姿を見られたのでご機嫌のようでしたが、肝心のお勤め(性豪スキルの発動)が果たせていませんので、フェリアに頑張ってもらうことにしました。

				「フェリア。私はしばらく動けないので、その間、ケント様のお相手を勤めてください」

				「はい、わかりました」

				　フェリアがそう返事すると、ケント様が今度はフェリアに口吻(キス)と胸の愛撫を始められました。

				　口吻(キス)をされたフェリアはトロンとした顔で口内で舌を絡ませられて、私と同じくあの媚薬(唾液)を飲ませられてるのでしょう。フェリアの胸に置かれた手は強く、弱くを繰り返し揉みしだいていました。

				　口吻(キス)を終えるとケント様はフェリアに胸の奉仕を頼んだようです。私も回復したのでケント様にささやかな復讐をいたすことにしました。

				「うぅ、フェリアの胸はやっぱいい。程よい圧迫感がいいよ」

				「では、フェリア、挟んでるケント様の分身の先端を口に含んであげて、朝の要領で奉仕しなさい」

				　私はケント様の後ろに立ちフェリアに指示を出しました。

				「こう？　ですか？　んっ」

				　フェリアが胸に挟んだところからはみ出した部分を口に咥えると、ケント様が身震いをされた。

				「ちょ、うぅあっ。ヤベエ」

				　フェリアによる奉仕が始まるとケント様が、我慢するような顔をされ始める。一生懸命堪えているケント様に、私はちょっとした復讐を実行いたしました。

				　そう、昼間発見した弱点(耳)。私は弱点(耳)を後ろから舐めてさし上げた。

				「んーーー」

				「ああおうぅ」

				　ぎりぎりのところで堪えてらしたケント様は、私からの刺激でフェリアの口内に精を放ってしまわれたようです。

				　急に口内に放たれたフェリアが、涙目で私を見てくる。口内の液体を飲み下せないようだった。

				「あ、アナベラ、耳はダメって言っちゃじゃないかっ！　フェリア、外に出していいから」

				「気持ちよさそうに精を放っていられたようですが……私の見間違いでしょうか。フェリア、口を開けて見せなさい」

				　私はフェリアに口を開けさせ放たれた精をみる。そして、フェリアに口吻(キス)してケント様の精と私の唾液とフェリアの唾液の混合液を作り始めた。

				　口内に拡がる牡の匂いに頭がクラクラしていたが、その混合液をフェリアが飲み下す。

				　ゴキュ。

				「ぷはっ、うぇ～ん苦いです。酷いですよ、アナベラさん」

				　フェリアが苦い物を飲み下したように顔をしかめていた。

				「せっかく主人であるケント様が放ってくれた精を吐き出すのは、メイドとしてマナー違反です。しっかり飲み干しなさい」

				　一部そういった性癖の殿方がいると昔の職場で聞かされていましたが、現役の時はお目にかかることはありませんでした。

				　けれど、ケント様はフェリアが精液を見せているのを見て、鼻息を荒くされて再び興奮されておりましたので、そういった性癖をお持ちの方なのだと確信いたしました。

				「えっ？　そうなのですか……じゃあ飲めるよう努力しますー」

				　その後、浴場で私がケント様を受け入れている最中に、今度はフェリアが耳を舐めたら、やはり急に元気になられて精を放たれたので、相当耳のほうは弱いとわかりました。

				　そして、ケント様が耳舐め禁止令を出されてしまいました。

				　ですが、折角の弱点なのでミリアリア様が帰られたら教えておかねばと思いました。

				　その日は寝室でもお勤め(性豪スキルの発動)させてもらい、私が七回とフェリアが九回お勤めのお相手を務めさせていただけました。

				【奉仕Ⅰ】スキルを取得なさったケント様は、今までの貪るような求め方が少なくなり、今回は気を失うまで責められるという事態が免れたのは喜ばしいことなんでしょうが、ケント様が我慢されていないかだけが非常に心配なのですが……。

				　明日ミリアリア様が帰られたら、さらなる人員の追加を願い出た方がいいのかもしれない。我慢させるぐらいなら、人を増やして回数をこなしていただいた方が全然いいと思う。

				　ケント様は優しすぎる方なので……私がしっかりフォローしていかなければ。そう決意して眠りについたのでした。


                			

	
			
						第36話	新米戦士誕生

				

				　朝起きてログを確認したら男娼ＬＶ５→７に上がっていた。張り切ってお勤め(性豪スキルの発動)をしていたからだろう。

				　今のままで行くと一年で男娼ＬＶ50とかいきそうだな……凄腕の男娼とか称号が付いたら嫌だな。

				　しかし、男娼のジョブスキルである【奉仕Ⅰ】スキルのお陰で、昨日は《性欲》をコントロールすることができた。

				　性欲をコントロールしたため、いつもより回数が増えていたのは黙っておこう。けれど、二人とも気持ちよさそうな顔で奉仕してくれていたので、俺としても大満足だった。

				　コンコン。

				「ケントさんお目覚めでしょうか？　朝食の準備ができました」

				　フェリアが扉越しに話し掛けてきた。昨日はかなりハッスルして深夜までギシアンしていたのだが、アナベラもフェリアも早起きが癖になっているようで俺よりも早く起きて仕事を始めていた。

				「ああ、起きてるよ。今から食べに行くから先に行っていて」

				「分かりました。お待ちしております」

				　俺は直ぐにベッドを出て着替えると朝食を食べに行った。

				

				　朝食を食べ、身支度を整えハンターギルドの裏手の訓練場に来ると、他の訓練生も集まっていた。今日は昨日までの四人に加えて女性が一人混じっているらしい。

				　なぜ、らしいかって？　そりゃあ、『幻覚の眼鏡』の効果でフェリアとアナベラ以外はみんな男に見えているからだ。

				　けれど、声で女性かどうかがわかるはず。もしかしたら、声変わりしていない男の子という罠も考えられるが。そんな罠を張られたら、俺の心が受けるダメージが果てしないことになる。なので、これ以上は考えないことにした。

				　しばらくして、あの髭教官がギルドの入り口からやってきた。初日とは違い木刀ではなく刃を潰した鉄剣を持ってきた。

				「今日は刃を潰してあるとはいえ、実戦用に近い鉄剣での戦闘訓練だ。気を抜いたら大怪我するからなっ！」

				　そう言って、教官は訓練生達に鉄剣を配る。

				　受け取った鉄剣は、初日素振りで使った鉄の両手剣に比べれば軽いが、それでも体に当たれば良くて打撲、悪ければ骨折ぐらいさせられる重みをもっている。

				「じゃあ、今日は訓練生同士の模擬戦を行うぞ！　その前に、まずランニングだ！　戦士は体力が無いと務まらんからなっ！」　

				　また、ランニングかよ……。

				　俺は初日に引き続き着込んでいる板金鎧(プレートアーマー)を見て嘆息する。しかし、今日は初日と違い訓練場のグラウンドを五周するだけで終了した。

				　激しい運動する前に行う準備体操みたいなものだろうか？

				　ランニングを終えると、教官が矢継ぎ早に次の指示を出す。

				「今日の模擬戦は総当りでやるからな、男子も女子も関係ないぞっ！　勝敗は有効打を打ち込んだ方の勝ちとする。守ってばっかじゃ勝てねえからな」

				　ということは、アナベラやフェリアとも当たるのか……やりにくいな、わざと負けようか……。

				「アナベラ、フェリア、模擬戦は俺が負けるからさ。打ち込んで来てくれ」

				「そんなっ！　ケント様に怪我をさせてしまいます。私が負けますから」

				「そ、そうですよ、私はケントさんに打ち込まれても大丈夫ですからっ」

				　困ったことに、二人は自分が負けることを譲らなかった。俺は二人の頑固さに根負けして渋々了承した。できるだけ引き分け狙いでいこう。

				　

				　第一試合の相手は、昨日もいた魔人族の男で俺と同じ十代後半の若い男だ。

				　試合が始まるまでは緊張していたが、いざ試合となって相手と対戦すると、初日の教官とは比べ物にならないほど弱かった。

				　斬撃のスピードも、フェイントも、盾の受け流し方も、すべてにおいて反応が遅く、俺の横薙ぎの斬撃が相手の脇腹を捉えていた。

				「勝者！　ケント訓練生！」

				　教官が勝敗宣言をする。斬撃を受けた男が膝をついた。

				「女連れのボンボンかと思ってたけど、アンタ、結構強いな……」

				　男の言葉を聞いて俺は自分の状況を悟った。状況をみれば十代後半の男が、メイドらしき女性を連れて訓練場に来てれば、どこぞの貴族か富豪のアホボンが道楽に来てると思われても仕方が無いだろう。

				　教官の俺へのかわいがりも、そのアホボンを懲らしめてやろうと思われたのかもしれないな。

				　俺は周りの評価にちょっとショックを受けたが、気を取り直して次々と試合を行っていった。二人目以降も、最初の男と技量はさほど変わらず、俺は男達に連勝していった。

				　意外とたいしたことがないな。

				　俺は四連勝したことで有頂天になっていた。残っているのはアナベラ、フェリア、そして女性と思われる阿修羅族の青年だった。

				「次、ケント訓練生対オーレリア訓練生、位置につけっ！」

				　俺は開始位置について剣と盾を構える。対戦相手の阿修羅族の人はオーレリアと言うらしい。

				　やはり、女性の名前だよね？

				「では、はじめっ！」

				　俺は余分なことに気を取られて油断していた。オーレリアは、俺が油断しているのを感じ取ったのか、開始と共に攻撃を仕掛けてきた。

				　ガンッ。

				　俺はすんでのところで、肩口への斬撃を盾で受ける。しかし、勢いの乗ったオーレリアの斬撃は教官と同じぐらいに重く、受け流すことに失敗した。

				　重い。ヤベエ！　腕痺れた。

				　オーレリアの斬撃を受け流し損ねた左腕が痺れている。オーレリアは、俺の左腕を狙って斬撃を再度繰り出してきた。

				　狙われているな。

				　相手は、俺の左手が動かせないことを悟っているようだ。俺はオーレリアの間合いから、一旦距離を取るため後ろの小さく飛ぶ。しかし、オーレリアは俺の回避行動を見逃してくれなかった。

				　マジかっ、詰められたっ！　

				　後方へ回避のためバックステップした俺の無防備な右脇腹に向けて、オーレリアは素早い刺突を繰り出してきた。

				　ダメだ！　かわせない！

				　空中で身動きのとれない俺の脇腹に、鉄剣の先がめり込んだ。

				　ゴキッ。

				　ちょうど鎧の継ぎ目を狙われたらしく、衝撃を和らげてくれものが鎖帷子だけだった。俺は着地できずにそのまま後ろへ倒れこんだ。オーレリアの刺突によりもたらされた衝撃で肋骨辺りが折れたのか、息をするのも苦しい視線の端に表示しているＨＰのバーが、短くなって赤く点滅している。

				「ゲハっ……ゲホッゲホッ」

				「ケント様！」

				「ああっ！　ケントさんがっ！」

				　二人が血相を変えて倒れた俺に近づいてくる。

				「勝者オーレリア訓練生！　よかったな、ケント訓練生。刃の潰した鉄剣で。じゃなきゃ今頃、腸を地面にぶちまけてたぞ」

				　教官の言うとおりだった。俺の油断が招いた事態だ。オーレリアは一言も発せず一礼をして戻っていく。俺は脇腹の痛みに耐えかねて意識が無くなった。

				

				　気が付くと俺は毎度おなじみの訓練場の長椅子に寝かされていた。見ると日は高くなり昼近くになっていた。

				　結構、長く寝てたみたいだな……。訓練はもう終了しているようだ。今日は半日だったのか……。

				　しかし、俺の頭は未だ覚醒せずにぼんやりとしていた。アナベラとフェリアが心配そうに俺を見ている。刺突を受けた脇腹に温かい感触が広がっているのに気がついた。

				　これは、ミリィが使ってくれたことのある癒しの光(ヒール)を受けた時の温かさだと思いだした。

				　そういえば、教官が治療士が待機してるって言っていたな。その人が癒しの光(ヒール)を掛けてくれているのだろう。

				「ああっ、ケント様。気が付かれましたか！　痛みの方はどうですかっ！」

				　アナベラが焦ったように聞いてくる。

				「ああ、癒しの光(ヒール)かけてもらって、大分楽になったよ」

				「よがっだですぅ……ゲンドざん……」

				　フェリアが、泣き顔のままで安堵している。

				「ゴメン、ゴメン、フェリア心配かけたね」

				　俺は癒しの光(ヒール)を掛けてくれているお礼を言うため起き上がった。癒しの光(ヒール)を掛けてくれていた治療士は、なんとリナだった。

				「あれ？　リナ……もう帰って来てたの？　ミリィは一緒？」

				「えっ？　えっ？」

				　リナは、俺の言葉に戸惑った顔をしている。俺はリナの戸惑いを照れ隠しと思い、悪戯心が沸き起こる。

				「リナ、俺のために癒しの光(ヒール)を掛けてくれてありがとう。俺からの感謝の気持ちだから」

				　俺はそう言ってリナにハグをした。

				「………………」　

				　リナが、俺の腕の中で硬直している。ただ少し違和感があった。違和感の正体はリナには合ってはいけないものだった。

				　そう、Ａ級(ちっぱい)のはずのリナに、胸の膨らみがわかるほどの感触があるのだ。

				　たった二日で成長したのかっ！

				　俺は今一度、腕の中にいるリナを見た。小柄で銀髪そして蒼い瞳と、羅刹族の身体的特徴の額の小さな角。

				　やっぱ、リナだよな？　んっ……髪……ツインテールじゃないのか。

				　今日のリナは髪を結わずに、そのまま下ろしている。

				「…………あ、あのう……離してください……離してぇ……」

				　腕の中でリナが弱々しく抗議する。

				　ああ、なんか「デレ」のリナもいいけど、今日のリナは「守ってあげたい」みたいな雰囲気でカワイイぞ。

				「ケント様、その方はリナさんではなく、双子の姉のラナさんです」

				　成り行きを見守っていたアナベラの口から衝撃発言が飛び出す。

				　双子の姉？　えっ？　リナじゃないの？

				　呆然とする俺から脱出したリナ、もといラナさんがフェリアの後ろに隠れる。

				「ラナさん、うちのケントさんが妹さんと間違えちゃったみたいなの。ごめんねー」

				　ラナはフェリアの後ろで、隠れながらエグエグ泣いている。

				「男の人に抱かれちゃった……よぅ……ええぇ～ん」

				　まて、リナじゃないとすれば、なぜ男の姿じゃないんだっ！　まさかっ！

				　俺は目の辺りに手を当てた。無い……『幻覚の眼鏡』を掛けていない。慌てて探すとテーブルの上にあった。

				「「あっ」」

				　アナベラとフェリアも、俺の行動で気がついたらしい。

				　そうなのだ、ラナが例のアレ(イケメンウィルス)のキャリア(スキル発動済み)になってしまっているかもしれないのだ。

				　やっちまったぜ。もう被害者は出さないって決めたのに……頼むから発動してないでくれっ！

				　俺は、祈るような気持ちでログを展開する。

				　ゴクッ。

				

				　イケメンスキル発動【ラナ】友好度大幅上昇

				【ラナ】状態：【苦手】に変化

				

				　ダ、ダメかぁー……リナになんと説明すれば……。

				「ケント様、やはり彼女も……」

				　アナベラが険しい顔で聞いてくる。俺が黙って頷くとフェリアも理解したようだ。

				「ケントさん……今回のは、事故ですよね……事故……」

				　当の本人であるラナは、未だフェリアの後ろでエグエグ泣いている。俺に抱き着かれたのが相当嫌だったようだ。

				「この件はリナとミリィが帰って来てから、慎重に相談して決めよう……」

				　俺は二人に宣言した。

				　先送りにしかならないがリナの了解は得ないとな……。

				　その後、ラナは終始フェリアの後ろに隠れて、俺の謝罪の言葉を聞いていた。そして、ラナは俺の謝罪を受け入れると逃げるように帰っていった。

				　また、一つ火種を作ってしまったな……リナのペンダントから魔石がゴロゴロ生成されるかもしれないな。

				

				　帰る前に、みんなでギルドの認証石(ジョブチェック)でジョブの取得の確認をしたところ、全員が『戦士』のジョブを取得していた。俺は自分のログを見てみる。

				

				　ジョブ取得【戦士】を取得した。

				　スキルポイント１ポイント取得

				　ジョブ補正　体力量アップ

				　剣術Ⅰスキルが解放されました。

				　体術Ⅰスキルが解放されました。

				　防御術Ⅰスキルが解放されました。

				　魔物ハンターとして登録されカードにＨＲ１が追記されました。

				　

				　新しく戦士ジョブに関連した新スキルが解放されていた。

				　

				【剣術Ⅰ】………剣・大剣・両手剣を装備時に物理攻撃力25％アップ　消費スキルポイント５

				【体術Ⅰ】………素手の時に物理攻撃力25％アップ　消費スキルポイント５

				【防御術Ⅰ】……盾・大盾装備時に物理防御力25％アップ　消費スキルポイント５

				

				　物理攻撃と物理防御を底上げするスキルか、ハンターや兵士なら取得すべきスキルだな。

				　だが、今はスキルポイントが足らないため取得できない状態だ。残念だが取得するには、ジョブＬＶを上げるしかないな。しかし、『戦士』を取得できたアナベラとフェリアはとても喜んでいた。

				　帰り際、ギルドの食堂で酒を飲んでいた教官に『戦士』のジョブが取得できたことを伝えると驚いていた。

				「アナベラ訓練生とお前はそろそろ取得できそうだと思っていたが、フェリア訓練生が取得できていたとはな……世の中不思議なこともあるもんだ」

				　教官は昼間から酒が入って上機嫌だった。

				「ケント訓練生は俺のお陰で取得できたな。今度は戦技スキルでも教えてやろうか剣閃(ソードスラッシュ)なんかどうだ。受けてみるか？　何なら重撃(ヘビーインパクト)でもいいぞ」

				　教官はニヤニヤしながら、俺をみている。

				　また、俺をかわいがるつもりか。そんなに俺が好きか？

				　技の名前を聞くだけで、俺が受けていい技とは思われない。また、怪我するのは嫌なので丁重にお断りさせてもらった。俺達は教官に礼を言って家路にへとついた。


                			

	
			
						第37話	グリモワールの結婚事情

				

				　家に帰り玄関を開けると、そこにはミリィとリナが待っていた。

				「ケント！　ケントよ！　ケントなの！」

				　ミリィが俺に抱きついてくる。俺は、ミリィの胸の谷間に顔を挟まれて身動きがとれない状態でもがいていた。

				　たった三日しか経ってないけどミリィの匂いを、俺は懐かしく感じていた。ミリィも俺の匂いを嗅いでいるらしく、スンスンと鼻を啜る音が聞こえる。俺はミリィの拘束から顔だけ抜き出した。

				「ぷはっ、おかえりミリィ。俺、今訓練の帰りだから汗臭いって」

				「いいの、ケントの匂いだから臭くなんてないから！　はぅぅ……三日ぶりのケントの匂い……」

				　とちょっと危ない発言をしているミリィだったが、俺は二人が怪我もなく無事に依頼(クエスト)を果たして帰って来てくれたことに安堵した。

				「ちょっと、アンタ！　お姉様から離れなさいよ！　それに、私も頑張ったんだからねっ！　ちょっとは私も褒めてよ」

				　ミリィと抱き合っていると、リナが割りこむように俺とミリィの間に入ってきた。

				「ああ、リナもありがとな」

				　リナの頭を撫でてやる。顔を赤くしながら、あうあうしているリナを見ていると癒やされる。 　

				「あぅ、バカっ！　撫でてもらっただけじゃ満足しないんだからねっ」

				「そうだね、今日のお勤め(性豪スキルの発動)は二人にサービスしないといけないね。俺にできることなら何でもするよ」

				「「何でもっ!?」」

				　ミリィとリナの声がハモった。俺の言葉を聞いた二人の顔の締まりがなくなり、体を捩りながら口からは涎が垂れている。

				　一体どんな脳内妄想をしているだろうか……ちと、恐ろしく感じるが……。

				「ミリアリアさんもリナちゃんも顔が怖いですぅ……なんだか『ケダモノ』のような感じがするの」

				　フェリアが妄想に耽る二人の様子を見てドン引きしているようだった。

				「ケント様、ミリアリア様とリナさんに、先程の件を報告いたしたほうがよろしいのではないでしょうか」

				　アナベラがさっきの事故(ラナの件)をミリィ達に伝えるようにと催促してくる。

				　俺的にはなるべく後回しにしたい案件だったが、後回しにして拗(こじ)れるのも遠慮したいので、早々に事実を伝えることにする。

				　俺は別の世界に旅立っていたミリィとリナに、大事な話があることを伝える。

				「ミリィ、リナ。お勤め(性豪スキルの発動)の前に、今から大事な話があるんだ」

				「ハッ、何、ケントの大事な話。それってもしかして……うん大事よね、それはすごく大事」

				「なに？　大事な話？　アンタ、もしかしてまたやらかしたんじゃ……」

				　ミリィは俺の言葉を何か違う方へ解釈しているようだったが、リナはさすがに、野生の勘というか本能というのか事実を察知したようだ。

				　ただ、その対象が自分の姉であるとまでは思ってないだろうが……。

				　俺達は応接室へ移動することにした。

				

				「ちょっと！　なんでそんなことになってるのよっ！　アンタなにやらかしてくれてんのっ！」

				　リナが俺の襟首を持って激しく振り回してくる。いつもなら止めるミリィも、自分が期待していた話でなかったのがショックなのか、聞かされた話がショックなのか放心状態で白く燃え尽きているようだった。

				「ケント……ケントのためだから……」

				　ごめん、ミリィの期待してる話は俺がちゃんと働くようになったらするから。それまでは世話をかけます。

				　俺は心のなかでミリィに謝りながらも、目の前で荒れ狂う狂犬と化したリナを見た。

				「ご、ごめん、そのアレ(ラナのキャリア化)は事故なんだ。俺が癒やしの光(ヒール)を掛けてくれたラナをリナと見間違えて抱きついちゃったんだ」

				「アンタ、幻覚の眼鏡つけてるはずでしょ!?　あれをつけてる限り、女は男に変換されてるはずでしょ？」

				　リナが噛み付くような勢いで俺の首元を引っ張る。

				「模擬戦で対戦相手に気絶させられて、寝てる時に外されて……」

				「申し訳ありません。私がケント様の幻覚の眼鏡を外しました。私も動転していて……ケント様が気づかれた時にお掛けすればよかったのですが……」

				　アナベラがリナに申し訳なさそうに、当時のことを語る。

				「あ、アナベラさんのせいだけじゃないですよー。ラナさんが抱きつかれる前に私がケントさんに警告していれば……」

				　フェリアもあの事故に責任を感じているらしかった。

				「リナ、本当にゴメン。ただ俺はリナだと思って嬉しくて抱きついたんだ。それだけは間違いない」

				　俺の告白にリナの顔が一瞬で赤くなる。

				　シュッ、シュッ、シュッ。

				　吸魔のペンダントがリナの魔術を吸い取って行く。

				　カラン。

				　赤く光る石がペンダントから排出された。魔石である。

				　リナの魔力を貯めこんで生成されたのだろう。ペンダントが無ければ俺は消し炭になっているだろうな。

				「バ、バカッ！　それは私にやりなさいよっ！　なんでお姉ちゃんにやるのよぉー。それに、お姉ちゃん男の人が大嫌いなんだからね……。今頃家でエグエグ泣いてるわよ……たぶん……。男の人に触れたら一週間は家から出てこないわよ」

				「そ、そんなに嫌いだったの！　態度から男嫌いなのかなとは思っていたけど」

				　俺はラナに対して罪悪感が湧く。

				「でも、イケメンキャリアになったんですよねー？」

				　フェリアが俺に対して確認を求めてきた。そう、ちゃんと発動しているのだ。男嫌いな女性にすら発動する【イケメン】スキルの底力を感じた。

				「アンタって本当に『女性の敵』だわ。で、どうするの？　お姉ちゃんもお勤め(性豪スキルの発動)要員にする気？」

				「それは、ミリィとリナに相談してから決めようかと思ってた……ミリィはどう思う？」

				　俺は会話に加わらず机に『の』の字を書いているミリィに話しかける。

				「うん……いいの、ケントの好きにしていいわ……私はケントの所有物だから……気遣いは無用よ」

				　ミリィが沈んだ声で意見を表明する。ミリィには今日のお勤めのサービスを弾んであげよう、痛々しくて見ていられない。

				「リナはどうなのさ、ラナをお勤め(性豪スキルの発動)要員にするのは反対？」

				　俺はミリィを見ているのが辛かったのでリナに話を振る

				「キャリア(スキル発動者)になってしまったら、しょうがないと思う。けどラナ姉さんはドーマン家の長女よ。どうやってお勤め要員にするの？　私みたいに粗相(ケントに怪我)をしたわけじゃないのにどうやって取り込む？」

				　リナはラナをお勤め要員にすることは了承したが、どうやってラナを取り込むか手段を尋ねてきた。

				「そうですね。元魔王を輩出している家柄で、現在も魔術ギルドの重鎮を多数輩出しているドーマン家でしたね。例の法度のせいで爵位保持者になれない為平民ですが、無理を通すと魔術ギルドから睨まれます……どういたしますか……」

				　えっ！　リナって、結構いいトコのお嬢様だったのかっ！

				　俺はドーマン家の家柄を聞いて驚いた。魔術ギルドを敵に回してまで、ラナを取り込む必要があるのかと考えたが、ラナがキャリア(スキル発動者)である以上放置するのは心苦しい。

				　さて、どうしたものか……。

				「でしたら、専属の治療士として雇ったらどうです？　ケントさんって希少な【赤】持ちですし、魔術ギルド的にも貴重な人材なはずだと思うんですよー、それに雇っちゃえばコッチのもんです」

				　フェリアがラナを俺の専属医にすることを提案してきた。

				「専属治療士ね……そう言えばケントは【赤】持ちだったわね。パパもママも希少な【赤】持ちでブラックダガー家のミリィお姉さまの婚約者であるケントにだったら、娘二人を側室に出してでも縁を結びたい相手ではあるわね」

				　リナはフェリアの提案を聞いて、両親にラナと自分を俺の側室として提供するように働きかけることを考えているようだ。

				　なんだか話が、大きくなってきているような気がするのは気のせいだろうか。

				「リナ、別に側室じゃなくてもいいんだが……ラナは男嫌いなんだろ？」

				　事故でキャリア化してしまったラナを無理矢理に俺の側室とするのは気が引けていた。

				「アンタ、バカ！　仮にもドーマン家の娘を専属医で雇ってて、ムラムラしてヤっちゃいましたーなんて言ったらどうなると思うの？」

				　リナの顔が真剣さを帯びていた。その雰囲気に呑まれ質問を聞き返してしまった。

				「……どうなるの？」

				「次の日には、確実に変死体で発見されるわね。原型を留めない形で」

				　……マジかっ！　それは呪殺か即死魔術かなんかで殺されちゃうの。

				　俺はすでにリナをヤっちゃっているんだが、リナの両親にバレたら、翌日には冷たい死体に変えられてしまうのだろうか。

				　不安になった俺はリナに恐る恐る聞いてみた。

				「リナ、俺もうリナにヤっちゃってるじゃないか……それってもしかして非常にマズイことなの？」

				「バ、バカっ！　私は贖罪のためだから大丈夫なのっ！　貴族予備軍のケントを怪我させたからパパとママも文句は言えない。けどお姉ちゃんは違うの、お姉ちゃんは私とは違ってドーマン家の期待の星なのよ。だから中途半端に手を出すと両親が黙っていないと思うの」

				　リナは両親の期待が自分より姉であるラナの方が高いので専属医として雇うより、側室としてある程度の地位を保証すれば両親も納得してくれると言いたいらしい。

				「だけど、リナ。俺はただの魔人族の男だよ、そんなのに娘を嫁がせるメリットなんてあるのかい？」

				　俺は湧いて出てきた疑問をリナにぶつける。

				「貴族だけなら相手にもされないとおもうけど、アンタが【赤】持ちってのが、最大のメリットね。私かお姉ちゃんがケントの精を受けて子供をもうければ、もしかしたら【赤】持ちの子供ができるかもしれないからね。ただ【赤】持ちの人の子孫がほとんどいないのが現状なの、もしかしたら【赤】の血は繁殖能力が低いのかもしれないけど」

				　お、俺に子供……そーいえば気にせずにみんなに出しちゃってたけど、ヤルことやってたらデキちゃうよね……。

				　俺は今更ながら自分の考えなしの行動に愕然とする。

				「カード色って遺伝するのですか？　私の両親は黒色でしたが……私は青色なのですが」

				　アナベラがリナの発言に疑問を呈する。

				「アナベラの場合は隔世遺伝なのかもね。三等親以内に【青】持ちがいたのかもしれない。身分証の統計を見ると両親のどちらかの色を引き継ぐのが五割以上、両親の父母兄弟まで含めた色を引き継ぐのが四割ぐらい、三等親以内の誰ももっていない色が一割未満ね。だから、統計からいくと、私とケントに子供ができれば【赤】か【青】の確率が五割以上になるの」

				「希少な【赤】持ちの子供ができれば、リナさんの両親的には万々歳というわけですか、さらに確率を上げるため姉を側室に出すことも了承する可能性が高いと」

				　アナベラがリナの話を聞いて納得している。　

				　まってくれ、俺って種馬みたいな扱いですか？　まぁ、俺の扱いは置いておくとして、自分達の娘に子供を産ませるためだけの目的で、男に嫁がせる親がいるのだろうか？　グリモワールではそれが常識なんだろうか？

				　俺は疑問を口にした。

				「たかが、カード色のために娘を差し出す両親がコッチ(グリモワール)の常識なの？」

				「アンタ、たかが(・・・)って！　なに！　たかが(・・・)って!!　前にも話したけど、カード色は潜在能力を教えてくれるものよ。もし【紫】が生まれたら一族が狂喜乱舞して大切に養育されるわ。それこそ全財産つぎ込んでもね。なぜそうするかっていうと、その【紫】の子が成長して重要なポストに付けば一族は安泰だからね。だから【紫】を上回る【赤】なんて国全体の宝みたいなものよ！」

				「国の宝って……いいすぎじゃないの？」

				　俺は珍獣扱いされているような気がしてきた。

				「アンタ……迷い人だからわからないかもしれないけど、この世界(グリモワール)はカード色による明確な線引がされるのよ。たとえ貴族や王族でもカード色が【黒】であれば蔑まれ軽んじられるの。結婚だってカード色で決められるのなんてザラにあることよ。【赤】持ちなんて引く手あまたになるのは当たり前なんだからっ！」

				「ああ、そういえば私の結婚の時も、主人の両親から本当に息子と結婚してくれるのか？　って言われましたね。主人は【緑】だったので、私の両親が生きていたら猛反対でしたでしょうが……」

				　アナベラがリナの話を補足するように自分の結婚のことを話してくれた。リナの話を総合すると【赤】持ちの俺は国レベルで保護される天然記念物並なので、リナの両親的にはラナもぜひ側室に出したいに違いないということらしい。

				「じゃあ、俺がリナの両親にお二人を側室に迎えたいって挨拶にいけばいい話なのかな？」

				「そうね。でもアンタがまだブラックダガー姓を名乗って無いから、両親はミリィお姉さまの家に行儀見習いとして私達を住まわせるって言うと思うわ。そしてケントがミリィお姉さまと結婚すれば側室として迎えさせるという手順を踏むと思う」

				　リナは両親の思惑を予想して語っている。

				「リナの両親はそれでいいとして治療院や魔術ギルドには根回ししなくていいの？　リナもラナも仕事してるんでしょ？」

				「私はこの家で研究は続けられるし、ラナお姉ちゃんは、それこそ治療院に【赤】の専属医として派遣してもらえば問題ないわ」

				　治療院も魔術ギルドも二人を通して、俺と繋がりができるとすれば喜ぶみたいだ。ラナを家に迎える問題は大体片付いたようだ。

				「で、ケント様。ラナさんをお迎えになられるのですか？」

				　アナベラがどうするか決断を迫る。

				「あ、ああ。そうだな……ラナも迎えるよ。明日にでも両親に挨拶にいかないとね。ミリィとリナもついてきてほしいんだが、いいかい？」

				「…………ええ……わかったわ、ケント」

				「しっかり挨拶しなさいよっ！　うちの両親は結構厳しいからねっ！」

				　ミリィの顔は相変わらず冴えないが、リナは両親を説得というか言いくるめる気マンマンのようだった。

				「では、私とフェリアで魔術ギルドと治療院の方へはご挨拶させてもらいにいきますね」

				「ああ、すまないがそちらは頼むよ」

				　俺はアナベラとフェリアに魔術ギルドと治療院の根回しの方を頼んだ。

				　ああ……なんか大事になってしまったような気がする……。しかし、自分の撒いた種だからしょうがない。

				　そうして俺は、ラナをお勤め要員として迎え入れることを決断したのであった。


                			

	
			
						第38話	ご褒美タイム

				

				◉ミリアリア視点

				　浴場でケントの体を洗おうとした時に話し掛けられた。　

				「ミリィ、怒ってるでしょ？」

				　アナベラとフェリアとリナは、夕食の後片付けをしている。今浴室にいるのは、私とケントだけだ。二人っきりでいるのでさっきから心臓がドキドキしてて、体を触れた時に聞こえて無いか心配だ。

				「怒ってなんか……ないわ。だってケントは所有者(マスター)なんだから……」

				　私は心で思っていることと逆の言葉を口にした。正直に言うと、あの面倒な依頼(クエスト)を引き受けたのだって、フェリア(うしちち)の移籍料代わりで仕方なく受けた依頼(クエスト)なのに、三日かけて依頼(クエスト)をこなして帰ってきてみたら、今度はラナもお勤め要員にしたいって言われた……。

				　私には拒否権なんて無いのに、ケントはイジワルだ。だけど、ケントの身体のことを考えるとラナのような治療士は絶対に必要な人材だということも理解していた。

				「やっぱ、怒ってるって。でもね、俺にとってミリィは本当に特別だからさ」

				　ケントの口から出た『特別』の言葉で、私の中の不満が雲散霧消してしまう。やっぱりケントはズルいな……そんな言葉聞かされたら憎めないじゃない……。

				「じゃ、じゃあ。特別な私にケントからご褒美くれる……？」

				「いいよ……でもご褒美の前に俺からのサービスもらってね」

				　そう言うと、ケントが私の顔を上げさせて顔を近づけてくる。

				　口吻(キス)されてしまった、急に口吻(キス)されて動転している私の口をこじ開けて、ケントの舌が侵入してくる。私の舌がケントの舌に絡め取られて一体化し、一つの生物みたいになって唾液を生成する。生成された唾液が口内に収まりきらずに端から糸を引いて零れ落ちていった。

				　ケントと初めてした時よりも口吻(キス)が気持ちいい。

				　ケントは口内を蹂躙しきると顔を離した。離す時に見せられた糸を引いた舌先がとてもいやらしく感じる。私の口内にはケントと私の唾液の混合液が残っていた。

				「ミリィ、それ(唾液)飲んでくれると嬉しいな」

				　ケントが爽やかにお願いしてくる、本当に爽やかにだ。

				　ゴクッ。

				　私はケントのお願いを実行した。混合液が喉を通って胃に収まると体がなんだか火照ってくる。

				「ケント……なんか口吻(キス)が上手くなってない？」

				「男子三日会わざれば、刮目して見よってね。日々鍛錬する人がいれば、その人は三日も経つと見違える程成長しているものだという意味だよ」

				　ケントが自分の世界の言葉を使って、エッチが上手くなったことを誤魔化しているようだけど、私がいない間にアナベラさんの指導が入ったのかしら……。

				「すごく、成長してるかも……」

				　アナベラさんの前職で磨かれた技術は、男性を喜ばすのに長けているので、ケントもメロメロにされていたに違いない。

				「だからね、こういうこともできるようになったわけさ」

				　ケントが私の後ろ側に行き、抱きすくめるように片手で胸の先を弄り、もう片方の手で下腹部の敏感な場所を刺激してくる。こういった技術もアナベラさんに指導されて習得したのだろうか。

				「ひゃん、ケ、ケント。ダメだってあああっ」

				　実は、ケントの唾液を飲んだ時点で、私は結構興奮していたので下腹部の茂みは濡れていたのだ。

				　ケントに口吻(キス)だけで発情するはしたない女って思われてないかな……。

				「濡れてるね……これ水じゃないよね？　胸も尖らせちゃってさ。ミリィはエッチだよね」

				　ケントは敏感な所を刺激して指についた粘り気のある液体を、私に見せつけてくる。恥ずかしさが一層の刺激になってしまう。

				「ダメ、見せちゃダメ、ああっ！」

				　もう、恥ずかしくて顔が熱い。最初の夜の時のように『ケダモノ』みたいに責め立ててくるケントが可愛らしく感じる。最初に会った頃とは完全に攻守が入れ替わったみたい。

				　クチュクチュ。

				　ケントは、私の中に指を差し入れて出し入れしている。中から粘り気を帯びた液体がとめどなく湧き出て浴場のタイルに水溜りを作っていく。

				「んっ、はぁっ！」

				「ミリィの声で俺も興奮する」

				　密着した私の腰の辺りにケントの熱い塊が存在を主張している。

				　ケントも興奮してるんだ。

				　そう思った瞬間に目の前が暗くなり体がビクビクと痙攣する。

				「んっ～～」

				「ミリィのイクとこ見れたね」

				　暗闇から復帰するとフワフワと水面に漂っているような感覚に陥り、体に力が入らない。ズルい私だけ気持ち良くなっちゃった。

				「……ケントのバカぁ！」

				「で、ご褒美は何がいいか决まった？　今のは俺からのサービスだからさ」

				　こんな気持ちいいことがサービスでって、どういうこと？　これがご褒美じゃないの？　そんな贅沢言っていいの？　もっと気持ちよくしてほしいとか言ったら、意地汚い女とか言わないよね？

				　私はケントの言葉で下腹部から訴えてくる欲求に勝てなくなっていた。

				「私の中に……ケ、ケントのせ、精子を放ってくださいっ！」

				　言ってしまった。ご褒美に子種をせがむ淫乱な女とか思われただろうか？

				　恥ずかしくてケントの顔が見られない。閉じた目から熱い雫が流れる

				「な、なんで泣くのさ、ミリィ」

				「だって、ケントにエッチな女と思われたかもしれないと思って……」

				　ケントは私の耳元に口を寄せ囁いた。

				「俺は、エッチなミリィも大好きなんだよ。知ってたかい？」

				　ケントはそう言うと、私を浴場に足を開かせて横たわらせた。

				「ケント、来て」

				「入れるからね。ミリィの中、トッロトロになってるね」

				　私と抱きあうような格好で、中に侵入したケントの分身が、ゆっくりとピストンを開始し始める。ケントの分身はすぐに私の中を征服してしまった。パンパンと肉と肉のぶつかる音が浴室内に響く。

				「んっ、あっ、あっ、ケント。ダメ。エッチな音が響いてるからぁ」

				「ミリィの中で俺のが搾られてるよ」

				　私の中でケントの分身が暴れまわっていて、敏感な所を刺激してきている。快感から身を捩ろうとするけど、ケントに腕を押さえつけられて逃げれなかった。

				　普段の私なら簡単に振りほどけるのに、今の私に抵抗する力はなかった。

				「はっ、んあっ……ケントきて……もっと奥にキテいいからっ！」

				　私の言葉でケントのピストンが早く深くなる。ケントの分身が硬い棒のように私の中を抉っていく。結合した部分からは、溢れて出てきた液が白く泡立ってしまっている。

				「ミリィ……ギュウギュウ締まってくるよ」

				　ケントから与えられる刺激で、さっきから体がビクビク痙攣して制御できないでいる。

				「ケントっ……もう駄目っ！　きちゃうっ！」

				「俺も限界だよ……。ミリィ、で、出るぅ！」

				　ケントの分身が私の最奥に侵入して、勢いよく震えて熱い液体を大量に放った。放たれた液体が中に触れた瞬間、意識が遠のく。

				「んひぃいっ！　いく！　ケント！　ケントぉ！」

				　制御不能になっている体がビクビクと大きく震えるのを、遠のく意識の中で感じていた。

				「はぁはぁ、ミリィの中まだ俺の息子離してくれないよ」

				　ケントはそう言うと私に覆いかぶさって胸のあたりに顔を置いてきた。

				　ダメ……出て行っちゃだめ。もう少しそのままいてください……お願いですから……。

				　快感の余波で未だにぼんやりしている頭の中で私はそう願っていた。　

				　ガラガラ。

				　浴室のドアが開き誰かが入ってきた。

				「声がすると思ったら……アンタ、お姉さまと二人きりでヤッてるってどういうこと？　ここは浴場よ！」

				「ゴメン、ミリィが可愛すぎて我慢できなかったからさ、ついね」

				「はぁ、はぁ、リナぁ、ケントの精もらっちゃったよぉ」

				　私は、蕩けたままの顔でリナに話かける。私の中に出されたケントの精が熱を持ち存在感を主張しつづける。

				「ミリィ、今抜くからね」

				　ケントが私の中から出て行くと、中に留まっていた液体が秘所から流れ出ていく。

				「あぅん、垂れて出ていっちゃう……」

				　リナが私の股間を凝視している、心なしか顔が上気しているようだ。

				「で、リナはどんなご褒美欲しいの？　こういうの？」

				　ケントはリナに近寄ると首筋を舐めながら、片手をリナの股間に滑り込ませていた。リナが途端にモジモジし始める。

				「はぅ……これもいいけど……違うの、私が欲しいご褒美は、ケントに後ろから……して欲しいのぉ……」

				　あのリナが、ケントに獣の交尾みたいにされたいなんて世の中よくわからないわね。

				「いいよ、バックでしてあげる。サービスとしてミリィの胸も付けてあげるよ。準備は……できてるね。もうグショグショだ」

				　ケントはリナを私の上に膝立ちにさせ尻を突き出させる。ちょうどリナの顔が私の胸に埋もれる位置になった。

				「お、お姉さまの胸……はぅん！」

				「リナの中にスルッと入っちゃった。もしかして、ミリィと俺がヤってるのを覗いて興奮しちゃってた？」

				「なっ、リナ本当なの？」

				　ケントに腕を取られ、後ろから翻弄されるように責められているリナの顔が赤くなる。

				「なっ、そんなことしてっ……ないわよ……はぁん」

				　私はリナの胸の先を弄り始める。

				「あっ、お姉さまダメっ！　弄っちゃだめぇ！」


                			

	








			
				「リナ、正直にいいなさいっ。ケントと私のエッチ聞いて濡らしてたの？」

				　ケントの下腹とリナの尻がぶつかる音が早くなる。私もリナの両方の胸の先を擦るように刺激を付けてあげた。

				「ちが、違うのぉ。お風呂にきたらっ、その二人の声がしたからぁあっ！」

				「したから？　どうしたの。リナ？」

				　ケントと私に与えられる刺激で、リナは口の端から涎が糸を引いて垂れて、私の胸を汚してくる。

				「ちょっとだけぇ、ホントにちょっとだけ自分で慰めてましたぁああ！　ごめんなさいぃ」

				　その謝るリナの顔が、悪戯が見つかった時の子供のように可愛くて抱きしめたくなった。

				　バックで腕を取られて身動きできないまま、ケントから責められて、牝の顔をしているリナの頭を胸に抱きしめる。リナの口から漏れる涎で胸がベトベトになるが気にならなかった。

				「んーーぷはっ！　お姉さま、嬉ひぃ……ひぅ、ケントあっあっ、突き上げちゃダメぇえ！」

				「エッチなリナちゃんに、そろそろプレゼント出そうかなっ！」

				　ケントが耐える表情をしている、もうじき出そうなんだ。リナの顔も快感を耐えているような顔になってきている。

				「ケントぉ、もう無理ィイ、いくぅううう」

				「リナ、中に出るっ！」

				　ケントがリナの腰を掴んでバックで腰を突き入れると、そのまま覆いかぶさってきた。リナも支えきれず、私の上に倒れ込むケントの振動がリナを通して私の体に伝わってきた。

				　リナもケントに精を出されてるんだ。

				「おねえしゃま……ケント…………しゅごい……」

				　リナは涙と涎でクシャクシャになって蕩けている顔を、私に曝(さら)していた。

				「リナ、気持ちよかったでしょ」

				　その後、リナが回復するまでしばらく三人で抱き合っていた。

				　

				　リナが回復した後、フェリアやアナベラも浴室に入ってきた。二人ともケントが浴室で何をシてたか、すぐに理解したらしく何事もなかったように振る舞ってくれた。

				　そして、寝室に移動しお勤め(性豪スキルの発動)の時間になって、今度はケントに私達がサービスをした。

				　その夜は、私が四回、リナが三回、フェリアとアナベラがそれぞれ二回ずつケントに精を貰うことができた。

				　ケントが私がいない間に【奉仕Ⅰ】のスキルを取得していて、『ケダモノ』の時よりも優しくて、回数が増えたのがとても嬉しかった。

				　でも、そっち関係のスキルばっかり取得されるのも考えものだ。今度、ケントのカードチェックしようかな……。ケントのことだから、任せておくと【房中術】とか取得しかねないし。

				　今のケントに【房中術】まで取得されたらと思うと下腹部がまた湿り気を帯びて来てしまった。

				　このままだと、寝れなくなりそうなので、ケントに口吻(キス)をして眠ることにした。

                			

	
			
						第39話	ドーマン家の長女

				

				　朝が来た。今日はリナとラナのご両親に会いに行く日だ。

				　一応、結婚……じゃないや、お付き合いを申し込みにいくのだから正装してかないとマズイかな。だけど、俺はそんな服もってないな……。

				　コンコン。

				「どうぞ。入って」

				「失礼します。お召し物をお持ちしました」

				　ドア開けられてアナベラが入ってくる。

				「本日はドーマン家へのご挨拶に参りますので、こちらをお召しいただいた方がよろしいかと」

				　アナベラが持っていた服を俺に差し出してきた。差し出されてきた服は、俺とミリィが買い物に行った時に、ミリィがこっそり買っていたあの白い学ランだった。

				「えっ、これ着るの？　これって正装になるの？」

				「はい、騎士服は最高級の仕立てでできておりますので、相手方に失礼になることはないかと思います」

				　俺から見ると、どう見ても白い学ランにしか見えないんだが、一応グリモワールでは正装になるらしい。

				　いつも着ているチュニックとスボンで行くよりは、相手方の心象も多少良くなるだろうと思い、俺はその白い学ランを着込んだ。

				「とてもお似合いです。ケント様……凛々しくなられて……」

				「そうですかね……」

				　アナベラが母親のような優しい眼差しで、俺の姿を褒めてくれるが、眼鏡をかけた白い学生服を着た中学生が一人出来上がっただけだ。

				　マジでこの服着ると学生時代に戻った感じだな……。

				　俺は中学生に戻った気持ちのまま、朝食を食べに一階へ下りていった。

				

				　食卓に着くとみんな集まっており、ミリィは辺境伯の所に行った時の丈の短い騎士服姿で座っている。一方、リナはいつものローブ姿ではなく、胸元にリボンとフリルをあしらったドレス姿であった。

				「今日は朝からついてるな。リナのドレス姿が見れるなんて」

				　シュ！

				　リナの魔術がペンダントに吸収される。顔が真っ赤に染まっていた。

				「バ、バカ！　アンタのためじゃないのっ！　私も久しぶりに実家へ行くから、ちゃんとした格好しただけなんだからねっ。別にケントのためじゃないの！」

				「私もドレスにしようかな……ケント、ミニのドレスがいい？　それとも胸元を強調したのがいい？」

				　リナのドレス姿を褒めると、ミリィが自分もドレスに着替えようと言い出し始めた。これから衣装選びが始まると時間がいくらあっても足らなくなると思った俺は、ミリィを褒め称えることにした。

				「ミリィは、その服(騎士服)が一番バッチリ似合ってるよ。凛々しき騎士どのに俺は痺れてしまうね」

				「……そう。ケントがそんなに気に入ってるなら、今度お勤め(性豪スキルの発動)の時着てあげようか？」

				　なぬ？　そのブレザー制服みたいな服を着ていたすとは……なんという上級プレイを……女子高生ミリィとの……イカン、ぜひ、いたしたい。

				　俺は、ミリィの発言に朝から妄想に耽るのを我慢して注意を促す。

				「あー、コホン。正装でミリィ君そのようなことをしちゃイカンと思うぞ……うん、イカンと思う」

				　ミリィがジーっと俺の顔を見てくる。

				「アナベラさん、服屋にこれと同じ衣装をみんなの分作っといてもらって。ラナの分もね」

				「はい、承りましたミリアリア様」

				　ＮＯ！　イカンです！　ハレンチな！　なにその二人の呼吸の合い方、俺の性癖はバッチリお見通しみたいな反応！

				「ケントさんって、ああいう服装が好みなんですか？」

				　フェリアも俺の顔をじーっと見てくる。

				「そ、そんなことは…………すみません好きです、ハイ」

				　女性陣の追求の視線に耐えられなくなった俺は認めてしまった。だって、ウソは付けないよね。人間欲望に正直に生きるのが大事だよね。

				　俺はさらなる追求を避けるべく朝食を食べることに集中した。

				

				　その後、俺はリナとミリィを伴って『魔(ま)術(じゅつ)街(がい)』と『貴族街』境目にある、ドーマン家へと徒歩で向かっている。前日にブラックダガー家の名で、訪問のアポを取っているが、訪問の内容は詳しく伝えてはいない。俺はドーマン家が近づくに連れて、緊張感が高まってきている。

				　リナとラナの話をどうやって切り出すべきだろうか。いきなり『お父さん！　娘さんを僕にください！』なんて言ったら、翌日には冷たい死体になってしまう確率が跳ね上がる……。時候の挨拶から入って、景気の話とか、仕事の話とかで繋いで、最後に二人の今後の話をするようにもっていくことにしようかな。

				　などと考えながら歩いて行くと、目の前に一軒の洋館が見えてきた。ブラックダガー邸よりは一回りぐらい小さめの建物だが、庭の大きさや手の入れ方は、しっかりお金がかけられているように感じる家だった。

				「ここが、私の実家ね。ミリィお姉さまの家には負けるけど、まぁ、それなりの家だわ」

				「あ、ああ。リナもお嬢様だってことを改めて突き付けられた気がするよ……」

				　リナの挙(きょ)措(そ)を見ていてもどうにもお嬢様育ちの感じがせず、野生の王国で育ったといわれてもおかしくないほど手癖、足癖が悪かった。

				「だから、馬車ぐらいで乗り付けるのが丁度よかったのに、アンタが歩いて行くなんていうからー」

				　リナが頬を膨らませる。

				　だけど、馬車で乗り付けてさ、娘くれって言う奴を信用してくれるのだろうか？

				　考えている内に家の玄関前に到着した。

				　カンカン。

				　俺がノッカーを叩く。しばらく待っているとドアが開き、燕尾服のような服装をしている五〇代ぐらいで、眼鏡を掛けたロマンスグレーの髪の男があらわれた。

				「これは、リナお嬢様、ブラックダガー卿、ケント様。馬車でお越しになるものと思っておりました」

				　現れた男は恭しく俺に一礼をするとにこやかに話してきた。

				「セバスチャン、出迎えご苦労。ケントが歩いて行きたいってダダこねたから仕方なくよ。そんなことよりパパとママとラナお姉ちゃんもいるんだよね？」

				「御三方ともご在宅ですが、本日は御両親にお会いになるためにいらしたのでは？　私はそのように旦那様より承っているのですが」

				「そうよ、大切な話があるの」

				　リナがセバスチャンと呼んだ五〇代の魔人族の男性は、どうやらドーマン家の執事らしい。

				　執事のセバスチャン…………いきなりムキムキになって魔物を薙ぎ倒すとかしないよね。昔とった杵柄です……とか言いだして、いきなり上級魔術とかぶっ放したりとかもやめてほしい。ちゃんと普通の執事で、ドーマン家に仇なす者を狩る裏稼業とかもってないよと言ってほしい。

				　俺はセバスチャンが裏の稼業を持ってないことを祈りながら話しかける。

				「本日は御当主のクフィーロ・ドーマン様にご挨拶したく参上させていただきました。セバスチャン殿、よろしくお取次をお願いいたします。ブラックダガー家からドーマン家に大切な話がありますので」

				「ははっ、それでは応接間にご案内させますので、そちらでお待ちください」

				　セバスチャンと入れ替わるように、青年が一人現れて俺達を応接間に案内してくれた。

				

				　俺達は応接間に通されて待っている間に、応接間の調度品を眺めていた。

				「リナの家は初めて来たけど、やっぱ魔術系の美術品が結構あるのね」

				「パパの趣味よ。よくわからない魔術道具とか倉庫にいけばもっとゴロゴロしてるし」

				「へぇー、結構な値段の物とかもあるんでしょうね」

				「お姉さまの家の調度品に比べれば安物です」

				　俺は二人の会話を聞きながら、出されたお茶を飲んでいた。リナの話によれば、ドーマン家は元魔王を輩出した家柄で貴族だったらしいのだが、何らかの理由で平民に落とされて一族の者は爵位に就けないと王国の法律に記載されてしまっていると教えられていた。だが、ドーマン家は魔大陸中にある魔術ギルドの理事を務める者が多く、平民とはいえ、かなりの影響力を持つ家だとミリィからも教えられていた。

				　カチャ。

				　扉が開いてセバスチャンとは別の三〇代後半の男性が二人部屋に入ってきた。羅刹族のようだ。

				「お待たせして済まなかった。ブラックダガー卿、そしてケント殿」

				　口を開いたのは銀髪をオールバックにし、小柄だが均整のとれた体つきで、中年太りの様子もない、剃刀のように細く鋭い目をした男の方だった。

				　となりにいるもう一人の男性は、どうやらリナ達の母親のようだ幻覚の眼鏡のせいで中年太りしたオジさんにしか見えない。

				　男達がソファーに腰をおろす。

				「これは、クフィーロ様、ライナ様、お久しぶりです。ミリアリア・ブラックダガーです。ご息女のリナさんにはいつもお世話になっています」

				「いやいや、うちのリナの方こそブラックダガー卿に迷惑をかけていないか心配で……ところでお隣の男性が例の……」　

				　クフィーロと呼ばれたオールバックの男性がミリィの挨拶に答えた。ライナと思われる中年太りの女性は軽く頭を下げるだけだった。

				「そうですクフィーロ様。こちらは私の所有者(マスター)であるケント様です」

				　俺も挨拶をするべきか迷っていたから、ミリィが切り出してくれたことに感謝した。

				「ミリアリアの所有者(マスター)でケントと申します。以後お見知りおきください」

				　俺はクフィーロに向けて一礼をする。

				「その……ケント殿は、ブラックダガー卿の所有者(マスター)ということは、そのうちブラックダガー姓を名乗られるということでしょうか？」

				「クフィーロ様！　そのようなことはまだ何も决まって……そればかりはケント様のお心次第なので」

				　ミリィが、クフィーロの言葉に焦ったような態度になる。

				　ミリィは俺じゃダメなんだろうか、やっぱ生活能力のない男は当てにできないのかな……。

				「クフィーロ様、私はミリアリアの婚約者のつもりです。ミリアリアには不釣り合いかもしれませんが」

				「ケント……」

				　俺は自分の思ったことを口にした。

				「ほぅ。では、やはりブラックダガー姓を名乗られるのですね。ところで今日の訪問の内容を聞きたいのですが、セバスチャンから両家にとって大事な話だとしか聞かされていないので」

				　クフィーロの元々細い目がさらに細くなったように見えた。一見友好的な態度で俺達を迎えてくれているクフィーロ達だが、内面はどう思われているのかよくわからない。ここは慎重に言葉を選んで内容を煮詰めていかないと危険な気がする。

				　俺がそう思って話を切り出そうとした時には、すでにリナが話しだしていた。

				「パパ、ママ。実は私がケントに大変なことしちゃって、贖罪のために体を提供しなくちゃいけなくなっちゃったの」

				　ブッ!!　リナっ！　なに言っちゃってくれてんのっ！　俺の段取り無視かよっ！　

				「なっ！　リナっ、貴方体を提供って！　あなた一体何をっ！」

				　ライナが娘の唐突な発言と態度にヒステリックな声をあげる。

				「え、ママ……その……あの……ケントの子種を頂いて……」

				　リナがモジモジとしながら顔を赤くしている。

				　あっ！　バカ正直に親に話す奴があるかっ！

				「こ、子種……リナはケント殿と子作りをしたの……？」

				　ライナの声が震えている。　

				　ライナさん、いや、あえてお義母さんと言うべきか……申し訳ありませんが……ご息女様の仰っていることは、すべて事実でございます……。　

				　だが、それをまだ口に出すわけにはいかないと思う気持ちが強くなり、俺の思考は混乱する。

				「ああっ、違うんです。いや、違わないか。ああっ！　もう、メチャクチャだ。クフィーロ様、ライナ様、リナとラナを僕に下さいっ！」

				　俺は慌ててリナの発言を取り繕うとしたが、かえって混乱した発言をして、火に油を注ぐ結果となった。俺の発言を聞いたクフィーロが細かった目を見開いて反論してきた。

				「なっ！　貴様！　ブラックダガー卿の婚約者だろっ！　それがなんで、うちのリナを手篭めにしたうえに、ラナまで下さいとは一体どういうことだっ！　返答次第ではブラックダガー卿の婚約者であろうが、ただじゃ済まないぞっ！」

				　クフィーロが激怒して混乱に拍車がかかる。混乱した部屋の中で、ただ一人冷静さを保っていたミリィが混乱の収拾を始めてくれた。

				「お二人とも、落ち着いてください。ケント様がいいたいことを整理させていただくと。今度貴族となる自分の側室に、ご息女二人をお迎えしたいと考えており、ブラックダガー姓を名乗るまでは行儀見習いとしてブラックダガー家に預かりたいと思われております」

				　ミリィの冷静な声で諭されるとクフィーロもライナも一応は落ち着いたようだった。だが、二人ともミリィの説明だけでは納得していない顔だった。

				「確かに、うちは平民だが縁談に困っているわけでもない。いくら貴族になられる方とはいえ、おいそれと娘二人を側室に出すわけには参りませぬ」

				　クフィーロが苦り切った顔して返答を伝えてくる。

				「そうです。うちのリナを手篭めにして……そのうえラナまで寄越せとは……厚顔にもほどがありますっ！」

				　ライナも娘を傷物にされたショックから立ち直り、再びヒートアップしてきた。

				「パパ、ママ。ケントってカード色が【赤】なんだよ」

				　このままではラチがあかないと思ったのか、リナが突如切り札を切った。

				「「はっ？」」

				　両親の声がハモった。

				「だから、【赤】なんだって！」

				　クフィーロとライナが娘の言動を理解できず呆けたような顔をしている。俺は、しょうがないので身分証を手の甲に出した。

				「あ、あああかぁああああっ！！！　ケ、ケン、ケント殿、それは本物です……よね……」

				「あ、貴方、私【赤】なんて初めて見ましたわ。本当に実在されるなんて……」

				　俺は興奮する二人を見て、これならリナとラナの件も大丈夫そうな気がしてきた。俺は再度、行儀見習いの件をリナの両親に切り出した。

				「とりあえず、先ほどのリナさんとラナさんの行儀見習いの件はどうにかなりませんでしょうか……？」　

				　俺のカードを見ながら、クフィーロは目を細めて考えている、隣に座るライナはクフィーロになにか耳打ちしていた。クフィーロがパンと膝を叩くと決断の言葉を口にした。

				「側室の件は本当でしょうな？　ブラックダガー家へ行儀見習いに出す以上、出戻りをさせるわけにはいきませぬ。それと、ミリアリア様、貴方も側室を了承されているのですね？」

				「ブラックダガーの家名に賭けて、二人を我が所有者(マスター)の側室にすることを約束いたします」　

				　ミリィがクフィーロに対して宣言した。

				「ケント殿……。リナとラナをよろしくお願いします！　ドンドン可愛がってあげて、どんどん子作りに励んでください！　大丈夫です、孫ができたらうちで面倒みますから、気にせずに何人でも……」

				「貴方、今からラナを連れて参りますので、ケント殿のお相手を頼みますよ」

				　ライナは慌てて応接室を出ていった。

				「リナ。今日からは、積極的に子作りに励むようにしなさい」

				「パパ……そんなのケント次第よ」

				「パパ秘蔵の誘惑系魔術道具をもっていきなさい。きっと役に立つから」

				　まて、誘惑させて娘にナニさせるつもりだ……。まぁ、するんだが……誘惑系の魔術道具はいらないからっ！

				「あ、リナ。誘惑系の魔術道具はお断りしてくれると助かるぞ。俺的に……」

				「パパっ！　パパのせいで私が変な子だってケントに思われたかもしれないじゃないのっ！」

				「ああ、違うのだよ。私はただケント殿にリナやラナを可愛がってもらおうと思ってだな……」

				　コンコン。

				　親子喧嘩になりそうだったのだが、ドアがノックされたことで中断された。

				「お待たせしました。ラナを連れて参りました。さあ、ラナ、今日から旦那様になるケント殿にご挨拶なさい」

				　連れてこられたラナは、ビクビクと怯えた小動物のようにライナの後ろに隠れていた。

				「えっ？　お母様……一体どういうことですか……あの人が旦那様とは??」

				　俺は状況が呑み込めず混乱しているラナに対して話し掛けた。

				「やあ、ラナさん……先日は失礼なことをいたしました……。改めて謝罪させていただきます」

				　俺はラナに向かって頭を下げる。

				「ヒィ……近づかないで……こ、こわい」

				　ラナは俺に抱きつかれたのがトラウマなのか近づこうとすると後ずさる。

				「ラ、ラナ、ケント殿に失礼でしょ。貴方は今日からブラックダガー家で行儀見習いをさせることに決めたのよ。ミリアリア様の婚約者のケント殿にお仕えせねばなりません」

				「えっ、そんな……あの人にですか……む、無理です……。無理なんです……」

				　クフィーロがラナに対して叱責する。

				「ラナっ！　ケント殿がぜひとも側室に欲しいとおっしゃられてるんだぞっ！　ドーマン家の長女として、ケント殿の血を継いで、跡継ぎを作るのがお前の役目なんだっ！」

				　クフィーロさん、いやお義父さん、嫌がるラナにそこまで言わなくてもいいんだけど……。ラナが嫌がるなら、無理強いはしたくはないのだが……。

				　すると、事態を見守っていたミリィがおもむろに口を開いた。

				「我が所有者(マスター)のケント様は持病をお持ちなのです。だから、ラナさんには看護要員としての役割も期待しておりますので、何卒了承していただきたく思っております」

				　え、俺って病気持ちだったの？

				　本人が初めて知った衝撃の事実。ミリィの言葉を聞いたラナも驚いた顔をしている。

				「え……ご病気なのですか……？　どのような……」

				「今日、明日のどうにかなる病気ではありませんが、放っておくと徐々に蝕まれてしまう病気なので……」

				　ミリィはラナの問いに答えながら、リナにアイコントクトを送っていた。

				「そ、そうよ。お姉ちゃん、ケントは病気なの。お姉ちゃんの治癒魔術で癒してあげてほしいのよ」

				　リナも口裏を合わせるようにラナに頼み込む。

				「でも……その……ヒィ」

				　俺が近づこうとするとビクと体を震わせるラナだった。煮え切らない態度に業を煮やしたクフィーロがラナに向かって宣言した。

				「ラナ！　そんなにケント殿の側室が嫌なら家から出て行きなさい！　ドーマン家から籍を抜いてやるからどこにでも行きなさい。家はリナに継がせる」

				「そ、そんな……お父様どうして…………ラナはいらない子ですか……」

				　ラナは顔を青白くして震えている。

				「リナはもう、ケント殿に頂いて(・・・)いるものね。ラナを勘当しても、子が出来るまでリナに継いでもらえば問題はないわね」

				「お、お母様まで…………本当にラナはいらない子ですか……？」

				　両親に見捨てられそうなラナを見ていると心が痛むが、こうするしかキャリア(スキル発動者)のラナを取り込むことができないと思う。

				　俺はかけていた幻覚の眼鏡を外してラナの目を真っ直ぐ見る。

				「ラナさん、僕には君が必要なんだ！　だから嫁に来てくれないかっ！」

				　ログが流れる。

				

				　イケメンスキル発動【ラナ】友好度大幅上昇　

				　イケメンスキル発動【ラナ】友好度大幅上昇　

				　イケメンスキル発動【ラナ】友好度大幅上昇

				【ラナ】状態：【普通】に変化

				

				「ううぅ…………その行儀見習いと専属医としてお側にお仕えさせていただきます……」

				　ラナが諦めたように了承する。

				　追い込むような真似をしてゴメンなラナ……。

				「よかった。私も娘を勘当せずに済んだ。ラナ、早速今日の夜から添い寝しなさい。ケント殿に満足頂ける(・・・・・)よう頑張るのだぞっ！」

				「……はい……お父様……」

				　その後、俺達はリナとラナの御両親に挨拶もそこそこにして帰宅を促されてしまった。

				　クフィーロ達は、よほどリナとラナを抱かせたがっていたようだ……。それにしても、あの豹変ぶり……やはりこの世界ではカード色の影響は絶大なのだと改めて感じた。　

				　ドーマン家が帰りの馬車を用意してくれたが、ラナは俺から一番遠い席にすわり俯いたままだった。

				　家へ帰るとフェリアとアナベラが、魔術ギルドと治療院への挨拶を済ませて帰ってきていた。こちらの方もキチンと根回しをしておくことができた。

				　あとは、ラナの心を開くだけか……。

                			

	
			
						第40話	ラナの秘密

				

				◉ラナ視点

				　──私は今、ケントさんに一糸も纏(まと)わぬ姿で足を開かれた状態のまま組み敷かれている。

				『ラナのココ濡れてるね。俺に見られて興奮してるの』

				　ケントさんが私の秘所から溢れた体液を指で掬って見せつけてくる。見せつけられた体液は、粘り気を帯びており糸を引いていた。羞恥心をくすぐられて、秘所がさらに潤ってきてしまう。

				『いやぁ、見せないでくだ……さい……』

				『じゃあ、漏れないように塞ぐね』

				　ジュ、スズッ。

				　ケントさんのザラザラ舌が敏感な部分を舐めあげる。秘所を吸ったり舐めたりされる度に、体中に電撃が走ったような刺激が駆けまわり、私の体はビクっと跳ね上がる。

				『ケントさん……そこ汚いから……ああっ……吸っちゃだめ……』

				『ラナに汚いとこなんかないよ。舌、入れるよ』

				　ケントさんは秘所の中に舌を侵入させてきた。舌先を尖らせ、入り口の辺りを出たり入ったりして私の体に刺激を送りつづけてくる。

				『ケントさん……だめ……そんなに激しく……しないで……』

				　私は腰を浮かして逃げようとしたけど、ケントさんがガッチリ腰を掴んではなしてくれなかった。

				『ラナのエッチな汁美味しいよ。もっと出るかな？』

				　そう言うと私の秘所の中の液体を吸い取るように強く吸った。

				『んっはぅん!!　ダメェエエエ！　吸っちゃダメえぇ！』

				　私の体はビクビクと震えると空に投げ出されて落ちるような感覚に陥った──。

				

				　気づくと、私は自室の椅子に腰掛けていた。

				「はぁ、はぁ……嘘……なんで……こんなことしちゃったの……」

				　私は自分の指に付いた液体を見て愕然としていた。下着も濡れてしまっているようだった。

				　さっきまでケントさんに与えてもらった部屋の机で、両親から送られた書籍を読んでいたはずだったのに、気が付いたら下着がお漏らししたように濡れて、さらにはイスまで濡らしていた。

				「う、嘘……お漏らし……しちゃったの……私……こんなのケントさんに知られたら……」

				　私は急な事態に頭がパニックなりかけていた。冷静になって何があったかを考える。

				　私は夕食後、ケントさんから勧められて先にお風呂を頂き、自室に帰ってきて、両親が必ず読むようにと言った書籍を読んでいたはず……。

				「あっ、あの書籍……」

				　私は机の上に開かれた書籍に目を向ける。書籍には男女の交合の絵とやり方が書かれていた。

				　そ、そうだ、私はあの本を読んでいたんだ……。そして、読んでるうちに、指が下に行って……これが『自慰』ってものなのだろうか……それにしても気持ち良かった……。

				　あれを、本物のケントさんにやられてしまったら……私は本当に狂ってしまうかもしれない。

				　でも、それは叶わない夢だと思う。実際の所、ケントさんのことは大好きだけど、近づかれたり触られるとトラウマが蘇って逃げてしまう……。

				　気になってリナ達に聞いてみたんだけど、ケントさんは優しすぎるので、私が嫌がることはしたくないらしい。いっそのこと、私を何処かに縛り付けて無理やり犯してくれれば、トラウマを克服できるかもしれないのにと想像したら、また下腹部に手が伸びてしまった。

				

				　──私はベットの上に大事なところを広げさせられた格好で、手足を縛り付けられて身動きができなかった。

				　叫ぼうとしたけど口に猿轡を噛まされて喋れなかった。

				　キィ。

				　扉が開くとケントさんが全裸で部屋に入ってきた。下腹部にはケントさんの分身がそびえ立っているのが見えた。

				　あんなの入れられたら壊れちゃうかも……。

				　そんな、心配とは裏腹に私の体は受け入れの準備を始めてしまう。

				『ラナがいけないんだ……いつまでもヤラせてくれないから、こうするしかなかったんだ……』

				『んーーんーー』

				　ケントさんは分身を、私の秘所に擦りつけて濡らし始めた。

				『ラナが逃げるからいけないんだ……。じゃあ、入れるからね……』

				　ケントさんが私の中に侵入してきた、私の処女膜は侵入者に対する防壁にならず一撃で打ち破られてしまった。

				『んっーーーーーー』

				　私は侵入された痛みで叫んだが、猿轡よって声にならなかった。

				『ラナの中キツくて具合がいいよ……。もう動くからね。痛かったらゴメンネ。俺、我慢できない』

				　そう言うとケントさんがゆっくりとピストンを始めた。縛られて身動きのとれない私を、ケントさんが腰を打ちつけるように深く挿入してくる。

				『んっんっんっーーー』

				『ラナ、中で出していい？　いいよね？　出すよ！』

				　ケントさんのピストンのスピードが上がる。私は快感に耐えながら必死で首を振る。

				『んーーんーー』

				　そして、私の中にケントさんの精を放たれてしまった──。

				

				「はふぅ……また自慰しちゃった……私がこんな娘だってケントさんが知ったら……幻滅されるのかな……」


                			

	








			
				　私はさっきより一段と湿った下着を脱ぎながら考えていた。

				　お父さんもお母さんもあんな本を私に渡すから……こんなことになっちゃったんだから。でも、ホントはケントさんに触ってほしいし、私も触りたい……。

				　ちょっとずつでもケントさんに歩み寄ろう。そして、呆れられる前にちゃんと抱いてもらいたい……。私は湿った下着を握りしめて決意していた。

				「…………その前にこの下着のお洗濯しなきゃいけない」

				　だって自慰で濡らした下着を穿(は)いてる女なんて絶対バレたくない。そんなのが、ケントさんにバレたら恥ずかしすぎて生きていけない。

				　私は下着を洗いに浴場へ向かうことにした。

				　夜中だったが廊下には最低限の『灯火(トーチ)』が点けてあるため、全くの暗闇ではなかった。

				　一階に降りようと階段のところへ差しかかると、ケントさんの寝室の扉が開いていて中から声が聞こえてきた。ダメだと思いつつも、扉の方に近寄り、隙間から寝室の中を覗いた。

				　すると、そこにはケントさんとミリィさん達四人がお勤め(性豪スキルの発動)をしている最中だった。

				　リナから話だけは聞いていたけど、本当にケントさんと子作りしてたなんて……。

				　薄暗い『灯火(トーチ)』の光の元で、目を凝らして見ると、今ケントさんの相手をしているのはリナだった。後ろ手に掴まれて獣の交尾のように後ろからケントさんに突かれている。リナの背筋が伸び顔が上を向いた。

				　ケントさんにイかされたらしい。でもケントさんは気にせずピストンのスピードをあげていき、腰を掴み直すと体を震わせていた。

				　リナがケントさんの子種を貰ってる……。

				　そう思うと、再度私の指が秘所を弄り始める。

				　ケントさんはリナから分身を抜くと、今度は仰向けに寝そべり、分身のうえにミリィさんを跨がせた。ミリィさんが分身を呑み込むと、激しく腰を動かし始めた。

				　あの、ミリィさんがあんな格好でしちゃうなんて……信じられない。

				　そして、もっと驚いたのはケントさんが両サイドにいた、フェリアさんとアナベラさんの秘所を弄り始めたことです。

				　三人の女性と一緒になんて……ケントさんって凄い女好きだって知った。

				　私はケントさんと三人の痴態を見ながらも、自分の秘所を擦る指のスピードをあげていく。

				「んっ」　　

				　気持ち良くて声が出そうになったので反対の手で口を塞いだ。

				　ミリィさんを見るとまるで結合部を、ケントさんに見せつけるように足を開いて腰を振っていた。

				　ミリィさんの腰の動きが早くなるに連れて、私の快感も上がり始めていきミリィさんが体を仰け反らせると同時に、私の秘所から雫が吹き出してしまった。

				　あ、気持ちいいイクッ！　で、でも、うそ。こんなとこでお漏らししちゃった。　

				　絨毯に染み込んだ染みを見て私は慌てた。　

				　ど、どど、どうしよう、濡らしちゃった。

				「誰？　誰かいるのですか？」

				　アナベラさんが誰(すい)何(か)してきた。私は慌てて下着を握りしめて、自室にへと帰っていった。

				〈続く〉


                			

	
			
						あとがき	　アビスヴェーナのとある貴族の屋敷のパーティー会場

				

				ケント	「……あーあー。これ入っているかい？　おっけ？　では、皆さんお待たせしました。只今より『ネタキャラ仮プレイのつもりが異世界召喚　～迷い人は女性の敵に認定されました～』出版化記念パーティーを開催いたします。司会は俺ＹＯＥＥと揶揄されている甘ったれ主人公のケント・ブラックダガー…？　誰だ、この原稿書いたの！」

				

				演台上で原稿を叩きつけるケント。

				

				ミリィ	「ケ、ケント。みんな見ているから……キチンとして。原作者さんや読者の皆さんが見てるから……」

				

				ケントの隣で耳打ちをしているミリィ。

				

				ケント	「しかしだな。確かに俺はヘタレだけど、晴れ舞台でこの書きようは原作者だとしても酷くないか？　断固、書き直しを要求するっ！」

				

				原作者へ詰め寄ろうとするケントにリナが飛び蹴りを喰らわす。

				

				リナ	「どあほぅううっ!!　私達の大切な原作者様に文句を付けるなんて、ケントの癖に偉くなったわね。アンタみたいな下半身でしか行動できない男がその程度の表現で済んでいるのは、原作者の恩情だと思いなさい！」

				

				ケント	「ぐふぅうううう」

				

				飛び蹴りをまともに受けたケントが地面に転がっている。

				

				ラナ	「ケントさん！　リナっ！　力加減を間違えているわっ！　ケントさんが白目剥いて泡を吹いているのよ！　幾ら何でも股間にクリーンヒットさせるのは、やり過ぎよ！」

				

				ラナが悶絶中のケントに駆け寄り股間を一生懸命にさする。

				

				ミリィ	「んんっ！　ラナ…人目もあるのでここは控えるようにね」

				

				ミリィが遠回しにラナに注意を与えた。

				

				アナベラ	「ケント様を寝室へお連れして。ミリアリア様、司会は原作者のシンギョウ様に交代して頂いて…」

				

				アナベラとラナがケントを抱えて舞台袖に運び出す。

				

				シンギョウ	「えー、パーティーに参加していただいている皆さん、何やらハプニングがあり、ケント氏が登壇できなくなりましたので、代わりに私、シンギョウガクが司会を務めさせてもらいます」

				

				パーティー会場内が騒然とし始める。

				

				シンギョウ	「お静かに。ケント氏の命に別状はありません。ただ、しばらくは夜のお勤めが取り止めになる程度でしょう。それはさておき、ネタキャラ一巻発売おめでとうございます!!　苦節二年半に渡り書き連ねてきたＷＥＢ小説がオルギスノベル様に拾っていただき、神の本……おっと誤字った。んんっ、紙の本として出版され、イラストが付き、原作者として感無量です。これも一重にＷＥＢ版を読んで応援していただいた皆様方の存在があっての結果だと思っておりますので、今後もケント共々、皆さまにお見限りなされないように一層の精進をして参ります！」

				

				登壇中のシンギョウの元へフェリアが駆け寄ってくる。

				

				フェリア	「シンギョウざぁあんっ！　フェリアの、フェリアの活躍場面が少ながったですぅうううっ!!　この前、お酌してあげた時に出演機会を増やすからっておっぱい揉んでたじゃないですかぁあっ!!」

				

				シンギョウ	「ば、馬鹿なことを言うんじゃありません！　それはケント氏と勘違いしているのじゃないのかねっ！　私がフェリアのおっぱいなんぞに……」

				

				フェリアの言葉で会場が更に騒然となる。

				

				フェリア	「シンギョウざぁあんっ！　二巻ではフェリアの出番ありまずよねぇぇえ！？　このまま、一巻だけで終わりなんて言わないですよねぇえ？　いっぱいサービスしまずがらぁ」

				

				シンギョウ	「えーっと……とりあえず、後は売れ行き次第かと……もし、あとがきから読んでくださっている方がいればご購入していただけるとフェリアからのサービスショットがあるかもしれませんので、今すぐレジへお持ちください。とまあ、こんな具合にグダグダな感じの小説を書いておりますが、購入していただいた方の息抜きになれば、原作者としてこれほど嬉しいことはありません」


                			

	
















			
						用語解説

				

						異世界グリモワール

				

				　異世界グリモワールは、魔大陸と呼ばれる地に眞(しん)魔(ま)王国という国家があり、大陸全土を支配している。

				　魔大陸には魔(マ)素(ナ)と呼ばれる物質が濃い場所が多々あり、そういった場所にいる生物や植物が影響を受けて魔物と呼ばれる存在が自然発生する状況だった。

				　王都周辺の魔物は度重なる魔物討伐によりすでに絶滅してるが、辺境と言われる南部地方は未だに魔物が闊歩する地域だった。

				　異界門(アビスゲート)と呼ばれる大陸最大の時空のひずみがある上に、南部域と呼ばれる魔素濃度が濃い場所があり、住民は魔物との戦いに明け暮れていた。

				　眞魔王国の王都地方への魔物の侵入を防ぐために大陸の地峡部に城塞都市アビスヴェーナが建設され、南部域からの魔物を防ぐ目的で全長一二キロの巨大な防壁を築き、【大防壁】と名付けた。石造りの建物もあるが、木造の建物との割合は半々程度。一部にガラスなどが使用されている建物もある。　

                

				

				

				

						種族

				

				◉魔(ま)人(じん)族(ぞく)

				　神聖帝国領から魔族領に逃れたきた人族や戦争中に捕虜や奴隷として連れてこられた者達の末裔。寿命や身体的能力は低いが繁殖力は他の部族を凌駕している。

				　魔族領の経済や領地運営を担い手として活躍しており八部族入りできた。妖魔族とは犬猿の仲で常に争っている。

				

				ヒト種

				　魔人族といえばヒト種族を指すのでカード等にも種族表記されない。

				ラビット種

				　元々は獣王ヴァンクウィッシュの血を受け継ぐ獣人の迦楼羅部族だったが、過去の経緯により迦楼羅族を追放された種族である。その後、都市に住んでいた人族と交配が進み、今ではヒト種と見分けがつかない。

				　性的興奮が高まった時だけ種族特徴であるウサギ耳と尻尾が生える。

				

				◉妖(よう)魔(ま)族(ぞく)

				　魔族の最下級の部族であったが魔人族ができたため、魔人族を見下して常に抗争している。

				　もともと堕神オルフェーブルが雑用をさせるため作り出された部族であり、知性は低く寿命も短いが、しかし繁殖力はすさまじく食料さえあればいくらでも増える。能力は低いため魔王軍では最前線の兵として使い捨てされることが多い。

				

				コボルト種

				　犬が直立歩行する種族。躾ければペットとしての需要は高い。

				ゴブリン種

				　子供ぐらいの大きさの種族。知能は低めだが、繁殖力は驚異的。魔(マ)素(ナ)の影響を受けやすい種族。

				オーガ種

				　力がかなり強い種族。建設工事や荷役作業を行うことが多い。妖魔族中では知性の高い種族である。

				

				◉羅(ら)刹(せつ)族(ぞく)

				　堕神オルフェーブルの部下だった鬼王ゼスナの血を受け継ぐ部族。人型だが額に角を持っている。

				　魔術全般を習得しており特に結界魔術や防御魔術を得意にしている。魔術研究を盛んに行っており新魔術の開発もしている。「攻めの阿修羅・守りの羅刹」としてその名を知られている。

				

				スカラー種

				　調査や研究を至上とする種族。知識を集めることを生きがいにしている。

				エンジニア種

				　実験と工作を至上とする種族。工夫し新しい物を作るのを生きがいにしている。

				

				◉夢(む)魔(ま)族

				　堕神オルフェーブルの妻ヴィルシーナの血を受け継ぐ部族。魔術を得意とし中でも精神操作や隠蔽・魅了の魔術を得意としている。隠蔽や精神操作で相手を油断させ攻撃をする戦法で戦うことを得意としている。

				　力が低いため直接的な戦闘能力は低め。雄・雌ともに整った顔をしており、人族に変装して間者や暗殺者として働くことも多い。身体的特徴は頭から生える山羊の角と背中のコウモリの羽。

				

				インキュバス種

				　雄のみの種族。子供は他種族の女性にのみできる。夢魔族同士では子ができない。受精率が低いため回数をこなさないといけない。

				　種族特性により性交した女性を自己の影響下における【性交魅了】を取得する可能性がある。

				サキュバス種

				　雌のみの種族。他種族の男性の種でしか子供を作ることができない種族。

				　種族特性の【吸精】で【性豪】スキルを持たない男性は交わると死んでしまうため、【性豪】持ちの男を【所有者】呼んで忠誠を尽くす。

				

				◉阿(あ)修(しゅ)羅(ら)族

				　堕神オルフェーブルの部下であった剣王アスラの血を受け継ぐ部族。人型だが最大六本の手を生やす事ができる、それぞれが立体的な攻撃して相手を翻弄する。

				　基本的に武器による戦闘を得意としているが一部魔術を使う者もいる。魔王に対する護衛の役を担っている部族である。

				

				ヴァルナ種

				　主に武器による攻撃を得意とする魔術の素養は低めな種族

				ミトラ種

				　武器と魔術をバランスよく使うことができる種族

				

				◉黒竜(こくりゅう)族

				　堕神オルフェーブルの乗騎であった竜王ベンダバールの血を受け継いだ部族。竜族であるため高位の者は竜身ではなく人型をしている者が多い。圧倒的な肉体の強度と頑健さを持ち魔術に対する抵抗も高くブレスを吐く。

				　竜化すると戦闘力や体力が上がる。ただし魔術を扱うことはできない。ドラゴニュート種はドラゴニア種と違い、卵によって生まれる種族。

				

				ドラゴニア種

				　人身の姿をとることができ、能力も寿命も桁違いな種族。身体の何処かに小さな鱗がついている。

				ドラゴニュート種

				　人語を理解し喋ることもできるが人身になれず一生を竜身で過ごす種族。

				

				◉眞(しん)魔(ま)族

				　魔族の始祖とされている堕神オルフェーブルの血を受け継いだ部族。眞魔族は人族のような姿形であるが、部族の特徴として肌が黒いので「漆黒の魔族」と言われている。

				　基本魔力や知性が非常に高く範囲攻撃魔法や破壊魔法を得意とし、遠距離攻撃を得意としているが肉体の頑健さは低くなっている。

				

				ブラックカラー種

				　純血種の眞魔族の特徴である黒い肌の身体的特徴に色濃く反映されている種族。

				グレイカラー種

				　混血の眞魔族で身体の一部、特に胸に黒い輪みたいな痣がある種族。

				

				◉迦(か)楼(る)羅(ら)族

				　堕神オルフェーブルが降り立った森でオルフェーブルに敗れ旗下になった獣王ヴァンクウィッシュの血を受け継ぐ部族。狼・狐・猫・牛・鳥に別れ、部族長を決める「闘技」を行っている。

				　基本的に雄は獣顔で雌は人顔を引き継いでいる。魔術を使う者もいるが大半が近接戦闘を得意とする。

				　魔王軍では斥候任務を務めることが多い。オルフェーブルとの戦いの最中に虎・豹・熊・狸の四種族が絶滅したとされている。

				

				ウルフ種

				　狼を始祖とする種族。雄は獣顔で毛深い、雌は人顔で体毛も薄くしっぽと耳が特徴。

				フォックス種

				　狐を始祖とする種族。雄は獣顔で毛深い、雌は人顔で体毛も薄くしっぽと耳が特徴。

				キャット種

				　猫を始祖とする種族。雄は獣顔で毛深い、雌は人顔で体毛も薄くしっぽと耳が特徴。

				ミノタウロス種

				　牛を始祖とする種族。雄は獣顔で長い角と毛深い、雌は人顔で体毛も薄く短い角としっぽと大きな二つの胸が特徴。

				バード種

				　鳥を始祖とする種族。雄は獣顔で身体中を羽毛が覆う、雌は人顔で体毛も薄くし背中に羽が生えている特徴　種族特性【飛翔】を持っており、羽を使って空中に飛べることができる。

				タイガー種

				　虎を始祖とする種族。雄は獣顔で長い牙を持つ、雌は人顔で虎縞の体毛を持ち犬歯が鋭く尖っているのが特徴。オルフェーブルとの戦いにおいて絶滅したと言われている種族。

				パンサー種。

				　豹を始祖とする種族。獣王ヴァンクウィッシュの出身種族であり、世界を滅ばす終末の獣になると言われている種族。

				　雄は獣顔で一見キャット種のように見える、雌もキャット種に似通った姿をしている。特定条件下で取得される能力により魔物を【捕食】できるとも言われている種族。

				　オルフェーブルに屈したヴァンクウィッシュは子を成さずに絶滅したと言われいる。

				ベア種

				　熊を始祖とする種族。雄は獣顔で固い体毛に覆われて大柄な体格の者が多い、雌は人顔で太く固い体毛とガッシリとした体格をしている。オルフェーブルとの戦で絶滅した模様。

				ラクーン種

				　狸を始祖とする種族。雄は獣顔に丸い耳と丸い尻尾持っている、雌は人顔で丸耳と丸く太い尻尾が特徴。

				　高い知性と魔術を操る素養が高く、オルフェーブルによって恐れられ共存の道を失い、オルフェーブルの率いる眞魔王国軍との戦争の引き金となった。

				

				

				

						魔術

				

				　魔術は開祖オルフェーブルが伝えており、魔素(マナ)を集めて敵を攻撃する攻撃魔術、魔素を使用し体の回復機能を高める回復魔術、魔素を使い姿を変えたり気配を消す隠蔽魔術、自分以外の仲間の能力を向上させたり色々と便利な補助魔術、魔物を閉じ込めたり侵入できなくする結界魔術、自身の能力を高める身体強化魔術、相手の印象や意思を操作する精神魔術の六系統があり、種族限定の魔術も存在している。

				　また、複数の魔術を合体させて発動させる複合魔術も存在しており複合魔術は威力がより強力化する。

				

				

				

						魔物

				

				　魔物には植物や動物が魔素(マナ)の影響を受けて魔物化した、通常の【魔物】と異界門(アビスゲート)を始めとした時空の歪みから現れる銀色の体をした【異界生物(アナザーモンスター)】、その異界生物が魔物を苗床にして繁殖し生まれる【魔獣】の三種類が存在。強さはだいたいのところで魔物＜異界生物＜魔獣となっている。

				　成長した魔獣は凄腕と呼ばれるＳ吸ハンター達が多数招集されて討伐隊が組まれることになっている。

				

						魔物狩りについて

				

				　魔物狩りとは、成人してカードを交付された者がハンターギルドに登録してギルドカードを発行された者のこと。ハンターランク（ＨＲ）があり、ハンターギルドから依頼された様々な依頼をこなすことでポイントがたまり昇級していく。

				　初心者はＦ級から始まり最終はＳ級ハンターと呼ばれ、南部地方では特に尊崇を受ける存在になる。

				　ギルドカードの交付を受けるには下位戦闘職七つの内、どれか一つを取得していることが条件となっている。

				

						ハンターギルド

				

				　魔物狩り達の登録管理を王国より委託された機関。魔物狩り達への賞罰を国より委託されており、犯罪行為を行った魔物狩りへ【犯罪者】ジョブの付与／取り消しをできる権限を持つ。

				　それ以外にも魔物素材の換金業務や銀行業務、魔物討伐の依頼の斡旋業や人材派遣業を行っている巨大な組織。収益は魔物討伐の依頼人からの依頼料と魔物素材の販売、銀行業務の手数料収入などがあり儲けがかなり出ている。

				　孤児達を養育しギルド職員に採用する慈善事業も行っている。ハンターギルドの規模は南部地方が一番大きく、王都のギルドが一番小さい組織となっている。

				

						魔術士ギルド

				

				　魔術士ギルドは魔術の素養を持つ者が所属するギルドとなっており、魔術の研究、新規開発、遺失魔術の探索や発見などをする部署もあれば、魔術書を販売している場所もある。

				　更に魔術理論を学べる教室もあり、学生や教師もいる。又、魔術の素養の有り無しを判定する魔術試験を実施してくれる場所にもなっている。

				　魔術士ギルドへの所属は任意だが、所属すると行使できる魔術数によりＦ級魔術士からＳ級魔術士の称号を付与され、様々の特典を受けれるようになったり、弟子を取れるようになる。

				

						ジョブ・スキルについて

				

				　眞魔王国で成人年齢の十五歳を越えた男女が受ける成人の儀において交付される【カード】と呼ばれる身分証に記載される職業。眞魔王国初代魔王のオルフェーブルが作り出したとされ、ジョブの総数は未だに不明のままである。

				　希少なレアジョブやユニークジョブも稀に発見されることがある。ジョブは戦闘を司る【戦闘ジョブ】と一般的な職業の【一般ジョブ】に分けられて記載される。

				

				◉スキル

				　ジョブによって定められている技能群。能力の底上げをする【補正スキル】、一時的に能力を向上する戦技などを司る【戦闘スキル】、一般的なスキルの総称を【一般スキル】として、取得にスキルポイントを使用して自らを成長させていく。
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